
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　 ▼１




　高鳴る胸にリュートを抱きかかえて五い十す鈴ずは二十センチほどの段を登った。猫背になりそうないたたまれなさと駆け出してしまいそうなときめきに引き裂かれながら、意識してゆっくりと進むと、今日の相棒のトウヤと目が合う。トウヤはにこりと微笑みかけると、缶や箱を括くくりつけた即席のドラムセットを軽く蹴飛ばして挨拶に代えた。

　五十鈴は五十鈴自身には不敵だと思える笑顔を向けてリュートをちょっと持ちあげる。マリエールが作り〈ロデリック商会〉が改造をした〈精霊遊戯のリュートアン・デイー・フロイデ〉だ。

　小さな、ほんの小さなステージのまん中で店内を見渡せば、それは十メートル四方の空間だった。アキバの街の中央通りに数多くある飲食店のうちのひとつ〈ブルームホール〉である。

　もともとただの廃墟でしかなかったこのあたりの廃ビルは、〈海洋機構〉の実験的なリフォームの対象となり、〈冒険者〉たちの手に渡った。この店はその後も数度に渡る改修を受けて、今では〈第七鼓笛隊〉所有の店となっている。もっとも店そのものを運営するスタッフの多くは〈大地人〉だ。〈冒険者〉は忙しくて店舗の運営や事務仕事に関わる暇がない。アキバの街では共生とでもいうような合体経営の店が現在の主流となっている。

　カントリー風の店内には贅ぜい沢たくにマジックライトが灯り明るかった。

　その光のなかで五十鈴が頭を下げると、大きな拍手が湧く。

　席数は七十程度だろうか。それがほぼ満席になっている。

　帆布張りのがっしりしたソファに飴色のテーブル、壁にはられたメニューに、あちこちにある手書きのイベントスケジュール。

　アキバの街に身を寄せ合った〈冒険者〉と〈大地人〉が、ああでもない、こうでもないと、工夫して作り上げた店である。元の世界のように、効率優先の建築や、一般的で無難な内装というものがない。ひとつひとつのギルドホールや住居、店舗は、すべてが手作りなのだ。

　雑多な雰囲気を宿したこの店は、小さなベランダほどのステージを持つ、レストランとファーストフードとライブハウスの中間のような形態で営業をしている。ファンタジー小説でいえば「酒場」なのだろうが、アキバの〈冒険者〉はあの手の作品の冒険者ほど酒を浴びるように飲んだりはしない。どちらかといえば、飲むより食べるほうを重視している。この店もそんな風潮を反映して、明るい雰囲気だ。




　そんな店内を見渡して、緊張感を少しでも和らげようとした五十鈴は、客席の中にいくつかの見知った顔を見つけ出して覚悟を決める。

　緊張するのは、いいことだ。

　それが楽しく感じられるようになれば、もっと上手くなれるはず。

　五十鈴は思い切って最初の音をかき鳴らした。

　色々と考えてしまうのは演奏が始まる前までだ。それから先ははじけたような気分になるのはわかっている。

　もらった時間は六曲ぶん。その三十分という長さは、どんな夢でも叶えられそうなほどに長く、まばたき三回で終わるほどの短さでもある。

　喉元から飛び出そうなのは楽しさと期待のあまり駆けてゆく五十鈴の心臓の音だ。

　トウヤがキックするドラムのリズムにぴったり合わせたような鼓動に微笑みを浮かべながら、五十鈴は八分音符おたまじやくしを空中にばらまいた。

　シロエからもらった製作級アイテム〈琥珀竜の爪〉が弦の上を滑ってゆく。リュートの本来の奏法ではないのだが、このほうが派手な演奏になるのだ。

　海辺で潮しお騒さいに揺れているみたい。五十鈴は頭の片隅で思う。

　嬉しさが波のように押し寄せてくるからだ。

　きっちり張り詰めた弦をかき鳴らすたびに、その抵抗と振動が指先から手首へと染み渡る。はじける炭酸水を何百倍も強くしたような感覚だった。それは五十鈴にとって喜びなのだ。

　両手の中に楽器があるという、ただそれだけのことで、五十鈴の頰はゆるんでしまう。その楽器が五十鈴の求めに応えて産うぶ声ごえを上げているのだ。産声はキレのいいリフ。育てるのは五十鈴の役目だ。




　誕生の挨拶をするような気持ちで、五十鈴は最初のひとことを唇にのせる。

　何の変哲もない平凡なはずの自分の声が、思ったよりも朗々と店内に響く。電気的な拡声技術のないこの世界なので生声だ。それでもこの大きくはない店内を満たすには十分なのだった。

　五十鈴はいつでもとても不思議な気分になる。どこにでもいるような田舎の女子高生にすぎない自分の声は、こんな響きをしていただろうか？

　五十鈴がここで演奏をするようになったのは、当たり前だがここ一ヶ月のことである。数えてみても片手で収まるような数のステージ経験であり、〈大災害〉まえに暮らしていた郊外の故郷で似たような経験などあるはずもない。周囲には空き地と畑が広がる幹線道路沿いにあるコンテナのようなカラオケボックスが知っているせいぜいだ。

　だから自分自身の声がこんなにも甘やかで伸び伸びとしていることに、毎回のようにびっくりしてしまう。

　しかし、それも呼吸ひとつ、ふたつ分だけのことである。

　物思いも躊躇ためらいもあっというまに音の洪水に飲み込まれていく。

　ほてったように震える腕は刻むように動かし、びりびりと震える喉で声を振り絞る。

　なんてことはない、地球ではありきたりだったロックナンバーだった。

　五十鈴が小さい頃から聞かされてきた、父親のコレクションでおぼえた曲だ。

　その耳になじんだ曲を、破れかぶれな勢いに任せて五十鈴は演奏して、歌った。五十鈴の持つ〈吟遊詩人トルバドール〉のオーラにつつまれてトウヤがドラムは務めてくれているが、他の楽器はない。元の世界の常識で言えば、バンドとも言えない小規模な編成の、やっつけステージである。

　でもそんな申し訳無さも、夏の入道雲のように湧き上がる喜びの前には無意味だった。




　五十鈴は五十鈴のステージで歌っているのだ。

　それは五十鈴が想像していたよりもずっと鮮烈で感動的な体験だった。

　マジックライトの光のなかで、五十鈴は五十鈴ではない何者かになった。細いだけで起伏に乏しい、ぱっとしない身体を持った、くせっ毛の女子高生はいなくなる。自信満々の輝くような笑顔でリュートをかき鳴らす〈吟遊詩人〉の五十鈴になるのだ。

　弾けるような喜びは五十鈴にクリアな視界をもたらした。

　みっちりと埋まった席では様々な人が五十鈴を見ていた。

　みんな笑っている。

　顔なじみになった店長のドワーフが大きな口をへの字に結んで、それでも楽しそうにつま先でリズムをとっていた。五十鈴は返礼をするような気持ちで身体ごとリュートをつきだしてＦの音をアーチのように届ける。

　カウンター席のにゃん太とセララは、身を捩るようにしてステージを見てくれている。火照ほてったような頰のセララ、見守るような微笑のにゃん太。胸の前で小さな拳をぎゅっと震わせているセララは本当に可愛らしかった。五十鈴の知っている中で一番乙女らしい少女だ。落ち着いて紳士的なにゃん太は銀色のヒゲを揺らしてゆっくりと演奏を楽しんでいるようだ。

　ふたりの柔らかい雰囲気が五十鈴の中に流れ込んでリュートに一層の輝きを与える。




　最初の曲が終わる。店内にいるほとんどがドラムにあわせてテーブルを叩いてくれる響きは強く、まるでひとつの打楽器だった。五十鈴はいま、バスドラムのお腹の中にいるのだ。視界に映るおさげのしっぽを追いかけて、五十鈴は足首で跳ねるように一回転すると二曲目の準備をする。

　もどかしくて切ない。

　五十鈴の幸せは、みんなに伝わっているだろうか？

　くらくらするようなめまいの中で、それでも正確なフレーズを紡つむげるリュートに感謝する。このリュートは五十鈴の相棒だ。

〈ハーメルン〉から解放されはしたけれど、なにをすればいいかわからなかった五十鈴が〈三日月同盟〉で見つけたのがこのリュートだった。〈木工職人〉だったギルドマスターのマリエールが昔作ったアイテムなのだという。あちこちに手を加えて改造してしまったので最初の頃の面影はないが、それでもこのリュートが異世界放逐ほうちくの孤独感を癒してくれたのは確かなことなのだ。

　五十鈴とリュートはもはや一心同体だった。

　学校も部活もないこの世界の暮らしの中で、五十鈴の生活はギルドの家事をするか、仲間たちと狩りをするか、リュートを弾くかしかない。

　ＴＶもＷｅｂもない、有線も映画もないこの世界で、音楽を聞きたければ、自分のリュートをかき鳴らすしかないのだ。

　心強い相棒から延びるリボンじみたケーブルの先では、貝殻に挟まれた小さな球体が声を張り上げている。リュートの胴から振動をピックして拡大してくれる人工精霊だ。従者召喚を可能にする低レベルアイテム〈セイレーンの貝殻〉を改造した〈ロデリック商会〉の工夫である。本来は繊細で典雅な音色を持つ古楽器リュートは、その工夫で表現の幅を一気に増やし、特製謎楽器に進化した。しかし、五十鈴はそんな相棒が大好きなのだ。

　視線の合ったマジックライトがまばたきをして、ニッコリと微笑んだ。

　忘れていた。ありがとう。

　そんな気持ちを込めて五十鈴は頷いた。

　いまは何曲目だろうか？　くらくらしてよくわからない。三曲か、四曲はやったと思う。

　熱い身体はどこかへ飛んでいきそうなほどだ。羽が生えたようで疲労なんて欠片かけらも感じられない。

　もしかしてこれも〈冒険者〉になって体力が増大したせいなのだろうか？

　それもちょっと違うような気がする。

　むしろ五十鈴の背中にケーブルがついていて、そこからエネルギーがどんどん充電されているような気分だ。拍を刻むキックの音に、店内を満たす足踏みの音に、それは凶暴に荒れ狂う雪崩なだれのような喜びだった。五十鈴は陽気でバカらしいロックナンバーをうたった。お父さんの持っていたコレクションのオールディーズだ。

　上手な演奏じゃないだろうな、と五十鈴は思った。

　何しろ五十鈴には音楽の才能がない。

　それを父親から何十回も聞かされて育った五十鈴だった。

　なんといっても五十鈴は田舎女子高生なのだ。楽器は学園祭でちょっと演奏が出来る程度にしかすぎないし、歌のほうは放課後カラオケレベルだ。どっちも専門の教育を受けたわけじゃないし、ミュージシャンの父になんて及びもつかない。

　しかし、だからといって、そんな事情は輝かしいこの瞬間には無関係だった。

　喜びというのは感情なんかではない。

　そんなあやふやなものではなくて、れっきとした実在のエネルギーだ。

　普段は見えもしないし触れもしない無色透明のこの力が、みんなの中には眠っている。五十鈴の中にも、トウヤの中にも、にゃん太やセララの中にも、いまこの店に集まったすべての人々の中にも。

　それが溢れだしてステージに降り注ぎ、五十鈴に接続されて、リュートを演奏させている。だから、才能なんて、実は関係ないのだ。楽しいし、幸せで、みんな喜んでいるのがその証拠だ。

　五十鈴から見て一番遠い店の入り口の脇に、金色の輝きが見えた。

　興奮したように頰を染めたわんこの王子様は、五十鈴に両腕を振っていた。

　それを見ただけで五十鈴のリュートはいっそう冴え渡り軽々と限界を突破した。

　わけがわからないほどの気持ちに満たされた五十鈴は、緩みそうになる頰をいっそあきらめて、大きく笑うとリュートのネックを返礼のように振ってあげた。照れくさくて、恥ずかしくて、どうしようもない。ピンク色になった音符が溢れてしまいそうだ。

　次のナンバーもすべてを吹き飛ばすほどご機嫌だろう。

　五十鈴の盟友であり同僚であり専属荷物持ち係であり散歩団の護衛であり王子様であるルンデルハウス＝コードの大好きなスロウバラードだ。

　仕方ないのでこの曲をルディへのご褒美にしよう。

　五十鈴はそう思って深呼吸をした。

　空気を読んで柔らかく光量を絞ったマジックライトの輝きの中で、五十鈴は次の一曲を歌い始めた。




　それは今日この日のなかでも、とりわけ大切な演奏だった。




　　　 ▼２




「今晩は少し暖かいですかにゃ」

「はい、にゃん太さん」

　店を出て少し歩けばそれでもアキバの夜はひっそりとした素顔を見せた。

　電波メディアが存在しないこの世界、車や鉄道すらないこの異世界は、都会の喧噪とは無縁だ。〈天秤祭〉のようなお祭でもあれば別だが、二月が始まったばかりのこの時期、まだまだ朝晩の冷え込みはきついため、夜の街はひっそりとしている。

〈ブルームホール〉を出た五十鈴、ルンデルハウス、トウヤ、にゃん太、セララの五人は微笑みながらギルドへの帰途についていた。

　大通りのあちこちには〈蛍火灯〉で乳白色の明かりが灯っているが、一行はさらにルンデルハウスの〈マジックライト〉を先導に進んでいた。

　みな上機嫌だった。

　先頭を歩くルンデルハウスは興奮したようにトウヤと話している。

　セララとにゃん太も楽しそうだ。五十鈴はふわふわとした幸福感に包まれて後をついていく。

　トウヤとルンデルハウスは大きな荷物を持っているが、五十鈴はリュートを胸の中に抱えているだけだ。街なかを歩くだけの今日はみんな普段着だし武器だって持っていない。〈記録のログ・地平線ホライズン〉に入ったころには〈大災害〉からつづく落ち着かない生活で私服や私物も少なかったけれど、いまではギルドハウスに部屋ももらったおかげで、普段着の数も増えた。考えてみればチョウシの町の防衛戦から、もう半年も過ぎたのだ。




「ミス・五十鈴。大丈夫か？　疲れてないか？」

「ぜーんぜん。元気いっぱいだよ！」

　ゆっくり歩いていた五十鈴を心配してルンデルハウスが振り返って尋ねてくる。

　誤解させてしまったらしい。

　五十鈴は満たされた気分でみんなを見つめていたかっただけなのだ。




「身体が冷えないうちにギルドハウスに帰るとしますにゃ」

「おなかもいっぱいだし！」

　にゃん太とトウヤがそんなやり取りをして、小さな交差点を一つ渡る。

　夜の道を歩く仲間たちはみんな穏やかな表情をしていた。

　ルンデルハウスも五十鈴も、いまではすっかり〈記録の地平線〉に馴染んでいる。

〈記録の地平線〉は穏やかで居心地の良いギルドだ。ここにはいないミノリとも五十鈴はすっかり親友になった。健けな気げで生真面目な年下の友人とはもう何年も付き合ってきたような気さえする。セララもそうだ。にゃん太の隣でとろけたような笑顔を見せる彼女のことも、五十鈴は大好きだった。

　五十鈴の盟友ルンデルハウスも〈ラグランダの杜もり〉で見せていたような張り詰めた表情を緩めてくれたようだった。ルンデルハウスとトウヤは年少男子組としてやはり友人になった。ふたりが一緒にいると本当に騒がしい。男子というのは集団で行動すると精神年齢が低下するということを五十鈴はあらためて知った。

　シロエやにゃん太、直継なおつぐやアカツキといったギルドの年長組とも徐々に親しくなっていった。

　ギルド最年長のにゃん太は親しみやすい人柄だった。落ち着きがあり、おしゃれなダンディで、ギルドの厨ちゆう房ぼうは彼の領域だった。胃袋という急所を摑まれた年少組はあっというまににゃん太にめろめろになった。

　直継はトウヤとルンデルハウスを通じて段々とわかるようになった青年だ。いつも話をまぜっかえす年長組のムードメーカーだが、意外と気配りの人であると五十鈴は思っている。ギルドの内装や設備で何か問題があれば直継に相談するのが一番だ。

　最近では、直継とトウヤ、ルンデルハウス（それに時にはにゃん太）は男の友情的ななにかを育はぐくんでいるらしい。特訓だといっていた。なんだか子供っぽいのだけれど、五十鈴とミノリは見て見ぬふりをしているのだ。ルンデルハウスとトウヤは直継にしたがってあちらこちらへと出かけては、にやにや笑いながら泥まみれになって帰ってくることも多かった。ミノリと五十鈴はそのたびに苦笑いをしながら入浴の用意をするのだ。

　アカツキは物静かで辛辣しんらつで謎めいた女性だった。人見知りをするのか話しかけてもぶっきらぼうな返答をされることが多い。五十鈴はギルドに参加した最初のころ少し苦手だと思っていたこともあった。でも本当は優しくて隠されたユーモアだってあるひとだ。洗濯と大掃除が大好きで、しかも人手を借りないでこっそり大規模に行なう癖がある。目を離した隙にギルド中のシーツがベランダに翻ひるがえっているとすれば、それはアカツキがやった仕事だった。

　年明けから〈記録の地平線〉に参加をしたのはてとらという施療神官だった。物おじしないひとらしく初対面から五十鈴は抱きつかれた。五十鈴だけではない。とっさに身を躱かわしたアカツキ以外は全員だ。賑にぎやかなてとらは明るくてあっという間にギルドのムードメーカーになっている。

　一方で長い間よくわからなかったのがギルドマスターのシロエだった。

　普段の食事中などはぼんやりしていたり、みんなに調味料や小皿を配ったりと、全然すごいところが見えない。居間のソファで昼寝しているところなんてくたびれきった感じだ。掃除や買い出しのときなどは「役に立たないから部屋に行っとけ」などと直継やアカツキに邪険に扱われている。

　街なかで噂を聞いてみると目付きが悪いであるとか、邪悪な策士であるとか、アキバの命運を握る悪魔であるとか、円卓会議の黒幕であるとか、ろくなものがなかった。目付きが悪いというのは同意した五十鈴でも、ちょっとそれはどうだろう？　と思うものも少なくない。

　それだけならまだしも、五十鈴よりもシロエと付き合いの長い親友ミノリの弁によれば、シロエは本当に好青年なのだという。優しくて、面倒見がよくて、聡明で、紳士的で、なんでも出来るわたしの憧れ──そうまで言われてしまった。

　まるで三種類のシロエが日替わりで出てきているように思えるほど支離滅裂な人物像だ。

　五十鈴の中のシロエはあのチョウシの十字路で厳しい表情で立っていた青年だった。（本物を見たことはないけれど）裁判官のようだと思ったのは少しだけ内緒である。ルンデルハウスを救ってくれたのは紛れもない事実だったし、すごい人だと思う。

　シロエに親しみが湧いたのは、ある日にゃん太に聞いた「シロエちは長男病ですにゃ」という一言をきっかけとしてだ。シロエは、五十鈴には信じられない程、それこそ常識を超えたほど、頑張り屋なのだ。そしてものすごく才能を発揮する分野はあるけれど、それ以外の点では不器用でもあるのだと、五十鈴は思う。

　シロエのことが少しだけ理解できてから、五十鈴はミノリを素直に応援出来るようになった。

　そんな風に〈記録の地平線〉と五十鈴はゆっくりと仲良くなりながら、時間を重ねていったのだった。




　毎日というのは強引なものだと五十鈴は思う。

　なにもしなくても、人間は朝昼晩にお腹が空くものなのだ。

　お腹が空けばご飯が必要で、その準備をしなくてはいけない。〈記録の地平線〉には〈料理人〉のサブ職を持つにゃん太が在籍しているが、だからといって食事の準備すべてを押し付けて良いはずもない。

　そもそもこの世界において食事の準備は重労働である。元の世界のように便利なカット野菜や調味料やインスタント食品があふれているわけではないのだ。ちょっと凝った料理をしようとすればその準備は簡単に一日仕事になってしまう。材料を買ってくるにしてもネットスーパーで宅配とはいかない。

　そんな重労働をにゃん太ひとりに丸投げするのは不公平だ。〈記録の地平線〉では朝ごはんは料理をしなくても食べられる作りおきのものと決定され、さらに週に二回は「にゃん太班長お休みデー」が作られた。

　食事の準備に手間がかかるというのはどこのギルドでも共通の悩みで、アキバにおいて最も目につく店舗は飲食系だ。ふらりと立ち寄って食べて行ける定食屋や汁物屋などが多い。ゲーマーが寄り集まった街だからだろうか。質も量も満足できる腹にたまる料理を出す店が多く、ついで菓子屋やテイクアウトの軽食、屋台などが続く。デートに使えるようなおしゃれな店や、超高級店はほんの僅かだ。

　お惣菜そうざいを売り出す店は初期から多かったが、〈第八商店街〉が主導して屋台村を作り、さらにはアキバ駅廃墟のガード下に商店街モールを作ってからは安心していろんな味を買い求められるようになった。

「にゃん太班長お休みデー」にはそんな店でお惣菜を買い求めたり、ギルドメンバーで外食をしたりするのだ。




　そんな外食の習慣がほんのちょっと変わったのは、新年を祝う冬祭〈スノウフェル〉のころからだった。

〈ブルームホール〉で飛び入り演奏をした縁で五十鈴はスカウトされ、週一回程度のペースで今日のように小さなライブをするようになった。

〈吟遊詩人〉の能力は演奏や歌唱を補正したり上達させたりするものではない。しかし〈吟遊詩人〉や類似のサブ職を持たない〈冒険者〉は自身の持つ音楽的才能に制限を受ける。どんなに演奏が上手であっても、自動的に音程が外れた音が飛び出す可能性があるのだ。

〈歌姫〉などのサブ職につけば、本人の練習次第で上手な歌が歌え、能力制限により足を引っ張られることがない。〈吟遊詩人〉による制限解除は周囲の人間にも及ぶため、五十鈴がステージに上るときは、トウヤやミノリ、セララにリズムやサブ楽器をお願いすることが多い。わんこの王子様は残念ながら本人に音楽の適性がなかったために主に応援役だ。

「ミノリちゃんもこれればよかったのに」

「そうですにゃあ」

「しょうがないよ。ミノリ、バイトあるからさ」

「カラシンさんのとこだったっけ？」

「ミス・ミノリは職業婦人ということなんだね」

「あはははは」

「でも、そろそろ終わるはずですよね」

「シロエ兄ちゃんと一緒に帰ってくるんじゃないかな？」

　音の渦に浸って高ぶっていた心音が、前を歩く仲間の会話に癒されてゆっくりと普段通りに戻っていく。それは夢が去っていくような寂しさと、それでも消せないほどの幸福が伴っていた。

（お父さんみたいなプロにはなれないけれど、たまに憂さ晴らしでリュートを弾くくらいは、いいよね）




　ステージに上ってみて思いしらされたことがひとつある。

　五十鈴は本人が思ってるよりもずっと音楽が好きだったらしい。両腕の中のリュートを愛いとし気げに撫でる。たわわに実ったような胴は共鳴部だ。ウッドベースを担当していた五十鈴だが、リュートにはウッドベースにはないような繊細さと古風さがあると思った。

（うへへえ）

　昔使っていたウッドベースは量産品だが（だとしても女子高生の五十鈴にとってはびっくりするほど高価だ）、このリュートはマリエールの作成した一点物である。弦の両脇には貝の内側の虹色の部分をモザイクにして作った優美な螺ら鈿でんが施されている。もらった時に比べてあちこち改造してしまったけれど、イルカに似たその模様は五十鈴のお気に入りなのだ。

　ロッカーたるもの愛器のひとつも持たねばならない！　と信仰する五十鈴にとって、リュート〈空飛ぶイルカフライング・ドルフイン〉はまさに愛器なのである。

「どうしたの？　五十鈴ねーちゃん」

「ふえ？」

「五十鈴さーん」

　気が付けば五十鈴の周りに皆があつまっていた。

「へ？　へ？」

「にやにやしていたぜ、ねーちゃん」

「そんなことないよ！」

「にこにこしてました」

　五十鈴はほっぺたに手を当てた。そんな顔をしていたのだろうかと確認すれば、ほてった頰は確かに緩んでいるように思える。

「ミス・五十鈴はまだ興奮中なのだ」

「そんなのじゃないってば、ルディ！」

　五十鈴が詰め寄るようなそぶりで声を大きくすると、ルンデルハウスはあきれた様なそれでも優しい笑みで周囲に助けを求めた。トウヤはそれに「たしかに五十鈴ねーちゃんはすごかった」と返す。

「そんなことないからね。あんなの、たいしたことないんだから。子供のころから家に楽器があったからちょっと出来るだけでっ」

「そんなことはありませんにゃ。皆、幸せそうだったですにゃあ」

　ニコニコ顔で同意するセララの隣で、にゃん太までが五十鈴を褒めてくれた。顔が真っ赤になってしまう五十鈴にさらに追い打ちをかけたのは、味方のはずのルンデルハウスだ。

「ミス・五十鈴は精霊もかくやというほどの芸術家なのだ。妙たえなる調べはこの街の夜を潤す。来週から始まる旅だって、彼女がいれば心楽しいものになるのさ。……ん、どうしたのだい？　ミス・五十鈴？」

「だ、か、ら、ル、ディ、イはぁ。なんでそういうことを真顔で、言うのっ！」

　五十鈴は恥ずかしさが我慢出来ずにルンデルハウスを追い回した。

　嬉しいけれど、みんなの顔をまともに見ることも出来ない。まだ冷たい夜の空気の中で、その追いかけっこはギルドハウスに到着するまで続いた。




　　　 ▼３




〈大災害〉から続く半年の間、アキバに存在する遺跡ビル群のなかで最も多く改修を受けた建物のひとつがギルド会館である。

　一階にはギルド事務受付と銀行、そしてホールが存在する。二階から六階は個別ギルドに貸し出すギルドホールの転送式ドアが並ぶホテルの通路のようなフロアだ。十四階は〈円卓会議〉を設立したときに使用した六傾姫ルークインジエの会議場が存在する。

　七階から上はかつて、入居者のいない貸しビルのようなありさまであった。〈エルダー・テイル〉のゲームにおいては目的のない空間だったのだ。もちろんそれは〈大災害〉直後の話である。〈円卓会議〉成立後は、その本拠地となるこの建物の空きスペースは貴重な空間として様様な用途に転用されている。

〈天秤祭〉では生産者ギルド連絡会が設立され、そのほか多くの円卓会議関連団体が事務所を構えるに至った。アキバの街の自治機関である〈円卓会議〉だが、その統治能力は、お世辞にも高いとはいえない。〈円卓会議〉そのものが持つ権力は小さく実務能力も低いのだ。

〈円卓会議〉が曲がりなりにもアキバの街を治めていけるのには、〈円卓会議〉に参加した大手ギルドのメンバー数がアキバ住民の少なくない割合を占めていること、〈円卓会議〉をアキバ住民が信任していること、元ネットゲーマーであるアキバの住民は統治機関に対して大きな期待を抱いてはいないこと、利他的な住民によるボランティア的な活動が活発であることなど、様々な理由が存在した。

　そもそもアキバの街は自由の気風があふれている。生きてゆくだけであるのなら軍事的にも経済的にもさほど難易度が高くないこの世界において、アキバの住民は日々をおのれの望むようなスタイルで過ごしているのだ。狩りをしたいものは郊外へと出かけ、生産をしたい住民は工房にこもり、販売や交流をしたい住民は店舗を経営している。

　自治組織などというものは、そういった個々人のやりたいことを邪魔しなければそれで良い、というのが一般的なアキバ住民の感覚であった。

　もちろんそれは住民側の感覚であって、〈円卓会議〉は彼らが思っているより多くの仕事を抱えている。自分たちの好きな活動が出来さえすればいいと住民は思っているかもしれないが、店舗として使用したい廃墟の優先権ひとつをとっても、複数の住民の要求がかち合う場合は当然のように存在する。

　ひとつひとつはとるに足りない、それでも膨大な案件を処理するのが統治組織の宿命で、〈円卓会議〉も例外ではないのだ。

「うおおい、こっちは終わったぜ腹黒」

「こっちもですよ。アイザックさん」

〈円卓会議〉ギルド会館の地下一階、明るく照らされた大食堂の片隅に陣取ったふたりは互いの健闘をたたえあった。〈記録の地平線〉のギルドマスター・シロエと〈黒剣騎士団〉のギルドマスター・アイザックである。

　地下食堂とはいうが、ここはどちらかというと飲食可能な共有スペースというべき空間だった。高い天井からは〈蛍火灯〉の光が降り注ぎ、清潔な雰囲気のテーブルが、四人掛け、二人掛けに分かれて幾何学模様に並んでいる。空間はいくつかのエリアに区切られて、奥のほうには個室もあれば、小会議室なども存在する。

　ここでは二つある厨房を共用する四つの飲食店がそれぞれに料理を販売しているのだ。購入者はセルフサービスで運んで、このスペースで食事をする。

　シロエたちが陣取っているのは、八人掛けの奥まったテーブルだった。

　テーブルの上には地図や書類や筆記用具などが並べられている。足下のカバンからは様々な道具や計測具があふれていた。明らかに飲食店でやってはいけないテーブル占有なのだが、これが初めてのことでもないので慣れ切った状況ではある。

「なに言ってるんですか。黒剣の資料整理したのはほとんど私じゃないですか」

　あきれ顔の青年が肩を落としながらアイザックに声をかける。アイザックの副官であるレザリックだ。アイザックは男臭い笑いをうかべ「細けえことを突っ込むな」といなしている。そのアイザックも今日はさすがにいつもの鎧よろい姿すがたではなく、〈円卓会議〉の制服だ。その上に打掛のように灰色のコートを羽織っている。

　どうやら〈円卓会議〉の制服が結構気に入ってるらしい。シロエはそう思った。

　シロエのほうはいつものタートルネックである。書類の持ち歩きや事務仕事には楽な服装がいちばんだ。

　最近アイザックとは一緒の仕事をすることが多いシロエだが、そのアイザックは事務仕事には向いていない。執務室にいると逃げ出そうとするアイザックと打ち合わせをしたり書類を作るときには、どうしたって飲食店や出先の天幕ということになる。

　商売をしているアキバの街の店舗で居座るのは心苦しいので、そういう意味では、ギルドホール地下の共有スペースは、シロエたちにとってありがたい場所だった。

「俺はよくわからねえけど、こんなもんでいいのか？」

「ええ、大丈夫です。すいませんね、引率を頼むことになって」

「そりゃ構わねえがよ」

「アイザックくんはこう見えて楽しみにしてます」

「てめ、こら。そういうことを言うなよ。てかくんづけすんなこら」

　シロエはふたりの言い合いにたはは、と笑いながら、余計な書類を整頓していく。

「しかしなんだな。こんな世界になっちまった後に騎士団教練とはなあ」

「〈黒剣〉だって騎士団じゃないですか」

　そりゃそうだがよ、とぼやくアイザックの表情はさほど暗くはない。どちらかというと興味深そうに持ち上げた書類をじろじろと見つめている。その書類には「第一次大地人騎士団教練要綱」とある。

「さっきの打ち合わせでも言ったとおり、親善の意味もありますから」

「だからって目標なしってわけにもいかねえだろ。いくつくらいレベル上げりゃいいんだよ」

「ふたつみっつでも上げてもらえば──いやぼちぼちですかね」

　シロエは書類をさばきながら顔も上げずに答える。

　今回〈黒剣騎士団〉に依頼したのは、マイハマの都における教練であった。対象はもちろん〈大地人〉の騎士である。マイハマ領だけではなく、ほかの領主の騎士団からも参加者がいるために、マイハマ騎士団が対象というわけではない。〈自由都市同盟イースタル〉の〈大地人〉全般に対する訓練、という名目になっている。

「長期訓練の割には欲がねえな」

「相手は〈大地人〉ですよ。無茶するわけにはいかないでしょ」

「そうなのか？　おい」

　シロエの否定にアイザックは後ろに立つ副官に話を振る。振られたレザリックのほうは「パワーレベリングするつもりだったんですか？」と返した。

　パワーレベリングとはゲーム用語で、即時的半強制的に行なうレベル上げを指す。高レベルの引率者を置き、その引率者が率先して経験値の多いモンスターと間断なく戦うことにより、安全距離を置いて付いてくるパーティーの低レベル者に経験値を大量に与える行為だ。短時間で効率よくレベルアップを行なえるために、ＭＭＯなどのゲームでは日常的に見かける光景である。

「パワーレベリング、困りますよ。それじゃ実力つかないし」

　一方で、シロエの答え通り、その考え方に反対する者も少なくない。パワーレベリングで得られるのは経験値とレベルである。急速に成長した自分の身体能力や戦闘能力に対して、習熟する訓練は行なわれない。攻撃力や耐久力などの肉体の性能そのものは上昇しても、戦い方や駆け引きなどが身につかないという弊害がある。

「腹黒は頭固いな。パワレベと戦闘訓練交互にやりゃいいだろ。いや、訓練多めにしてやるよ。連中、面倒くさそうだしな」

　アイザックは太く笑うと、そう言った。

　シロエとしても、そこまで言われるのならば仕方がないと思う。そもそもシロエとしてもパワーレベリングそのものを完全否定しているわけではない。すでに高レベルのキャラクターを持っているプレイヤーが、二体目、三体目のキャラクターを作る場合にこの種の成長手法を用いるのはままあることなのだ。

　それにシロエは今回、アキバに居残りである。マイハマまで〈鷲獅子グリフオン〉に乗れば一時間もかからないとはいえ、現場を預かるのはアイザックであり、その方針にケチをつけていては役割分担が成立しない。

「その辺は表向きなんで、あんまり全力ださないでください」

「ああ、任せとけ。……しかし、護衛ね」

　アイザックは物思う表情で髪の毛を搔き回すと、しばらくの間黙り込んでいた。




　時刻は夕飯時を過ぎている。

　飲食店の一種であると考えればこの公共スペースも搔き入れ時であるはずなのだが、客の入りは一割もない。

　それもそのはずで、この場所は〈円卓会議〉の事務を請け負っている〈冒険者〉や〈大地人〉が利用するある種の社員食堂のようなものなのだ。〈円卓会議〉に参加していて作業の多い〈冒険者〉は、自分自身のギルドを持っていて、実作業は自分のギルドの本拠地で行なうのが一般的だ。シロエも、ミチタカも、カラシンも、そうしている。

　そうである以上、この時間にこの共用スペースで書類を並べながらだべっているのは、シロエとアイザックのような特別の事情があるものか、それともいっそこのギルド会館へ住み着いてしまえとばかりに仕事をしている変わり者かのどちらかということになる。その数は決して多くはないのだ。

「クラスティのバカはまだ連絡取れないのか」

「ええ。フレンドリストにも反応はないそうです」

「自分のギルドほったらかして何やってんだあいつは。なくなっちまうぞ」

「そこまでではないようですが」

　シロエは答えた。

　クラスティがオウウの山中で行方不明になってから、もう三ヶ月近くが経過している。アイザックは「なくなっちまうぞ」と言ったが、たしかにギルドが崩壊するに十分な時間だ。

　一般論で言って、ＭＭＯ－ＲＰＧのギルドというのはひどく脆もろい。

　労使関係や契約関係ではなく、ただ単に「一緒に遊ぶ」というのがＭＭＯ－ＲＰＧ〈エルダー・テイル〉におけるギルドだったからだ。近所に住んでいるであるとか、同じ学校のクラスメイトであるといった、物理肉体の制約を受けない通信空間上の仲間関係は、ある面では対面での友情よりもピュアではあったけれど、それゆえにこそ壊れやすいものでもあった。

　参加者の誰かが「もうここにはいたくない」と思えばそれを押しとどめる手段はほぼ存在しない。退会手続きを妨害するという〈ハーメルン〉のようなギルドは例外である。




　ギルドの中心は多くの場合、そのギルドのリーダーである。

　ギルドの方向を決めるのはリーダーであり、雰囲気づくりをするのも多くの場合リーダーだ。ギルド内で何らかのトラブルやもめごとが起きたとき、その裁定を行なうのもリーダーの仕事となる。ギルドがギルドとして続いていくために、リーダーという装置は必要なのだ。

　現にクラスティが姿を消した後の〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉からは脱退者が出ている。

　リーダーなき組織に不安を感じたためだろう。そのことを責めるわけにはいかない。

　むしろいくらここが現実化した世界であり、サバイバルのためには互助組織を必要としているとはいえ、脱退したメンバーの数は五十人に届かない程度。

　ギルドリーダーを失ったギルドが三ヶ月で五十名の離脱者しか出さない。それはすでにして静かな奇跡である。

　シロエは沈痛な表情の〈妖術師〉リーゼから報告を受けていたが、彼女の運営手腕を賞賛したのは決して〈円卓会議〉運営のための方便ではない。すごいギルドだと思ったのは、シロエの本音だった。

「心配かよ、腹黒」

「アイザックさんはどうなんですか」

「心配なんざするわきゃねえだろ。あいつは〈狂戦士バーサーカー〉だぞ。どうせどこかで遊んでやつているに違いねえ」

「まあ」

　シロエはあいまいに頷いた。

　アイザックの言葉を否定したいわけではない。

　シロエもクラスティは何らかの転移事故でヤマト以外のサーバー、もしくは念話機能が制限されたゾーンに飛ばされたのだと思っている。似たようなイベントはゲーム時代の〈エルダー・テイル〉にも存在したからだ。もちろんそれはそれで由々しき事態ではあるし、クラスティ本人が何らかのトラブルに巻き込まれている可能性は低くない。

　が、アイザックの言うように、〈円卓会議〉関係者の中で予測不能なトラブルに巻き込まれても生還出来る可能性が高い男を一人選ぶとすれば誰か？　と問えばそれはクラスティになるだろう。心配しても仕方ないのだ。

「そのうちひょっこり帰ってくるだろ」

　シロエの思うところの『二番目に可能性が高い男』がそう言い放った。

「心配してるのはクラスティさんじゃなくて、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉と〈円卓会議〉のほうですよ」

　シロエは胸の内を明かす。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は確かに自立したギルドでクラスティがいなくても運営は回っているようである。しかし運営の処理が回るかどうかと、メンバーの心が平静に保てるかどうかは別だ。すでに少数とはいえ不安感にかられたメンバーが脱退している。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉が崩壊してしまう可能性は、決して無視出来るほど低くはない。

　そして〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は戦闘系最大手のギルドであり、またもっとも統制のとれた組織でもあった。例えばそれを大規模戦闘レイドや戦闘クエストの達成という意味で言えば、アキバには綺き羅ら星ぼしのごとき数多あまたのギルドが存在する。アイザック率いる〈黒剣騎士団〉もそうだし、ソウジロウの〈西風の旅団〉も頼りになるだろう。

　しかし、戦闘の規模が大きくなり、勝利以上の判断を要求される軍事行動となれば、指揮系統の練度からみて〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉に代わりうるギルドは存在しない。

　その〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉が崩壊もしくは弱体化するとなれば、〈円卓会議〉およびアキバの街もその影響を免れることはかなわない。

〈円卓会議〉はよい自治組織だとシロエは思うが、だからといって完全無欠だなんて思ってはいない。有力ギルド合議制はひとたび不協和音を生じれば意外な脆さを見せるだろう。

（アインスさん、止まらないんだろうな……）

〈ホネスティ〉の〈妖精の輪フエアリー・リング〉探索は良いペースで進んでいる。が、アキバの街での注目度は小さい。街の中での技術革新が進んでいるせいだ。そして革新は、アキバの街に存在した〈エルダー・テイル〉におけるレベルという指標をゆっくりと崩していく。レベルが高ければ、それで裕福である時代は、過ぎ去りつつあるのだ。

〈円卓会議〉成立とそれに続く技術革命は、この世界を変えつつある。

　いまは新しいアイデアと実行力があれば、富を築くことが可能な時代だ。

　多くの〈冒険者〉は狩りといっても安全マージンを取って行動する。例えば九〇レベルの〈冒険者〉は八五レベル程度の狩場を目指す。もちろん財貨は稼げるが、それではレベルは上がらない。一部の戦闘ギルドは過激なチャレンジを繰り返すが、それは例外だといっていいだろう。レベルが上がらないということは戦闘能力の大幅な向上が見込めないということだ。この世界でそれは、格差の固定を意味する。

　そんな状況にいら立ちを見せるアキバの住民は少なくない。

　人々の求心点という意味でクラスティは重要であり、シロエはその行方不明を重く受け止めていた。

　供く贄にえ一族との交渉と資金融資の取り付けという難事を片付けたと思ったら、またしても頭の痛いことが増えていたのだ。シロエとしても泣きたいような気持ちではある。せめてもの救いは、にゃん太班長と協力をしたロデリックが、危険度の高いフレーバーテキストを精査して一部アイテムの自粛を呼びかける声明を出してくれていたことだろう。

　そうしたところで、呪われたアイテムによる災害が減るとは限らない。

　呪いであると明白に書かれていないアイテムでさえ、そのフレーバーテキストによっては惨事を起こす可能性があるのだ。人海戦術でチェックを進めているため、危険アイテムのリストそのものは早晩完成するだろうが、それでトラブルがなくなる保証はなかった。

「シロエさーん」

「やあやあ、シロエ殿にアイザック殿。作業は終了？　ご飯買ってきたよ」

　そこへ現れたのはカラシンと、カラシンが受け持つ生産者ギルド連絡会でバイトをしているミノリだった。カラシンは普段通りだったが、ミノリのほうは街で活動するための私服姿だ。習い事からの帰り道の学生のような服装で、機嫌よくシロエのことを見つめている。

　アイザックが「おう、お前らか。ここに座っていいぞ」とソファを顎で示した。迫力あるしぐさで腰が引けそうなものなのに、カラシンは「どーもどーも」などと愛想よく席に座る。この人懐っこさがカラシンの武器だな、とシロエが思っている間、シロエの隣へとやってきたミノリは手際よくテーブルの書類を整理して、そこに購入してきたサンドイッチと飲み物を並べていた。

「シロエさん。ジンジャーエールですよ」

「ありがとうね、ミノリ。お仕事、問題なかった？」

　ええ、と頷くミノリを情けない笑顔で見つめたのはカラシンだった。

「ねえねえ、シロエ殿。いやー、こういうのはなんだけど、ミノリちゃん、〈第八商店街うち〉にくれません？　腕利きなんですよ、ほんと」

　返答に詰まるシロエは、アイザックに救われる。からからと大声で笑ったアイザックは、カラシンの肩をどやしつけるように叩くと、「おい、カラシン。おまえ中坊にまでコナかけよってのかよ。女日照りすぎんじゃねえのか」と言ったのだ。

　カラシンは必死になって「そういうんじゃないですってば、アイザック殿。これは仕事の話で」と言い訳を続けている。

　くすくすと笑うミノリにとってカラシンの軽口は日常のようだ。

　ほっとしたシロエは炭酸飲料ジンジヤーエールを一口飲むと微笑んだ。アキバにあふれる様々な飲料はすべて自家製だ。生姜とはちみつで味付けられたジンジャーエールは喉越しがよい。




　すべきことは山積みだし前途は険しい。

　シロエの耳には不安なニュースも数多く入ってくる。〈緑鬼王ゴブリンキング〉が君臨するという〈七つ滝城塞セブンスフオール〉の攻略も終了してはいない。それはアキバの街を本拠地にする低レベル層に、すべて最低でも三〇レベルまではレベルアップしてもらいたいという〈円卓会議〉の意思でもあった。

　しかしシロエはその意思にもう一つ策を乗せようと思っている。

　今はそのための根回しをしなければならない時期なのだ。シロエはアイザックとカラシンに、〈大地人〉騎士団教練の実施について、さらなる要望を語るのだった。




　　　 ▼４




　リーゼは忙殺されていた。

　クラスティが姿を消したことでリーゼ本来の仕事、教導部隊の業務が増えたわけではなかったが、ギルド内に不安が広がっていくに従い、些細な調整を必要とする案件が増えていったのだ。

　申し送りが滑らかに伝達されないようになり、それらをいちいち確認する必要が発生した。相談に乗ったり悩みを聞いたり慰めたりといった人間関係に必要な時間も増えた。

　何より堪こたえたのはそれらが必要な作業なのかどうかもわからないということだ。

　どんな業務を行ないどこまで達成すれば、「十分である」のかリーゼにはさっぱりわからなかった。その不安感から〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉運営のあらゆる部分を理解して監視しようと思い、その膨大な情報量に鎧がい袖しゆう一いつ触しよくのように弾き飛ばされてしまったのだ。

　それで諦められればいいのだが、焦慮の気持ちからか、自分の限界すれすれまで働いてしまって、周囲に迷惑をかけている。

　やらなければならないことの優先順位もわからなくなり、自分がどこへ向かっているかもわからなかった。自分のすることなすことがすべて失敗のように思え、運営の邪魔をしているだけだと感じる夜が続いた。

　眠りは浅く、夜中にベッドで飛び起きることも多かった。

　出来事に対する遠近感が狂い、ちょっとしたトラブルがギルドの将来に立ちふさがる大問題に思えて、歯の根が合わぬほどの恐怖を感じた。

　逆に、すぐに処理しなければならない案件を過小評価して、被害規模を拡大してしまったこともある。

　リーゼにはクラスティに対する好意を抜きにしても、彼のギルド運営に関する仕事を一番近くで見てきたという自負があった。リーゼだけではなく、〈Ｄｒｅｉ＝Ｋｌａｕｅｎ〉はそういう役職だったはずだ。

　しかしいざクラスティがいなくなってみると、ギルド運営も、作業の分担も、報告システムさえも理解していなかったことに気づかされた。

　クラスティが進めてきたように、ギルド全体が師団を単位として自律的に運営が続行される運営システムは非常にうまく機能している。そこに欠陥があれば、高山三佐が活動不能だった一ヶ月の間に〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は空中分解していただろう。

　衝撃だったその一ヶ月を切り抜けられたのは間違いなくクラスティが作り上げた組織構造のたまものである。

　しかし〈スノウフェル〉が終わった後は、目に見えない金属疲労にじわじわと浸食されるような日々だった。そしてそれはまだ終わりが見えていない暗闇なのだ。

　そんな日々を救ってくれたのはヘンリエッタたちだった。




「また青い顔をしてますわよ」

「そう、でしょうか」

　今日もリーゼはヘンリエッタにさらわれるように〈三日月同盟〉のギルドホールに連れ込まれていた。

　狭くはない食堂のあちこちに観葉植物が置かれ、その隙間には絵画や不思議なぬいぐるみが飾られている。それらは雑然としているはずなのだが、すべてが手作りの温かさに満ちてもいた。テーブルはシンプルなベージュの木製で、それがオレンジ色がかった照明の下で明るい調和を見せている。

〈三日月同盟〉の食堂は家庭的で温かい感じがする。リーゼはそう思う。




　遅めのランチを食べる、という名目で誘われた。

　ギーロフという名の〈料理人シエフ〉が作ってくれたのだというクリームシチューだ。二月も末とはいえまだ寒い日が続く中で、それはありがたいごちそうだった。

　言葉少なく静かな食事となった。

〈三日月同盟〉のメンバーはすでに昼食を終えてしまっているのだそうだ。そもそも半数近くはお弁当を携たずさえて外出をしているらしい。

　午後のギルドホールにはのどかな時間が流れていた。どこからか、小さな話し声や台所を片付ける音がする。

　それはこの中規模ギルドの生活音で、その音色にリーゼは安心感を覚えた。




「目つきも険しくなってるぞ。リーゼ。主君と一緒だ」

　もう一人の参加者、アカツキはリーゼにそう告げた。黒髪の小柄な少女は、つぶらな瞳に少しだけ困ったような表情を浮かべてリーゼをじっと見つめている。アカツキと友達になったリーゼは、その表情が心配を表すものであると、わかるようになっていた。

「大丈夫です。まだまだへこたれません」

「あんまり意地を張りすぎてはだめですよ」

　柔らかな表情のヘンリエッタに、リーゼはたしなめられた。もっとも、その両腕の間にはアカツキがいて、彼女を背後からヘンリエッタが抱きしめるような体勢だ。

「アカツキさんは二十歳はたちなんですよね？」

「？　そうだ」

「ヘンリエッタさんはにじゅうは」

「コホン」

　確認はさえぎられ、その先をリーゼはあっさりと手放した。世の中には追及しすぎないほうがよいことが沢山ある。

「わたしは二十歳だ」

「はい」

　リーゼは機嫌を損ねたようなアカツキに救われた気分になる。

　年齢と容姿のギャップに苦しむ彼女は若く見られることを忌避しているが、どちらかと言えばそれは羨ましがられる特徴なのだ。若々しいという意味でもあるのだから。

　しかしそれを高校生である自分が言ってしまえば角かどがたつだろう。その程度のことはリーゼにもわかる。

「なんだか不思議ですね」

　そこまで考えてリーゼは不意に気が付いて、びっくりしたような気分になった。

　アカツキは二十歳の大学生。ヘンリエッタは大企業に勤めるＯＬだったそうだ。ミカカゲは調理師専門学校で製菓職人を目指す学生、ミノリは中学生、ナズナは歯科医助手。

「歳のことか？」

「いえ、元の世界にいたら、きっと友達になんてなれなかったと思って」

「そうかもしれないな」

　アカツキは途方に暮れた様な表情で静かにそう答える。ヘンリエッタにかまわれている友人がおかしくて、リーゼの頰から、本当に久しぶりに笑みがこぼれた。

　頰が緩むその感覚が久しぶりでリーゼは驚く。自分で思うよりもずっと緊張していたのだと。




「いえ、そんなことありませんわ！　可愛いは惹かれ合うと申しますもの、わたしとアカツキちゃんはどうあっても出会ってました！」

「そんな断言は不要だ」

「でも最近はなでなでをしても怒られませんわぁ。もう、わたし幸せっ」

　そんなリーゼの前で、ヘンリエッタとアカツキは、いつものようなじゃれあいを繰り広げていた。ハートを飛ばしているような表情のヘンリエッタと、憮然としてはいながらもさほど嫌がってはいないアカツキだ。アカツキは嫌なのだろうが、抵抗を諦めている。それはきっと、昨年の事件でまだアカツキが引け目を感じているせいなのだろうとリーゼは推測しているのだが、あえて助けの手はさしのべなかった。

　抱きしめられる体温が、アカツキには必要だと思ったからだ。




　なんにせよ、リーゼが親しいと思える二人と過ごす時間は和やかなのだ。

　自然と頰が緩んでいく。後頭部から背筋にかけてずっしりとたまっていた、しびれるような疲労がゆっくりと溶けて抜け出していくような気持ちさえした。

「……怖いメガネがいなくなると大変か」

「ええ、そうですね。クラスティ様にずいぶん頼ってたとわかりました」

　借りてきた猫のように首をすくめてヘンリエッタの攻撃に耐えていたアカツキは、笑みを浮かべたリーゼに小さく尋ねた。それはリーゼの直面している問題だ。

「主君も困っていた」

「シロエ様も、そうでしょうね。〈円卓会議〉の外交ではクラスティ様が顔になっていました。不在期間的にはまだまだ平気ですが、これからのことを考えれば、問題が起きるのは明らかですものね」

「〈円卓会議〉の業務は申し訳ありませんが、負担出来ません」

〈円卓会議〉にとっても確かにクラスティの失踪は大問題だろう。

　とはいえ、それはさすがにリーゼには背負えない。背負えないと、やっと素直に言えるようになった。

　教導部隊の隊長として、大規模戦闘の指揮は出来る。攻略工程表マネジメント・プロツトを書くことも。しかし、それらはあくまでゲームの攻略だった。少しだけ自分を褒めていいのであれば、ゲームの攻略を、異世界である現在のアキバでギルド訓練に適用していることだろう。

〈大災害〉の後、クラスティは常々「今までと何も変わらない」と言っていた。「今までやってきたギルド運営と、これからのギルド運営は変わらない。向こうでの生活と、こちらでの生活は変わらない」と言っていた。多くのギルドメンバーは、クラスティ得意の捉えどころのない発言だと思っていたようだが、リーゼは知っている。あれは掛け値なしの本音だ。

　それどころか「〈大災害〉後の世界は現実と同じで刺激が少ないね」と言っていたのも本音である可能性が高い。クラスティは、言葉の意味そのままに、変わらない日常として〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を過ごした。

　アカツキが主君と呼ぶ青年シロエも瞠目どうもくすべき存在だ。〈記録の地平線〉ギルドマスターのあの青年は、ゲームを攻略する技術をそのまま転用して、〈大災害〉を攻略した。

　その手法や方針は説明されればわかる。ＭＭＯ－ＲＰＧはコミュニケーションのゲームだ。だから心底命がけで言葉を尽くすのであれば、ゲームにおける攻略は現実に転用出来る。その理屈はわかるが、そんな理屈を本気にして、実行するなんて信じられない。

　だがそれは果たしてそんなに異常なのだろうか？

　クラスティやシロエはたしかに特別だが、〈海洋機構〉のミチタカや、〈ロデリック商会〉のロデリック、〈第八商店街〉のカラシン、それにソウジロウ、アイザック、アインス、マリエール、目の前にいるヘンリエッタ、櫛くし八や玉たまに、そのほか大勢の人たち。

　彼らも皆、ある意味では〈大災害〉の前後で変わっていないのではないか？

　変わり果て刻々と変化を続けるこの世界において、彼らは「彼ら自身であること」を最大の武器にして戦い続けている。

　クラスティとシロエは状況にかみ合ったが、揺らぐことのない自分自身と今までの経験で目の前の状況を解決するという点においては、ほかの皆も二人に対して勝りこそすれ劣るところはない。

　つまるところは昨年末のアカツキと、今のリーゼはまるで同じなのだ。

　ゲームの攻略方法やマニュアルを中心にして、それが正解か間違いなのか、十分なのか不十分なのか、そういう次元で勝負をしているから勝てないし、毎日が不安で胸が苦しい。それは自分のレベルや〈幻想級〉装備の有無で思い悩んでいたアカツキに等しい。

　そうではなく、もっと自分自身の意思とか決意とか、覚悟や生き様を中心に据えるべきなのだ。リーゼはそう思った。クラスティはもとより、ミチタカやアイザックには、その中心があるから強いのだと思う。

　──そんなすぐに自信なんて持てないが。




「きっと沢山、迷惑かけているし、まだかけてしまいそうです」

「気にしなくてもよろしいですわ。大変なのは存じ上げていますもの。それに、シロエ様が何か手を打ってらっしゃるでしょう」

「……主君は、迷惑だなんて思わない。それに止めてもきっと自分から助けに行く」

　リーゼの問いに対する返答は意外なものだった。

　ヘンリエッタはすました顔で大丈夫だと請け合い、その胸元に抱き寄せられた小柄な美少女も頰を染めて、決然と笑っている。

　いつも無表情な彼女が笑うのは、まるで花びらがこぼれるようだった。

　あの戦いを経てアカツキも変わったのだ。そして、自分も変わったはずである。

　自分ももう一歩前に出なければならない。焦りや不安からではなく、後回しにしてきた課題をなさなければならないのは今だ。自責する高山とリーゼだけでは、状況の改善は望めない。

　クラスティがいない今、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉には〈Ｄｒｅｉ＝Ｋｌａｕｅｎさんばがらす〉が必要なのだ。
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　この世界には数々の魔法の品物マジツクアイテムが存在する。

　武器や防具、装備品、書籍や、家具の形態を持つものまで種類は様々だ。

〈大災害〉を経て入手可能な魔法の品は爆発的に増えたが、それ以前から〈冒険者〉にとって便利だと求められていたジャンルのひとつに「鞄」があった。

〈エルダー・テイル〉において正確な表現をするのならば「コンテナ」ということになるだろう。ほかのアイテムを収納可能なアイテムであり、ポーチやカバンといった手ごろなものから、木箱、金庫、タンスといった大きなものまで様々だ。

　一般的なコンテナ・アイテムは内部に様々な品物を、その容量が許せば入れておくことが出来る。魔法のコンテナ・アイテムともなれば、大きさを無視して収納したり、収納した物品の重量を軽減したり、あるいは特定の収納したアイテムに変化を加えるものなどもあり、把握が難しいほどのバリエーションを持っているのだ。

〈ダザネッグの魔法の鞄マジツク・バツグ〉はレベル四五以上で装備出来る魔法のコンテナ・アイテムである。これより低い装備レベルの魔法のコンテナ・アイテムもなくはないが、収納可能な量や入手難易度の関係でメジャーとは言えない。

　また、生産職としてアイテムを仕入れたり販売するなどをしなければ、普段使いにおいてこの鞄は二百キログラムという十分な収納量を持っている。さらにこの鞄の性能を上昇させる高レベルのクエストなども存在し、多くの〈冒険者〉にとって末永く愛用することになる逸品なのだ。

〈ダザネッグの魔法の鞄〉は〈エルダー・テイル〉中級者が必ずと言ってよいほど手に入れる、魔法の鞄の登とう竜りゆう門もん的なアイテムといえるだろう。




「準備は整っているのかー？」

「ばっちりだぜ、師匠」

　居間に顔を出した直継にトウヤは胸を張って答えた。この大きな部屋ではトウヤやミノリ、五十鈴、ルンデルハウスといった年少組が旅行の準備をしている。

〈魔法の鞄〉があれば荷物をまとめるのは簡単なのだが、あいにく年少組はまだそれを手に入れていない。むしろ、鞄を手に入れるために旅に出るのだ。〈ダザネッグの魔法の鞄〉を入手するクエスト「魔法の鞄を手に入れろ」は四五レベルで受けることが可能になる。いまとなってはあまり意味のない制限なのだが、アイテムの装備可能レベルは〈大災害〉以降でも拘束力を持っていた。

　トウヤたちは〈魔法の鞄〉を作るための素材を入手するために、初めて関東を離れるつもりなのだ。

「馬車の準備も終わってます、直継さん」

　追加報告をしたミノリはメモ帳片手に旅の準備に余念がないようだ。




　目的地は「レッドストーン山地」だ。

　道のりは百六十キロメートルほどだという。馬車で向かうから、おおよそ往復で二十日ほどの旅だろうか？

　トウヤはまだ見ぬ山々や自然を夢想してちょっとそわそわしてしまう。

「いやあ、だってレッドストーン山地っていったら、長野のあたりなんだろう？　山に川に、森！　それから、行ったことのない村！」

「んーむ。旅をするのは久しぶりだ。その心得は、このルンデルハウス＝コードに任せておきたまえ」

「そういやルディ兄ぃは旅してきたんだっけ？」

「そう。途中までは〈冒険者〉と一緒だったんだが、ボグポートからアキバへは一人で来たのさ。だから経験はばっちりだ」

「うんうん。水は馬車に樽乗っけてけよ」

「わかってる！」

「トウヤ、ほら。下着もう二組」

「こっちにもう詰めてあるってば、ミノリ」
















　トウヤとしても心が沸き立つのを抑えきれないのだ。元の世界で旅行に行ったのなんてずいぶん昔のことだ。遠出というのでさえ珍しい。しかも今回は、年少組の友人だけで泊まりがけの旅だ。修学旅行よりもずっと面白そうではないか。馬車で出かけるというのもロマンを搔き立てる。




　トウヤたちはフローリングの床の上に荷物を広げていた。

　ミノリのチェックを受けながら、着替えや保存食や救急用品をバッグに詰めていく。とはいっても、トウヤとしてはミノリほど厳しく考えなくてもいいと思っている。手作りの服ならばともかく、〈エルダー・テイル〉由来の装備品は耐久度さえ十分にあれば、汚れや傷が自動的に消去される。そういう意味では、ずっと鎧姿で過ごせば、着替えは下着くらいあればなんとかなる。食糧だって、楽しみを求めなければ質素なものでも過ごせるのがこの世界である。

　とはいってもトウヤはそういう無粋な発言はしない。

　ミノリが一生懸命なのはわかってるし、それは良いことだ。兄たるもの（ミノリは自分が姉だといっているが）、妹の面倒を見るものである。

「むう」

　その横で、ルンデルハウスが膝をついて荷物を搔き回し始めた。

「どうしたんだ？　ルディ兄」

「むむむ。僕のブラシがないのだ。身だしなみを整えるのもエレガントな〈冒険者〉の務め」

「え？」

　そうなのか？　と突っ込みを入れたそうな直継の呼吸を無視してルンデルハウスは続ける。

「困ったな。あれは重要なアイテムなのだ。なにせ金貨百枚もしたわけで」

「ルーディ」

　そんなルンデルハウスに声をかけたのは五十鈴だった。

　エスニックな布地で作られた自分のバッグを置くと、ルンデルハウスが散らかした荷物の中から手際よくスモークブルーのポーチを取り出した。

「洗面セットの中だよ？　ルディ。あと荷物は片づける」

「そうか、ミス・五十鈴。見つかってよかった」

　笑みを浮かべて荷物を片付け始める二人を見ると、トウヤも嬉しくなる。

　ルディも五十鈴も〈記録の地平線〉の大事な仲間だし、今となっては兄妹みたいなものだ。

　幼いころ、トウヤはサッカー少年だった。今思えばサッカーをそこまで愛していたかどうかはわからないけれど、元気いっぱいのトウヤにとって放課後の校庭を友人と駆け回るためには、ボールひとつあれば十分だったのはたしかだ。

　足が動かなくなった後もトウヤは、友人たちの集まりに何回か顔を出した。

　しかし二月ふたつきも過ぎたころ、トウヤはそれをやめた。

　うらやましいとか憎いという気持ちがあったわけではない。友人たちが気を遣い、トウヤの前ではサッカーをしなくなったのが申し訳なくて、いたたまれなかったのだ。

　トウヤはそうして友人と距離を置くようになった。

　そこにいるみんなが笑顔でいるのはトウヤにとって重要なことなのだ。

　トウヤの家族は、トウヤが車椅子に頼らざるを得なくなったときも、いやな顔一つしなかった。トウヤは自分が大事にされていることをわかっている。でもそんな理屈とは別に、家族の顔がこわばる瞬間、唇を嚙みしめたことだってあるのだ。自分のために笑顔を我慢する誰かがいたのなら、トウヤはそれを痛みとして感じる少年だった。

　だからトウヤはルンデルハウスや五十鈴、ミノリの笑顔を見るとほっとする。

　そしてシロエという青年を尊敬する。

　あのときシロエが守ったのは、ルンデルハウスの命ではない。みんなの笑顔なのだ。

　こうして過ごせる時間を守ったのだ。それはトウヤが今まで想像したこともないほどすごいことだ。

「んっふふう～」

　荷物をやっとまとめて小さな山にした後、五十鈴は眼をきらきらさせたまま、抱えたリュートケースを大事そうに撫でている。

　年少組だけで狩りに出て〈魔法の鞄〉の素材アイテムを入手してくる。クエストの旅だ──そんな計画を立てたとき、一番喜んだのは自分だが、五十鈴も負けず劣らずに嬉しそうだと思う。トウヤ自身のことはともかく、五十鈴の理由はよくわからない。

「五十鈴姉ちゃんも、旅嬉しいのなんで？」

「嬉しいよ？　みんなで行くの楽しいじゃない。それにツアーっぽくない？」

　ツアー？

　直継を含め、そこにいる全員がその言葉の意味を捉え損なった。

「だってさ、馬車でさ、じゃかじゃかじゃーん！　って」

　五十鈴は立ち上がると、ケースを抱きしめたまま、それをかき鳴らすようなしぐさをする。嬉しそうなおさげがぴょんぴょんと跳ねて、五十鈴の気持ちを表しているようだ。

「ツアーとはミュージシャンが演奏を目的に旅をすることですにゃあ。有名アーティストは世界規模で行なうこともありますし、インディーズな皆さんが自費で旅をすることもありますにゃ」

　台所からお茶のセットを持って現れたにゃん太が、直継のいるソファテーブルへと近づきながらそう説明してくれた。

「良いな、ツアー！　大銀河の演奏旅行！」

「行くのは伊豆の先だ」

　続いて現れたてとらが直継に駆け寄り、それをいさめるようにアカツキ、シロエが入ってくれば〈記録の地平線〉のメンバー勢ぞろいだ。




　そういう風に説明されればトウヤだって聞いたことがある。

　ライブハウスや武道館に行ったことはないけれど、ビデオクリップはＷｅｂで見たことくらいあるからだ。

　自分と、ミノリと、五十鈴と、ルンデルハウス。それから〈三日月同盟おとなり〉から参加のセララ。五人で馬車に乗ってツアーに出かける。考えたことはなかったけれど、それはなんだかとてもわくわくする思い付きだと感じた。

「そっか、ツアーか！　どどどんっ、ってね」

　トウヤが手元のリュックサックを手のひらでドラムのように叩くと、五十鈴は少しびっくりしたような表情だったが、すぐに笑ってりゅいんりゅいんふぃーん、と口先で楽器の音まねをしながらくるりと回ってみせた。

「ツアーか……初めて聞いた言葉だが、それはすごいな。四十二で村を巡るのか」

「いやいや。今回そんなに村を巡ったりはしないよ。ね？　ミノリ」

「レッドストーン山地までいくとなると……シロエさんの地図だと、それでも、四つか五つは村がありますよ」

「いいじゃん、行こうぜ、村。どっちにしろ水とか補給しないといけないんだし」

　トウヤはすかさず提案した。

　山に登って小型のワイバーンを狩るのはそれはそれで楽しいだろうが、〈大地人〉の村を訪ねて演奏をするのだって負けず劣らずに楽しいと思う。どうせ村に出で会くわしたら一晩くらいは泊まるのだ。両方出来るなら、した方がずっと良い。

　みんなの同意するような声に五十鈴は「わー！　ツアーだよ。うん、ツアー！」と喜ぶ。その笑顔はまぶしいほどだった。

「よーし、道案内と仕切りはこの僕に任せておきたまえ」

　立ち上がって宣言をしたルンデルハウスも晴れやかな表情だ。

　トウヤは音楽なんてよくわからないが、体力に任せて太鼓を叩き続けることは出来る。セララは簡単な鍵盤楽器が出来たはずだし、ミノリも五十鈴にリュートを習ってたはずだ。アーティストのライブという話ならとても追いつかないかもしれないが、五十鈴の手伝いをするくらいなら十分楽しそうだった。




「うっれしいなあ！」

　叫んだ五十鈴は、いつものようにルンデルハウスの頭を抱え込むように抱き寄せていた。ルンデルハウスはトウヤたちの中では一番年上のはずだし背も高いのに、五十鈴のスキンシップには苦手意識があるらしく、抵抗出来ずなすがままにされてしまう。

　──ルディ兄ぃかーっこわりい。へへへ。

　と笑いかけて、トウヤはその言葉を飲み込んだ。

　なんだかんだ言ってミノリには世話になっていて逆らえない自分も同じだと気が付いたからだ。反省だ。

　この旅を通して、自分とルンデルハウスは、男子のコケンたるものを発揮しなければならない。「男ってのはいざというとき身体を張るもんだぜ！」と腕を組んで自説を展開する直継の表情を思い出す。

　もちろん頼れる仲間ではあるけれど、旅の仲間のうち三人は女の子なのだ。

　男子たる自分（と友だちのルンデルハウス）が守らなくてどうするというのだろう。

「ミノリ、ミノリ！　わたし弦の予備とか、もう、買いこんじゃう！」

「もう、五十鈴さんってば！」

　楽しそうに笑うメンバーを見ながらトウヤはそう思うのだった。
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〈エルダー・テイル〉における馬車は数種類あるが、そこにも〈円卓会議〉結成後の技術革新は押し寄せていた。もとより板バネは一部の高級馬車に採用されていたらしいのだが、懸架式やスプリング式、軽量素材なども導入されつつある。

　変態的技術を惜しげもなく使った代物しろものが〈ロデリック商会〉で開発され、アキバの住民一同をあきれさせた。空力くうりきを考慮してテイルウィングを付けた馬車に一体何の意味があるのかわからなかったのだ。しかし、そういう一部の暴走から得られた工夫は、単純で安価なものからじわじわと市場に浸透していった。

　アキバの街で作られる製品は様々だが、なかでも〈大地人〉に需要が大きいもののひとつが馬車である。

　アキバの街で作られるアイテムのうち魔法の力を必要とするものはマナの少ない〈大地人〉には使いづらいし、現代地球の快適性を追求するアイテムは〈大地人〉から見て「なんでそこまでこだわるのか？」と疑問を抱かせるものがほとんどだ。

〈冒険者〉にとってはお小遣いで買えるようなアイテムであっても〈大地人〉にとってはそうではない。もちろん〈自由都市同盟イースタル〉の領主や貴族が購入する高価なアイテムはそれでもいいのだが、それでは必要とされる数は増えてゆかない。




　そこへ行くと新式の馬車というのは実に理想的な製品なのだ。

　魔法の力を使うものももちろんあるが、そうでない、機械的な工夫で利便性を上げた馬車は〈大地人〉にも使用可能だ。あまりにも性能を向上させてしまうと、必要な〈御者〉レベルが上昇してしまうという欠点はあるが、幸い〈御者〉や〈交易商人〉といった職は〈大地人〉においてもメジャーなもので人数が多いため問題になりにくい。

　価格は当然高くつくが、そもそも馬車は消耗品ではない。商人が用いる場合、商売の効率を考えればさほど長い時間をかけず利益で取り返すのは可能な額だし、農民が購入する場合、個人ではなく村単位でお金を出し合い共同購入することが多い。そのため高価格が問題になりにくいのだ。

　クロームモリブデン鋼の農機具と並んで、アキバから〈大地人〉が購入したい製品の上位に位置するのが馬車だった。




　五十鈴たちが購入した馬車もそんな製品のひとつだった。

　もちろん〈冒険者〉向けのハイエンドな馬車もあるのだが、基本は普通の馬車だ。耐火炎対冷気対電撃防御ランク八〇などという性能は、五十鈴たちの手には余る。

　丈夫で、取り回しやすくて、荷物がたくさん積めて、五、六人が乗れるものであればそれで十分だ。荷馬車や箱馬車という線も考えたのだが、幌馬車という選択に落ち着いた。幌に使用する布は奮発して撥水性はつすいせいのものにする。どうせ野営はテントで行なうつもりなので、馬車そのものに雨天の居住性を求めないでも良い。

　それは比較的軽量の馬車だった。

　五十鈴たちがまだ中レベルだということと目的地までの道中が不整地も多いということを考えあわせた結果、車体の重さがさほどでもないほうが良い──そんなアドバイスをにゃん太とロデリックの二人組からもらった結果、そういう判断になった。

　代金はきっちり五等分して支払ったため、この馬車は正真正銘、五十鈴たちの持ちものなのだった。セララとミノリは市場でキルトのクッションを買ってきて、幌の内側に据え付けた。荷物入れは防水仕様で、仮に水浸しになってもこの中に入れておけば無事だろう。トウヤが幌に〈記録の地平線LOG HORIZON〉のマークを入れよう！　と発案してそれは全員一致で支持された。

　そのあとミノリが絵を描こうとして、五十鈴が羽交い絞めにして止めたことは、ちょっと思い出したくない出来事でもあった。




　馬車をひく馬のほうは〈冒険者〉らしく〈召喚笛〉を購入することで済ませた。

〈召喚笛〉とは〈冒険者〉に使し役えきされる獣を呼び出す魔法のアイテムの一種だ。高位のものになると〈鷲獅子グリフオン〉など、飛行生物や幻想生物を呼び出すことが出来るものも存在する。これは膨大な種類があるアイテム群で、単純に馬を呼び出すものでもかなりの数があるのだ。呼び出す馬の種類や能力、一回呼び出してから馬が手伝ってくれる時間、使用回数、使用してから再び使用可能になるまでの時間。様々な要素があり、当然価格もぴんきりだった。

　この世界には主に〈大地人〉が使用する「普通の馬」も存在する。笛を吹いても突然現れたりせず、制限時間が過ぎても逃げ去ったりしない、ずっとそばにいて生活を共にする動物としての馬だ。

　しかしそういう馬は餌を与えて世話をしなければならないし、〈冒険者〉のレベルで言うことを聞かせることも出来ない。無難な選択肢はやはり〈召喚笛〉ということになるのだった。

　五十鈴たちが購入したのは〈ライマンの双子馬笛〉というアイテムだった。

　購入した馬車のサイズから考えて馬は二頭必要だったし、笛を二つ買うよりは二頭召喚出来るアイテムのほうが安かったという理由もある。でもどちらかというと、名前と馬に一目ぼれという側面も大きかった。〈双子馬笛〉という名前はミノリとトウヤを想像させたし、呼び出された馬は、荷馬という触れ込みだったが、がっしりと精悍せいかんで最高に格好よかった。




「わふぁあ。わふぁあ！」

　意味のわからない歓声を上げたセララは大喜びで双子馬にキャベツをあげていた。召喚馬なので餌付けなどは必要ないのだが、そんなことは関係ないようだった。

　ルンデルハウスが慣れたしぐさで馬の首筋をぼろ布で拭っている背後から、五十鈴は声を潜めて話しかけた。

「ルディ、あのさ」

「どうしたんだい？　そんなにおっかなびっくり」

「触っても怒らないかな？」

「大丈夫だろう。この子はおとなしいし、今はそんなに苛立ってないようだ」

　馬は五十鈴をちらりと見ると、興味を失ったようにあとはセララたちが与えているキャベツに集中したようだ。おとなしいというよりも食い意地が張ってるだけなのではないか？　五十鈴はそんな疑問を覚えたが、好奇心には勝てなかった。

　生唾を飲み込んで、恐る恐る触れてみた。

　チョウシ夏季合宿に向かうとき馬を借りて乗ったこともあるが、こうして改めて触ると手の平の下で筋肉が感じられた。大きな動物に触れるというのは特別な理由がなくとも感動してしまうものらしい。

　身じろぎをするように脚を踏み変えるだけで、圧倒的な馬の筋力が駆動しているのがわかる。それは議論不能な勢いで「あ、これは生き物だ！」という実感を五十鈴に与えた。




　別に言い訳するつもりはないが、五十鈴はほかの生き物の肌に触れた経験が少ない。五十鈴が、というよりは、普通の女子高生は日常的に大型生物に触ったりしないと思う。高校生ともなれば親に甘えるような歳でもない。ふざけて友人女子に抱き付いたりはするが、それはあくまで服を着ている前提であり、肉体に直接なんてことはない。

　うんうん、やっぱり生き物はすごいなあ、などと頷いていると、

「ん？　ミス・五十鈴。どうしたんだい？　馬が怖いのかい？」

　と、ルンデルハウスが心配そうにのぞき込んできた。

「ううん」

　五十鈴はぶるぶると首を振った。

「全然怖くない。かわいい」

　そうか、それならいいんだが。というルンデルハウスのその髪の毛に五十鈴は手をやって、くしゃりと撫でた。そうされたルンデルハウスは口をへの字にして不満げな表情だったが、五十鈴は照れくさく思い、いじわるくかき混ぜてしまう。

（うん、大丈夫。わんこに触っても平気だ）

　五十鈴はそうやって確認してみた。

　馬に触れた瞬間、なんだか非常に恥ずかしいような、びっくりしたような気分になったのを、ルンデルハウスに触れてごまかしたのである。抵抗するルンデルハウスに悪いとは思うが、それでも仕方ないものは仕方ないのだった。

　五十鈴はやはり男子がちょっと苦手だ。たぶん、元のままの高校生だったら、こんな大きな馬（動物！）も苦手だったのだと思う。自分じゃない生き物で、何を考えているかわからなくて、大きいだなんて、やっぱり少しおっかない。

　でもルンデルハウスは平気だった。

　さすが五十鈴専属の朝散歩護衛だ。ゴールデンレトリバーである。

「五十鈴さんも、キャベツあげますか？」

　セララのセリフに、そういう自分の考えをごまかすように飛びついた。

「うん、あげるあげる。ほら、ルディも！」

「僕は良いのだ。そういうのは」

「仲間はずれは、ダメでしょ。この子もツアーの仲間なんだから」

　照れくささを吹き飛ばすように五十鈴は叫んだ。

　その声にびっくりした馬が鼻を鳴らしてにらんでくるのに、目を丸くしていたら、ルンデルハウスに怒られた。

「馬は臆病なんだから叫ぶなんてあり得ないぞ」

　臆病なの？　と視線で問いかけると、馬はこちらを見ないで耳をぴくぴく動かした。

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　不機嫌になってしまった馬に謝る。

　この大きくてきれいな仲間に嫌われてしまうなんて考えただけでもショッキングだ。

「もっとちゃんと謝りたまえ」

　難しい。馬用の謝罪なんて五十鈴のレパートリーには入ってないのだ。こうなったらルンデルハウスの相手を選ばない和やかわんこオーラにすがるしかない。

「ごめんなさい。ほら、ルディも謝って！」

「なっ。まったく……許せ、馬よ」

　はじめは不機嫌だった馬も、五十鈴とルンデルハウスの貢物で何とか心を開いてくれそうだ。ニンジンを四本献上して仲直りをしたころには、すっかり日も傾いていた。

　不本意そうだったルンデルハウスも機嫌が直って楽しそうだった。セララやミノリたちと一緒に馬の世話をして、ギルドハウスまで連れて帰って、名前まで付けてあげた（甘くておいしそうな！）。

　こうして旅立ちの日はあっという間にやって来たのだった。





































　　　 ▼１




　旅立ちの朝はこの季節には珍しく雲ひとつない空だった。

　ギルドの先輩の見送りで〈エターナルアイスの古宮廷〉までやってきたミノリたちは、そこから馬車に乗って一路西への旅を開始した。

〈八の運河のハイコースト〉を左手に見ながらミノリたちは河を渡る。

　それはかつての世界において多摩川と呼ばれた川だ。セルデシアにおいても十分な大河である。このあたりの地区は、ミノリたちにとってもおなじみの場所だった。アキバの街から騎馬で二時間ほどのこのあたりは、野生のモンスターも多く、ミノリたちの修業の場のひとつでもあったからだ。

　しかし、川を渡ってしばらく進めば、そこから先はまったく未知の大地だ。

　アキバの街から日帰りが難しくなるこの距離は、ミノリたちの経験がない領域との境にあたる。とはいえ、ミノリたちは緊張よりも興奮を感じていた。

　やがてゾーン名は〈ズーランドの草原〉に切り替わった。

　この地区はミノリの腰の高さほどもある草が生える草原と荒れ地の混合地形だ。風になびく草が波のようにうねってゆく。草の原のあちらこちらから、小さな建物の廃墟が突き出していた。それらのほとんどすべては無人で、蔓草と動物たちにねぐらを提供しているのだ。

「牛みたいなのが見えるよ」

「え？　どこどこどこ？　どこですかー？」

　幌に覆われた後部座席のうしろから、五十鈴いすずとセララの声が聞こえた。

　御者席に座っているミノリは、手た綱づなをトウヤが握っていることを確認した後、振り返る。五十鈴が指さす草原の先には大型の四足動物の群れがあった。

「〈草蹄鹿グリーン・エルク〉の群れだと思います」

　ミノリはそう告げる。シロエからモンスターの特徴や分布を学んでいたことが早くも役に立った。

「危ないかな？」

「大丈夫ですよ。遠いですし、おとなしいっていう話ですし」

〈エルダー・テイル〉においてモンスターは倒すべき敵だが、種類によってその攻撃性には差異がある。こちらが近づいた場合、敵意を向けてくる距離が違うのだ。視界に入った瞬間〈冒険者〉に襲いかかってくるようなモンスターもいるし、近寄って攻撃を加えないかぎりこちらを無視するモンスターもいる。そして〈草蹄鹿〉はどちらかと言えば後者に属する。

　ミノリたちの馬車が進んでいるのは、赤土の道だ。

　時にアスファルトが顔を出すこともあるが、基本的には轍わだちの刻まれた赤い道を、ミノリたちが歩く二倍程度の早さで馬車は進んでいく。

　風はまだ冷たかったが、それは切りつけるような冬の冷気ではなかった。

　どこか瑞々みずみずしさを含んだ、春の爽やかな涼気だ。

　荒れ果ててはいるが、ここは美しい場所だとミノリは思った。

　草原に引かれた道はとても緩ゆるやかなカーブを描いている。この道は概おおむね海岸と平行して南西に向かっているはずだが、海までは数キロメートルもあって見ることは出来なかった。うねるような草原で隠されているということもある。

　ミノリはシロエの講義を思い出していた。

　この道は、地球においては国道一号、かつては東海道と呼ばれていた道なのだと聞かされた。ミノリはもちろん「国道」という言葉を知っていたが、その意味を深くは考えたことがなかった。漠然と、車線が多くて車が沢山通る道だと思っていたくらいだ。

　シロエによれば国道とは日本という国が管理する幹線道路、なのだそうだ。日本全体を網羅する主要な道路を国が管理して、それらを繫ぐような中規模以下の道を、地方自治体が管理する。そういう効率的な手分けのシステムが明治時代に考案され、以降運用されていた。

　国道一号とは、その国道計画における最初の道で、東京日本橋と大阪を繫ぐ街道である。そう聞けば歴史のようなものを感じてしまうミノリだった。

　このセルデシア世界においても該当する街道はある。整備された四車線の国道とは比べるべくもないが、ミノリたちが辿たどっているこの赤土の道がそれだ。

「ねーミノリ。天気が良いから、もう少し、急ぐ？」

　弾むような五十鈴の声に、ミノリはメモをめくった。




　──行けそう？

　──行ける、いける！

　──がんばっちゃいますー！

　──このルンデルハウスの前に道は出来るのだ！

　──よっしゃあ！




　そんな仲間の声に背中を押されて、ミノリも「がんばろう！」と奮起して──失敗してしまった。

　カルベの村には立ち寄らず、もっと先を急げると赤土の道を進んでいた遅い午後、突然、馬と馬車を繫いでいた索具がはずれてしまったのだ。

　びっくりしたミノリとトウヤの前で、馬は一回大きく嘶いななくと、そのまま駆けだして地平線へと消えてしまった。

　ミノリたちは道の上に取り残された馬車の中で呆然と顔を見合わせたあと、しばらくして笑い出してしまった。

〈ライマンの双子馬笛〉の制限時間が切れたのだ。

　一日六時間の制限時間がそろそろだということに誰も気づかなかったのにも笑ってしまったが、それ以上に、時間が切れたからといって、あんなに一目散に去ってしまうとは思わなかった。

「やだ、あの子ったら、わたしの手からキャベツ食べたんだよ？」

「わたしからもですー」

「もう、ほんっと人情がわかってないよ。裏切り者だ！」

「馬ですから」

「裏切り馬とでもいうのかな」

「馬だって。馬だって。馬、もう、だめ。あははははは」

　五十鈴とセララが馬車の中で笑い転げる。トウヤも、ルンデルハウスも、もちろんミノリも笑ってしまった。五十鈴たちはあんなことを言っているが、馬があんまりつぶらな瞳で見つめてくるから、ミノリだって野菜を与えていたのだ。あの双子馬は、そうやってミノリたちからおやつをせしめていたに違いない。

　その手て練れん手て管くだといい、拘束時間が過ぎたら脇目もふらずに去ってしまう様子といい、要領が良くて憎めない双子馬だった。

　自分たち双子より、全然世慣れている、とミノリは笑いながらも感心してしまう。草原の夕暮れに、馬のいない馬車。立ち往生の大失敗なのに、あんまりにも笑ったせいで、ミノリたちは毒気を抜かれてしまった。

「仕方ない、ミノリ、ほら」

　くすくす笑い続けるミノリの手をトウヤがとってくれて、一行は馬車から降りた。

　馬車に乗り続けていたせいで揺れる足下をトウヤが支える。ミノリには出来すぎなくらい良く出来た弟なのだ。

　シロエに対する恋を自覚したあの夜、ミノリが闇の中でもがいている間、トウヤはずっと近くにいてくれた。本人には言わないけれど、自慢の弟だ。

「馬は逃げてしまったが、これはこれで爽快じゃないか」

　ルンデルハウスは大きく伸びをしながら、そのままきょろきょろと見回して、「それで、ここはどのへんなのだい？」などと言っている。

　ミノリの地図によれば、カルベの宿とウィストリア集落の中間くらいだと思われた。

　しかしどちらに行くにも、馬無しの馬車を抱えてでは夜中に辿り着ければ良いところだろう。もちろん〈ライマンの双子馬笛〉は〈再使用規制時間リキヤスト・タイム〉が経過すれば再び使えるようになるが、それにはあと十八時間必要だ。明日の朝十時といったところだろう。

　これは覚悟を決めて野営をすべきだと五人は判断した。

　協力して馬車を道の脇にどかしたのは、立ち往生したミノリたちの馬車で、この道を商人や〈冒険者〉が通れなくなっては迷惑をかけると思ったからだ。

　そして一行は野営の準備を始めた。




　それは控えめにいっても大失敗というにふさわしい野営だった。

　ミノリたちの手際が悪かったせいで、準備には思ったよりもずっと時間がかかったのだ。〈新妻のエプロン〉をつけたセララが張り切ってシチューを作ってくれたが、それが完成したのは真っ暗になった後だった。

　現代の中学生であるミノリにとって、馬に逃げられた十六時はちょっと遅い午後でしかない。それから一時間と少し、野営向きの土地を探して付近をうろつき回り、料理を始めたころには日が暮れかけていた。

　たき火の準備やテントの設営を失敗しつつも進め、なんとかそれらしく整ったのは、おそらく二十時を回っていただろう。

　トウヤが張り切って張ったテントはバランス悪く右側にかしいでいて、それを見た五人はやはり笑ってしまった。全員の手が土と草の汁に汚れているが、それすらも互いを指さし合って笑う材料でしかない。

　セララの作ってくれたシチューは水っぽくて、お世辞にも美味しいとは言えなかった。ルンデルハウスが端っこでつながったニンジンの蛇腹を引き当てて、セララは恐縮しきって何度も何度も頭を下げたが、それでもミノリたち一行の機嫌が損なわれることはなかった。

　ミノリにとって、自然といって思い当たるのは、いいところ自然公園におけるそれだった。修学旅行で歩いた尾瀬の山道ハイキングコースがミノリの想像力の限界だ。その程度の経験しかないミノリは驚いたのだが、どうやら自然というものには予想以上に平らな場所がないらしい。

　いま座っている草原の地面にしろ、砕けたコンクリートの欠片かけらがあちこちから顔を出し、土の下には木の根がうねっていたりする。

　うっかりあぐらで座ったトウヤが「痛ぇ！」と飛び上がるようなこともあったし、テントの中だってきっと斜めで、夜具を敷いても安眠なんて出来ないかもしれない。




　しかし五人は笑いながら、星明かりの下で、温かいシチューを食べた。

　荷物から取り出したあんパンを割って配ったり、無情な馬を思い出してみたり、たき火をかき回してぱっと火の粉をあげてみたり、マジックライトの明かりで馬車の車軸を調べてみたり、星屑の名がふさわしい夜空の下で、五人はずいぶん遅くまで起きていた。

　旅に出たにしては少しも褒められたことでもないし、不格好で、不手際だったけれど、ミノリたちにとって、これは初めての遠征なのだ。

　半径数キロメートルには自分たちしかいないのだと思うと、ミノリでさえもどきどきして、不安のような嬉しいようなどこかへ飛んで行ってしまうような浮き立つ気分を味わった。

　大好きなシロエに追いつくために、ミノリは少しでも力が欲しかった。

　それを手に入れる旅に友達と一緒に出かけられるのは幸せなことだった。

　今日出会ったすべてのトラブルと、しでかしてしまったすべての失敗が、春の宵にグルグルと回転して、ミノリたちを祝福しているようにさえ感じられた。ひとりだったら自己嫌悪で帰りたくなってしまうような出来事が、今のミノリたちにとっては、旅を彩る楽しい冗談のようにさえ思えるのだ。

　五十鈴が「練習する！」といって弾き始めた可愛らしいナンバーは繰り返し響き、ミノリたちは夜更けまでハミングをしていた。

　早く寝れば良かったと反省したのは、空が白み始めてからだった。




　　　 ▼２




　旅立ってから三日。

　トウヤたち一行はサザンの町にいた。

　計算通りわずかに日が傾いた時間に村に辿り着いたトウヤたちは、馬車の上から何度も手を振って村人にあいさつをすると、そのまま馬の看板をつけた宿屋へと移動した。

　トウヤたちが辿ってきた道は付近の住民から〈西への街道〉と呼ばれている。

　付近の住民にとって街道と言えば他にはないほどの交通量を誇るヤマトの大動脈である。その街道沿いにある村々は、周辺の漁村や農村よりも大きく、その地域の物流の拠点となり、時には市なども開かれる。そのため交易商人の往来が多く、宿屋があることが普通だったのだ。

　事前知識としては聞いていたが、旅に出てからトウヤたちも学んでいた。

　なんにでも理由はある。

　地図で見たときは、何でこんな風にうねった道などを作るのだろう？　目的地まで直線で道を作れば効率的じゃないか、などと思っていたが、実際現地でその道を辿ってみれば、深い森や窪地、あるいは丘などがあって、とても直線の道路など作れないとわかった。現代的な土木機械があれば違うのかもしれないが、中世的なこの世界でそれは不可能だ。

　村の位置ひとつとってみても理由がある。近くの水源の位置、街道との関係、耕作可能な平地の有無、森などの資源地との距離、そういった要素がすべて有機的に絡み合い、ああ、ここに村を作るのが正しかったのだな、という位置に村は作られる。

　なかでも利便性が高く住民が増えた村は、その規模を拡大し町と呼ばれるほどに成長するのだろう。資源や地形、交易の必要性、周囲の安全、さまざまな理由により発展した、このサザンの町は、付近では比較的大きな〈大地人〉の拠点だった。

　宿屋の一階は酒場という触れ込みだったが、酒場や食堂というよりは、集会場のような雰囲気だった。豪快な丸木づくりのこの建物は巨大で、その一階部分は教室よりも大きく天井が高い空間になっている。足下は煉瓦のようなブロックで組まれていて、広間の半分くらいは、その上を板張りで覆っているらしかった。

　宿の受付と会計はひとつの場所で、飲食の注文は機嫌よさそうに座っている老人に叫ぶという独特の方法でなされるようだ。巨大な犬を足下に従えた老人は、暖炉脇でうとうとしながらも、この酒場を切り盛りしている孫娘たちに客の要望を知らせる。

　大きなテーブルでは海の男らしき赤しやく銅どう色いろに焼けた肌の〈大地人〉が早めの酒を楽しんでいた。メニューのほとんどは海産物だ。そしてアルコール。

　トウヤたちはこの宿屋に入った三十分後には、一番大きなテーブルを背にして演奏をしていた。

　娯楽の少ない〈大地人〉の村で、しかもたいした対価も要求しないとあっては、先方としても断るという考えは全くないようだった。

　セララがおもちゃのような足踏み風琴ポータオルガンを弾いて、トウヤは木箱の背を叩いた。五十鈴とミノリは交代でリュートを奏かなで、歌はその場のノリで手の空いた人がうたうという具合だった。

　それは、ライブというよりはどちらかと言えば学生の出し物のようなステージだったが、集会場に集まった大勢の〈大地人〉たちはとても楽しそうだった。

　その宿屋の主人の孫娘たち（たくさんいた！）は顔を真っ赤にして狂ったように酒を運び、記録的な売り上げになったそうだ。

　トウヤたちは、ヤギのような真っ白眉毛の老人から「お前さんたちは、特別に、料理も宿も、ただでいい」と言われて大いに盛り上がった。何度も乾杯がくりかえされて、なかでも五十鈴はたくさんの〈大地人〉に囲まれて賞賛の言葉を浴びせかけられていた。

　トウヤも楽しすぎて、つい強く叩いてしまい、衣装ケースだった木箱を壊してしまった。ミノリにそれで怒られたほどだ。しかし、そんなミノリも嬉しそうだった。

　ルンデルハウスはもとは〈大地人〉貴族だという話だったが、トウヤが思っている貴族のイメージとはそぐわず、こんな宴会でも実に楽しそうに仕切っていた。

　そもそも、ルンデルハウスが宿屋の主人に「こちらは旅の〈冒険者〉の一行なのだが、うちの楽師がこの宿で、一晩の演奏をしたいと言っている。迷惑はかけぬから場所を提供してもらってもいいだろうか」と言い出したのが、宴のきっかけだったのだ。

　そのあとも真っ先に舞台に上がって、五十鈴をはじめ、トウヤたちの紹介をしてくれた。演奏が始まるとすみっこにひっこんで、その鮮やかな金髪を輝かせ、この世界で一番楽しいものを見るような瞳で、ずっと手を振ってくれていたのだ。

　ルンデルハウスはなかなかすごいやつだとトウヤは思った。

　トウヤは、自分がサッカーの輪に入れなかったとき、あんな表情で応援することは出来なかった。それが胸に詰まり、つい演奏に力が入ってしまったところはある。五十鈴にはそういう機微はわからないかもしれないが、それはそれでいい。それは男同士で分かち合えばいい敬意だ。

　その夜はずいぶん夜更かしをしてしまった。

　五人は思いつく限りの曲をうたったし、出来る限りの演奏をした。

　もちろん食事や休憩などを挟んでいたのだが、そうして休んでいるたびに、いままで集会場にはきてなかった〈大地人〉のグループが入ってきて、今日の演奏は終わってしまったのか、聞きそびれてしまったと、しょんぼり肩を落とすのだ。そんな人たちのために、あと一曲、あと一曲と追加をするたびに、どんどんと長引いてしまい、宿の主人である老人が立ち上がり、「今日はここまでだ、みんな疲れているし、明日も仕事がある！　帰れ、帰れ！」と叫んだのは、夕暮れから五時間も過ぎたような時間だった。




「女子はもう寝ちゃうからね！　ルディ、あったかい格好しなきゃだめだよ」

「トウヤさん、ルンデルハウスさん、おやすみなさい」

「お休み、トウヤ。ルンデルハウスさん」

　そんな声を残して着替えた女子三人組は割り当てられた部屋へと消えていった。

　風呂こそなかったが、宿屋の厚意で湯を沸かしてもらった女子たちは、それで身体をふいて髪を洗ったのだ。トウヤとルディはざっとほこりを落として、残りは明日の朝ということにしていた。

　廊下で別れて自分たちの部屋に入れば、交易商人の泊まる宿というだけのことはあり、想像していたよりも小ざっぱりと整えられた部屋だった。板のベッドには分厚いキルトの布団がかかり、小石だらけの野営に比べればそれは天国のようなものだ。

「〈魔法の明かりマジツクライト〉」

　ルンデルハウスが呼び出したあかりのなかで、二人は馬車から降ろした荷物を少し確認して、ベッドに腰を掛けた。

　喉はガラガラしているし、お腹はいっぱいで、腕はだるい。

　全部大騒ぎのせいだが、トウヤとルンデルハウスは宿屋の部屋の中で幸せの余韻に浸っていた。

　ワイヴァーンを捕りに行く──そう考えたときに想像していた旅とは違うけれど、これはそれよりもずっと良いものだ。トウヤはそう思った。

　五人だけで力を合わせて荒野を旅するのは、それはそれで冒険ドラマのようだけど、一方で荒野の野営というのは思ったよりずっと大変なのだ。認めたくはないが、トウヤは都市生活の現代少年であって野生児ではない。

　それに、村に立ち寄って音楽を演奏するという思い付きは大好評だったし、とても楽しい体験だった。お祭みたいなうえに、その中心の一番明るい場所に自分たちがいるのは、くらくらとめまいがする体験だった。

　ベッドの上で、うーんと背伸びをするが、興奮が潮騒しおさいのように残っていて、寝付けそうにないのだ。

「……ふふ」

「……だ……ね。うん……ね。……っぱり！」

　静かになった部屋に、隣から弾んだ声がとぎれとぎれに響いてくる。

　内容まではわからないが、その調子と声質からセララと五十鈴の声だとわかる。ミノリも参加しているようだ。三人組の小さな笑い声が、くすくすと聞こえた。

「元気だな」

「元気すぎだよな」

　ルンデルハウスの笑みをこらえたような声に、トウヤは同意して身体を起こした。

「何を話してるんだろうな」

「ルディ兄、気になるのか？」

「とんでもない。淑女レデイの内緒話に興味を持つほどボクは下世話ではないよ。ただ、なんで彼女たちはああも話す内容が尽きないんだと、感心してるんだ」

「そりゃ、女子だからだよ」

　トウヤは笑いをこらえて、答えにならない答えを返した。

　学校に通ってたころを思い出した。

　女子のおしゃべりというのは盛り上がってしまえば手が付けられないものなのだ。靴下の柄ひとつで半日でも一日でも盛り上がれるほどで、トウヤたち男子にはまったく理解出来ない。

　ミノリは女子の中では比較的落ち着いた性格だと思うが、それだって一度ヒートアップしてしまえば、手が付けられなくなったりもする。なんだかという駅前の店のプリンについて、半日くらい説明を受けた覚えがあるが、あれはついていけないと思った。

　しかし見たところ、ルンデルハウスだって嬉しそうだ。女子のお喋りをいぶかしむようなことを言っているが、笑みを浮かべながら〈魔術師の籠手こて〉を磨いている。

「ルディ兄だってご機嫌じゃん」

「む。これはその、武具は常に手入れをしておかないといけないからだ」

「ふふぅん。じゃ、オレもしよっかなあ」

　トウヤも荷物の中に仕舞っていた具足の革帯を点検し始めた。

　旅に出る寸前、一行の武具は〈変人窟〉の職人に見てもらっている。数日で傷んだり壊れたりするわけはないし、手入れなどと言っても用心のためが二割、残りの八割は格好つけのようなものだ。

　時刻はすでに真夜中に差し掛かるころだろう。

　身体だって疲れているし武具の手入れなんて絶対しなければならないわけではない。なぜ起きているのかと問われれば、それは、照れくさいが、寝るのが惜しいのだ。

　魔法のような夜だった。

　トウヤとルンデルハウスはこの夜の中にまだ探し損ねた宝石があるような、名残を惜しむ気持ちで話し続けた。

　馬車のこと、馬のこと、旅のこと。食事のこと、野営のこと、戦闘のこと。

　この村へ立ち寄る前に遭遇した〈猛猪ワイルドボア〉はあっさりと撃退することが出来た。ミノリはずいぶん用心していたが、そもそも街道周辺に強力なモンスターは発生しないという話だし、このゾーンでの戦闘は問題なさそうだ。

　そして再び仲間たちのこと。

　情けない顔をしたルンデルハウスは、ため息とともにつぶやいた。

「なあ、トウヤ。なんでミス・五十鈴はあんなに無邪気であどけないのだ？」

「そんなことあったっけ？」

　トウヤにしてみれば、五十鈴はそんなに無邪気でもなければ子供っぽくもないように思う。落ち着いているとか理知的というわけではないけれど、年相応だ。周囲の気持ちのわかる良い友人だ。ミノリと親友になったというのもわかる気がする。

「だって、すぐに抱き付くし頭髪を梳とかそうとするではないか」

「あー」

　それはたしかにそうだ。

　でもそれはルンデルハウスに対してであり、トウヤに対してそんなことはしない。

「ボクは彼女になんだか侮あなどられてるような気がするのだが……。笑うなトウヤ。ボクは真剣なのだ」

　こみ上げる笑いを押さえつけるようにして、ベッドに倒れ込んだトウヤは、お腹を押さえて身をよじった。眼の端に浮かぶ涙をぬぐって返事を探す。難問だ。どう答えたって面白いことしか言えない。

「えっとさ」

「うむ」

「特別だっていう意味なんだよ」

「特別？」

　トウヤは笑いの衝動をこらえながらそう言った。仁王立ちになった五十鈴が、口をへの字にして「ルディは私の子分だから特別です！」と言ってる想像が浮かんで、そのせいで余計に腹筋がひくひくしてしまう。

「一緒に近くにいると楽しいな、ってそういう気分のとき、五十鈴ねーちゃんはそうしちゃうんだよ」

「そうなのか」

「うんうん」

　ルンデルハウスは両腕を組んでうなった。自分の中で折り合いをつけようとしているらしい。

「でも、それは、特別ビューティフルとか、特別アメイジングとか、特別マグニフィセントストロングってわけでもない気がするぞ。ボクは彼女にどう思われてるんだ？　キミたち〈冒険者〉の感情表現はちょっとおかしいぞ」

　いや、ルディ兄ちゃんのビューティフルってのも少しおかしいから。

　とはトウヤは口に出さなかった。困惑しているルンデルハウスは、トウヤの大切な年上の友人なのだ。そして今はパーティーの仲間でもあり、同じ〈冒険者〉でもある。

「ルディ兄だって、五十鈴ねーちゃんと一緒によく出かけるじゃん」

「女性を一人歩きさせられるものか。ミス・五十鈴は可憐な女性なのだ。いらないトラブルに巻き込まれるかもしれないじゃないか」

　ギュッと閉じた口が波線のようになってしまったとしても、それだけでこらえたトウヤは自分を褒めたかった。トウヤはこの金髪の青年が大好きだ。耳のそばで、さっきの演奏がよみがえってくる。身体がムズムズして走り出したいような気持だった。

「なんでもいいじゃん。どっちにしろオレたち友達なんだし」

「そりゃまあ、そうかもしれないが」

　トウヤは真面目な顔をしようと努力しながらそう言った。

　ルンデルハウスのほうは納得出来ないように首をひねりながらも受け入れる。

　そして話題はこの先の予定にも及んだ。

　赤土の街道沿いに〈アリバの廃城〉までは行く予定だ。西への街道は、海沿いというわけではないが、おおむねヤマト太平洋側の平野部を、アキバからミナミまで結んでいる。目的地のレッドストーン山地へは、〈アリバの廃城〉から街道を外れて、より細い道を選ぶか、あるいは道のないような登山を選択しなければならないかもしれない。

　トウヤは戦闘が嫌いではなかった。

　もちろん怖かったり気持ち悪かったり痛かったりはするが、その分、仲間と結びついているような気がするし、何かを成し遂げられたように思う。この異世界での〈冒険者〉である自分たちにとって、モンスターが存在するということは、現実だ。そこで生きようと思うのならば戦闘能力はあったほうが良い。

「明日からは、本格的にサカワ地方だな」

「うん。楽しみだぜ！」

「そろそろ寝よう。トウヤ、旅に疲れは禁物だからな」

　二人はそれぞれのベッドに横になった。

　そして満たされた気分で眠りについたのだった。




　　　 ▼３




　サカワ地方は地球世界で言うと小田原を含む平地だ。

　ミノリはいままで地理が得意だったことはないが、こちらの世界では不思議とすんなり理解することが出来た。「これから自分たちが行くところだ」と思えば興味も持てるし頭にも入ってくるのだろう。

　シロエの知識とアキバの街であらかじめ調べた情報によれば、このあたりは水が豊かな農業を中心とした地帯である。〈大地人〉の小さな集落が点在して主に米や麦を作っているらしい。そんな風に聞いていた。

　エネミーの種別は自然ネイチヤー系が中心で、野犬や猪、植物モンスターが多い。しかしそれらも森や山間部に生息している。平野部や農村が絶対的に安全というわけではないが、相対的に遭遇モンスターのレベルは低いし、遭遇頻度も少ないはずだ。

　だが、サカワ地方に入るとミノリたちはわずかな緊張感から警戒を強めた。

　それは風の匂いや梢のざわめきといったわずかな差異だったが、確実にミノリたちの心に届き、何かが違うぞと教えたのだった。事実、出発から半日の間で、遠くを逃げてゆく魔物たちを二回見かけたし、小競こぜり合あい程度とはいえ戦闘も発生した。

　もちろん被害はないが、それは今までとは何かが違う前兆だった。

「〈魔狂鼠ダイアラツト〉なんて出るんだね」

「びっくりしたなあ」

　一行は話しながらも、次第に勾配こうばいを強める道を登って高台へと馬車を進めていた。




　なだらかな斜面をゆっくりと登り切ったミノリたちは、真っ白な景色を目にした。初めて見た瞬間、それは雪景色のようにも見えたが、鼻先に届いたほのかに甘い香りに花だということがわかった。

「桜!?　あれ、桜？」

「ちがいますよ、五十鈴さん。あれは、梅ですよー」

　身を乗り出してきた五十鈴と、それを支えるようなセララが正体を明かしてくれた。

　それはまだ冷気が残る早春の景色の中にうきあがるような、梅の里だった。

「いいにおーい」

　梅の香りは弱いが、野のなかでは確かな存在感があった。

　丘の下り斜面は、石垣で段が作られ人手が入っていることをうかがわせた。その段畠のあちこちに、梅が植えられている。日当たりの加減を考えられたのか、丘のこちら側は梅の林になっているのだ。

　ミノリたちはそのまま丘を巡る道に従って西へと進んだ。進行方向からずれてしまうのだが、向かう先には大きな河がある。その河を渡るためには、場所を選ばなければならないからだ。

　白い梅の景色は続いていた。五十鈴とルディはひたすらに感動し、セララはそんな二人やトウヤに解説をしてくれていた。聞けば去年〈円卓会議〉成立直後、にゃん太と梅を買って漬け込んだりジャムを作ったりしたそうだ。

　それはのどかな光景だった。

　まだ風は冷たいが、うららかな日差しのせいで馬車はぽかぽかとした陽だまりの中を進んでいく。大きな河に近づくにつれ風は水けを含みその温度を下げたし、森の陰に入っても穏やかな雰囲気は続いた。

　森のほうからは遠く〈大地人〉の掛け声が聞こえる。

　農作業をしているのかもしれない。五人はその声に耳を澄ませて、少し微笑んだ。




　気配が変わったのは、渡河とか出来る場所を探して、河沿いの森を迂回しているときだった。うっそうとして光を遮るその中から鋭い悲鳴と激しい物音が聞こえたのだ。朝から続く緊張感を一瞬で取り戻したミノリは手元の杖を胸の前に構える。

「ミノリ。先行する！　なんかいる！」

「トウヤ！　もうっ」

「なに、なに!?」

　悲鳴というよりは酸素不足の喘あえぎ声ごえを上げて一人の男が森の中からまろび出た。〈大地人〉だ。茶色と灰色の防寒着をつけたたくましいその男を見ている間に、その後ろの暗がりのなかからおそらく男の仲間たちも駆け出してくる。

　トウヤは御者席から飛び降りると、接近してくる彼らに数倍する速度で前へと出た。

「敵襲、準備を！」と叫んでから、ミノリは杖をふるって弟へと〈禊みそぎの障壁〉を張る。森の中から迫ってくる息遣いは獣の様で、〈人食い鬼オーガ〉のものだった。




〈人食い鬼〉は悪の亜人に属するモンスターの一種族だ。

　チョウシの町でミノリたちが戦った〈緑小鬼ゴブリン〉族と似たような位置づけのモンスターである。

〈人食い鬼〉は〈緑小鬼〉と比べて身長は高く、比較的がっしりしている。猫背ではあるが背筋を伸ばせばトウヤと同じ程度はあるし、力も〈緑小鬼〉と比べて強い。その代り、連携や集団行動は苦手だし、武器の扱いもそこまで得意ではない。

〈緑小鬼〉は高レベルの個体になると武具を揃え、〈魔狂狼ダイアウルフ〉などを手て懐なずけたり、ごくまれに魔術を用いる個体もでる。

〈人食い鬼〉は高レベルになっても鎧よろいはほとんどつけない。どんどんと大柄になり腕力や耐久力が上昇してゆく。そして妖術という変わった種類の魔法を使う。クエストでは〈オオエ〉などという名前付きの〈人食い鬼〉もいるために、有名な種族だといえるだろう。

〈人食い鬼〉や〈緑小鬼〉はどちらも低レベルから中レベルに至るまでの広いレベル帯で見かけるモンスターであり、〈エルダー・テイル〉がゲームだったころ、地域ごとの特色を出すために配置されていたのだという。

　関東から東北に至る東日本のフィールドゾーンには〈緑小鬼〉が多い。中部以西は〈人食い鬼〉だ。余談になるが、四国には〈蜥蜴人リザードマン〉が、九州には〈醜豚鬼オーク〉が生息している。それぞれ地域ごとの勢力があり、特色あるクエストが配置されていたのだ。

　すべてシロエから教わったことである。

　そしてシロエの教えによれば、街道沿いのモンスター分布はかなりレベルが抑えられているとのことだった。もちろん異世界化の影響もあるから用心するように言われていたが、それでも少しおかしいような気がする。昼間遭遇した〈人食い鬼〉のレベルは二一だ。もちろん今のミノリたちならばたいして強敵ではないけれど、本来街道から外れた森林や山地で出会うモンスターではないのだろうか？




「ウルフちゃん！」

　違和感から警戒心を強めるミノリのわきで、馬車から降りたセララは従者召喚を行なう。まだ丸々として成長しきっていない可愛らしい灰色狼が現れて、魔法の輝きをまとい〈大地人〉の一団の前に回り込む。護衛についたのだ。

「とりあえず、ですけど」

　そういうセララの瞳の力は強い。

　同じ違和感を覚えて無理にトウヤを追わずに汎用の一手を打ったのだ。これならば、自分は前に出ることが出来る。

「状況はどうだ、ミス・ミノリ」

「森の中から〈人食い鬼〉がきました。〈大地人〉さんが追われています。救援と保護を！」

　叫んで駆け出したミノリは、先頭の〈大地人〉が疲労のあまり足がもつれて転ぶのとすれ違う。トウヤはすでにさらに先へと進み、〈人食い鬼〉と切り結んでいる。敵のレベルは二二、二二、二一。三体だ。

　奇くしくもそれは〈ラグランダの杜もり〉で戦った〈動く骸骨スケルトン〉たちとほぼ同じレベルだった。しかし、ミノリたちはあの夏の合宿から半年で大きく実力を伸ばしている。五四レベルの魔力を込めて、ミノリは〈鏡の神呪〉を使用する。ミノリの前面に出現した魔法の鏡より放たれた光弾が、赤い肌をした凶相の鬼を貫くとともに、トウヤのかすり傷を癒した。

　トウヤはその光弾に貫かれた〈人食い鬼〉を〈飯い綱づな斬ぎり〉にて追撃する。その勢いを利用して半回転から〈浮舟渡り〉、さらに〈火車の太刀〉へと繫いだ。攻撃職にくらべて命中精度やダメージ量で劣る〈武士〉だが、それを補う工夫だ。攻撃を分散させながらもモンスターの視線を切って、後衛のミノリをかばう位置取りを続ける。

「ミノリちゃん、木こりさんは大丈夫！」

　セララが背後から叫んで報せてくれた。

　同時に〈フロスト・スピア〉の魔法が正確な軌跡で〈人食い鬼〉の片腕を吹き飛ばす。

　この分ならば大丈夫だ。三体のモンスター相手に、パーティー戦力の半分で圧倒出来ている。レベルも、戦い方も、自分たちは十分に成長した。十分以上だ。




「油断するな！　ａｄｄアド十五！」

　聞き覚えがない、しかしよく通る声が森の中から響いて、一塊のモンスターの群れが吐き出された。それは見慣れない黒い靄もやのようなモンスターだった。

　シロエと直継なおつぐの厳しい訓練によって反応したミノリは片足を引いて警戒態勢をとるとともにそのステータスを確認する。

〈闇精霊の従僕ナイトシエイド・サーバント〉。レベル四〇。

〈人食い鬼〉よりもよほど強敵だ。その数は十五体。ミノリは素早く計算をめぐらす。〈闇精霊ナイトシエイド〉は精霊系のモンスターのはずだ。精霊系は系統により属性ダメージに対する高い耐性を備えている。闇の精霊は邪毒か精神への抵抗能力。即死耐性も備えていたはずだ。

「従僕」というのは同種のモンスターの中での役割や位階を表す。このモンスターは〈闇精霊〉の中では比較的下位の戦闘力だという符丁である。もっとも、だとしてもレベル四〇はミノリたちよりも一〇下回る程度、〈大災害〉後のこの世界において油断出来る相手ではない。

　おそらく勝利は可能。しかし〈大地人〉には被害発生もありうる。防衛しながら戦うには数が多い。そんな相手だった。

　トウヤは迷いなく〈武士の挑戦〉の猛き声を張り上げる。

　ミノリに指揮を任せているのだ。

「ルンデルハウスさん、火力集中、〈人食い鬼〉にとどめを！　五十鈴さん、防御重視で！」

「任せろ、〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉！」

「〈堅牢なるパストラル〉！」

　おそらく待機していたのだろう。即座に飛来したルンデルハウスの炎の珠は〈人食い鬼〉二体を打ち抜いてとどめを刺す。トウヤはそのタイミングに合わせて、十歩ほどの距離を一気に退がる。戦列が伸びすぎていたのだ。それを圧縮するために後退するという判断は正しい。

　しかし一方で、最前列トウヤとミノリの背後には、まだ〈大地人〉の一団がいるはずだ。セララと五十鈴が直衛している以上、めったなことは起きないと思うが、無制限に下がるわけにはいかない。

　そうこうしているうちにも〈闇精霊の従僕〉は靄に包まれた身体を操り、トウヤに攻撃を加えている。トウヤの剣技は洗練を加えていた。もちろん剣道のような動きではないが、直継に加え、アカツキやソウジロウの教えを受けることにより、相手の攻撃をそらす勘所を身に付けつつある。

　ミノリは四方に視線を走らせる。

　警告をしてくれた女性がおそらくは森の中にいるはずだ。

　場合によっては彼女も救わなければならない。

　しかしそうして警戒するミノリの思惑おもわくをよそに、森の中から下した生ばえを切り裂くような荒々しい疾走音を伴い、真っ白いコートを翻ひるがえしたメガネの女性が現れる。彼女は杖の先から無音のエネルギーをほとばしらせると、立て続けに二体の〈闇精霊の従僕〉を虹色に変えて、さらに杖を振りかざした。

「〈従者召喚：プリンセスレイス〉！」

　従者召喚とは〈召喚術師サモナー〉の用いる基本的な攻撃手段だ。従者と呼ばれるモンスターを召喚して使し役えきする。時間無制限であるため、〈召喚術師〉の戦力は、〈召喚術師〉本人と従者を合わせて、同レベルのほかの十一クラスに相当する。〈従者召喚〉とは単体でそこまで強力な魔法ではないのだ。

　しかし、それは同レベルであればの話。

　レベル九〇の輝かしい魔力をまとった女性とその従者は戦場を駆け抜け、敵を駆逐する。

　自身の攻撃魔法は決して優秀とは言えないはずの〈召喚術師〉の手札を華麗に操り、あるいは従者〈プリンセスレイス〉の死を秘めたエネルギー波を放射し、女性の〈冒険者〉はつぎつぎと〈闇精霊の従僕〉を打ち破ったのだ。

　あっけにとられる〈大地人〉とミノリたちの前で、彼女はおどけたしぐさで眼鏡の位置を直すと高らかな声を上げた。

「自己紹介しよう。ロロエエ２ツーという。〈召喚術師〉だ。南へ向かって移動中の……旅の吸血鬼さん、ということになるかな」

　真っ白いコートに丸眼鏡の〈召喚術師〉が、ミノリたちの前に姿を現したのだった。




　　　 ▼４




　森の中から逃げてきた〈大地人〉たちは木こりであり、仕事中に〈人食い鬼オーガ〉に襲われたそうだ。ミノリたちは手分けをして彼らの道具を回収した。大型の斧や背負しよい子こなどは逃げている最中に放り出してしまったというからだ。

　それらを拾い集めるのは〈大地人〉であってももちろん可能だったろうが、森の中にはまだ敵性の生物がいる可能性があった。

　ミノリたちは彼らを助ける義務などはなかったが、だれが言い出すともなく自然に〈大地人〉の護衛を引き受けた。乗り掛かった舟だとミノリは思ったし、一度助けたのに結局森の中で襲われたのだとしたら後味が悪い。




　あれだけ大見得を切って現れたロエ２と名乗る女性はその間、幌馬車の中でぐったりしていた。

　高レベルの〈召喚術師サモナー〉ではあるけれど、彼女曰いわく「日光は苦手」なのだそうだ。そのために今までずっと森や山の中を移動してきたらしい。

　荷物を回収していざ移動をしようとすると、ショックな事実が判明することとなった。〈闇精霊の従僕〉が放った赤い光線は、ミノリのダメージ遮断呪文によってトウヤからそれたが、その流れ弾がミノリたちの双子馬に当たってしまっていたのだ。双子馬の怪我はひどく、それでも逃げ出して地の果てに消えてしまった。〈ライマンの双子馬笛〉さえもひびが入っている。

〈再使用規制時間〉があるせいですぐさま確かめることは出来なかったが、それがなかったにせよ修理もせずに再び使用するのはためらわれるような傷だった。

　そんなわけで〈大地人〉の村へはトウヤと五十鈴が馬車を運んでいくこととなった。

　たとえまだ五〇レベル程度だとはいえそこは〈冒険者〉の体力だ。速度さえ気にしなければ、馬車をひいて歩くくらいのことはわけがないのである。

　木こりの親方であるヘイズをはじめとして、〈大地人〉たちはそもそも徒歩である。一緒に移動するためにはかえって都合がいいほどだった。

　先頭を歩くのはセララと彼女の従者であるウルフだ。明るい灰色のかたまりのような仔狼は好奇心いっぱいに左右の茂みへ鼻先を突っ込んでは匂いを嗅いで、それをセララに報告するように戻ると可愛らしい声で鳴いたり忙しい。

　馬車を曳いているのはトウヤで、その隣には、木こりのヘイズ親方と助手三人が用心しながら歩いている。

　馬車を背後から押している主役は五十鈴である。一応その隣ではルンデルハウスも「女性に肉体労働を押し付けるのは……」と言って同様にしているのだが、職業クラスの違いは残酷で、同じレベルであれば魔法攻撃職に分類される〈妖術師ソーサラー〉よりも、武器攻撃職に分類される〈吟遊詩人バード〉のほうが腕力に秀でているのだ。

「気にしないで馬車に乗っててもいいのに」

「そうはいかない」

「じゃあ一緒に散歩だね」

「なんでミス・五十鈴は上機嫌なんだ」

「散歩だから？」

　幌馬車の後ろで言いあう二人の声を聞くミノリは馬車の中だ。

　ロエ２がのびているので、その手当をしなければと判断されたためである。

「いや、それには及ばない。回復呪文は苦手なんだ」

「苦手、ですか？」

「〈吸血鬼ヴアンパネラ〉だからね」

　極度にやる気のない表情のロエ２は口の端に人差し指を差し入れると、いーっとそれをひっぱって歯並びを見せた。鋭い犬歯がのぞいている。

　ミノリはそれを見てサブ職業〈吸血鬼〉に思い当たった。

　それはシロエから雑談のように聞いた知識だ。かつてなにかのフェアで追加された膨大なサブ職のひとつで、かなりバランスが悪いサブ職業であったらしい。夜間の能力増加や近接戦闘でのＨＰ吸収能力と引き換えに、昼間の間の大幅な能力低下や、回復呪文でＨＰを回復するどころか追加ダメージ発生など、パーティープレイにはおよそ不向きな性能を持っていたはずだ。

　ロエ２という女性は〈召喚術師〉だという。

　ミノリと同じ程度の背丈だが、女性らしい体形で、薄手のニットに包まれた胸はかなり主張している。その上かなりの美女だ。

　この異世界において、人々は皆それぞれに、美しかったり可愛かったりする。それは〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代の名残で、〈冒険者〉は地球世界の面影を残したままにより整った容貌を持つことになる。

　しかし不思議なもので、そうなった現在でも「美女」や「美少女」というのは明確に存在するようなのだ。それらは仕草や雰囲気、もっと言ってしまえばオーラのようなもので、ただ単純に人を引き付ける力だ。

　例えば同じギルドのアカツキがそうで、容姿が整っているという以上の可憐な魅力を発している。ミノリの知り合いで言えば、ほかにはヘンリエッタやマリエール、高山三佐、最近教えを受けている〈西風の旅団〉のナズナなどもそうだ。

　さらに言ってしまえばその中でも群を抜いているのはレイネシア姫で、数回挨拶をしただけなのに、あんなに記憶に残る個人というのをミノリは初めて知った気がする。

　彼女たちは美女の（もしくは美少女の）存在感とでもいうべきものを持っていて、ただ微笑んでいるだけで同性のミノリでもドキドキしてしまうのだ。

　そして眼前のロエ２という女性もそちら側の存在のようだった。

　ぼさっとしたラフな髪は手入れをしているようには見えないのに、艶やかでどことなく決まっていたし、けだるそうな丸眼鏡の奥の表情も、そうしているだけで物思わしげな魅力があった。

　白いコートも角ばったバッグも〈冒険者〉の無骨なもので、男っぽい話し方と合わせてボーイッシュな雰囲気だ。しかしそれでもなお、ロエ２を男性と間違えるような人はいないだろうしチャーミングな女性にしか見えなかった。

　ミノリとしては、ちょっぴりよりも多めにコンプレックスを感じてしまう。

　恋を知ってから憂鬱が増えてしまった。

　自分は十人並みだとわかっているからだ。

　もちろん精いっぱいの努力はしているし、出来るだけ可愛い服装でいようとも思っている。シロエと出かけるときは特にだ。五十鈴と相談して、子供っぽくないように、でも背伸びしすぎで失敗をしないように、すこし大人らしい服を選ぶようにもしている。

（五十鈴曰く、「ミノリの清楚なお嬢様作戦」だそうだ）

　それでも、シロエの隣を歩くとき、恥ずかしいような滑稽なような気分になることはあった。自分がシロエに不釣り合いな、何もわかっていない恥ずかしい子供であるかのような気分だ。

　そんなときにはかけようとした言葉を見失い、隣を歩くのもつらい気持ちになる。思ったより自分は臆病であるらしい。シロエが振り返って追いつくのを待ってくれる瞬間、そんな落胆にも似た気分が吹き飛び、嬉しさではちきれそうになる自分も知った。あまりにも現金な自分を知ってびっくりもした。

　トウヤに「なにもしていないよね」と言ったのは自分だ。

　シロエと一緒にいるために、出来ることをたくさんしようと決心した夜にだ。

　しかし「出来ること」の少なさに途方に暮れてしまう。シロエは大人だが、学校のないこの世界でもミノリはやはり、ただの中学生なのだ。

　自分が情けなくてちっぽけでとるに足りない人間だと胸が痛む。

　そのくせうずくようなその痛みを手放したくもないのだ。

「だいぶんしょぼくれた感じだね」

「ええ、はい？」

　ミノリはロエ２に答えた。

「──それは、〈星辰の霊衣〉ですか？」

「ん？　ああ。そうだよ。良く知っているね」

「ええ。私の、えーっと……先生のシロエさんが着ているんです」

「へ？　あ、ああ。その人も魔法職なのかな？」

「はい。〈付与術師エンチヤンター〉です」

「このローブはかなり性能がいいからね。損耗耐性もあるし、普段使いには便利だ。着心地もいいしね。長旅でもきれいなものだろう？」

　確かにそのローブは損傷も汚れもないようだった。

　山野を移動してきたとはいえ、彼女は九〇レベルの〈冒険者〉だ。ソロ移動であってもルートを選べば、さほど消耗することなく旅を続けることが出来るのだろう。とはいっても〈吸血鬼〉はさすがに不便そうだった。日中の活動が制限されるとなれば、それはずいぶん不自由だろう。

「どちらから来て？　どちらが目的地なのですか？」

「〝何処より来たりて何処へ行かん〟か。ずいぶん哲学的な質問だね」

「いえ、あの、そういうわけじゃ」
















　ロエ２は「わかっているよ」とでも言いたげに、にんまりとほほ笑んだ。からかっていたようだ。反論しかけたミノリもその表情に毒気を抜かれてしまう。

　どうやらこの女性は、見た目よりもずっとユーモアのある性格のようだ。

「オウウのあたりから旅をしている。もう三ヶ月くらいになるかな？　ひどいものだ。自分でもこんなに苦労するとは思わなかった」

「オウウ……ですか」

　ミノリは記憶をさらった。確か日本で言う東北地方だ。去年の暮れには、確かシロエもその地方へ遠征に行っていたはずだ。あちらの地方では〈ゴブリン王の戴冠〉というレイドクエストが今なお進行中であり、ミノリたちが遭遇したチョウシの町の死闘も、オウウの異変が遠因にあった。そう考えれば馴染みのある地方である。

「その前はもっと遠い場所にいたのだけどね。〈入れ替え転移キヤスリング〉でそこまでは跳んできた」

「ああ。〈召喚術師〉さんですものね。従者と場所を入れ替える特殊な呪文、でしたっけ」

〈入れ替え転移〉は自分の召喚した生物や、契約を交わした存在と場所を入れ替える〈召喚術師〉の特殊な呪文だ。ロエ２はオウウにいた自分の従者と場所を入れ替えたらしい。

〈エルダー・テイル〉では召喚した従者は、術者からあまり離れた場所へは行けなかった。しかしこの異世界では手法によってはかなり遠く、それこそ別のサーバーまで行けることがわかっている。〈円卓会議〉参加ギルドのひとつ〈ホネスティ〉はそれを利用して〈妖精の輪フエアリー・リング〉の調査を進めているほどで、これはよく知られている知識だった。

「うん、従者というか、兄というか……うん。兄だな、兄にしよう。兄と場所を入れ替えて」

　ロエ２はばつの悪いのをごまかすように頰を染めてそう言うと、早口で続けた。

「それから日差しを避けるための山歩きの毎日さ。目的地はとりあえずイコマだ。そこまでいけば〈吸血鬼〉を辞められる」

「離職クエストですね？」

　それを聞いてミノリは納得した。

　通常、サブ職は別のサブ職を取得することで「上書き」することが可能だ。そうすれば以前に利用していたサブ職は失われる。ミノリも〈見習い徒弟アプレンテイス〉で〈裁縫師〉を上書きすることで転職したのだ。

　しかし、サブ職の中には「上書き」を受け付けないものもある。難易度の高いクエストで得られるサブ職や、期間限定のイベントで得られるサブ職に見られる特徴だ。そのようなサブ職を変更したい場合、「離職のためのクエスト」をこなして、いったん自分のサブ職を白紙に戻さなくてはならない。

〈吸血鬼〉はデメリットの多いサブ職だ。

　いまでは就いている人も珍しく、かなり恥ずかしい職業だとシロエからは聞いている。

　ロエ２が旅をするに当たってこんなに苦労をしているのも〈吸血鬼〉である影響が少なくはないだろう。離職出来るならしたいに違いない。そして「離職のためのクエスト」はイコマにあるのだろう。

「ご明察だ。なんでこんなサブ職になっているのか本当に責任者に問い詰めたい。兄的な……たぶん？　責任者だ。こんなの見かけだけじゃないか。そりゃまあ、月では便利だったが地上に降りた後のことも少しは考えてほしいよ」

　ロエ２の述懐にミノリは疑問を覚えて問いかけようとした。

　しかし、そのとき跳ねるような振動を伝えて馬車が停止して、会話は打ち切られてしまった。

「おーい、中の〈冒険者〉さん、それから小さい恩人の〈冒険者〉さんたち。ここがおれたちの町コユルギだ。一応は宿屋もあるからさ、ゆっくりしていってくれ。あとでお礼の挨拶に来るからさ！」

　幌から顔を突き出したミノリが見たのは、二股になった河が形作る広い三さん角かく州すだった。水に運ばれた肥ひ沃よくな土と河の守りが形作るその州には、パッチワークのように美しい畑に囲まれたひとつの町がある。

　ゆっくりと傾いてゆく日の光の中で、煮炊きの煙をたなびかせながら、その町はミノリたちを歓迎しているようだった。
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　部屋は簡単にとることが出来た。

　二月は交易にはまだ早い時期である。アキバの熱気にあてられた商人は例外で、この冬にでさえ足しげく仕事に励んでいたが、農作物の交易は春にならないと本格化しない。

　五十鈴たちの一行はコテージのように独立した宿の部屋に荷物を置くと、貴重品と装備だけを身に着けて食堂へと戻ってきた。部屋は商人のためのもので、個室ではあったが五人で入ると考えると寝床のほかにあまりスペースはなかった。眠るのならば問題はないが、まだ日も沈み切ってはいない。

　挨拶に来るといった木こりの件もあるし、夕食も考えなければいけない。

　そんなわけで五人組は宿の主人の待つ食堂へと戻ったのだ。

　食堂は低い天井の木造建築だった。

　倒木をそのまま活かしたような自然な木材でつくられた柱と梁でつくられた骨組みに、白塗りの壁が印象的だった。ランプは油ではなく〈蓄光石〉のようだった。アキバで作られた魔法のアイテムだ。昼間の間ずっと光に当てて、その光を四、五時間かけてゆっくりと放つ品で、魔力で輝く〈蛍火灯〉よりもずっと安価だ。

　この食堂に草木染で緑に着色された背の低いソファがいくつも置かれ、それがやはり低い食卓を囲んでいる。柱の周囲には観葉植物さえ飾られていて、ダイニングというよりはリビングのような印象の広間だった。

　そんなソファのひとつには、この村まで同行したロエ２が足を投げ出すように座っていた。

　他の客は顔見知りではないし、あえて違うテーブルに行くのも気が引けて、五十鈴たちはロエ２のソファまで近づいて行った。ロエ２のかすかな笑みと手招きであっさりと対面に座ったのはトウヤだった。テーブルを囲むように五十鈴とルンデルハウス。ロエ２の隣にはミノリとセララだ。

　ロエ２は赤紫色のジュースを飲んでいた。セララの質問に「梅のジュースらしいぞ？」と答える。

「ロエ２さんも宿をとったんですか？」

「うん。久しぶりに風呂に入りたいしな。この宿、風呂があるそうだ」

「聞きました！」

　自分でもわかる弾んだ声で五十鈴は答えた。

〈冒険者〉装備の少なくない割合が、自動修復や自動洗浄機能を備えている。泥汚れや草木の埃がついても自動的に新品のように清潔になる機能だ。汗をかいてもいつの間にか乾いている身体でもあるし、そういう意味では〈冒険者〉はダメージに気を付けている限り、もとの世界に比べて入浴する必要は薄い。

　しかし精神的な部分は別で、たとえべたついていなくてもべたついている気分はするし、お風呂には入りたい。五十鈴は年頃の女子高生なのでその気持ちは人一倍だ。セララだってミノリだってそうに違いないと思う。

　頼んでもいない料理が運ばれてきた。

　給仕してくれた男性によれば、助けてもらった木こりたちのおごりということらしい。町長からも感謝の言葉が届いているそうだ。メニューはなぜか豪華な目玉焼き丼で、どんぶりからソーセージやトマトがはみ出している。最下層は白米で、一番上には二連の目玉焼きがのっているという塩梅あんばいだ。

　この宿の名物なのか、どこのテーブルにも提供されている。

　満面の笑みを浮かべたルンデルハウスが、きょろきょろとテーブルを見まわし始めると、何も言わずとも察したセララが、腰のポーチから、いくつかの調味料をテーブルに出してくれた。

「おれ、醬油っ」

「もうトウヤったら」

　双子は醬油派のようだ。

　五十鈴は何も言わずにその隣の似たような小瓶をルンデルハウスに手渡した。

「ありがとう、ミス・五十鈴」

「終わったら私ね」

　五十鈴とルンデルハウスはソース派である。五十鈴の一家では、母は醬油、父と五十鈴はソースである。ルンデルハウスとふたりでアキバにいるのならば、贅沢に照り焼きソースという手もあるのだが、贅沢は言えない。むしろ最近では、食べるものがなんでもおいしくて困ってしまうほどだ。〈大災害〉直後、〈ハーメルン〉時代と比べれば、今の食生活は天国のようなものである。

　いま目の前にあるのは（一風変わった）目玉焼き丼ではあるのだが、それも悪くない報せだ。この世界において一番おいしいのは、Ｂ級グルメだと五十鈴は思っている。と、いうのも、それらは確実に〈冒険者〉が持ち込んだ食文化だからだ。

　この目玉焼き丼もどこかの〈冒険者〉が考案したのだろう。見かけが豪華なコース料理風の皿が出てきた場合、非常に運が良ければ美味しい可能性もあるのだが、そうでない場合は味のしない料理である。

　ワンタッチで作れない手作業の料理は、見かけだけのメニュー作料理に比べて、見た目がそこまで豪勢にはならないという特徴がある。つまり、Ｂ級グルメな見かけの料理が出てくれば、それはほぼ確実に味のある料理であり、〈冒険者〉発祥のものなのだ。

　照り焼きクレセントバーガーに比べると一段落ちるが、この目玉焼き丼、そういう意味では期待出来そうである。

　ルンデルハウスもきっとそう思っているのだろう。軽く目を閉じていただきますの号令を待っているが、透明なしっぽが床を掃除するように左右に揺れているのが見えるようだ。

「んしょ、んしょ」

　セララはふた付き瓶からマヨネーズをスプーンで移しながらふやけたような笑顔だ。旅を続けていると食事が楽しみになる気持ちは、普通の女子高生である五十鈴も、大変共感出来るものである。




　きょとんとしているロエ２にミノリは声をかけた。

「これが醬油で、これは塩。こっちは中濃ソース、赤いのはケチャップですよ。ロエ２さんはどれにします？」

「む。むむ……」

　ロエ２は不思議そうな顔で手に取ると、順番に使用する。

　五十鈴としては醬油とソースを両方使うのは正直、ないと思うのだが、それは個人の自由である。人間デリケートな部分に触られると戦争をせざるを得ない。そして目玉焼きはその最たるものと言ってもいい。五十鈴の家だってそうだ。ポン酢はないよ、と五十鈴は父に言いたい。

「いただきます！」

　そんなわけで一行は夕食をとることになった。スプーンが用意されていたが、五十鈴もルンデルハウスもマイ箸を持っていた。ルンデルハウスも上手になったものである。

　食堂は半分ほどの席が埋まっていた。

　周囲にいるのは職人や商人たちがほとんどで、周辺の情報交換をしているようだ。五十鈴も旅に出てわかったのだが、余り大きくない町や村において、宿屋や酒場というのは商業施設であるのみならず、ある種の公共施設でもある。飲食するのはもちろんだが、どちらかというとその町村の情報を集めたり、話し合いをしたり、時には決まり事を作ったりするのに使われているらしい。

　そんな夕暮れ時の食堂で、五十鈴たちは楽しい食事をした。

　野外での食事は、それはそれで趣もあるし（セララが失敗をしなければ）美味しいのだが、腰を落ち着けてみんなの顔を見ながら食べるのは嬉しいものだ。

　五十鈴はルンデルハウスの頰についた米粒をひょいととると、水差しから全員のコップに冷たいお茶を注いだ。

「よし理解した！　こっちの黒いドボドボがソースで、こっちの黒いドバドバが醬油だな？」

　ロエ２はそうつぶやくと、さらに追加で両方を投入する。

　ちらりと視線を交わした五十鈴とミノリは同じ感想を抱く。今回も醬油派とソース派の戦力は拮抗きつこうしているようだ。

「いやいや。完璧に把握だ。学習かくあるべし」

「マヨネーズもおいしいですよ」

　味方に引き込もうとするセララに押し切られたのか、ロエ２はおっかなびっくりさらにマヨネーズも追加している。心配になる五十鈴だが、やはり口は出さない。目玉焼き周辺の政治事情は複雑で峻厳だ。好みを口に出しただけで内政干渉ととられかねない。




「……途中で引き返したらしい」

「隊商はむずかしいか」

「それでも個人商人なら何とか……」

　旅人が町の顔役や職人と額を突き合わせるようにして話している。ただの井戸端会議というわけではなく、町の今後の方針を定めるために重要な情報交換なのだろう。

　ため息交じりの会話が耳に入って視線を上げた五十鈴だが、よく見てみれば、商人たちの顔は暗い。

「どうか、したのかな」

　五十鈴のいぶかしげな問いかけに仲間たちはそれぞれに食堂を見回した。

　居心地の良い食堂には、ずいぶん長く逗留している雰囲気の商人や、沈鬱な表情の職人たちが大勢いるようだ。

「ここより西へ進むとボクスルトと呼ばれる山地に入る。綺麗な湖があるし、関税で栄えた貴族が治めているんだが、そのボクスルト山地でモンスターの活動が活発になっているという話らしい」

「そうなんですか……」

　ロエ２はスプーンで黄身交じりのライスを一口食べると、そんな風に食堂の会話を説明してくれた。五十鈴たちが部屋に戻っていた間、事情を聞いたのだという。

「おおむね、二〇から三〇レベルほどのモンスターだな。昼過ぎに戦闘した連中もそうだが、山中で勢力争いのようなものがあったんだろう。標高の高い場所の少し強いモンスターが裾のほうへ降りてきてるんだ。玉突き式に活動範囲がずれているんだろう」

「ロエ２さんは、見てきたんですか？」

「ああ。ずっと森の日蔭を移動してきたからね」

　ミノリの質問にロエ２は何でもないように答えると「ごちそうさま」と器をおいた。さりげなく、メンバーの中で一番早い完食だ。美人の割に食べるのが早い、と五十鈴は心中で評価を改める。親しみが湧くというものだ。

「わたしたちは良いですけれど、商人の皆さんは大変でしょうね」

　ミノリの言葉に、五十鈴はちょっと考える。

「普通の街道沿いを移動するだけならば、モンスターのレベルは一〇前後。そんな地域がほとんどだ。特に赤土の街道は、古代技術で獣除けの呪がかけられているというからな」

　ルンデルハウスも、思いついたことを整理するように言葉を並べた。

「そういう前提で交易を行なっている商人さんは、街道に二〇レベルのモンスターが出てきたら困るね」

　五十鈴はそう返した。

　この食堂で長逗留している商人たちは、峠越えをするにも困って足止めをされているのだろう。

「困ってるのはわたしたちも変わりませんよ。馬さん怪我しちゃいましたし」

　セララの言葉で五十鈴も思い至った。

　確かにあれは大問題だ。こんな〈大地人〉の町に、〈冒険者〉用の装備販売店があるとは思えない。ましてや〈冒険者〉のアイテム職人がいる可能性はほとんどゼロ同然だろう。

「馬か。ああ、逃げ出してたもんな。馬なんて召喚よべばいいじゃないか」

　ロエ２はお腹がいっぱいになったのか、上機嫌にそう言った。

〈召喚術師サモナー〉であれば確かにそうだろうが、五十鈴たちではそうはいかないのだ。

「ロエ２の姉ちゃんはそういうこと出来るのか？」

　同じ思いだったのだろう。

　いつもの明るい声でトウヤはそう尋ねた。

　しかし、その返答は五十鈴が思ってたようなものではなかった。

「姉──あ、姉!?　君。お姉さんと言ってくれないか」

　なんとなく駄目になりかける雰囲気を察した五十鈴が止める前に「おねーさん？」「ロエのお姉さん、ですか？」「ミスというよりはレディ、と言ったほうがいいのかな？　いや、違うか。シスター・ロエ２」と仲間たちは答えてしまったのだ。

　目の前でこぶしを握って感動の余韻に浸っている丸眼鏡の女性は、無言で頷くと、嚙みしめるように何度も深呼吸を繰り返した。




「お姉さん。いいな。お姉さん。……その言葉を聞くと、頼られていると感じるな」

　いや、そんなことはないと五十鈴は言おうとした。

　親友ミノリなんて、何か言おうと手の平で遮るようなポーズまで取っている。

　だが二人が口をはさめるようなロエ２ではなかった。誇らしげで善意に満ちた、それは晴れ晴れとした表情だったのだ。

「なんだか頼られるのには高揚を感じる。お姉さんって、いいものだな。お姉さん扱いをされる存在になりたい。お姉さんであると持ち上げられたい！　よし、君たちの旅に同行しよう。戦力的には頼りにしてもらって構わない。もちろん、馬も出すぞ。誰も見たことがないほど立派な馬をスタックするほど呼び出そう。報酬はお姉さんぶらせてもらうことだ。いいかな、諸君！」

　ロエ２は格好いい表情と姿で、五十鈴から見てあんまり格好良くないことを言い切った。一気呵成なその主張に、五十鈴たち一行は、押し切られてしまったのだ。
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「ふわあ、広いですねえ」

「おおー。すっごーい」

　可愛らしい音を立てて生み出されたバグスライトが照らすと、夜の闇の中にもうもうたる湯気と岩風呂が浮かび上がった。風呂があるとは言ってたが、それは宿の部屋に据え付けられているわけではなく、裏手から砂じや利り道みちを数分歩いた窪地にあるということでやってきたのだ。

　あたりは木々がちょうどよい目隠しになり、岩風呂には、熱い湯と冷たい川水が滝のように落ちてきている。風呂というよりそれは確実に温泉で、源泉からひいた湯とリクアール河の冷水を混ぜ合わせて出来ているらしかった。

　小屋のような建物は脱衣所なのだろう。ひととおり岩風呂を見て感動したセララは、ミノリや五十鈴と共にその小さな建物に入った。

　先ほどの岩風呂もそうだが、脱衣所も無人である。

　ごく普通の〈大地人〉の夜は早い。〈猫人族〉は夜目が利くし、宿の食堂のように〈蓄光石〉を使ってもいい。普通の家庭にだって〈洋灯ランタン〉くらいはあるだろう。しかし、それらをつかうためには燃料や準備が必要だし、広い空間を手軽に明るく出来るわけでもない。携帯して風呂に入るなど面倒である。

　わざわざ明かりを用意して夜間活動をするくらいならば、陽のあるうちに用事を済ませて早く寝るというのが〈大地人〉もっぱらのライフスタイルだ。

　いまから風呂に向かうというセララたち三人に、宿屋の主人は「無人で貸し切りだよ」と言っていたのは、当たり前ではあるが、確かだったわけである。

　セララは「貸し切り」などというキーワードだけで恐縮してしまう小心な自分を知っているが、〈冒険者〉は〈魔法の明かりマジツクライト〉があるから、こんな時間でも不自由なく岩風呂を満喫出来るのだ。




　景気よく脱いで髪をまとめた五十鈴はタオルを巻いて脱衣所の出口で振り返った。

　セララは焦ったけれどどうしてももたもたしてしまう。

　自分でもしょんぼりなのだが、たとえ周囲には同性の友人しかいないとはいえ、ぷよちゃんというのは服を脱ぐのに勇気がいるのだった。

　注目されるわけはないので、それは赤面物の自意識過剰である。

　セララは出来る限り急いでお風呂髪留めで髪を後頭部にまとめると、バスタオルで前を隠しておずおずと岩風呂へ向かう。異世界だし防御は大事だ。

　そこにはミノリが待っていた。

「あんまり熱くないみたいですよ。あちらに石畳があるので、身体を流しませんか？」

　年下の友人は屈託なく笑ってくれて、セララはそれで少し安心したのだ。

　笑って頷きながら、セララはそちらへ向かった。

　アキバから持ってきた「天然物使用無添加シャンプー＆リンス」や「試作型クリーミー石鹼」は、元の世界でのそれに比べればそこまで高級品というわけでもないし、きっと性能も悪いのだろう。でも、〈大地人〉には超高級品として扱われているし、実用には十分である。三人はそれをヘチマの実やらタオルで使用して、髪も洗った。

〈大災害〉が終わってから、セララが自分も変わったなあと思うのはこういうときだった。

　以前のセララは自分でもわかるほどに不器用で、要領が悪く、もたもたしてたと思う。たかが風呂に入るくらいで、とは自分でも思うのだが、修学旅行などでは一人だけお風呂が長くて班のメンバーにも迷惑をかけたものだ。

　変わった理由が〈家政婦〉のせいなのか、この世界の生活のせいなのかはわからない。

　元の世界にいるときも、掃除や洗濯などをはじめ、こまごまとした作業をすることは嫌いではなかったし、引き受けることも多かった。でも、けしてその手並みが人並み以上だったということはない。

　こちらの世界で〈家政婦〉になってずっと家事をやってきたせいで、いろいろ手際が良くなったようだ。

　サブ職業のゲーム的なボーナスであるよりも、自分自身が熟達したせいであってくれれば嬉しいな、とセララは思った。

　いまだって別段器用というわけではないのだが、それでも以前よりはずっとましだ。家事が有能でよく気が付くなんて、若奥様っぽくて素敵だと思う。

　ミノリと交互に背中を洗いっこして、同じペースで髪を流す。

「こっちは終わりましたよ、セララさん」

「こっちも終わった、ミノリちゃん！」

　ふたりは視線を合わせてにしし、と笑うと、きょとんとした表情の五十鈴に襲い掛かって、その髪の毛を洗い始めた。

　ほどいた五十鈴の髪はウェーブがかかって腰に届くほどの長さだ。

「女の子っぽくないし」「がりがりのやせっぽちだし」「そばかすだしね」「そこらの普通の女子高生だよ」と言う五十鈴が、実はこの長い髪を大事にしているのは、セララも気が付いている。そんなことは、お風呂のたびに悪態をつきながらも、丁寧に、時間をかけて洗っているのを見れば一目瞭然。そんな友人の髪の毛に触るチャンスを、ミノリと二人で待っていたのだ。

「五十鈴ちゃんの髪の毛、ふわふわにするねえ」

「櫛も二種類持ってきたんですよ」

「いいよう、面倒くさいし。自分で出来るよ」

「いえいえ、これも家政婦さんの仕事です」

「見習い徒弟はどんな仕事からも逃げません」

「痒かゆいところはありませんかー」

「もう、セララー」

「しゃべってると、泡が口に入っちゃいますよ。五十鈴さん」

「ミノリも、もうっ」

「セララちゃんの将来のための練習です」

「え？」

「新婚の練習です」

「ええー!?」

　ミノリの真面目くさった物言いに、そーなの？　ほんとうに？　なんでそうなるの！

　と、こらえきれないような三人の笑い声が岩風呂に響いたが、それでもセララは手を休ませなかった。長い髪を洗うというのは実は大変なことを知ってるし、五十鈴の髪を洗ってみようというのは、ミノリと以前から話し合っていたイベントでもある。

　旅先のここでそのチャンスが巡ってきて、それは素晴らしいことだった。




　マジックライトが上機嫌に空中一回転する明かりの中で、セララは大きな岩風呂に肩までゆっくりつかる。温泉の温かさがゆるゆると身体に浸透してきて、天国のような気分だ。隣の二人も目を細めて幸せの吐息を漏らしているようだ。

　岩風呂は大きくて、五メートル四方ほどもある。〈大地人〉の高級宿にあるタイプの猫脚バスタブに比べてたっぷりとしていて、湯の中で足を伸ばすと顎先が湯についてしまうほどの深さだ。もっと深い場所だってある。

　この岩風呂には二つの水流が流れ込んでいて、それぞれ熱めの湯と冷水である。ちょうどいい感じの温度を探して、セララたちは仲良く腰を下ろした。

「うーん、いいお湯！」

　にっこり笑った五十鈴が宣言した。

　ミノリも笑っているし、セララも幸せだ。

　空に浮かぶのは半分くらいのお月様と魔法の明かり。三人は見上げて、理由もなくくすくすと笑った。

〈冒険者〉の身体はびっくりしたもので、野宿を含む旅を続けてきたにもかかわらず、筋肉痛もないし、目立った疲れも残っていない。それでも気持ちは張りつめていたし、こうやって三人で温泉に入ることが出来る宿はありがたかった。

　実を言えば野宿続きの旅と聞いて、ちょっとおびえていた部分もあるのだ。

　ミノリが言っていたが、このあたりは、元の世界では観光地なのだそうだ。魚がおいしいとか、干物が有名だとか聞いた。

　そのうちにゃん太さんとも一緒に来たいものだ──セララはそんなことをぼんやりと思った。

「温かいですねえ」

「温かいねー」

「ねー」

　三人は、ふにゃりと脱力してそんな会話を交わした。

　いつも元気いっぱいの五十鈴でさえ、昼寝をする猫のような笑顔になっている。セララはそれを見て楽しくなってしまう。笑いをごまかすために口をお湯につけてぷくぷくとするのさえ心浮き立った。

　こんなに気持ちいいお風呂に入ると、人間は、みんなネコ科の動物になってしまうのだろう。セララ自身だってお昼寝気分だった。もしかしたら、猫耳さえ生えていたかもしれない。

　もし猫耳と猫ひげが生えたら〈猫人族ねこさん〉だ。いや、猫人族は丸ごと猫なので〈人猫族にやーさん〉くらいかもしれない。そうしたらまた一歩野望に近づいてしまう。お湯の中でつま先をじたばたさせてみる、うれしい想像はいつだってくすぐったい。

「セララさんもほわほわの顔してますよ」

「ねこさんだからですよー」

　なにせ頭の芯まで温かいので、あまり複雑なことを考えられないのだ。会話がおバカっぽくなっても仕方ない。セララはそう自己弁護しながら返答した。

「それで、セララはにゃん太さんとお風呂したいの？」

　そんなふわふわ気分を一撃で粉砕したのは五十鈴だった。

　さっきの仕返しなのか、にこにこ笑顔にちょっぴり意地悪を隠して、セララを追及してくる。

「そういうんじゃないです」

「でも、にゃん太さんは格好いい？」

「にゃん太さんは、ダンディで、格好良くて、スマートなんです」

　セララが一生懸命に言い返すのに、五十鈴はミノリの肩を抱き寄せて満面の笑みだ。ミノリのほうは五十鈴とセララを交互に見て困惑顔だが、五十鈴は高らかに「ミノリはこっちチームだもんね」という態度を崩そうとしない。

「そんなことを言うなら、五十鈴さんこそルンデルハウスさんとどうなんですか？」

「ん？　ルディは散歩友達だよ？」

　五十鈴のきょとんとした返事にセララはあきれる。

　普通に考えて、セララとにゃん太よりも、五十鈴とルンデルハウスのほうがよっぽどカップルに見えているはずなのに、なぜか五十鈴はそんなことにも気が付いていないようだ。

（五十鈴さんとルンデルハウスさんはお似合いなのに）

　早朝デートしてるとしかセララには思えないのだった。厨ちゆう房ぼうデートをしている（と思いたい）セララとしては、五十鈴の鈍感さはわからない。しかしそれはセララがにゃん太を求めすぎなのかもしれない、と思いながらも「求めすぎ」ってその表現は乙女としてはどうなのかしらどうなのですか？　とお風呂とは別の熱気でゆだってしまう。

　それをごまかすためにはやはり顔の下半分を湯に隠してぶくぶくするしかない。

「セララさんはよい奥様になりますもん」

　ミノリが明るい声で追い打ちをかけてきたからなおさらだ。

「そんなことを言うミノリは、シロエさんの秘書になるのかなあ」

「うっ……。そういうわけじゃないですけど」

「でもラブラブだよね。応援してるけど」

　矛先ほこさきがそれてセララはほっとした。

　五十鈴は楽しそうにミノリをいじっているが、セララから見てもミノリはすごい女の子だ。サブ職を〈見習い徒弟アプレンテイス〉に変えて、いまでは狩りに出る以外の日は〈第八商店街〉でバイトの日々をおくっている。

　そんなスーパー中学生だ。

　友達づきあいをしていると、可愛らしいところも、ドジなところもたくさんあるのだけれど、責任感の強さと手際の良さは見習いたいと思う。特に作業速度だ。片付けや設営をしてても思うのだが、ミノリだけがいつも先に作業を終える。ひとつひとつの行動が素早いわけではない。作業と作業のつなぎや、作業の下準備が早いのだ。地頭の差というか、賢さの差のようなものをセララは感じてしまう。ミノリはすごい。

　ちょっぴり年下だけど、学校もなくなってしまったこの異世界でそれはあまり関係ない。ミノリは同年の友達のようにセララには思えるのだ。

「ミノリちゃんが秘書してくれたら、なんでもうまくいくよ」

「そんなんじゃないです。少しだけでも、役に立ちたいから」

「またまたー」

「またまたー」

「五十鈴ちゃんミノリちゃんがなんかいってますよー」

「セララちゃんミノリがなにか可愛いよー」

　五十鈴の尻馬に乗って、ミノリをはさんで押しくらまんじゅうをする。

　くすくすと笑って不思議な気分だ。こんな風に笑えるなんて、ススキノにいるときは想像もしなかった。あれからもう何年もたったような気さえするほどだ。

　ふわふわの頭でミノリにくっつきながら、今度は五十鈴に水を向けてみる。

「じゃあ、五十鈴さんは将来、なにになるんですか？」

「へ？」

　ふたりをからかっていた五十鈴は、その問いが自分に向けられてびっくりしたような表情をする。しかしその表情は一瞬で、真面目くさった顔で会話に復帰した。

「わたしは普通だよ。元の世界に戻れたら事務員とかするし、このままだったら、狩りをしてクエストしたり、〈円卓会議〉のお使いをしたり、それで毎週〈ブルームホール〉で歌ったりするよ」

「五十鈴ちゃんは、歌手になるんですかー」

「ええー？　そんなんじゃないよ」

　五十鈴は半分笑って手をパシャパシャと振った。

「ないない、歌手とか、そういうのじゃないよ。そういうのはもっと目立つ子がやるもんだよ。わたしは、ふつーなの。たまーにレストランでじゃかじゃかじゃーんってするぐらいが似合ってるんだよ。みんなが楽しい気分のときにＢＧＭ係をするわけ。ルディとふたりでね」

　けろりというその表情には暗いところも卑屈なところもなかったから、それは本心なんだな、とセララは思った。考えてみればそういうのも当然で、音楽家アーテイストなんてみんなが目指すものでもない。五十鈴は音楽好きだけど、そういうのに興味はないのだろう。




「将来か」

　近くから聞こえた声に三人は飛び上がるほど驚いた。

　自分たち以外に入浴客がいるとは思ってもいなかったのだ。

　慌てる三人にロエ２は鷹揚おうように頷くと、湯気で曇った眼鏡を光らせた。

「君たちは若いのだな」

　優しい声に、セララはなぜか素直に頷いてしまった。ロエ２は不思議な女性で、子供のような反応を見せることもあるのだが、時折すべてを知り尽くしたはるか年上の余裕ある優しさを見せることもある。

「ロエ２さんは……」

「無論、姉であるわたしは君らより年長なので身体的優位がある」

　ロエ２の発言にセララはびっくりした。

　びっくりで済まなかったのは五十鈴だ。口をぽかんとあけている。

　いまのいままで頼りがいのある年上のお姉さんと考えていたのがきれいに飛んでしまった。

「え、あ、その」

「胸も大きい」

　ひきつって慌てる五十鈴と、なぜかひどく落ち込むミノリがいて、セララは必死に励ました。もちろんうまく言葉にならないので内心でなのだが、セララ的には一大応援団である。五十鈴はほっそりスタイルがいいし、ミノリは年相応だと思うのだ。

「胸も大きい」

　それなのにロエ２が二度も言うから慰めるのが大変だ。

　ふたりが抗議をして、なだめられ、なぜか恋の話になり、地球の話を、住んでいた街の話をした。

「ロエ２さんはどこに住んでたんですか？」

「過疎な都会というかすかすかしたところだなあ」

「一人暮らししてたんですかー？　いいなあ」

「大人だからな。それに通信が発展すると物理距離の遠近はあまり関係がない」

　そうか、そうだよね、とセララは思った。

　Ｗｅｂゲームがあって、異世界になって、セララはにゃん太と出会えた。

　出会いに距離は関係ないのかもしれない。

　時間は疾風のように飛び去っていったが話題は一向になくならなかった。

　セララはミノリや五十鈴と一緒にいて退屈を味わったことが一度もないことに気がついていたが、ロエ２はその輪の中にあっさりと飛び込ん出来たのだった。

　それはセッターグレン兄妹のもとへピッピがやってきたときのように楽しい時間だった。もちろん楽しい時間には代価がつきもので、四人はこってりとのぼせてしまったのだが。





































　　　 ▼１




　ボクスルト。

　その名前は〈弧状列島ヤマト〉においても知名度が高い。

　元は山地の名称であったが、地域の名称にもなり、峠の名前にもなり、砦とりでの名にもなった。

　東ヤマトから西ヤマトへ向かう街道はいくつかあるが、太平洋側のものはすべてこのボクスルトの砦を通る必要がある。海上輸送を除けばほとんど唯一の交易ルートでもあり、戦略拠点でもあるのだ。

　地球世界でその場所は箱根と呼ばれていて、もちろんトウヤも知っていた。確か社会科の授業でやったし、友達が家族旅行に行ったと聞いたこともある。

　一番強い印象は、ＷｅｂＴＶの旅行番組だ。

　トウヤの家では夕飯時にそんな番組が流れていることも多かった。母親は旅行が好きだったし、足が不自由なトウヤを連れて行ける旅行は温泉観光地くらいのものだったから、そんな番組を見ることは多かった。モニタ越しに見た箱根の印象は湖と温泉くらいのものだったが。

　──トウヤたちは今、そのボクスルトの山道に差し掛かっていた。




　山道に入ってからもう半日近くたつが、トウヤたちはびっくりしていた。啞然と言ってもいいほどだ。そこは正真正銘の山道だったのだ。

　何を言っているんだ、バカだな、と言われるかもしれないが、それがトウヤの偽らざる感想だった。道の幅は三メートルほどしかなく、馬車が通るギリギリの幅だった。時に縁石や杭で補強されている部分はあるが、その多くは赤土で雨が降ったらいかにもぬかるみそうに見える。

　そんな不安定な道が、斜面に張り付くようにうねうねと続いている。右手は山頂に続く上り斜面で、杉のような樹木がみっしりと生えているし、左手は谷へと続く下り斜面で、目がくらむような落差を見せる景色もあった。

　風景だけならまだしも、街道は山肌に張り付いているために、地形の気まぐれで少し登ってはまた下り坂になり、左に右にと蛇行しては時に引き返しているとしか思えない切り返しさえあった。三月の山はまだ冬枯れの様相を残していたが、自然の生命力は強く、濃い緑の匂いとざわめきに満ちている。

　つまりそれは、〈大災害〉後のセルデシアに慣れたとはいえ、その出自は都会っ子でしかないトウヤとミノリ、そしてセララにショックを与えるに十分ということだった。

　五十鈴は三人よりは「自然」というものに慣れていたが、それだって畑の向こうには地主の裏山がそびえているとか、冗談みたいに広い河か川せん敷じきには背丈ほどもある雑草がぼうぼうと生えているとか、手入れのされていない校舎裏の菜園からは謎の西すい瓜かが取れるとか、そういうレベルでの「慣れている」であって、この冗談の通じない正真正銘の山道については啞然としているようだった。

　そもそも〈神代じんだい〉の遺跡にあふれているのがこの世界だったはずだ。

　崩れている場所が多いとはいえ首都高速まである異世界で、なぜわざわざ箱根越えだけがアスファルトもないような峠道なのかと文句を言いたい気持ちはある。

　腐葉土の柔らかい林間遊歩道というわけですらないのだ。トウヤの身長の二倍ほどあるような、巨大で濡れた黒い岩が突然突きだしていて、その岩を避けるためだけに山道が迂回していたりもする。

　唯一経験のあるルンデルハウスだけが訳知り顔で頷き、「だから朝の出がけにきょうは気合いを入れろって言っただろう？」とあきれ気味に告げるのだった。

　そう言われてしまえば、トウヤだって気合いを入れざるを得ない。

　救いだったのは同行を申し出てくれたロエ２の存在、そして召喚した〈蒼褪めた馬ペイルホース〉だった。この血の気の失せた青白い馬は強力で、師範システムでレベルを落としたロエ２が召喚してさえ、たった一頭で以前の二頭立てだったときにも勝る牽けん引いん力りよくを持ち進んでくれている。




　うねるように上下を繰り返すこの山道では、馬車に乗っていることさえも苦痛だし速度も上がらないため、ルンデルハウスとトウヤは馬車から降りてその前を先導するように歩いていた。

　女性陣は幌馬車でぐったりしたり、時に後方から歩いてきたりする。

　トウヤの足下まで丸くて白っぽい仔狼が駆け寄ってきては、凜々りりしい自慢顔で絡みつく。トウヤには白い柴犬のようにしか見えないのだが、セララの言うところによるとウルフちゃんなのだそうだ。従者召喚魔術という系統の特技によって召喚されるということで、セララが命令しない限り消えたりはしない。そのため、宿で眠るときはともかく、旅の間はこうして周辺警戒をしてくれることが多い。

「わたしも警戒霊くらいは出せるんだがなあ」

「いや、それは遠慮する。シスター・ロエ２」

　御者席でけだるげに告げるロエ２にルンデルハウスは振り返ってくぎを刺した。

　朝方ものは試しと見せてもらったロエ２の〈死霊蝙蝠ゾンビバツト〉は見かけがずいぶんグロテスクだったのだ。セララがしゃがみこんで涙目になったほどである。また、そこまで重度の警戒を要するほどでもないということで、ロエ２の〈死霊蝙蝠〉で哨戒するという作戦は却下された。すでに〈蒼褪めた馬〉を召喚しているために、維持にはマナがかかりすぎると判断されたこともある。

「あれはあれで慣れると可愛いのだがなあ」

　ロエ２は〈召喚術師サモナー〉という職であり、専門は召喚術。多種多様な召喚物を呼び出して、自らの代わりに行動させる魔術師だ。非常に応用範囲の広い特技群をもつために、〈大災害〉後のこの世界では最も活躍が増えた職種だと言われている。水を生み出し冷気を操る〈水精霊ウンデイーネ〉、炎を生み出し熱を操る〈火蜥蜴サラマンダー〉などはその代表例だ。

　ひとくちに〈召喚術師〉といってもその方向性は様々で、大きく分けて四つほどがあるらしい。〈水精霊〉や〈火蜥蜴〉を操る〈精霊遣いエレメンタラー〉。〈一角獣ユニコーン〉や〈紅玉獣カーバンクル〉を操る〈幻獣遣いビーストテイマー〉。〈スライム〉や〈ゴーレム〉などの風変わりで人工的なものの召喚を行なう〈造物術師アルケミツク〉。最後に〈動く骸骨スケルトン〉や〈幻霊フアントム〉を用いる〈死霊術師ネクロマンサー〉だ。




　これらの方向性は排他的関係ではない。通常の〈召喚術師〉は「七割くらいは精霊と契約をしたけれど、ワンポイントで幻獣とも契約する」というような自分のスタイルを作りあげる。その組み合わせやバランスが〈召喚術師〉の腕の見せ所であり、醍醐味なのだとミノリはメモを読み上げていた。おおよそシロエの受け売りなのだろう。

　しかしロエ２は生粋きつすいの〈死霊術師〉なのだそうだ。契約している従者や召喚物は死霊系モンスターだけであり、ほかの種別は一切習得していない。純粋なビルドである故に応用力は乏しい。〈大災害〉後〈死霊術師ネクロマンサー〉は人気がなくなったとトウヤは直継なおつぐから聞いたことがある。見た目が怖くてグロテスク、意思疎通が難しいからだそうだ。

　セララの召喚するウルフを見ていれば、それも仕方ないかな、と思う。

　この白い仔犬風モンスターはもちろん戦闘ともなれば勇敢ではあるが、好奇心旺盛で甘えん坊だし、まるでペットのように見える。普段行動を共にするのであれば、こういうふさふさした連中のほうが人気なのだろうと、トウヤにだって察しはつく。




「トウヤ」

「見えてる。ルディ兄」

　視界の悪いこの山道では、直線で見晴らしが利くような部分はほとんどない。

　その代わり山肌が突き出した部分を巡るとき、三つ四つ先の折れ道まで見通せる部分が不意に現れたりする。

　トウヤたちから見て恐らく十五分ほど先の山道に、二台の馬車が立ち往生しているのが見えた。モンスターに襲われている雰囲気はないから、何かトラブルがあったのだろう。どうしようかとトウヤは考えた。

　見た雰囲気だけではあるが、あの馬車は同じ方向、つまり西へと向かっている。通常であれば問題はない。先行する馬車の後をついていけばいいだけだからだ。しかし前の馬車が止まっているとなると話は違う。山道のこのあたりの部分はすれ違うほどの幅はないから追い抜くことは出来ない。〈冒険者〉の体力があれば無茶な解決が出来そうな気もするが、まだ状況がよくわからない。

「立ち往生しているみたいだな」

「うん」

「どうしたー？　なにかあったのかな？」

　御者席からロエ２の声が聞こえた。日光が苦手とぐったりした彼女は、トウヤたちと違って先ほどの光景を見逃してしまったのだろう。

「三つか四つ先の曲がり角で、トラブルがあったと思おぼしき馬車が止まっているのだ。二台だった」

「すれ違えないかもしれないんだよ、ロエ２姉ちゃん」

「む、そうか。わたしはお姉ちゃんだからな」

　ロエ２は無意味に胸を張ったが、特に良い案は持ち合わせていないようだった。

「なんにせよ、そこまで行ってみよう」

「そうしましょうよ」

　ミノリの同意も受けてさらに山道を進んだ一行は、予想通り動けずにいる商隊と出会うことになった。




「なあ、剣を買わないか？　アキバ製の逸品だ。装備レベルは一〇と二〇だぜ」

　最初にかけられた声はそれだった。

　目の下に隈くまを作り憔しよう悴すいしたような表情の商人は、先頭を歩くトウヤにそう声をかけてきたのだ。

　びっくりしたトウヤだが、すぐに首を振った。

「俺たちもっとレベルが上だもん。そんな剣は使わないけどさ。どうしたの商人さん」

　鈍く首を振る商人はどうやらこの商隊のリーダーであるらしかったが、見れば、三人ほどの護衛も疲れ切ったように山道へとおろした木箱にへたり込んでいる。そう、荷物はほぼすべておろされていた。二台の馬車のうち片方は車軸が折れてしまっているようだ。

　ミノリたちが乗っている馬車は二十メートルほど距離をとってある。引き返したり方向を変えたりすることになればあまり接近しないほうがやりやすいからだ。この場所は狭い山道の中でもひときわ狭きよう隘あいですれ違うほどの余裕はないし、道を踏み外せば、細い木の生い茂る急な斜面を転げ落ちることになる。

「まいったな、トウヤ」

「うん」

　おそらくだが、あの荷物がすべて鉄の剣だということになれば、そもそも荷物を積みすぎたのだろう。この事態の解決方法は簡単で、壊れた馬車を谷底へと落とし、残った荷物はもう一台の馬車に積めるだけ積み、残った荷物もこの場へ投棄して先へと進めばいいのだ。しかし、荷物は当然商人が仕入れたものであり、その思い切りが付かないのだろうと推察された。




「車軸が壊れてから、もう一昼夜をここで過ごしているのです。商人殿が不作法でも許してあげてください」

　奥に見えていた馬車から降りてきたのは、柔らかな風貌の女性だった。

　日に透けるススキの穂のような淡褐色の髪に、雛菊からタンポポに至るさまざまなパステルイエローでコーディネートされたボレロとロングスカート、大きな帽子。柔らかい曲線を描く眉と慈いつくしむような眼差しをした美女だ。

　空気の中にわずかにミスミソウの香りがして、トウヤはその美女を見つめたまま困ったような憂鬱なような気分になった。トウヤの予感は当たるのだ。この優しそうでしかない女性で、自分はひどくつらい気持ちを味わうだろう。何の根拠もなく理解した。

「旅の物書き、ダリエラと申します」

　その女性は可愛らしい仕草でスカートをつまむと挨拶をした。

「年若いですが、〈冒険者〉さんたちですよね？　このままここでまた一晩を過ごすのは、商人さんたちにはきついと思います。ボクスルトの砦まででいいので、いくつかの木箱を運んではいただけませんか？〈冒険者〉さんたちの協力が得られれば、しばらく先の峠で、追い抜きも出来ると思いますし、商人さんたちもこの窮地を抜け出せるはずです」

　ダリエラと名乗る女性の懇願は、どこまでも柔らかくたおやかだった。

　優しい言葉遣いだが説得力があって、トウヤもルンデルハウスも思わず頷いてしまったほどだった。

　この状況では実際他に選択肢もない。

　二人はミノリたちに相談するために、山道をひきかえすことになった。




　　　 ▼２




　商隊馬車の車軸が折れたのは、山道が鋭くくぼんでいたせいらしかった。土がわずかにかぶって見分けがつきにくいが、突き出した石に乗り上げた車輪は、その直後の段差から落ちて別の角石に着地することになったのだ。その段差はほんの十センチほどで、普段であればこんな事故にはならなかったに違いない。

　しかし欲をかいた商人は、荷馬車に鋼鉄の剣を木箱で二十四箱も積んでいた。その衝撃は大きく車輪が壊れてしまうという事態になったらしい。

〈大地人〉であればひとつを持ち上げるのにも苦労する木箱は、ミノリたちにとってみれば二つ三つ持ち上げるのが苦にならない重量だった。木箱を抱えたまま山道を二十分ほど進むと、展望台のように突き出した山道が広くなった部分に辿り着いた。

　ここならば馬車が休憩することもすれ違うことも出来るし、当分の間、木箱を積んでおくことも出来るだろう。

　セララにはその場所で昼食の支度をしてもらい、ミノリたちが木箱を運び終わったのは二時間ほど後だった。車軸の壊れた馬車は残念だが谷底側に落としてもらい、商人は無事だった馬車とともにこの場所までやってきている。護衛たちと一緒に精も根も尽き果てた様子で、今は仮眠中だった。

「魔物が出るかもしれない山道で、積み荷を守って一晩を過ごしたんですよ。疲れ切るのも仕方ありません」

　物書きのダリエラはそういって、ミノリに柔らかく微笑んだ。

　年齢の分かりにくい〈大地人〉の女性だった。ミノリよりは年上なのだろうが、どれくらい上かは想像がつかない。見かけより少し上に見積もってもマリエールと同じ程度だろうが、話していると、不意にミノリと同年齢かと思えるような、可愛らしい笑みを見せることもある。

「ダリエラさんは、商人さんの奥さんなんですか？」

　びっくりした表情のダリエラは、目を細めて笑い出す。

「ちがいますよ。帰るのに、商人さんの馬車に乗せてもらっただけなんですよ」

「そうか、ミナミか。イコマと同方向だな」

「ええ、すぐ近くですね。わたしの家も、イコマの山の中ですよ」

「ほほう」

　やってきたロエ２が声をかけてダリエラが返す。

　峠の見晴らし台のような場所に、商人の無事な馬車、そして山積みの荷物、さらにはミノリたちの馬車が並んでいた。あまり堅牢には思えない木の柵に囲われているが、この広場自体が峠の空中につきだしたような立地だ。その外側は谷を見下ろす絶景が広がっている。

　商人たちは本当に疲れ切っていたようだ。

　護衛のひとりはなんとか荷物に寄りかかって座っているが、そのほかのメンバーは馬車の中に避難するように入り、寝てしまっている。セララがスープを配ろうとしたが、起き上がってくる気配はない。

　ミノリたちはここで遅めの昼食をとることにした。

　風はまだ冷たいが、山を渡るそれは、アキバの街とはまた違った、独特の緑の気配をはらんでさわやかだ。

「このスープは何のスープだ」

「お芋と人参のお味噌汁です」

「この長いのは……」

「ネギです」

　ミノリは、ちょっと離れたロエ２とセララの会話を聞いて笑いをこらえる。

　峠で食べる昼食はお弁当みたいで楽しかった。倒木に腰を掛けて足を揺らしている五十鈴と、その隣でおにぎりをほおばっているルンデルハウスがにぎやかだった。セララたちに交じってピクルスを差し出しているダリエラも柔らかい雰囲気だ。

「トウヤ、お腹痛い？」

「そんなことはないよ」

　ひとりでどこか上の空だったトウヤが心配になったミノリは声をかけたが、しっかり者の弟はにやりと笑って返事をした。

「ミノリこそ平気かー。シロエ兄ちゃんが恋しくなってないか？」

「もう、そんなことない」

「ま、いいけどさ。峠を越えれば、もうずいぶん目的地が近いしな」

「うん、それに〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉でしょう？　シロエさんによれば、このあたりの山地にも現れる可能性がないわけじゃないって。飛行型のモンスターは活動範囲がずいぶんと広がっているはずだから……」

「そっか。じゃ、注意しないとだな」

　空を見上げるようにふいに上げられたトウヤの視線につられて、ミノリもそれに気が付いた。

　ミノリたちに近づいてくる一行がいる。

　それは全身鎧をつけた重装備の騎士を先頭にした一団だった。




　どことなく陰鬱な印象を抱かせる〈冒険者〉たちは全部で十数人いるだろうか。すぐにミノリたちの注目するところとなって、山道を登ってくる。ミノリたちの進行方向からやってきて、ふもとへと向かうルートだ。

　ミノリはすばやくステータスを確認した。

　イシイジロウという〈武士〉が先頭で、その所属ギルドは〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉、レベルは九〇。続くメンバーも同じ所属でレベルもほぼ同様、人数は十四。

　いまのヤマトサーバーにおいてＰＫプレイヤーキラーはあまり多くはない。少なくともアキバ近辺ではほぼ聞かなくなった行為だ。しかしこの山深い場所で出会った一団にミノリたちは緊張を隠せなかった。

　ルンデルハウスはさりげなくトウヤの隣へ移動していた。

　マントを翻してモデルのようなポーズで立つその姿は貴公子のようだったが、ミノリはその位置取りが五十鈴やセララを背後にかばっていることを知っている。

　一団は急ぐでもなく着実な速度で歩いていた。

　高位レベルであれば、能力の高い騎馬を所持しているはずだが、騎乗している冒険者は一人もいない。十四人はほぼ二列となって山道を接近してくる。

　ここは広場になっているので狭い場所ですれ違うようなことはない。見送ればいいだけだ。臆病かもしれないとは思ったが、ミノリはその事実にほっとした。

　集団の中央の四人は、巨大な荷物を支えていた。

　それは神社などに奉納された神輿みこしのようにみえた。ずいぶん洋風の装飾をされているが、井い桁げたに組まれた太い棒で囲まれ、それを保持した前後左右の四人で運ばれている。

「〈北風ボレアスの移動神殿〉ですね」

　ダリエラがポツリとつぶやいた。

「なんだそれは？」

　メンバーの中でさほど緊張を見せていない唯一の人物、ロエ２があっけらかんとした口調で尋ねる。

「わたしも見たことは多くないのです。〈オデュッセイア騎士団〉の人が各地に持ち歩いているものですね。〈冒険者〉の人の用いる聖具だと聞きました」

「ふむ」

　五十鈴やセララは、その言葉を聞いて、怪け訝げんそうな表情だ。

　ミノリもそんな話は聞いたことがない。

〈オデュッセイア騎士団〉という言葉もそうだ。それは聞いただけで、どこか冷たい風が吹き抜けるような不安の響きをもっていた。そもそも今まさに確認したところによれば、彼らは〈Plant hwyaden〉所属の〈冒険者〉のはずである。

　そう考えれば〈オデュッセイア騎士団〉というのはギルドではないのだろう。

　では何なのかと考えてもミノリにもわからない。

　聞いたことがあるのは〈望郷派オデユツセイア〉という単語だった。

　元の世界へ帰ることを至上目的として掲げた組織であるはずだ。それだけを聞けば無理もなく、ある意味すべての〈冒険者〉の気持ちを代弁するような集団であるはずだが、アキバのギルドホールで〈第八商店街〉の手伝いをしながら耳に入ってくる噂話は、どれも陰鬱な色彩を帯びていたように思う。




　集団は近づいてきて、もうすでに装備や個人の顔立ちまでも確認出来るほどになっていた。全員の装備は清潔で、整っていた。むしろ規律正しすぎるようにミノリには思えた。互いに無駄口も叩かず、一定の速度で歩いてくる。無尽蔵の体力を持つ〈冒険者〉、しかも九〇レベルの集団でもあり、そんな仕草は少しも見えないのに、彼らは疲れ切った亡者の群れのような印象を与えた。

「あの〈北風の移動神殿〉は、〈冒険者〉の皆さんを復活させるそうです」

〈大地人〉のダリエラにはわからないのだろう。

　その言葉はどこか遠く、他人事めいた響きを持っていた。

「また、副作用なのかわかりませんが、心の声をかき乱すとも言われています。〈冒険者〉の皆さんにとっては、大事なものなのでしょうね」

　ミノリはセララと視線を交わす。

　そんなことを言われても初めて聞いたアイテムのことなのだ。反応に困ってしまう。ダリエラの話す意味もよくわからなかった。ミノリの中の何かが理解を拒んでいるような感覚だった。

　言葉どおりなら、あの〈移動神殿〉は、神殿の代わりで、付近で命を落とした〈冒険者〉を蘇生させる、いわば復活地点の代替であるかのような、いや、復活地点そのものであるかのように聞こえる。

　それは〈冒険者〉の不死性を高める恩恵のようでもあるが、一方でひどく不吉であるかのようにも思えるのだ。

　ミノリは不安になって弟の背中にその名を呟いた。

　トウヤは先程からミノリたちの中で最前線に立ち、仁王立ちで〈オデュッセイア騎士団〉を見つめている。だから、ミノリからはその背中しか見ることは出来ない。

　トウヤは返事をしなかった。

　しかしその身体には戦いのときに勝るとも劣らぬ緊張感が宿っていることが、双子のミノリにはわかってしまう。




　一行は広場のわきに差し掛かり、そのままミノリたちのほうを特別警戒することもなく、変わらぬ歩調のままで、何かを探すように、導かれるように歩を進めていた。

　とても長い時間が経ったような気がしたが、冷静に考えれば、ほんの十分ほどのことだっただろう。

　彼らは何のトラブルを起こすこともなく、ただ通り過ぎていった。

　しかしミノリは胸の中に広がるざわめきを消すことが出来なかった。




　　　 ▼３




　魔法陣式連鎖軌道が前方三十メートルほどに投射されると、その魔法陣に設定された効果によって自然が捻じ曲げられていった。〈桂花麗人ドリアード〉や〈歩行樹トレント〉に干渉して、生い茂った樹木には、トンネル状の空間が作られる。周囲の樹木が身をよじるようにして避けているのだ。

　円形魔法陣はそのまま先へ、先へと同じ輝きを生み出していく。この魔法陣は周囲の自然物に干渉して空間を作るだけではなく、浮遊力りき場ばを発生させて移動を助ける魔力式の軌道レールでもあるのだ。

　魔法陣の上を反発力の助けを借りて進むのは鋼鉄車両だった。八メートルほどの巨大な箱状の乗り物だ。武骨な装甲を持つこれらの車両はガラスをはめ込まれた窓こそあるものの、それらも暗く染まり内部をうかがうことは出来ない。

　その先頭から四車目、開閉可能な天蓋と二階建て構造を持つ指揮車両の中にはひとりの女性がいた。

　肉食科の動物を思わせる均整の取れた身体を軍服につつんだその人は、ミズファ＝トゥルーデだ。

〈神聖皇国ウェストランデ〉に仕える上級将軍である。

　狷介けんかいさと浅薄さをあわせたような皮肉な笑みを張り付けたまま、女将軍は遮蔽ガラス越しに外界を眺めていた。高く組んだ美しい脚はリラックスを示し、左手の指先が剣の柄つかを愛撫するようになで回している。

　ミズファは走行車両の性能に満足していた。

　連鎖軌道がなければ動かすことも出来ないほどの重量を持つこの車両だが、魔法陣の助けを借りれば、この山中のような不整地でも進むことが可能だ。扱いにくい重量も、防御性能と考え合わせれば、欠点だけというわけでもなかった。

〈冒険者〉は空を飛べる機械をほしがり、この鋼鉄車両を開発途中の失敗作、使えない玩具だと切り捨てたが、ミズファたち〈大地人〉にすれば、その廃棄された玩具でさえも黄金に勝る宝なのである。その圧倒的な技術力の差は、ミズファの笑いを誘った。

　技術力だけではない。魔力。体力。発想力。そのすべてにおいて、〈冒険者〉はミズファたち〈大地人〉に数倍する存在である。

　それはまるで誰かが彼らを世界の主役だと定めたようだった。

　そしてミズファたちはわき役なのだ。

　ミズファはその滑稽さに喉の奥でくつくつと笑った。

　どこの誰だかはわからないがずいぶん残酷な喜劇を作りあげたものだ。

「経過順調です」

「位置は」

「前回と変わらず、〈深き沈鬱の森〉東部」

　鋼鉄車両を中核とするミズファ直轄兵団は現在極秘任務〈赤き夜〉作戦を遂行中である。従軍する人員は少ない。が、鋼鉄車両や〈従者召喚の宝珠〉、〈ＥＸＰポット〉などの最先端技術を投入した重要な作戦だった。

〈十席会議〉でもその重要性は確認されたはずだが、まだまだそんなものではないとミズファは思う。〈冒険者〉にはこの作戦の意味が少しもわかっていやしないのだ。

　会議の気まぐれな盟主濡ぬれ羽はは城を抜け出すために作戦に同行し、兵士への激励を行なってくれた。ミズファ自身がたくらんだことではあるがその効果は絶大だ。これで兵士たちは命や魂をささげてまでミズファの指揮のもと闘ってくれるだろう。濡羽は〈神聖皇国ウェストランデ〉では盲目的な信奉と熱狂をささげられる姫なのだ。そのカリスマ性は筆舌に尽くしがたい。

（もっとも──。濡羽様の気まぐれではあろうがね）

　しかしいくら信奉されようと濡羽もまた〈冒険者〉である。

〈深き沈鬱の森〉での進軍に飽きたのか、ふらりと鋼鉄車両から姿を消してしまった。侍従や侍女などは半狂乱のありさまだったが、濡羽の失踪はさして珍しいことでもない。ミズファは落ち着いていた。

　そもそも濡羽がほしかったのは兵士への激励と部隊を視察したという既成事実であり、それが済めばもう用はない。むしろ近くにいていろいろ口出しされるほうが厄介だ。姿を消した濡羽を放っておけばそれはそれで問題だったであろうが、〈十席会議〉の一人、〝近衛〟のロレイル＝ドーンが濡羽の後を追っている。姿を消してからすでに五日。今ごろ合流しているだろう。ミズファにとってこの状況は望ましいものであった。

　唯一残った棘とげといえば、後続車両に乗り込んだ同じく〈十席会議〉のカズ彦くらいのものだ。

　この鉄面皮の堅物は〈壬生狼みぶろ〉なる私兵集団を率いてミナミの諸問題にくちばしを突っ込む、ミズファにとっては目障りな人物である。ミズファの兵権にさえ〈十席会議〉の名前を盾に口を挟むことがあり、憲兵組織のような活動を行なっていた。その首領であるカズ彦が、〈従者召喚の宝珠〉の安全性を確認すると言い張って後続車両に居座っているのだ。

　しかしそれもまた、織り込み済みであると言えた。

〈赤き夜〉にはそれだけの価値がある。いいや、この一連の部隊強化はミズファの野望を達成するために欠かすことの出来ないプロセスなのだ。

　ミズファは喉の奥で笑った。

　この鋼鉄車両の速度はさほど速くない。一般的な街道を進んでも最新式の四頭立て馬車に比べて三割程度の速度が精いっぱいであろう。しかしその一方で、不整地でもその速度が落ちないという特性がある。森の中や渓谷ではさすがにその速度はさらに落ちるが、徒歩進軍よりは速い。

〈冒険者〉が望んでいた「ミナミからエッゾまで十時間」というような驚異の魔導機械に比べれば確かに劣るのかもしれないが、これはこれで非常に有用だ。空という視界を遮ることの出来ない空間を進むことに比べれば、隠密性おんみつせいでは上だと言ってもよいだろう。そもそも、〈冒険者〉ですら飛行機械は完成させていないのだ。ミズファにとってはこの鋼鉄車両だけでも十分な宝である。

　ゼルデュスが開発したとされる〈凝魔鍛術マナ・ブリーダー〉。それを大規模実用化したジェレド＝ガンの凝魔炉。斎宮家に伝わる久く爾に永えの古代技術。それらの子として生まれた魔導技術は、もちろん〈冒険者〉の財産の中核ではあったのだろうが、おこぼれを〈大地人〉にももたらした。この鋼鉄車両も、そうだ。

「不整地を進める」と簡単にいうが、それは荒れ地というのにとどまらない。

〈円形魔法陣式軌道サークリツドレール〉による進路確保は周囲の森を捻じ曲げる力がある。それはつまり、速度は遅いものの、山林の多いこのヤマトでは隠密に兵力を輸送出来るということだ。

　現在ミズファ麾下きかにはその装甲車両が十台存在する。そのうち四台は特に大型だ。数は多くないのが悩みではあるし、もっと規格化された装備をミズファは好むが、そればかりは仕方がなかった。

〈冒険者〉というのは、気まぐれで新しいものが好きなのだ。「すでに技術的に完成されたものを量産する」ということに興味を持たない。常に新しい、より異なった、強力な、優れた品を作り出そうとする。それはもちろん技術の発展という意味では望ましい姿勢ではあるのだろうが、ミズファのような軍人にとっては腹立たしいことでもあった。現場環境では修理にせよ運用にせよ、規格化された装備であるほうがずっと好ましいのである。

　とはいえ「いらなくなった発明品をいただいた」立場であるミズファはそこまで贅沢をいうつもりはない。最低限のメンテナンスを依頼出来る程度の発言権はあるし、いざとなれば、さまざまな賄わい賂ろが通じることもわかっている。

〈冒険者〉は子供で、欲に弱い人間でもあるのだ。




「〈闇精霊の従僕ナイトシエイド・サーバント〉の状況を報告せよ」

「一番隊帰還、二番隊、三番隊は〈ボクスルト〉より〈レッドストーン〉へ展開、四番隊はバックアップ、五番隊は現在周辺警戒任務、六番隊、七番隊は休息中です」

「あはっ。そいつは結構。──進め、警戒は怠るなよ」

　二段ほど低くなった操縦席に座る二名の魔導技術者アーケインマンサーにミズファは命じた。

「先行偵察にだした〈闇精霊の従僕〉が、フェヴァーウェル川上流と思おぼしき流れに行き当たりました」

「ふむ」

　ミズファは壁に貼られた軍用地図に視点をやる。

　揺れの少ない車内には様々な地図や書類、ファイルが存在した。現場で指揮を執り、曲刀サーベルに血を吸わせるのが好きなミズファではあるが、上級将軍ともなった現在、これらもまた自分の武器であることを十分に知っていた。

「フェヴァーウェル川、ね。この地区は──」

　書き込まれた細かい付記に目を通しながら、形の良いその唇をなめ回して眼を細める。黒い三本爪のマークは、〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉の生息地だ。

　おあつらえ向きによいレベルでもあり、近隣居住区へ与える「丁度よい抑圧」でもあった。

　ミズファの頭の中にはめまぐるしく戦略が駆け巡る。

　それはいずれも彼岸花の赤を持った血の香る夢だ。

〈冒険者〉がいくら善人だろうと、ミズファがそれに付き合う義理はない。どうあれ、ヤマトは乱世を迎えるのだ。〈神聖皇国ウェストランデ〉は〈ウェストランデ皇王朝〉の血脈を現在いまに伝える唯一の支配組織だ。

〈自由都市同盟イースタル〉は朝敵なのだ。

　もちろん、ミズファはそんな事を信じているわけではない。大義名分があればそれで良いのだ。ミズファのような軍人が武功をあげてのし上がる世の中になった、ということである。元来「雅みやび」だの「歌舞」だのと言いがちなウェストランデ貴族の中で、軍人の位は低い。少ないチャンスをものにしなければならない。

　そしてミズファは自分の勲功が血の上に咲くということを知っていた。

　いいや、血に酔っていた。勲功を求めているのか、血の香りを求めているのか、もはやミズファ自身にもわかりはしない。

「〈鋼尾翼竜〉か──〈従僕〉だけでは荷が重いが、ふむ。くくく、近くには〈オデュッセイア騎士団〉がいたはずだな」

　車両の中には沈黙が充ちる。

「〈闇精霊の従僕〉に討伐指令を出せ。鵜飼サージエントどもに通達だ」

　その連絡は即座に指令水晶で後続の装甲車に伝えられた。

　連絡を受けた後続車両の中では、ふたのない棺桶にも似た狭苦しい寝台の中で、百名を超える〈大地人〉が黒い仮面をつけて偽の眠りに落ちていた。寝台に備え付けられたソケットで連結された〈従僕召喚の宝珠〉が怪しくきらめく。

　この宝珠は術者の意識を投影した〈闇精霊の従僕〉を召喚するものだ。

　ある意味でそれは〈大地人〉にもうひとつの身体を与えるに等しい。彼らはこの車両の寝台にその身体を横たえたまま、自由に動くことの出来るモンスターの身体を手に入れる。〈闇精霊の従僕〉そのものは、召喚した術者のレベルと等しいレベルで出現するが、それでも上限の四十五を突破することはない。

〈冒険者〉にすればそれは戦力というのもバカらしいような些末な魔法の品マジツク・アイテムだろう。事実、これを提供してくれた〈冒険者〉たちは、まるで、ジョークアイテムを渡すような気安さでそれらをゆずってくれた。

　しかしミズファに言わせれば違う。

　このアイテムは、〈大地人〉に仮かり初そめの不死を与えるものだ。

〈闇精霊の従僕〉が倒れたとしても、寝台に横たわった〈大地人〉そのものは被害を受けないのだ。そして戦闘による経験値は、術者、つまり、〈大地人〉が受け取ることが出来る。

　笑わずにはいられないような、まさに冗談のような驚天動地マジツク・アイテムだった。

「十分後、〈ＥＸＰポーションポツト〉の投薬を始めろ」

　その水薬は経験値取得効率を倍加する利益をもたらす。経口では非効率だ。直接注入にすれば負担は大きいだろうがその効果も目に見えて上がる。

「カズ彦殿が非人道的な措置そちの中止を要求しておりますが？」

「構うものか。──偽善者が。あちらは〈冒険者〉、こちらは〈大地人〉。死なないヤツに戦争のなにがわかる。命の散らせどころってヤツさ、そうだろう？」

　ミズファは嗤わらった。暗い笑みだ。

　散らせるのはミズファの生命ではない。それはより多くの花を刈り取るのに必要な武器だった。




「先行部隊。敵と接触」

　緊張した通話手が低い声で連絡をしてくる。

　慌てずに続報を待つミズファに〈鋼尾翼竜〉との確認情報が入る。

　我知らず吊り上がる唇を引き締め、ミズファは剣の束をやわらかく撫でる。

「先行部隊、突撃せよ！　山から〈鋼尾翼竜〉を追い散らせ！　距離をとって魔法攻撃を心がけよと伝えろ。街に追い込むのだ。そうすれば〈オデュッセイア〉の死にたがり共が狩りの手伝いをしてくれる！　稼ぎ時だと伝えな」

　丁度良い狩り場が見つかったものだ。〈冒険者〉の言葉でいえばパワーレベリングとでもなるのか。ミズファに言わせれば練兵だ。鋼鉄の武器を鍛え上げるためには、燃もえ滾たぎる刃を血で研とがなければならない。




「戦力投入だ。六番、七番、直衛の五番も戦域に入れな！」

「車両の護衛はいかがしましょう？」

「ロンダークを周辺警戒に配置せよ。ああ、いや依頼をすべきなのだったな」

「ロンダーク卿に連絡いれます。──伝声管ッ」

　馬車ではなく、その近くを〈幽霊馬フアントムステイード〉で走っているはずの〈冒険者〉へ指令が伝えられる。

「……ロンダークでも〈冒険者〉であれば卿付けか」

　ミズファの独り言に通話手のひとりが振り返り見上げる。

　女将軍は唇をゆがめて「伝えずともいいさ。こちらのことだ」とワインで喉を潤した。ススキノから流れてきた敗残者だが、その分、末端の汚れ仕事には似合う男だ。感謝しても良いとさえ思う。

　鼠フオンビキには鼠の寝床がある、とは良く言ったものだ。

　上機嫌に笑うミズファの指揮で、〈神聖皇国ウェストランデ〉の秘密部隊はヤマト中央部へ速やかに展開されていった。

　ミズファの夢見る〈赤き夜〉の領域は、くしくもミノリたちが目指すサフィールの街を含んでいたが、このときはミズファ自身でさえその意味を知りはしなかった。




　　　 ▼４




　商人たちの頼みでボクスルトの山岳砦まで多少の荷を運んだセララたちは、そこで荷を下ろし、先へと進むことになった。〈大地人〉ダリエラも馬車に乗せてだ。

　馬車一台を失った商人たちは彼女を乗せて旅をする余力がなくなっていたし、街道は比較的安全であるとはいえ、それは旅慣れた人間や〈冒険者〉にとってであり、〈大地人〉女性の一人旅はそこまで安心出来るものではなかった。

　当面の目的地、サフィールまで馬車に乗せるということに話はまとまった。

　セララたちの一行もサフィールは旅の目的地のひとつだ。

　アキバから西へと向かうこの街道の中で比較的栄えた街であり、そこで旅の疲れを癒すことは出発前から計画されていたのである。




　しっとりと水けを含んだコケに覆われた石畳の道や、滑りやすそうな赤土の道、濃い緑のアーチに覆われたひんやりする尾根の道を通り、馬車は進んでいった。速度は遅い。こんな山道では、いくら〈蒼褪めた馬ペイルホース〉が強力でも、あまり助けにはならないのだ。全力疾走したら簡単に事故を起こしてしまう。

　セララたちの一行はうねうねと続く山道を人が歩く速度で進んでいった。

　どこかで笛の音にも似た鳥のさえずりがして、歩いているセララは耳を澄ました。隣にいるミノリを見ると、彼女も目で鳥を探しているようだった。きょろきょろしていると、ウルフの視線の先で、青い翼に黄色いラインをそなえたコッペパンほどの鳥が、もう一声鳴いた。

　見つけ出せたことが嬉しくて、ミノリの袖を引いて報せると、彼女にも場所がわかったらしい。二人は顔を見合わせて微笑み合った。

　セララはそのおかげでずいぶんほっとした気分になった。




　通り過ぎた山岳砦にも〈オデュッセイア騎士団〉がいたのだ。

　ダリエラの話によれば、彼らはヤマトのこのあたりの地域ではさほど珍しくはないのだという。〈大地人〉の村や町を守るために命がけで戦う彼らは尊敬の対象なのだ。厳いかめしくてどこか陰鬱な集団だが、礼儀正しいし装備なども優れて高潔な騎士団なのだ、と言われれば、確かにそうなのかもしれないとセララは思った。

　ミノリやトウヤたちも〈オデュッセイア騎士団〉が少し苦手らしい。

　峠道ですれ違ってから、ピリピリした空気だったのでそれがわかる。それでも数時間が過ぎてだんだんと空気がほぐれてきた。あの青い鳥には感謝をしなきゃ、とセララは思った。

　本来であれば、山岳砦で一夜の宿を乞うべき旅程だった。

　砦には旅人向けの宿泊施設も備えられていたのだ。

　しかし、峠の広場で一夜を明かしてしまったセララたちは、昼前に砦を通り過ぎてしまったので、チャンスを逃したといえる。

「ミノリちゃん。今晩も、野営だよね？」

「そうですねえ、このあたりには手ごろな宿場町もありませんし」

「明日は？」

「きっと早い時間にフジにつきますよ。そうしたらお泊まりしましょう」

「うんっ、そうだよね」

　セララは大きく微笑んで同意した。

　旅程は自分の想像通りだと確認出来たし、ミノリはやっぱりそのあたりのことも抜かりなく考えてくれていてうれしかった。

　やがて山道は終わり、だんだんと道幅は広くなってくる。まだ勾配こうばいはあるがなだらかになり、密生した森は雑ぞう木き林ばやしへと姿を変えていく。見通しが良くなった道からは、富士山がよく見えた。この異世界でその名前を何というのかセララは知らなかったが、それはなじみ深い、白い雪をかぶった日本一のあの山だった。

「富士山だ」

「おおう、そうさ。あれが霊峰フジだ」

　トウヤとルンデルハウスがはしゃいだような声を上げている。

　セララだってどこかワクワクしたような気分だ。富士山だなんて日本に暮らしていれば、月に一度以上はＷｅｂＴＶの天気予報で見かけるし、実際、セララの住んでいた市からだって天気が良ければ遠望出来る。そんなに珍しがって騒ぐような光景ではないし、よく考えれば、ここは異世界なので本物の富士山ではない。

　それでもなんだか特別な山であるかのように感じてしまうのは、日本人だからということなのだろうか。よくわからないが、セララとしては、五十鈴の「これぞ旅って感じだよね！」という言葉に頷いておいた。本当にそんな感じだと思ったのだ。

　午後の浅い時間になると、風の中に流れるような基底音がまじり、やがてセララたちは海岸へと出た。白い砂浜とはいかず、セララの小指の先ほどの小石がしきつめられた、それでも青灰色の海がそこにあった。

　海岸は非常に緩いカーブで、セララたちの進行方向へと延びている。

　街道は海岸と並行して走っているのだが、このあたりでは街道と砂利の海岸の間に明確な区別はなく、点在する松林が防砂林代わりになっていることくらいしか、目印はなかった。

　海は穏やかで、いくつか舟が浮かんでいるのが見えた。

〈大地人〉の漁師なのかもしれない。

「チョウシみたいだね」

「でもこちらのほうが、海岸は荒い感じです」

　セララとミノリは感想を言い合って、慌てて二人でサファギンの影をさがした。

　もちろん幸いにしてそんなモンスターは存在せず、二人で笑い合った。




「ここまでくればサフィールはもう少しね」

「ダリエラさんはお泊まりしたことがあるんですか？」

「ええ、帰り道ですからね。何回かは」

「明日には着くんだよねー」

「急げば夜中には着くけれど……」

　ミノリの言葉に、セララたちはそろって首を振った。

　無理は禁物。これも旅から得た教訓だ。

　しかしそうなると、今日は野営しなくてはいけない。セララは空のご機嫌を窺ってみた。上空の風は強そうだが空気は澄んでいるし、崩れることはなさそうだ。ということは野営の難易度は低い。さすがに海岸線は怖いので、もう少し内陸に入ったどこかに木立でも見つけて、そこに寄るべきだろう。ちょっと見た感じ、風よけ程度の雑木林はいくらでもありそうだ。

　もっともいま進んでいる道は海岸ということもあって平坦で歩きやすく、野営出来そうな場所もいくらでもあるというのがくせ者で、そうこう迷っているうちにあっという間に夕暮れになってしまうこともあり得る。

「そうしたら夕ご飯作れなくなっちゃうし……」

　セララは頭の中でぐるぐる考えた。

　夕飯の当番を買って出たのはセララなのだ。

　旅の料理というのはどうしても難しい。

　出かける前に、あれだけにゃん太につきっきりで教えてもらったセララだったが、いざこうして実践ともなると、自分が理想としていたメニューの半分さえこなせなかった。

　平らなまな板さえない野外では、台所とは勝手が違いすぎるのだ。

　しょんぼり料理しか作れなくて申し訳なくなる。

　実を言えば、その悩みはかなりずれている。〈大地人〉の間で「旅の糧食」といえば硬めに焼いたずっしりと重いパンだ。それに薄めた葡萄酒か蜂蜜酒。

　セララたち一行が野営のたびに作っているスープだのお好み焼だのという食事は完全に〈冒険者〉の側の文化であって、この世界では一般的ではない。セララたちは特ににゃん太班長という野外料理さえもこなす料理人の近くで〈大災害〉後の生活を過ごしたために、常識がずれてしまっているだけなのだ。

「スープパスタかなー」

　とセララは赤くなって小声でつぶやいた。

〈くいだおれ横町〉で購入した瓶入りのスープの素と野菜に乾燥肉を入れたスープを作り、葉っぱの形のパスタをざらざらと入れれば、腹持ちもするスープになるだろう。あとは少し酸っぱいけれど林檎のマヨサラダがあれば、なんとか格好つくかな？　とセララは考えた。

「一皿じゃ、やっぱり手抜きっぽいかな……」

「そんなことないです。温かいスープは美味しいです」

　隣のミノリに励まされてしまった。

　セララはちょっと情けない気分で笑う。にゃん太のように頑張りたい気持ちはドーム球場何個分かで計ったほうがいいくらいたっぷりなのだが、〈魔法の鞄〉を持っていない一行にとっては手持ちの食材や調味料も限られるし、野外で料理する場合、調理場所や熱源の管理など、手がかかることも多い。

　ちょっと複雑なことをしようとすると、セララは簡単にパンクして失敗してしまうのだった。〈新妻のエプロン・にゃん太さんのアップリケ付き〉を装備している以上、サブ職が家政婦だなんて言い訳だって出来ない。

「みなさんは、仲がいいのですね」

　困ったセララと励ますミノリにダリエラが柔らかい表情で問いかけた。

「友だちですから」

「友だちだもんね！」

　ミノリの返事に前のほうを歩いていた五十鈴が振り返って叫ぶように合わせる。

「同じ、ギルドなのですか？」

「ううん。わたしは違うんですよ」

　セララは答えた。でも、友だちなんです。という気持ちで胸を張る。

「セララちゃんは〈三日月同盟〉。わたしたちは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉というギルドに所属しているんですよ」

「あー。ボクはギルド未所属、旅の吸血鬼だ」

　御者台からロロエエ２ツーも話題に参戦した。

「差さし支つかえなければお聞きしても……。どんな理由でミナミに向かっているのですか？」

「ミナミに向かってるわけじゃないよ。その途中、レッドストーン山地へ〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉を狩りに行くんだ」

　トウヤがダリエラの質問に答えている。

「まあ。〈鋼尾翼竜〉ですか……。里まで下りてくる可能性のある怪物ですね」

「そうなの？　ミノリちゃん」

「たまにね、そういうこともあるってシロエさんが言ってた」

　うーん、とセララは首をひねった。

　ミノリの図解によれば、ワイヴァーンというのは、手足が生えた紙飛行機みたいなモンスターだと思う。空を飛ぶのなら人里に下りてくるのもあるかもしれない。

「あとは、ツアーかな」

　いつの間に先頭から下がってきていた五十鈴がそう言った。

「ツアー、ですか？」

「なんだいそれは」

「そういえば、ロエ２さんも見てないんだった」

　セララはどう説明をしたものかと頭を悩ませて、助けを求めるような気分で五十鈴を見た。

　五十鈴は杖代わりに使っていた槍を胸に抱くように構えると、リュートをそうするようなしぐさでかき鳴らし「演奏旅行だよ」と片目をつむった。

「五十鈴さんは〈吟遊詩人バード〉なんです」

「えへへへ。半分素人なんだけどね」

「だから五十鈴さんを中心に、村や町で、音楽演奏をするんですよ」

「まあ、音楽を？」

　感心したように声を上げるダリエラに気を良くしたのか、五十鈴はそのまま軽やかにステップをしてひらりと回る。

「これでもアキバの〈ブルームホール〉じゃロケンローラーだって言われてるのです」

「ロケンローラー？」

「えと、えと……つまり」

「つまり？」

　ロエ２の怪訝そうな疑問に、セララは「格好いい感じです」と答えた。

　さっきから笑いをこらえていたミノリはそれに吹き出して、セララはそんなミノリに必死に抗議をした。自分でもちょっと変な説明かなあ、と思っていたので、頰が赤くなるのを止められない。

　ロックンローラーなんて最近めったに聞かないし、説明の難しいような言葉を使った五十鈴のほうが悪いのだ。頰を膨らませたセララは、そうだよね、という確認を込めて五十鈴を見つめたが、五十鈴のほうは通じていないのかくるんと肩を回して上からのストロークを下ろすと「ロックンロール♪」とポーズを決めた。

　セララに同情してくれるのは、足下でじゃれつくウルフだけだ。

「音楽活動とは、興味深いな」

「ええ、なんだか素敵ですね」

　ロエ２とダリエラはそう評してくれて、それで、五十鈴は気をよくしたようだった。

「じゃあさ、じゃあさ。明日の晩、サフィールで演やるから見てくださいよ」

「演る？」

「ね、ミノリっ。いいよね？」

　五十鈴は勢い込んでミノリに尋ねた。

　元からサフィールの街には二泊する予定だ。というのも、サフィールの街で英気を養った後は、いよいよレッドストーン山地へと分け入っていくことになるからである。ボクスルトの峠を越えたときは、山地ではあったがそれでも交易用の街道を通ることが出来た。レッドストーン山地では、狩りをしなければならないため、最悪、道なき山野を踏破しなければならない。

「わたしも、五十鈴さんと一緒にうたっちゃったり、したりして」

　セララがそう口添えすると、ミノリは心配ないというように頷いた。

「ええ、大丈夫です。サフィールの街では少しゆっくりしましょうね」

　そんな言葉に背を押されるように、夕暮れまでのひととき、セララたちはもう少しだけ旅程を進めるのだった。




　　　 ▼５




　そうして予告されたその夜のライブは最高だった。

　なんだかすべてが輝かしくて、熱くて、どきどきという胸の高鳴りの中で、無性に愛おしく思えた。それこそ、壁の汚れや、不細工な宿の店主までだ。

　声はいつもよりずっと伸びやかだったし、〈精霊遊戯のリュートアン・デイー・フロイデ〉は五十鈴に忠実だった。

　八分音符はおそろいの帽子をかぶったかのようにそろって五線の上を行進し、トウヤの叩くリズムと唱和した。セララの足踏み風琴ポータオルガンはびっくりするほど拡がりのある伴奏をした。白い仔狼が死にものぐるいでポンプを押していたせいかもしれない。ミノリにリュートをあずけた一曲だって楽しかった。

　失敗はあったが、それらはすべて、泡立つ炭酸の海のような喜びに融けて消えてしまった。とにかく、最高だったのだ。

　ロエ２は目を丸くして手が痛くなるほど拍手をしてくれたし、ダリエラは思慮深い態度で賛辞を贈ってくれた。なにより宿に集った〈大地人〉から拍手喝采をもらった。吟遊詩人冥みよう利りに尽きるというものだ。

　何度目になるかわからないような喜びの溜息の中で、五十鈴は弾けて消えてしまいそうな喜びを味わった。




「もう、もうっ」

「ミス・五十鈴、暴れないでくれたまえ」

「暴れてない」

「わかった。わかったから」

　宿の裏側にあるカフェテラス席まで肩を貸してくれたルンデルハウスは呆れたような声を出しながらも、五十鈴の肉のついていない身体をサイズの大きい椅子におろす。ルンデルハウスがなんだかいつにもましてキラキラして見えるのは、今夜のライブが最高だったからで、うっかりアルコール飲料を飲んでしまったからではないはずだ。

　もう、深夜が近い。

　月は高く昇っていて、涼しげな風が吹いていた。

　サフィールの街でも大きな酒場タバーンであるこの店、〈気高き山のスノウドロップ〉は設備が整っていて、表通りに面しても大きなテラス席がある。今日のライブでは、すべての鎧戸を開け放ち店の外側からも大勢の客がのぞき込むほど大盛況だった。その熱気とざわめきはいまも熾おき火びのように店内に残り、五十鈴の耳にかすかに届いている。

　とはいえ、その熱狂ももう潮が引く時間だ。

　日が暮れてからもう五時間以上は経つはずで、ミノリもセララもとっくに白旗を揚げて借りた部屋に引き上げている。

　名残惜しくて客席に戻った後もリュートをつま弾いていた五十鈴が、街の人におごりだと勧められた酒を飲んでしまい、涼しい裏庭へとエスコートされたというのが正しい。




「ほら、ミス・五十鈴」

「うん」

　ちょっと反省の気持ちもあった五十鈴は、ルンデルハウスが井戸で汲んでくれた水を一口飲んだ。まだ三月も早い夜、霊峰フジの南にあるというこの街の井戸水はとびっきり冷たくて、こめかみが痛むほどだった。




「ふふふふ。ふふふふふーん」

　五十鈴は楽しくなって、テラスに置かれたウッドテーブルに上半身を投げ出した。木の肌にほっぺたがくっついてひやりとするが、それは火照ほてった身体には心地よい温度だった。もうひとつの椅子をひっぱってきて腰をかけたルンデルハウスが近くにいてくれるのも、気分が良かった。

　テーブルの上に身体を投げ出したまま、裏庭のほうに視線を向ける。

　アキバとは違って、このあたりは、街と言ってもそこまで住宅は過密ではない。ビルの廃墟を利用した建物もあるが、それはこのサフィールの街でも数えるほどで、この〈気高き山のスノウドロップ〉などに限られている。

　残りは木造建築の平屋がほとんどで、それも家と家の間にはたっぷりした空間がとられていた。庭だとか生け垣に相当するものはあるが、それはどちらかというと菜園とか雑木林と言っても良い規模が多かった。

　その例に漏れず、この裏庭にも手入れのされていない野花の咲く空間と菜園、大きな井戸と、家畜小屋、それに木立が広がっている。酒場の開け放たれた裏口から漏れるオレンジ色の光と天から降り注ぐ月の明かりが、ともすれば墨一色になってしまう夜の自然をあえかに照らし出していた。

　眠いわけではなかったが、ちょっとだけ目をつぶってみると、世界がぐるぐる回っているようで心が浮き立った。思ったより寒さを感じないのは、風が弱いせいなのかと、薄目を開けてみれば、前髪をうっとうしそうに搔き上げているルンデルハウスが瞳に映った。マントを身体に巻き付けるようにして、五十鈴の風上に座っている。

　視線が合って、五十鈴は不意に恥ずかしくなった。

　普段は何でもないのだが、時たまこんな気分になるのだ。おそらくわんこの魔力なのだろう。気づかないふりをして、つま先で、ルンデルハウスの座っている椅子を軽く蹴飛ばした。

「どうしたのだ」

「なんでもないよ？」

「そうか」

「うんうん」

「今日はよい舞台だった」

　ライブがはねたら──。

　古臭いフレーズが唇をよぎる。

　お祭が終わって、ライブがはねて、五十鈴の身体に詰め込まれていた熱のすべてが夜にほどけていく。切なくて寂しいその感覚は、でも不快ではなかった。今日のライブはご機嫌だったけれど、終わってしまう。すべてのライブは終わってしまう。それは確かに寂しいことだけど、次を始めるためのインターバルなのだ。

　ルンデルハウスの優しい呼吸音が聞こえる。

　五十鈴は満腹だ。お腹もいっぱいだし胸もいっぱいだ。




「今日も、だよね」

「今日も、だな」

　苦笑を含んだルンデルハウスの声が響いて、五十鈴は再びまぶたを閉じた。両手を広げてテーブルを抱える。その大きさはまるでウッドベースのようだった。そう思えば自然と微笑みがこぼれ、指先が動いてしまう。

　今日が終わったから、明日が来る。

　ライブが終わったから、次のライブを演ることが出来る。

「ミス・五十鈴は本当に楽器が好きなんだなあ」

「大好きだよ」

「それでもプロのミュージシャンにはならないのかい？　それにしては、ずいぶんツアーにこだわっていたじゃないか」

「うん、それはね」

　五十鈴は身体を起こし、満足そうなため息をつくと、ルンデルハウスを見た。

　窓から酒場の明かりが漏れて、それが彼の金髪を光のラインで縁取っていた。

　怪訝そうなルンデルハウスに向かって、五十鈴はゆっくり話し始めた。

「わたしのね、お父さんはね。話したかもしれないけど、プロのミュージシャンなんだ。スタジオミュージシャンっていって、なんて説明をしたらいいかなあ……。えっと楽器の演奏のプロ中のプロ、ってことで良いかな。いろんな人の音楽活動の手伝いをするためにね、録音する場所で演奏するんだ」

「ふむ。ミス・五十鈴があんなにも上手なのはお父上の血と薫陶くんとうのたまものなのだな」

「あはははは。やだなあ、そんなんじゃないって。お父さんはね、うーん、自由人でね、ロックンローラーなんだよ。格好良いんだ。長い髪をたなびかせて、革のジャケットなんか着ちゃってね。足細くてさあ！　いまはちょっと田舎町に住んでるけど、あれでもかなり有名なんだ。ファンの人もね、昔のファンの人もいるんだよ」

　五十鈴は、もう一口水を飲んだ。

　普段は話さないような内容だった。「お父さんはミュージシャン」。少女漫画の設定みたいだが、そんなに良いものではないと五十鈴は思う。つまりそれは父親はプータロ─同然という意味でもあるからだ。小学生のころ、からかわれたことだってある。「周囲と違う」というのはそれだけで軋轢あつれきを生む。少なくともそれが五十鈴の生まれ育った世界の常識だった。

　しかしいま世界はあらゆる秘密を閉じ込めたライブの夜で、話を聞いてくれるのは五十鈴自慢の異次元わんこだった。いつも思っていたこの思いをとどめる必要なんて、ひとつもない。

「そのお父さんがね、子どものわたしにすっごい自慢をするわけ。若い頃の武勇伝っていうのかな？　バイトをして買ったおんぼろのバンに楽器を積んで、ツアーに行く話なんだよ。お父さんもツアーをしたんだ。高校を出てずっとそうだったんだって。バンド小僧だったお父さんは、学校を出てから、バイトをしてはライブハウス遠征をして、お金が無くなったらまたバイトをして、東京からあちこちに旅をして回ったんだって」

「いまの僕たちみたいに？」

「うんうん、そう！　いまのわたしたちみたいに！」

　それは五十鈴にとって幼い憧れであり、確かなヒーローの姿だったのだ。

「まだ有名じゃない頃はねライブしても、あんまりお金もらえないから、たくさんバイトしなきゃいけないんだって」

「なんだいそれは」

「えーっと、レストランの店員さんとか。警備員さんとか」

「ふむ」

「でも、音楽旅行をするってなると、長いあいだそのお仕事をお休みしなきゃならないから、結局その仕事を辞めなきゃならないよね。仕事を辞めて、旅に出るの」

「捨て身の挑戦なのだな」

「えー？」

　そうなのだろうか？　なんだかルンデルハウスの言葉で確認されるとずいぶんと武断的というか格好良い行動のように思える。五十鈴としては、そうではないといいたい。五十鈴の父はそんなに格好良い生き物ではない……のだが、捨て身の挑戦ではないかといえば、捨て身の挑戦だったことは否定しがたい。

　そこで五十鈴は肩をすくめてつづけた。

「もう、ほんっとうに馬鹿な話ばっかりするんだよ、うちのお父さん。小学生だったわたしにさ、若かった頃どんなに自分がモテたかとか、彼女沢山いたかとかさ。ライブハウスへいくたびに足の長くて格好いい彼女作ったとか。お酒飲んで大騒ぎしたとか、ラーメン食べるために夜中の道を飛ばしたとかさ。それに貧乏自慢までするんだよ。借金してフェンダー買って二週間で壊して暴れた話とかさあ。仲間と一緒に海岸まで車を降ろして格好つけて砂浜を走ったらエンストしちゃって困った話とかさ。コンビニでおでんを買って、橋の下で雨宿りしながら食べた話とか──」

　そんな話をしてくれた父の顔を五十鈴はきっと忘れない。

　自慢そうなニヤニヤ顔を、五十鈴はそんな父を「気持ち悪い、もうあっち行け」などと突き放していたが、本当はうらやましくてたまらなかったのだ。

　父は幸せそうだった。それは言葉にしてしまえば陳腐な「特別な青春」というやつなのだろう。父は父の青春を生き、今でもその先端を走っている。五十鈴みたいな凡人率高めの女子高生にとってそれは「武勇伝」と呼ぶしかない昔語りだった。

　手の届かないおとぎ話だった。

「楽しそうな話だ」

「違うんだよ。とんでもないよ！　お父さんはバカって話っ」

　照れくさくて否定はしたけど自分でも気が付いている。

　これは五十鈴の自慢話なのだ。

　あの軽薄でロン毛で脳天気で意地の悪い父が、認めたくはないが自慢なのだ。

「あんまりお金が無くて、ライブハウスってえーっと、つまり、今日みたいな酒場だよね。その酒場で演奏をして、お小遣いをもらって、ライブハウスの控え室の床で寝させてもらったこともあるんだって。わたしたちと違って男同士の旅だったから、すぐケンカをするんだってさ。なんかねー。好みのタイプの女の子比べてケンカするらしいよ？　バッカだよねー。くふふふふ。でも、それじゃあ次のライブが出来ないから仲直りして、バンに乗って……じゃなくて馬車に乗って別の街へ向かうんだって」

「うん」

　ルンデルハウスは、ただ聞いていると言うことを示すために小さく頷いてくれる。それに安心をした五十鈴は再び父のことを話す。

「父さんはそんな感じでロックンローラーをして、メジャーデビューをしたんだ」

「メジャーデビューってなんだい？」

「レコード会社から音楽を配信──あーえーっと。つまり、えっと」

　五十鈴は説明の言葉を探したが上手くいかず、思い切って省略する。

「つまり、有名なミュージシャンになったんだ。街中でお父さんのバンドの曲が流れるくらいにね」

　噓は言ってないよね？　と五十鈴は自分の説明を点検した。

〈緑小鬼ゴブリン〉が斧を振り上げてギジャアア！　なんて叫ぶ世界で、レコード会社もＷｅｂストアもダウンロードミュージックも、説明はとても難しい。五十鈴はミノリではないのだ。

　でもニュアンスくらいは多分伝わっただろう。

　五十鈴の父は音楽家ミユージシヤンなのだ。

　誰がどういおうと、五十鈴はそれを知っている。

「すごいのだな」

「すごいんだよ。ああ見えて。わりと。……でもね」

　月の光は青白く、夜は澄み切って、五十鈴とルンデルハウスを包み込んでいた。

「メジャーデビューってすごいんだけど、わたしたちがいた世界って、そのすごい人、沢山いるんだよね。毎年百人以上メジャーデビューしてるとおもう。一回有名になっても、ダメなんだ。売れなくなっちゃう人はいっぱいいる。お父さんも、そうだったんだ」

　ため息は、つかないで済んだ。

「だからお父さんは、スタジオミュージシャンになったの。メジャー路線じゃなかったけど、でもずっとやっていきたかったんだろうね。聞いたことはないけれど、そうなんだと思う」

　あんなにやんちゃな父でも、才能あふれた父でも、光の中にとどまることは出来なかったのだ。父の横顔に苦いものはなかったけれど、五十鈴にとってそれは限りなく苦かった。父に出来ないようなことを五十鈴が出来るわけがない。

「やはり、ミス・五十鈴にはお父上の血が流れていると思うし、メジャーデビューをするのだね」

「ううん、違うって。メジャーデビューはプロなんだって」

「でも、ぼくは今日のライブで、キミの歌を聴いて幸せだった。今日の歌は、いつにもまして、優しくて、染み入るようだったよ。キミは歌っていて幸せじゃあないのかい？」

「だってそれは」

　言葉に詰まる。

「わたしはさ、そういうのじゃないんだよ。そりゃね、もちろんね、リュートは好きだよ。大好き。うたうのだって大好き。でも、お父さんと比べるとどうかなあ。あのひとギターと寝るとか言える変態だからなあ……。それに、ほら、わたし才能ないんだよ」

「……」

「お父さんから、そう言われてる」

　ルンデルハウスの気配は咎とがめるようなものだった。言いたいことは、わかる。逃げているように見えるのだろう。でも、五十鈴にだって言い分はあるのだ。音楽というのは並大抵ではできないのだ。憧れだけでプロにはなれない。

　才能もある人が努力をしてやっとスタート地点に立てるものだと思う。お父さんだってスターにはなれなかった。

　音楽はとても素晴らしいものだがその道は遠く険しい。そのお父さんの苦労や愚痴だって、五十鈴は聞いている。安請け合い出来るようなことではない。

「でもさ、ほら音楽は大好きだよ」

　無理やり空気を変えるように、わざと明るい声で五十鈴は言った。

「うん」

「今日もさ、楽しかったよね。みんなも喜んでくれたしさ。おっちゃんたちなんか、わたしみたいなのにご馳走奢ってくれたりして。褒められて褒められて、わたし、天狗になっちゃうよ」

「僕だってミス・五十鈴の歌は大好きだよ」

「ルディが最初に言ってくれたからだよ。みんなの前で演奏する気になったのも、こうやってツアーなんて言い出すことが出来たのも。わたしなんか、全然たいしたことないんだけどさ。でも、こうして演奏出来てさ」

「ミス・五十鈴の弾く楽曲は素晴らしいよ。そんなことは、僕たちみんながわかってる。わかってないのはキミのほうなんだよ」

　少しだけ怒ったような表情のルンデルハウスは五十鈴の言葉を遮った。

　そうして張り詰めた表情をした彼は、普段よりもずっと大人びて見えた。

　それが怖かった五十鈴は「またまた、ルディは優しいね」とごまかそうとしたが、開きかけた口は、さしのべられたルンデルハウスの指先に堰せき止とめられた。




「楽器、曲、演奏……音、音階──四十二は四十二」

「え？」

「四十二」

「え？」

「音楽四十二」

「どうしたの、ルディ？」




　短くない時が流れて、ルンデルハウスは、優しすぎて五十鈴の胸の中心に突き刺さるような笑みを浮かべた。五十鈴は、ルンデルハウスのその表情に、そっと降ろされた指先も忘れて、じっと見つめることしか出来なくなった。

「〈冒険者〉になってわかったことがいくつかある。〈冒険者〉には、言霊ことだまの加護があるだろう？〈冒険者〉は〈大地人〉の言葉を話せる訳じゃない。意味が分かって聞き取れるし、〈大地人〉にもわかる言葉を発せるだけだ。それは魔法の力だ。翻訳の加護だ」

　五十鈴は意味もわからずに頷いた。

　ルンデルハウスがなにを話そうとしているのか、五十鈴にはさっぱりわからなかったのだ。

「〈大地人〉の言葉において、音楽四十二と四十二音楽は一緒なんだよ」

　自動翻訳機能の話なのだろう。それはわかるのだが、なにが言いたいことなのか分からず、五十鈴は胸騒ぎのままに首をかしげた。

「〈大地人ぼくら〉にとって音楽は、四十二しかないんだ。この世界には、その数だけしか曲がない。僕たちのご先祖さまはそれしか曲を作らなかったし、僕たちは新しい曲を作れない。……ねえ五十鈴。僕たちは、キミのうたう歌が、嬉しそうに叫んでいるいくつもの曲が、大事で、嬉しくて、本当に大好きなんだよ」





































　　　 ▼１




「は……。え？　……」

　言葉にならない溜息のような音が漏れるのを五十鈴いすずはどこか他人事のように聞いた。

　ルンデルハウスの言っている言葉の意味が、よく、わからなかった。

「僕たちにはそれだけしかないんだ。音楽が。もちろん耳になじみのある古くからの旋律は大好きだけど、でも、ほかの音楽はない。僕が生まれたときからそうだった。たぶん、ずっと昔からそうだったろう。そしてそれを当たり前だと思って、疑問も抱かずに生きてきた」

「ルディ」

「〈冒険者キミ〉たちが現れて、さまざまなことが起きて、恐ろしいことも悲しいこともたくさん起きたけれど、けど同時に、素晴らしいこともたくさん起きた。料理には味というものが見いだされ、見たことも聞いたこともないような品物が市場にあふれ、そして胸が高鳴って叫びだしたくなるような音楽が生まれた」

「でもそれは」

「そして〈冒険者キミ〉たちは、五十鈴は、それを何でもないかのようにプレゼントして回った。〈冒険者〉も〈大地人〉も区別しないで曲を奏かなでた。覚えているかい？〈ブルームホール〉を。あそこの給仕の娘はみな熱心で、でも、定期的に入れ替わるだろう？　あのホールの給仕は〈大地人〉の間で人気の職なんだ。だから定期的に交代しているんだよ。酒代を握りしめてホールに通う若いエルフが何人もいるのを知っているかい？　彼らは旅の歌い手バードだ。〈ブルームホール〉で新しい曲を覚えて、必死に覚えて、ヤマトのあちこちへ伝えに行くんだよ」

　五十鈴は自分でもわかるほどに取り乱した表情をしているのに気が付いた。

　膝の上で必死に握りしめたこぶしが震えて、爪をくいこませていても痛みが遠く現実感がない。

　耳と目が、ルンデルハウスの語る言葉に吸い寄せられて、五十鈴に理解を強いていた。

「覚えているかい？　旅に出てからの酒場や宿屋を。五十鈴がちょっとした曲を披露しただけで、みんな涙を流すほど嬉しがっていただろう？　本当に嬉しかったのだ。聞いたこともないような明るくて騒々しい曲だった。楽しい気分になって踊り出したり駆け出したりしたくなる曲だ。あるいは大事な誰かと一緒にいたくなり、身近な人に感謝をうちあけたくなる曲だ。そんなものを僕たちは聞いたことがなかった。それを持ってきてくれたミス・五十鈴は、ヒーローだった。ありがとうという言葉は不便な言葉だ。簡単すぎてどんなに感謝してもそれ以上の言葉が出てこない。でも、みんな、本当にうれしかったんだよ」

「あ、う……ルディぃ」

　五十鈴は涙をぼとぼととこぼした。

　さまざまな感情が渦巻いて、言葉にならなかった。

　もちろん求められてうれしかった。褒められれば得意になってしまいそうな気分もある。でもそれは全体からすればちょっぴりだ。

　否定したい気分のほうが、よほど大きかった。

　五十鈴のようなアマチュアの演奏にそこまで本当に感動してくれた、させてしまったという罪悪感があった。五十鈴は、そういう意味では、少しも本気ではなかったのだ。もちろん大好きな音楽だ。声も嗄かれよとうたったし、腕も折れよとばかりにリュートを爪弾いていた。でも、それが〈大地人〉たちの感じている感謝につりあうかと言えば、とてもそうは思えなかった。

　なんてひどい話だろうと五十鈴は思った。

　生まれたときから四十二しか音楽を持たないだなんて、あり得ない。

　そんな世界はあり得ない。

　ではだとすれば、彼らは寂しい夜にどうすればいいのだろう？　あるいは友達を祝うときに。嬉しくて叫び出したいときに、劣等感に苦しむときに。

　歌がなくて、どうして生きてゆけるのだろう？

　五十鈴は楽しさの中で、ただ楽しくてライブを繰り返していただけなのだ。誰かが生まれて初めて聞く音楽という、他人の人生を変えるような、すべてを変えてしまうような、そんな何かである覚悟も気概も、五十鈴にはひとかけらもありはしなかった。

「だって、あたし」

　言葉に詰まった。

　胸の中ですべてが膨れ上がって固体化してしまったように何を話していいのかもわからなくなり、こぼれる涙に背中を押されて声が出ただけだ。ルンデルハウスはそんな五十鈴の視線を静かに受け止めてくれていた。

「あたし。偽物で」

　そんなつもりはなかったのだ。

〈大地人〉がどんな気持ちだったかなんて、今まで考えたこともなかった。

　五十鈴は声にならずに、情けなくうめいた。

　自分の拳がみっともなく震えているのがわかる。

「あたしのは、そういうんじゃなくて。──あれはあたしの世界の曲で、あたしは」

「でも、〈大地人ボク〉たちが嬉しかったのは、真実なんだ」

　そんなことをするつもりは五十鈴にはなかった。

　そんな大それた、大層なものを贈るつもりはなかったのだ。

　ただ懐かしい慣れ親しんだ、五十鈴の父親のコレクションを歌っていただけなのだ。

　ルディが感謝しているものは父の財産であり五十鈴のそれではない。

　つまり、五十鈴はただのアマチュアだし、コピーバンドなのだ。

　恥ずかしさと罪悪感で涙は止まらなかった。それどころかますます勢いを増していった。五十鈴は今まで大勢を騙してきたのだと理解した。自分の曲でもないのにいい気になって歌い、煽おだてられて舞い上がっていたから、こんなことになってしまった。

　想像もしていなかったが、当たり前の話だ。五十鈴はあんなに大好きだったバンドや歌手の手柄を盗んで我が物顔だった。それを初めて聞く人にとってそれは五十鈴の歌に聞こえたし、あまつさえ感謝までさせてしまった。

　そしてこの世界は五十鈴が想像もしたことがないほど真っ白だった。

　いままで四十二の音楽しかなかった世界なのだ。

　胸がつぶれそうになって、唇が震えた。

　それはおぞましい盗人であるという意味だった。

　音楽が限られていたこの真っ白い世界を、五十鈴は虚栄心で汚したのだ。

「だって、あたし、素人で、コピーバンドで──だから、ちがくて」

　すすり上げる鼻が痛いほどで、五十鈴は情けなくてさらに涙がこぼれた。

　元からたいして強くない鼻粘膜がずるずると音を立てている。

　謝りたかった。ただひたすらに謝りたかった。

　でもその方法は全く思いつかなかった。

　五十鈴は取り返しのつかないことをしてしまった。

「ミス・五十鈴」

「だって、そんなつもりじゃ、騙すつもりじゃ」

「五十鈴」

　強い言葉に、五十鈴はびっくりして手元に落ちていた視線を上げた。

　目の前にはルンデルハウスがいた。

　窓から漏れる明かりに照らされた柔らかそうな金髪が夜風に小さく揺れていた。

　おどけたようないつもの表情はなりをひそめ、彼は五十鈴を見つめていた。思慮深い瞳が五十鈴をまっすぐ見つめていた。その中にある意志と思いやりに五十鈴の身体は射すくめられて、時間が凍り付く。

　今のルンデルハウスは、五十鈴が知っている中で、どのときよりも凜々りりしく見えた。

　不意に五十鈴は気が付いた。

　ルンデルハウスは、五十鈴よりも年上なのだ。




「アキバのギルドホールでは、時に〈大地人〉が集まるんだ」

「へう？」

　涙と鼻水で曇った情けない返事しか出来ない。

「アキバに集まる〈大地人〉はだんだんと増えている。豊かで安全で様々な刺激のあるアキバの街は、〈大地人〉にとってもあこがれの場所だ。さっきの歌い手だけではなく、鍛冶師も、裁縫師も、料理人も、ただの下働きやメイドでさえ、アキバの街にやってくる。アキバの街で数ヶ月も過ごせば、ほかの街で一生かけても学べないような技術が学べる。いろんなものに、なれる」

「ルディ、みたいな？」

「ああ、うん。そうだね、僕は〈冒険者〉になった。彼らもなりたいものがある」

　涙でしわがれた声で尋ねた五十鈴に、ルンデルハウスは優しい声で続ける、

「でもアキバの街で暮らすのは〈大地人〉にとっても大変だ。〈冒険者キミ〉たちは優しいし理不尽じゃない。公平に見てよい隣人だと思うけど、だからといって違いがないわけじゃない。いろんなことが異なっているし、悩みも、トラブルもある。そういったことを相談するために、〈大地人ボク〉たちは集まる」

「そうだったん、だ」

　こぼれる涙をこするように、五十鈴は答えた。

　そういう風に言われれば、納得出来るところはたくさんある。ルンデルハウスは週に一、二回、午後から出かけることがあった。冒険でも買い物でもないようなので、どこへ行っているのかわからなかったが、〈大地人〉と話し合うために出かけていたのだ。

「水楓の館からも相談役が派遣される正式な団体だ。とはいっても、十人くらいの班に分かれて、食事をしながら悩みを相談し合うだけだけどね。僕は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスで〈冒険者〉として暮らしているから、みんなの相談に乗れることも多い。──そんな集まりだが、悩みの相談の次に多いのは、なんだと思う？」

　五十鈴は子供のように首を振った。

　ルンデルハウスが遠くに行ってしまったようで、心細く、自分がなにもわかっていないバカだったような気がしてくる。

「これはすごいな、素晴らしい！　と話し合ってるのさ」

　どこか得意げにほほ笑んだルンデルハウスは力強く断言した。

　話についていけない五十鈴に、ルンデルハウスは言い聞かせるように続ける。

「鉄を折り曲げて叩くという技を知っているかい？　小麦粉をふるって粒を揃える方法は？　濃く淹れた黒バラ茶を霧吹きでトマトにかけて虫を追い払うと知っていたかい？　餌をつけずに魚が取れる釣り具や、汚れにくくて丈夫な布団を見たことは？　とてもたくさんの新しいものがある。ワンダフルな街だ。それだけの豊かさを〈冒険者〉は隠しもしない。もちろんこの街の〈大地人〉は大変だ。でも、ラッキーでもある。毎日何かが起きる。昨日出来なかったことも今日は可能になるかもしれない。明日は、今日とは違う一日なんだ。アキバの街では、その言葉には言葉通りの意味がある。──そして五十鈴の歌も、その輝けるひとつなんだよ」

　五十鈴は何も言えなかった。

　ただ、微笑むルンデルハウスから視線を逸らせずに、頰から涙がこぼれ続けていた。ルンデルハウスの言葉は、五十鈴を強くえぐった。

　ルンデルハウスの励ますようなまなざしが、五十鈴自身も気づかずにいた五十鈴の中の何かを揺り動かした。自分の中に生まれた、得体のしれない強力で熱い気持ちに、五十鈴は狼狽しそうになった。

　ルンデルハウスのことはすごい友達だと五十鈴は思っていた。

　それはルンデルハウスが「冒険者になりたい」とはっきり言ったからだ。五十鈴より少し年上に過ぎない少年と青年の境界にいるこの友人が、将来を定めていたことを五十鈴は知ってちょっぴり尊敬していたのだ。結果の話ではなく、そう断言する強さに感嘆していた。田舎の女子高生である自分には全くない、断固たる自分自身を持っているからだ。

　わんこだ散歩だとうそぶきながらも、その点だけは、五十鈴は内心、ルンデルハウスにかなわないと思っていた。お気楽で能天気できざな友達だとしても、本当の彼自身は気高くて誇り高いことを知っていた。

　でもそれはルンデルハウスだけではなかったのだ。

　アキバの街に集う〈大地人〉すべてがおそらくはそうなのだ。

　彼らには、なりたい何かがあり、そのための毎日がある。鍛冶師の弟子にも、裁縫の徒弟にも、出入りの商人や屋台売りや、おそらく飲食店の売り子にさえも、「いつの日かなるべき自分」があるのだ。

〈大地人〉にとってのアキバの街は、五十鈴にとってとは全く違う、具体的な夢をかなえる輝ける街なのだ。いいや、この世界すべてが、そこに住まう〈大地人〉に夢と覚悟を要求するのかもしれない。

〈冒険者〉よりもずっと弱いと言われている彼らの言葉が、その心が、五十鈴を強く打ちのめした。

　そんな彼らに、将来の夢と言い切れる何かを持たない無責任な女子高生が歌をうたったことが、五十鈴にはたまらなく恥ずかしく思えた。

　五十鈴は、夢や希望や愛をうたった。陽気な明日や反体制や高速道路やスヌーピーのことも歌ってしまった。深く考えもしないで歌った。歌った歌詞の意味さえ、本気で考えたことがないことに五十鈴は気が付いた。

　それはいたたまれないほど恥ずかしくて、情けないことだった。

「自分が歌った歌のその意味をろくに考えもしてなかった」というのは、ショックだった。音楽が大好きと言った五十鈴は、その意味を何にも考えていなかった。そんな五十鈴に〈大地人〉は夢を見てくれていたのに。

　五十鈴が感じているのは激しい劣等感と罪悪感だった。

　こんなに自分を情けなく感じたのは、五十鈴にとって生まれて初めてのことだった。




　子供のように大粒の涙はとめどなく流れた。

　そして惨めさの中で最大のものは、それでもなお、五十鈴は音楽が好きだということだった。これだけひどい間違いを犯してしまったのに、それでも五十鈴の中では鳴り響く曲があるのだった。

「ルディ」

「なんだい、ミス・五十鈴」

「わたし、一人になりたい」

「……」

　言葉にならなかった。

　五十鈴は涙で真っ赤になった瞳で、ルンデルハウスを見つめた。

　きっとルンデルハウスは、何も言わなければ、ずっと一緒にいてくれる。いたわりの言葉や励ましの言葉もくれるだろう。でも、それはあまりにも誠実ではなかった。五十鈴には一人の時間が必要だったし、そしてそれは今まさにこの夜でなければならなかった。

　劣等感や罪悪感も、羞しゆう恥ちも、痛苦も、それらはすべて五十鈴のものだった。歌を盗んでしまった五十鈴にとって、それらは当然の罰であり、その痛みの前で五十鈴は一人でいたかった。

　そうでなくとも、ルンデルハウスは多くのものを五十鈴にくれたのだから。

「部屋、戻って。わたし、ひとりでやらなきゃ」

「……」

　ルンデルハウスは気づかわしげな視線で五十鈴を見ていた。

　それには気が付いていたが、五十鈴はかたくなに視線を合わせなかった。

「わかった、ミス・五十鈴」

「ん」

　何か言いかけて立ち止まったルンデルハウスは、しばらく逡巡したあと立ち去った。

　夜の中で身体を固くしたまま、五十鈴は戦う覚悟を決めた。

　それは自分自身と向き合う覚悟で、五十鈴にとって生まれて初めての本当の闘いだった。




　　　 ▼２




　朝もやの中で宿屋からそっと抜け出したトウヤは周囲をうかがって深呼吸した。

　まだ寒い街には初春の白っぽい光が射し込んでいる。

　遠くからは、小さな呼びかけが連続して聞こえてくる。河船漁が行なわれているのだ。視線をめぐらせれば、丘のほうへと歩いていく〈大地人〉の一団があった。農作業だろう。チョウシもそうだったが、〈大地人〉は基本的に朝が非常に早い。

　かといって街が騒々しい活気に満ちているわけでもなかった。

　トウヤたち〈冒険者〉にとってはそうでなくても、〈大地人〉たちにとってはまだそこそこに冷える三月の朝だ。冬越えで燃料を使い果たしているこの時期、〈大地人〉の住居は締め切ることによって温度を保とうとしている。道を歩く人々も小走りだ。もちろん、その理由は早朝だからで、もう少し気温が高くなれば日差しに誘われた人々が通りにあふれだすだろう。サフィールはこのあたりでも大きな街なのである。




　トウヤは何を目指すわけでもなく、頭の後ろで手を組むとぶらぶらと歩き始めた。

　昨晩は遅くまで起きていたらしいルンデルハウスは眠っていたし、女子部屋からは物音ひとつしなかった。二度寝してもよかったのだがそういう気分でもないトウヤはみんなを起こさないようにそっと宿を抜け出したのだ。

　アキバでも狭い屋内より屋外で過ごすほうが好きなトウヤである。地球であればＷｅｂＴＶや携帯ゲーム、マンガやタブレットなど、屋内の娯楽も豊富だろうが、セルデシアではそうもいかない。外へ出かけたいという希望そのものがわがままであった過去への反動から、屋外で過ごすほうが好きな傾向はより一層だ。

　トウヤは大通りをぶらぶらと歩いていった。

　この通りは、ここまで辿ってきた街道そのものだ。街の近くでは古代のアスファルトが地表に残っているために、しっかりとしたつくりである。道幅も馬車二台がすれ違えるほどだ。

　このあたりも元の世界であれば開けた都市部だったはずである。駿河湾の大きな都市だとか、そんなことをシロエが言っていたのをトウヤは記憶している。このセルデシアでは、多少大きい〈大地人〉の街であるらしい。この時間では眺めて時間をつぶせる商店も開いていないのだが、ひとりで散歩をしたいトウヤにとってはむしろ好都合だった。




　街はずれで〈大地人〉にあいさつをして、少し荷物運びを手伝った。

　刀を取り出して素振りやら構えを試してみたりもした。

　時間がゆっくりと流れるこの街はトウヤにとっては好ましかった。ライブで力を使い果たした五十鈴たちや、情報収集をしたいミノリの希望を取り入れて、少なくとももう一晩この街に泊まる予定である。

　時間はたっぷりあったし、トウヤも久しぶりの単独行動を楽しんでいた。

　仲間とワイワイ騒ぐのもいいけれど、こうして自分の足を確かめるように一人歩くのは、トウヤの心に満足感をもたらした。悪い気分ではなかった。

　昼を過ぎれば、人々の活動は活発になり、長くはないメインストリートには洗濯物を干す主婦や子供たちの姿が現れた。道端で魚を焼いていた〈大地人〉にそれを分けてもらい、トウヤは食べながらのんびりと街を眺めた。

　この大通りは赤土であり、更に西へと続いているはずだ。

　街を西の方へ十分も歩くと市街は途切れ畑が多くなり、やがて大きな河に出た。

「そういえば、チョウシも河だったなあ」

　トウヤはぼんやりとひとりつぶやいた。

　なんでなんだろうと考えて、それは河のそばのほうが水が豊富で、暮らすにも畑を作るのにも便利だからだと気が付いた。堆タイ積セキ平ヘイ野ヤなんてことばも授業で習った。川の流れが平野部を作るのだ。おお、つまりこのサフィールの街は堆積平野なんだ、と手を打つ思いだった。

　何度かの野営で思い知ったが、斜面というのはびっくりするほど不便である。

　そこでは野営するのも料理をするのも一苦労だ。畑を作るとなれば余計だろう。なにせ世界には重力というものがあって、普通にしている限り、水は高い場所には流れないのだ。川の近くに平らな地面があるのならば、そこに集まり街を作るのは合理的だった。

　トウヤはそこまで考えて「学校の授業って役に立つんだなあ」とひとりごちた。何の意味もないと思っていた社会科だがそうでもなかったらしい。

　水辺に着くと右に曲がった。上流方向である。

　特に理由はなかった。枯れ穂色の髪を持つ女性の後ろ姿を思い出し、とりとめのないことを考えた。

　河の水面は静かだった。海が近いせいでもあるし、川幅が十分に広いせいでもあるだろう。小舟がいくつか浮かんでいて、その上では漁師が白っぽい塊をほぐしていた。それは網であるらしい。目を凝らせば黒々と濡れた魚が跳ねている。

　トウヤは川沿いの小道をただ歩いていった。松林があり、用水路のような細い流れの上を板橋で渡った。

　川の上流右手には富士山が見えた。この世界で言う霊峰フジだ。

　半分以上が純白のケープにつつまれていて、たしかに厳おごそかに見えた。周辺に視界を遮るような山がないせいで余計に美しく見える。

　視界の先に舟小屋があり、川面に突き出した桟橋の上には女性の背中がありトウヤは足を止めた。トウヤは神様を恨みたい気持ちにもなった。流石さすがに出来すぎだろう。

　避けるつもりも隠れるつもりもなかったが、トウヤはずいぶん長い間声をかけることが出来なかった。



















「おはようございます」

「おはようございます、トウヤさん」

　桟橋に近づいたところでトウヤに気が付いたらしいダリエラは、ふりかえって微笑を浮かべた。トウヤは挨拶をしながらも気まずい思いを味わった。

　この女性といるとトウヤは頻繁にこんな気持ちになる。

　何を話していいのかわからなくなるのだ。

　そもそも、トウヤの今までの生活の中には、二十歳すぎの美人の女性はいない。一年前の自分を思い出してみても、身の回りにいる女性は、ミノリと母親と、あとは五十がらみの担任教師くらいである。クラスメイトで顔と名前を憶えている女子はもちろんいるが、知っているといえるほどの知識はない。

　今の生活だって、ミノリは妹だし、セララや五十鈴は少し年上だけど仲間だ。同じ年代でパーティーを組んでいるのだから、これは当たり前である。剣術を習いに行く〈西風の旅団〉には、たくさんの女性がいて可愛がられてもいるが、子供扱いされてばかりなので少し違うだろう。

　てとらはもちろん論外だし、アカツキはお姉さんっぽさに欠ける気がする。もちろんふたりには言えないが。

　あえてというならば、マリエールやヘンリエッタが近いのかもしれない。あのふたりもタイプは違うが、きれいな女性だった。でも、このダリエラほど困惑する気持ちにさせられた人はいない。

「座りませんか？」

「えーと、うん」

　桟橋には古いが頑丈な木箱がいくつかあった。

　釣り人たちが椅子代わりに使っているのだろう。それはもちろん釣糸を垂れるにも絶好だったが、朝もやの中でフェヴァーウェル川を美しく見せる位置でもあった。

　ダリエラは品よく膝を揃えて流すような姿勢で座っていた。トウヤは両足を投げ出して、木箱のふちをつかむように腰を下ろした。

　風の中にかすかに甘い香りが混じった。

　話す内容が何一つ浮かばないトウヤは、気づまりな思いをしながら座っていた。そばに座ればこんな気持ちになるのはわかり切っていたのに、話しかけないという選択肢がなかったのが不思議だとトウヤは思う。短期間とはいえ一緒に旅をしたのに無視をするのは間違っていると言えばそんな理由だったのかもしれない。でもそれだけだったのかどうかはトウヤにもよくわからなかった。ただ、この女性を無視するのはトウヤにとって難しいことだった。

「トウヤさんは朝が早いですね。散歩ですか？」

「うん。でもいつも早いわけじゃないよ。今日はたまたまだよ」

「そうですか。この季節朝は寒いですが、その分布団は天国ですものね」

　ダリエラはふんわりと微笑んで自分の言葉にくすくすと笑った。

　柔らかそうな束ね髪が肩の上からこぼれ落ちてケープの上で揺れている。

「ダリエラ──さんは、朝の散歩？」

「ええ。生来眠りが浅いたちでして。この時間は戸外で過ごすことが多いですね。許される場所ならですが」

　気づまりになって視線をそらしたトウヤだが、ダリエラのほうはその態度を気にかけないようだった。嬉しそうに微笑んだまま、穏やかに話を続ける。

「わたし旅暮らしですからね。あちこちに行っていろいろ見て学んだり書き記したりする仕事なんですよ。朝のこの時間は旅先では貴重なのです。他の人に邪魔されずにさまざまなものを見聞出来ますから」

「ダリエラさんは、普段はどこに住んでるの？」

　トウヤはそのなめらかな言葉にわずかな不快感を覚えて、遮るように質問を発した。

「住まいと言えば、イコマのあたりになるでしょうか」

「イコマって？」

「ここよりもずっと西ですね。トウヤさんたちの言葉で言えば京都の先です」

「そっかあ」

　不慣れな地理をなんとなく思い浮かべる。

　トウヤの脳内では、京都は大阪の右上？　くらいの認識だ。

　いまいる場所は、東京と大阪の真ん中あたりの太平洋側だという程度の認識しか、トウヤは持っていない。京都の先というのは京都と大阪の中間くらいの場所なのだろう。そのざっくりした位置関係を認識して、トウヤは意外な気分を味わった。

　元の世界において、東京から大阪へは三時間ほどかかる。新幹線での話だ。この世界では十日以上かかるだろう。〈ハーフガイア・プロジェクト〉で距離が短縮されているとはいえ、未開で危険な山野を旅するのはそれだけの労力を要求されるのだ。

　しかしにもかかわらず、トウヤが感じたのは「意外に近いな」という感覚だった。

　この旅をしてきて、元の世界よりも、大阪や京都をずっと身近に感じた。新幹線があった二十一世紀の日本よりもだ。

　ここまで歩いてきたあの旅を、もう一回繰り返せば到着するというのがトウヤにははっきりわかったからだろう。どうやれば到着出来るのか、どれほど困難なことなのか、今のトウヤにはそれがわかっている。そして自分がそれを実行出来るという自信もあった。

　新幹線に座っている三時間はあれほど長く、到着した実感もなかった遠い都市にも、今のトウヤは、その両足で歩いて行けるのだ。




「でも、山の小屋に一人暮らしですからね。人が訪ねてくれる場所でもないですから、街の空気が吸いたくなったときは、こうして旅に出るのです」

「危なくない？」

「慣れていますからね。それに〈Plant hwyaden〉が警備を請け負ってから街道はずいぶんと安全になりました」

　それは最近よく耳にするようになった、西日本をまとめる巨大ギルドの名前だった。〈円卓会議〉と似たようなものだとトウヤは聞いている。大阪を本拠地にして多くの〈冒険者〉を取りまとめる組織だ。

「ミナミのギルドだっけ」

「ええ、そうですね。ミナミの街を本拠地にして、ヤマトの平和を守護する騎士団ですよ」

「騎士団なの？」

「〈古来種〉による〈イズモ騎士団〉なき今、ヤマトの治安維持に現れた新たなる騎士団だと聞いていますよ。〈古来種〉の時代から〈冒険者〉の時代への変革の表れだとも。事実、〈Plant hwyaden〉の功績にはとても大きなものがありますからね」

〈大地人〉から見ればそう見えるのか。納得したトウヤは尋ねた。

「功績ってなに？」

「まずは何と言っても治安が回復しましたね。ミナミ以西ではモンスターによる被害がずいぶん少なくなりました。新しい機械や治水で、農業は楽になるのではないかと期待されていますね」

〈ロデリック商会〉や〈第八商店街〉のような役目なのかな、とトウヤは思う。

「それから、雇用が増えました。ミナミを始め、〈大地人〉は給金の良い仕事が沢山増えて喜んでいますよ。〈冒険者〉さんたちの身の回りの世話をする仕事がたくさんありますからね。豊かで、綺麗な街ですね、ミナミは」

　トウヤはそんなものかと聞いていた。

　柔らかい笑みでダリエラは尋ねかけてくる。

「トウヤさんは、興味ありませんか？」

「そんなこと、ないけど」

　トウヤは言った。

　そういう街を見てみたい気分はある。アキバの街だけが世界のすべてではないことを、トウヤはこの旅で身に染みるほど理解した。思ったより旅が性しように合っていたというのもある。もっと退屈だったり大変だったりするかもしれないと思っていたが、旅は楽しかった。仲間たちと一緒であれば行ってみたいと思う。

　でもそれは、文字通りの好奇心と興味だ。

　今すぐ向かうつもりはないし、この女性と一緒に行くつもりもない。

「では、トウヤさんも機会があったらわたしのうちに来て下さいね」

　ダリエラはそっぽを向いたトウヤの頭を撫でた。

　白くてほっそりした指先が髪をくぐるくすぐったさに、トウヤは顔をしかめる。

「来てくれたら、わたしが案内をしますね。お出かけしましょうね」

　トウヤは肩をすくめて返事とした。

「さっきから私のことを見てくれませんね」

「そんなことない」

　からかうようなダリエラの言葉にトウヤはむすっとして答えた。答えた瞬間、つられた気分がしてくる。子供じみた反抗心を見透かされたのだ。それがわかるので、余計不機嫌になっていく自分を感じる。

「トウヤさんは私のこと嫌い、じゃないでしょう？」

「そういうとこは嫌いだ」

　言葉というのはしっぽが生えているのだと、トウヤは思う。

　しっぽは別の言葉につながっているから、何かを話すときはしっぽの先を確認しなければならない。そうしないと、話すつもりがないことを喋ることになる。車いすの上でトウヤはそれを学んだはずなのに、このときは魔が差したとしか言いようがなかった。

　言葉のしっぽが、自分自身の中から次の言葉を引きずり出すのをトウヤは感じだ。

「いつも笑ってるから」

　ダリエラの表情が曇る。

　たまたま出会って、しばらくたてば別れていく相手に、話すべきではないことを話している。トウヤはとっくに後悔していた。

「それが？」

　取り繕うようなダリエラの笑顔が嫌いだ。

　お化けみたいに黒い眼で微笑んでいるこの女性が嫌いだ。

　優しい態度で髪に触るその態度が嫌いだ。

「笑ってなくても、変な顔じゃないよ」

　だからトウヤは傷つけるような言葉が自分から出たとき、トウヤ自身もはっとしたほどだ。自分は思ったよりもずっとこの枯れ穂色の美女にいら立っていたらしい。強い言葉が自分自身の感情の輪郭を縁どるのをトウヤは感じた。

　まるで温度を失ったように表情を薄れさせるダリエラは、思ったとおりの瞳をしていた。何もかもがどうでもいいと投げ出したような瞳の色だった。三日月形に張り付けた口の形は笑っていたけれど、それが笑顔だと思う人は誰もいないだろう。

　ずっと昔、鏡の中からトウヤを見ていた表情が、そこにあった。

　それは恐ろしくもあったけれど、さっきまでの余所行よそゆきの笑顔よりはましだった。

　まだしもそれは、ダリエラの真実のなにがしかを表しているからだ。

「そのほうがいいよ」

「どうしてそんなこと、言うんですか？」

　トウヤは視線を外した。

　言うつもりのなかった言葉だ。だから自分だってどうしてそんなことを言うのかはわからなかった。たぶん、めぐりあわせとか、偶然とか、そういうくだらない理由なのだと思う。ただ気に入らなかっただけだ。

　ダリエラの握りしめた拳の、その内側を見てしまったから、余計なことをしてしまっただけだ。

「別に──」

　言いかけたトウヤは言葉の続きを失った。

　北の空に、小さく、しかしはっきりとした、不吉な黒い影を見つけたからだった。

　サフィールの街に試練が迫る、それは最初の兆候だった。
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　お昼すぎのサフィールの街はにぎわっていた。

　平野部にあり実り豊かなこの地域は、そもそも小規模な集落が多い。サフィールの街はその中心地として物資の集積という役割を担っていた。そのうえこの街はヤマトの東西を結ぶ街道に面している。商人が行きかう交易都市でもあるのだ。

　三月の上旬、まだ春本番というには早いが雪は解け始め、フェヴァーウェル川の水量も増してきていた。山菜が芽吹き街では春を祝う料理が食卓に上る時期でもある。

　最近ではアキバやミナミで作られる高性能な馬車が交易を助けるとかで、往来の量が少しずつ増加しているようだ。この街でも宿屋をもう一軒建てるか増築するかの選択があり、それがここ数ヶ月の最大の話題である。

　そんな街の通りをミノリとセララの二人は歩いていた。

　目的は食料と消耗品の買い足し、それから情報収集である。

　交易都市であるからには市もあればそれなりの品揃えの商店もある。〈冒険者〉用の店ではないが、今回求める品物を考えればかえって都合が良かった。

　アキバでもちゃんと準備をしてきたが、保存が利くものや調味料を中心にした荷物になっている。生鮮食品は優先で食べていったので、それらはもうほとんど残っていない。立ち寄った街でこうして買い足すことはもともと予定していた。

「おいも、葉っぱ、イチゴもあります！」

「イチゴ買っちゃおうか？」

「買っちゃいましょう！」

　すでに買い込んだ荷物に加えて二人は野イチゴの房をトートバッグに入れた。

〈魔法の鞄〉ではないから相応にふくれあがっていて、それを両手で提げている二人は〈大地人〉から「若奥様」とからかわれても仕方のない風情である。

「ふわあ。そんなこと言われても困っちゃいます」

「わたしたち、その、まだ！　そういうのじゃないですから」

　セララはくねくねと悶え、ミノリも（顔を赤くして一応）抗議したのだが、そんな雰囲気は長続きしなかった。

　予定通りに購入は進めているが、二人には心配事があるのだ。




「念話、繫がりませんね」

「うん……」

　念話が繫がらないのに気がついたのは野営中だったが、そのときはそういうこともあるだろうと思っていた。そもそも、念話は両手が使えないと上手く発動出来ない機能だ。フレンドリストから相手を選択したり受信したりに「仕草」が必要なのである。だから相手が戦闘などを含む作業中の場合つながらない可能性はある。叫ぶだけで集団伝達が出来るパーティー念話との違いはそこだ。

　そんなわけで、念話で相手が通話に応答しないというのはままあることだった。特に相手がシロエの場合、会議中なども多い。

　しかし、あの〈北風ボレアスの移動神殿〉のことが心配になって調べた結果、やはりそれには評判通りの効果があることがわかった。「たまたま繫がらなかった」だけではなく、妨害されているのは確実であるように思われた。

　効果範囲はわからないが、少なくともこの街一帯は念話が制限されているようなのだ。

　ボクスルト砦付近ですれ違った〈移動神殿〉の効果範囲だとするとあまりにも広域すぎるので、この街のどこかにも〈移動神殿〉があるのではないかとミノリは考えている。しかし、それを探索するつもりはない。仮に見つけ出したにせよ、どうすれば効果を停止出来るのかはわからないし、壊したりしたらまた別種のもめ事を呼び込みそうでもあるからだ。

「たぶん、あの〈移動神殿〉のせいだと思う。どこにあるのか、どれくらいが効果範囲だかわからないけれど」

「そうですよ、ねえ」

「うん……」

　ミノリとしてもそれは頭が痛い部分だ。

　空気を読んだのか、セララの足下の白い仔狼もしょんぼりしている。

「どうしましょう」

「うん……」

　ミノリは手元のメモ帳に視線を落とした。それには付近の地図が折り畳まれて挟んである。ミノリが書いたものではない。シロエが複製してくれた周辺の地図である。

　一行の目的地はさほど遠くはない。このサフィールの街で準備を整え山に入っていくことになるのだが、それも無謀ではないはずだ。この街からであれば、川沿いに山を登っていくことが出来るからである。そもそもそのために太平洋側を進んできたのだ。

　地図上の距離で言えば二十キロメートルほどだろう。山を登らなければならないことや、目標を発見して狩らなければならないことを考えても、そこまで難しいとは思えない。最短で三日もあればこの街に戻れるだろうし、どんなに長引いても一週間はかからないだろう。

「多分、あんまり時間はかからないと思うんだ」

「三日くらいかなあ」

「もうちょっとくらい」

「この街まで帰ってくれば、安全ですよね」

「そう思う」

　実際、そう考えてとりあえずこの街まではやってきたのだ。

　念話が回復すればシロエに相談しようと考えていたミノリだが、いまは状況がそれを許していなかった。

「シロエさんに相談出来ればなあ」

「にゃん太さんに相談出来れば」

　言葉が重なって、二人はまじまじと相手を見つめて、笑い出した。考えていることがまるで同じだったらしい。




　実際相談したいことは多い。

〈オデュッセイア騎士団〉のこと。

〈北風の移動神殿〉と呼ばれる不穏な魔法の品マジック・アイテムのこと。

　どうしてもミノリの中でシロエと重なるロロエエ２ツーという女性のこと。

　何かが大きな動きをしている。遠くから響く地鳴りがその轟とどろきを伝えてくるように、ミノリはそれをはっきりと感じ取ることが出来た。

　しかしミノリにはそれが何を意味するのかがわからない。秘密のメッセージをもらったのにところどころが外国語で書いてあるかのようだ。もどかしくてしかたがない。

「くやしいな、シロエさんなら、きっとわかるのに」

「ミノリちゃん……」

　セララに慰められてミノリは意識を切り替えた。

　まだまだ自分は未熟なのだから、後ろ向きな感情におぼれるような暇はないのだ。目の前の課題を解決しなければならない。当面の問題は〈レッドストーン山地〉に向かうか、それとも今回の旅をここで断念して引き返すのかということである。

　どちらの選択にもさまざまなメリット、デメリットがある。

　念話による報告や相談が出来ないまま先へ進むのは確かに危険だ。

　しかしその一方で、このまま引き返したところでその危険が減少するかと言えば、なんとも言えないとミノリは考えた。あの奇妙な魔法の品の効果範囲がわからない以上、また、解除の方法がわからない以上、アキバに戻っても念話が使えないという可能性すらある。

　報告を持ち帰るのは重要だが、シロエのことだから、あの神殿の情報はミノリたちとさして変わらないタイミングで得ているような気もする。

　そうであるのならば、自分たちは進むべきか？　帰るべきか？　あるいはこの街にとどまり調査をするという選択もあるだろう。この状況下にあって、〈魔法の鞄〉に引きずられすぎるのも、シロエ的ではないように思う。

「シロエならどうするか？」くらいしか思考の手掛かりがないのは経験不足の証左のように思えたミノリだが、嘆いても前に進めるわけではない。

「ロエ２さん、どうするんでしょうね」

「そういえばそうですね」

「イコマに行くって言ってたから」

「ダリエラさんと二人で向かうのでしょうか。わたしたちと山に登る必要、ないですもんね」

「そうだよね」

　それに気がついた二人は、手早く残りの食料を仕入れると、宿へとって返そうと話した。

〈レッドストーン山地〉まで行くという話はロエ２にしてあるが、場合によってはこの町で別れることになるだろう。この町ならば、〈冒険者〉用の〈召喚笛〉を修理してくれる人がいるかどうか探してみるのも悪くはない。

　先ほどから歩いていて、〈冒険者〉数人とすれ違ったミノリはそう思った。最悪、馬車はこの町で売却するというプランも考えてはいるのだが、出来れば馬を買い足してアキバに持ち帰りたい。初めて買った馬車なのだ。ミノリはもちろんだが、仲間たちだって思い入れがあるだろう。

「でも、ミノリちゃん。今晩は予定通り、もう一泊ですよね」

「うん」

「じゃあ、五十鈴さん、夜には元気になるかな」

「お部屋にこもりっきりですもんね」

　五十鈴は、体調が悪いと部屋にこもっている。ルンデルハウスは何か事情を知っているらしいのだが、直じきに元気になるよ、と言うばかりだった。五十鈴は昨晩から様子がおかしかったのだ。部屋に帰ってきたのも朝方のはずだし、思い詰めたような表情だったのが気にかかる。

「五十鈴ちゃんの大好きな明太子ポテト、今晩作ります！」

「作れるの？　セララちゃん」

「もちろんです！　ジャガイモも買ったし、マヨもありますもん」

　大通りを戻る二人の会話はそこで途切れた。

　セララの足下でじゃれついていた狼が三角の耳を雄々しくぴんと立てると、ぐるぐると回り始めて、空をにらんで警戒の雄お叫たけびを上げたのだ。




「あれ、なんですか？」

　セララののんびりした声をミノリは遠く聞いた。

　三月の薄く煙った空の色ににじみ出たそれは、霊峰フジを背景にしてゆっくりと動いていた。はるか彼方から迫ってくるその群れは、ミノリたちが目的としてここまでやって来たきっかけ、〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉に違いないようだった。

　百では利かないような〈鋼尾翼竜〉が、サフィールの街に近づいてくるのだった。
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　その〈鋼尾翼竜〉の暴走スタンピードを察知していた人物もいた。

　鋭角的なシルエットの鋼鉄車両、それに一度だけ軽くつま先をついたにゃん太は、〈鷲獅子グリフオン〉から落下したその勢いを殺さずに〈ユニコーンジャンプ〉で跳ねた。元の世界にいたころは空想でしかありえなかったような軌道で、木の幹を〈クイックステップ〉ですり抜けつつ、落下方向に〈ライトニングステップ〉。

　その身に備わった超人的な能力を駆使して、にゃん太はざわめく木立の緑の中を加速した。

　腹の底を焦がすような悲しみと憤怒があった。

　眼下の森を侵攻する黒い精霊系モンスターを勢い任せに切りつける。剣先は重い体液に粘つき一撃では仕留めきれなかった。〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の得意とする範囲攻撃にありったけのダメージ増加特技を乗せても、即死させるというわけにはいかないようだ。しかしそれは勝てないという意味ではない。にゃん太は九〇レベルで、眼前の〈闇精霊の従僕〉は四〇レベルと少しなのだ。にゃん太は無言で細剣レイピアを二度ふるい、両脇を抜けようとしていた影を倒した。

　にゃん太はおおよその、見てわかる程度の事情は察している。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉を代表してミノリたちのフォローをすべく、〈鷲獅子〉を用いてここまで見守ってきたのだ。ここから直線距離で二十キロメートルほどのサフィールの街に現れた黒雲のような〈鋼尾翼竜〉。その〈鋼尾翼竜〉がどこから来たのかを探る過程で、彼らがその住まいとする〈レッドストーン山地〉から、〈闇精霊の従僕〉による山狩りともいえる包囲の結果、飛び立ったことも知っている。その両者の戦いがエスカレートしつつ、サフィールの街を飲み込もうとしていることも。

　騒動の原因を探るべく川の上流へと偵察を広げた結果この車両を発見し、その抗争が策謀の結果だとにゃん太は知った。

　だからこそにゃん太は憤いきどおっている。

　それはとても信じられないような、あり得ないような愚挙であるとにゃん太の心が叫んでいるからだ。

　そしてその視線の先には馬に乗ったひとりの魔術師がいた。

「ロンダーク」

「ほう……。ここで出会うのか」

　ふたりの距離は十メートルほど。

　森は魔力でゆがめられ、奇妙な広場とでもいうべき場所で、陰気な顔をした〈妖術師ソーサラー〉はにゃん太に応えた。

　互いに知らぬ顔ではなかった。にゃん太にすれば、ススキノのプレイヤータウンで何度か遠くから互いを見かけ、セララ救出の一件で対決しかけるほどになった男だった。ロンダークのほうもそれを思い出したのだろう、苛立ちとも敵意ともつかぬ視線を向けてくる。

　しかしにゃん太はそんなロンダークの感傷に付き合う余裕は持ち合わせていなかった。

　表面的にはいつもの冷静なスタイルを崩さなかったが、にゃん太こそ強い憤りを持て余していたのだ。もし可能であれば、その細剣で周囲の闇精霊すべてを切り裂きたいほどに。

「ここで何をしているのにゃ。ロンダーク。その車両の列は何なのにゃ。この黒い影は、そしてサフィールをどうするつもりなのにゃ！　何が起きているのにゃ、ロンダーク？」

　にゃん太は交差させた剣を構えてロンダークに突きつける。

　それは質問というよりは詰問の口調だった。

「ロンダークっ！」

「ふはは」

　にゃん太の叱責にロンダークはひどく浅薄な笑いを上げた。

　皮肉そうに片頰をゆがめたロンダークはススキノにいたころとは別人のようだった。ひどく薄っぺらく、無責任で、取り乱したような自堕落な雰囲気をまとっていた。ひび割れた笑い声は余裕の表れとはとても思えなかった。

「ここで何をしているかと聞かれれば雇われ仕事だ。車両の護衛と先導さ。この車両の列は見ての通り魔法型の自動車両。そこらの黒い影は〈闇精霊の従僕〉で召喚生物だ。サフィールをどうこうするつもりは全くない。俺にはな。何が起きてるのかって？──俺の関知するところじゃないさ」

　ロンダークは何も隠すつもりはないようだった。

　取り繕うほどの価値も見出してない、にゃん太にはそう見えた。

　それでいてその答えは、にゃん太の知りたいことをひとつも含んでいなかった。ロンダークの答えは、にゃん太の知っていること、つまり見てわかる通りのこと以上をなにひとつ示していない。

「そんな怖い顔をするな。俺は、あんたとは戦うつもりがない。あんただってそうだろう？　俺は何もしていない。依頼を受けて護衛をしているだけだ。ススキノの一件は──そうだな、反省してるよ。〈大地人〉に手を上げるのは、悪いことかもな。これでいいか？　そこをどけよ、猫剣士スワツクラー」

　ロンダークは馬上にあって腰のホルダーから抜き出した杖をぶらりと下げたまま、小さく笑い、ため息をついて、疲れたようににゃん太に応えた。

　投げやりで、適当で、どうでもいいかのような態度だった。

「お前は、自分が何をしているのかわかっているのにゃ？　ロンダーク」

　にゃん太はそのロンダークにいぶかしさを覚えながら一歩近づいた。

「わかっているさ。俺は金をもらって仕事をこなしている」

「その結果についてにゃ。ロンダーク！」

　にゃん太の質問に、ロンダークはこわばった笑いを返した。

「俺のマニュアルには書いてないな。──もらってないから当たり前だが」

　その言葉は、どこまでも他人事であった。それが、にゃん太の奥深い部分を刺し貫いた。

　ロンダークの言葉やその指し示す未来が不意打ちだったからではない。むしろどこかで聞かされるのではないかと恐れていた言葉だったからだ。それはにゃん太が聞きたくはないと願っていた言葉だった。




〈円卓会議〉が設立されることになったあの場で、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のリーダー、クラスティはシロエに尋ねた。「〈大地人〉と戦争の可能性があるのか？」と。それにシロエが返した言葉は「それは僕が今考えることではなく〈円卓会議〉が考えることだと理解しています」だった。

　果たしてその返事の意味を正確に捉え得た者が、あの会議にどれほどいただろう？　にゃん太は折に触れてそう思い起こしていたものだ。クラスティには確かに伝わっていたように思う。彼はひねくれたやり方でシロエに協力しようとしていた。だがそれ以外の若者たちにどれくらいそれが伝わっていたのか、にゃん太にはわからない。

　シロエの言葉は予言であり忠告だった。

　あの返事は、戦争の可能性を肯定するものでも否定するものでもない。

　戦争があるかないかではなく、それ以前の段階、つまり「自分たちが戦争の起こりうる世界にいる」という指摘であり、そこに住む個々人が「戦争の可能性とどう向き合うか答えを出すべきだ」という忠告だったのだ。

　そしてその自分が見出した問いに誰よりも真剣に向き合おうとしたのがシロエという青年だった。シロエが人知れぬ苦しみを抱えてきたのを、にゃん太は知っている。この件に関しては、あるいは年若く楽天的な直継なおつぐや、シロエにあこがれるアカツキよりも、自分自身がシロエに近い場所にいるのかもしれないとにゃん太は思っている。

　自分の半分ほどの年齢でしかないあの生真面目な友人ににゃん太は敬意を抱いていた。そしてにゃん太自身もシロエの指摘と向き合ってきた。




　ヤマトに住む〈冒険者〉同士の戦争。その可能性は早いうちに無視しうるほどに低くなったとシロエやにゃん太は考えていた。元来戦争には強い忌避感を持つ日本人である。特に日本人同士ともなれば精神的な抑止力が働く。凶悪事件やストレスによる自爆的な犯行は起きるかもしれないが、全面的な戦争の可能性は最初から低かったのだ。それは、ヤマトの〈冒険者〉が〈円卓会議〉と〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉に分かれた現在でも変わらない。

〈冒険者〉と〈大地人〉の戦争については、それよりも可能性が高い。特に〈大地人〉を人間だと認めない〈冒険者〉が多ければ大問題に発展するだろう。しかし、その可能性は〈冒険者〉同士のそれに比べて高いとはいえ、憂慮するほどではないと思われた。戦闘能力が違いすぎるためだ。戦争よりも、支配や征服のほうが可能性としてはよほど高い。

　このいびつな世界において〈冒険者〉と〈大地人〉は互いに補完し合う存在だ。生産や消費などのあらゆる側面において、互いが互いを支えるような構図になっている。その事実を早い時期に実感として周知出来た〈円卓会議〉の功績は限りなく大きいとにゃん太は考える。

　残された組み合わせは〈大地人〉同士の戦争であり、これについてはにゃん太もシロエも答えを出せなかった。

　ふたりは〈大地人〉ではないのだ。戦争は悪だという教育を受けた二人は、〈大地人〉同士であっても戦争を拒否したい気持ちが強い。しかし、〈大地人かれら〉同士が戦争を決意したときそれを止める権利があるかと言われれば疑問だ。彼らにも主権があると言われれば、理屈の上ではその通りだからだ。

　そのうえ現在の状況や〈大災害〉後の技術的発展を見れば、〈冒険者〉自らが積極的に関与しなくても、〈大地人〉が戦争を行なったとき、その規模を拡大させる片棒を担いでしまうのではないかという恐怖があった。それについてシロエと話したことはないが、恐らくシロエが見詰めてきた未来の一端は、そこにある。




「ロンダーク、お前はこの世界に戦乱をばらまく気にゃのか！」

「そんなつもりはまるでない。それを考えているかもしれないのは俺にクエストを発行した〈大地人〉さ」

　その言葉がにゃん太とロンダークの間に戦端を開いた。にゃん太は弾だん劾がいの意志を込めて突きフアーントを繰り返し、ロンダークとの距離を詰める。

「お前はそれに手を貸しているにゃ！」

「それがなんだ」

　ロンダークが手を一振りすると、五つの光球が生まれた。雷光の小さなアークを浮かべる〈インパティエンスボルト〉が術者とにゃん太の間に割り込むように動く。この呪文は、近接攻撃を受けたとき自動的な反撃を行なう〈妖術師〉の防御術だ。本来前線に出ない〈妖術師〉にとって重要度の低い呪文ではあるが、それだけに威力は大きく対Ｐ人ｖ戦Ｐ戦術の起点ともなる呪文である。

　にゃん太の左腕がはじかれて痺れる。

　いつもだったら躱かわせていた攻撃であるはずだが、突き動かされるような衝動が制御出来なかった。

「たくさんの〈大地人〉が喪われるにゃ！」

「あいつらの望みだ。望んでする戦いだ」

「未然に防ぐことが出来るにゃ」

「そのクエストは見てないな、〈盗剣士スワツクラー〉！」

　ロンダークの〈フロストスピア〉も〈バーンドステイク〉もその出がかりをつぶした。発動を察知して詠唱に割り込む技は〈盗剣士〉のなかでも最速に属する〈二刀突剣ツインレイピア〉のにゃん太の得意とするところだ。しかし、同時ににゃん太の側の大技も封じられている。ロンダークが〈アストラルバインド〉によるにゃん太の機動力封じを狙ってくるために、隙の大きなキメ技を出すことが出来ない。

　それでも普段のにゃん太であるならば冷静で軽妙な返し技から勝負を有利に進めることが出来たはずだ。それが出来ない自分に、にゃん太は苦い若さを感じた。感情の高ぶりが自分でも予想しなかったほど体の制御を乱れさせている。

「クエストがなければ出来にゃいのかロンダークッ！」

「黙れよ、偽善者。俺は、俺はっ──。この世界に、招かれてないんだよ」

　悲痛な声が響いた。

　無気力に薄ら笑いを浮かべたロンダークは、その薄笑いのまま泣いていた。

「俺はな、この世界に招かれてない。用無しなんだよ。異世界に行きますか、イエス、ノーって、選んだか？　お前は。──俺は選んでない。無断で俺はこの世界に連れてこられた。俺に選択肢はなかったし、招かれてもいないんだよ。お前たちは、招かれたんだろう？　だからそうして暢のん気きにしてられるんだろう!?」

「ちがう、我々は、誰ひとりとして招かれてないのにゃ」

「お前たちがどうかなんて興味はない。だが俺は少なくとも招かれちゃいない。俺は俺の意思とはかかわりなくこの世界に連れてこられたんだ。この世界は俺を俺の意思とは関係なく、俺を勝手にしようとした。だから俺も世界に勝手なことをしてやる。俺は間違ってるか、〈盗剣士〉！」

　火球が生まれた。二つに分裂しさらにそれが四つに分裂し、唸るような吠え声を立ててにゃん太に迫ってくる。その攻撃呪文をにゃん太は懐から取り出した投げ札スローイングカードで迎撃する。銀色の鉄片が火球を打ち抜き三つまでを防ぐが、残りのひとつはにゃん太の細剣にまで迫り、傷を負わせた。




　間違っている。

　そう言えれば良かった。にゃん太は潰れそうな思いを抱えて細剣を操った。泣きわめくようなロンダークの魔法を、切り裂き、跳ね飛ばし、確実に勝てるはずの闘いの決着は遠かった。

　ロンダークは間違ってはいないのだ。少なくともロンダークの世界において、ロンダークは間違っていない。怒りに燃えるにゃん太は、それでもそれがわかってしまった。だからこそにゃん太は引き裂かれていた。

　ロンダークの怒りと慟どう哭こくは正当なものであった。ロンダークは被害者で、その状況は正されるべきだ。元の世界への帰還を望む〈冒険者〉は、速やかにその希望を叶えられ、弁済を受けられるべきである。

　もちろんロンダーク個人の希望を叶えるため、その憂さ晴らしのために、ほかの個人が傷つけられたりその権利が侵害されて良いはずがない。それは社会のルールだ。しかし、その社会自体、ロンダークを招いてはいない。少なくともロンダークは招かれていないと言っている。

　ロンダークはこの社会の参加者ではないと、自認している。

　ロンダークは部外者だ。すべての部外者なのだ。

　ここにあるのはロンダークとこの世界との戦争状態である。戦争状態であるロンダークはこの世界に何をしてもいいと考えているし、それは間違っていない。戦争だからといって人道は守るべきであるというのは簡単だ。しかし、ロンダークに対して〈大災害〉が人道を守ったのかと言われれば、守っていないという事実しかない。つまるところロンダークは「俺は人道を無視されたので、俺も人道を無視する」と公平を求めているだけなのだ。

　アキバの街が目をそらしてきたのが彼らで、この世界には同じ痛みを抱えた〈冒険者〉が数多くいる。ロンダークの痛みは、かつてにゃん太が感じたことがあり、またすべての〈冒険者〉が感じたものでもある。その怒りに反論することは事実上出来ない。

　もし地球でそういう思想の人間が社会に存在した場合、自らを社会と戦争する個人であると考える存在がいた場合、社会はその個人を武力制圧することは出来るだろう。警官隊で取り押さえ、拘束し、拘禁することが出来る。場合によっては軍が出動することもあるかもしれない。彼らの復讐はもはやテロリズムの域にあるからだ。

　そのようにして何らかの処罰を下すことは出来る。しかし、それはつまり「除去」である。社会のほうが絶対的正義であるからそれが可能であるわけではない。社会のほうが人数が多く、単純に言えば、強いから、戦闘能力があるから、個人を暴力で排除することが出来るだけである。

　本人の同意なく個人に理不尽を強いたという、世界の罪が雪すすがれたわけではない。




「……それはすべての人がそうなのにゃ」

　剣を下ろしたにゃん太にロンダークの乱流魔法〈タービュランス〉が襲い掛かった。

　おびえ、自暴自棄になったロンダークの攻撃がにゃん太を切り刻んだ。

　しかしにゃん太はもはやそれを防ぐ気にも、切り返す気にもなれなかった。

　にゃん太の感じていた怒りが消え去ったわけではなかったが、それを超えるほどの悲哀に包み込まれて、胸がつぶれそうな痛みだけが残っていた。

　ロンダークの問題は、にゃん太には解決出来ない。

　おそらく誰にも解決することは出来ない。

　ロンダークを暴力で排除することは可能だろうが、にゃん太はそれが正しいとは思えなかった。

　セララを救うことには意義があった。あのススキノでセララをかばいながら〈ブリガンティア〉と対たい峙じ出来たのは、恐らく幸運だったのだろう。にゃん太と仲間たちは、このロンダークと向き合わないで済んだのだから。いまもにゃん太の背中には〈記録の地平線〉の仲間たちがいる。それがわかっているから、にゃん太はロンダークへと届く言葉を必死に探し続けた。




　　　 ▼５




「ロンダーク。……それはすべての人がそうなのにゃ」

　戦いでならば、勝つことは出来る。ロンダークを神殿送りにすることも、黒い精霊の十や二十を片付けることも出来る。しかしそれはひとつの敗北だ。その自覚がにゃん太にじわじわと染み込み、枯れた心のどこに残されていたのかと思うほどの痛みを呼び覚ました。

　だからロンダークに届く言葉はないかとにゃん太は必死に探した。

　トウヤを思った。ミノリを思った。五十鈴とルンデルハウスを思った。

〈三日月同盟〉の子供たちに思いをはせた。

　そして、セララのはにかんだ表情が浮かんだ。

　年若いにゃん太の仲間たちを思い出した。

「すべての子供たちがそうなのにゃ。ロンダーク。人は、少なくともすべての子供は、彼らから見れば、理不尽に生に産み落とされるのにゃ」

　細い電光がいばらのようににゃん太の腕を縛る。

　ＨＰバーが減ってゆく。

　残された時間は少なく、かけられる言葉はわずかだ。

　そしてその少ない言葉がロンダークに届かないだろうことをにゃん太は知っている。そのような伝言が苦しみの中にある人に届くことは奇跡に属し、にゃん太はあいにく奇跡を操ることの出来ない無力な凡愚であった。

「『あなたは愛されて生まれた』と告げる両親がいるにゃ。とても美しい言葉にゃ。でも、その言葉は産んだ親の自己満足にすぎないのにゃ。世界に産み落とされるにあたって同意を求められなかったという事実を覆くつがえすことは出来ないにゃ。救われる子供はいるけれど、そうでない子供もいる……。すべての人々は、そうして生を受けるのにゃ。この世界でも、元の世界でも、どの世界でもっ！」

　だから、我慢しろ。

　そんなことは言えなかった。

　誰でも味わう苦しみだとしても、その苦しみのひとつひとつはその人だけのものオリジナルなのだ。苦しみの底にあったにゃん太がそんなことを言われたら拳で応戦したように、今ロンダークは拳を振りかぶっている。そして、拳を振りかぶっているのはロンダークだけではない。

　この世界には悲哀が充ちている。




〈大地人〉の法でロンダークを裁くことは出来ない。また〈冒険者〉の法でも無理だ。ロンダークはそこに参加をするという同意をしていない存在なのだ。

　己の被害も、破滅も、ロンダークにとっては興味の外なのである。にゃん太にはその痛みがわかるような気がした。大事な人を失ったとき、人は、世界を失う。にゃん太は取り戻すことが出来たが、それには長い時間がかかった。恵まれてもいた。

「俺を殺せよ、猫剣士スワツクラー！　殺されたって関係ない。ここには死なんてないんだ。俺には終わりがないし、お前たちは俺に説教は出来ても、都合よくおれを追放出来ない。違うか!?」

　違わなかった。

　それはひとつの終末だった。

　にゃん太の前には深淵があって断絶が存在した。ロンダークのあの無責任で投げやりな態度は、この世界に対するものなのだ。ロンダークはもうこの世界の住人であることをやめている。だから世界がどうなっても構わない。もちろん肉体を生かすため、時間をつぶすため、ロンダークも何がしかの活動をしなければならないが、それをクエストと呼んでいるのだ。ロンダークは世界を「そういうもの」だと決めてしまった。だからおそらくにゃん太の言葉は届かない。

　しかしそれがロンダークの真実であっても、世界にはそれ以外も存在する。

　にゃん太はやっとこのよじれるような痛みの正体に気が付いた。

　ロンダークの苦しみと呪いはすべての〈冒険者〉が持ちうるものなのだ。にゃん太やシロエでさえも例外ではない。そしてミノリやトウヤ、ルンデルハウスに五十鈴に、陽だまりのようなセララでさえも。

　にゃん太が探していた言葉はロンダークに掛けるためのものだったが、同時にそれだけではなかった。にゃん太の大事な年若い友人たちが同じような呪いに取りつかれたらなにが出来る？　その想像がにゃん太の苦しみの根源だった。それは実在する可能性なのだ。あらゆる〈冒険者〉はロンダークになりうる。だからにゃん太はそのロンダークを救いたかった。救われてほしかった。

　ミノリを思い出した。あの生真面目な少女はシロエを目指すと決心した。トウヤは妹を守るために、ルンデルハウスは〈冒険者〉になるために。




　若者たちは生まれなおすのだ。

　理不尽な強制としてこの世に生を受けた幼子は、若者となり、己の意志でもう一度生誕を決意する。

　自分が何者であるかを胸に刻み、望んでこの世界に生まれた二度目の赤子として自分自身の生を歩み出すのだ。それは神聖なる契約であり、人はそうして連なってきた。それが人をいままで繫いで来た。

　にゃん太はそれを守るためならば、我が身を灰にしても構わないと思った。ロンダークがそれを知ってくれるのならば、どんなことでもしてやりたいと思った。

　にゃん太の大好きなシロエも、そうして契約を結び、〈記録の地平線ギルド〉を持つことになったのだから。




　しかしその願いは虚しく、ロンダークの振りかぶった杖から無制限の魔力があふれ出し、ヘイトも制御も放棄した半ば狂った魔法が膨れ上がった。

　そしてそれはいまにもにゃん太を飲み込む寸前、消滅した。

「ぎゃあすかぎゃあすか、騒がしいねえ」

　ロンダークの首を後ろから貫いた軍用サーベルがずるりと抜けて、その背後から赤毛の女性が姿を現した。目を細めて笑うその表情は酷薄で、艶あでやかで、愉悦に充ちていながら鋼はがねのようだった。

　ロンダークは血走った眼球をぐるりと回して、崩れゆく身体から女を見上げ、何かつぶやいたようだった。しかし、その言葉は、ごぶごぶとあふれる血泡という形でしか発信されなかった。

　女はちょっとだけ驚いた表情を作った。その驚きがわざとらしいサービスである証拠に相そう好ごうを崩すと、ロンダークに「おやおや伝言かい？」と尋ねかける。粘液の泡立つような音に「ああ、残念だ。わたしにはその言葉がわからないねえ」と蹴りどかして、にゃん太を煽あおるように見つめるのだった。

　何がおかしいのかくすくすと笑うその様子はまるで彼女の異常性の警告だった。

「〈冒険者〉ってのは最高だね。殺し放題、殺され放題ってわけだ」

「なぜ──」

「あん？……ああ。ちょいと黙ってもらっただけだよ。なあに、隣の部屋に移動するようなもんさ。そうなんだろう？〈冒険者あんたら〉は」

「違うっ」

　叫びはしたが、にゃん太はその証明が出来なかった。

　説得することが出来なかったロンダーク、それを殺した〈大地人〉の女。

　死がすべてを隔てないこの世界で何が違うのか。

「おっと失礼、あたしは〈東伐将軍〉ミズファ＝トゥルーデ。現場指揮官ってところさ」

　生気にあふれる美女だった。

　鍛えられた長身を軍服に包み、血に濡れた曲刀を提げたその姿は、絵画のそれではないがある種の美であることを認めないわけにはいかなかった。〈自由都市同盟イースタル〉の美姫びきたちの羨望を買いそうな美貌を、野卑な笑顔でゆがめた女は、思わせぶりな態度でにゃん太の前に立ちはだかった。

「お前がロンダークの依頼主にゃ。それが〈大地人〉のやりようにゃのか」

　にゃん太は自分の身体が白い炎に覆われたかのような錯覚をおぼえた。

　敵意を抑えることが出来ない。

　ロンダークを説得することはおそらく無理だった。にもかかわらず眼前の女将軍がそのチャンスを奪ったように感じられてしまう。その苛立ちは自責にも似て容赦のないものだった。

「あははははは。この期ごに及んで寝ぼけたことを。〈大地人〉？〈冒険者〉？　関係ないだろう」

　歯を食いしばるにゃん太にミズファは艶やかな声で笑いかけた。

「この世に生を受けた生き物は皆、己の手札で殺し合うのさ。強き者はその強さを武器に。弱き者はその弱さを武器にっ」

　まるでそれが日常であるかのようにミズファは笑みを浮かべたまま斬りかかってきた。にゃん太はその曲刀をいなそうとしながらも、驚きに表情をゆがめた。重いのだ。〈大地人〉の剣とは思えぬほどの威力だった。

「死なないあんたが支配や覇道を尋ねるのかい？」

「なぜ戦乱を望むのにゃっ！」

　シロエを思った。あの不器用な青年の夢を思った。

　にゃん太のギルドマスターの迂遠すぎる善意は、おそらくこの戦いを予感していたのだ。シロエの洞察は正しかった。正しすぎたのだ。最善を尽くしてなお防げぬほどに。

「あたしはあたしの生命いのちを燃やすのさ。戦というアルコールでね。踊りなよ、〈冒険者アンデツド〉ッ！」

「〈ヴァイパー・ストラッシュ〉!!」

　言葉の意味は直感的に察することが出来た。

〈冒険者アンデツド〉。

　死ぬことのない自分たちは、〈大地人〉からすれば生きてすらいないのだろう。

　不吉なその呼び名を、にゃん太は否定することが出来なかった。

　彼女が間違っていると言うことも出来ない。

　しかし攻防はそれとは別だ。〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の剣技が獲物を狙う毒蛇のようにミズファの防御をかいくぐり、その肩口を切り裂いた。にゃん太は歴戦の剣士である。怒りに燃えてもいる。眼前の女軍人を許すつもりはなかった。

　しかしミズファはその傷口からしたたる薔薇のような血を顧みることもせず、半身に構えたサーベルを突き、振るい、にゃん太に肉薄する。




「あの街には〈オデュッセイア〉がいる！　あの死にたがりのぼんくらどもさ。故郷が恋しくて気が狂った甘ったれども。心配しなくても、あいつらが死を振りまいてくれるよ！」

「何故っ」

「理由を尋ねなくても、人は刺されれば死ぬんだよ。あはははははは。すごいねえ、素晴らしいねえ、惚れちゃいそうな剣の冴え。だけど剣に殺意がないよっ」

「それが自慢にゃのかっ。殺意のあることが！」

　電光のレース模様を空中に描いた。

　跳ね上げる剣線を繰り返し、にゃん太は白い怒りに燃えて、ミズファの喉元を狙った。すでにして追撃の〈アーリー・スラスト〉が女軍人の体勢を崩している。

　決定的な一撃に世界がその身じろぎを止めたとき、その激突を食い止めたのは、抜刀もされていない白鞘の柄つかだった。

　にゃん太とミズファの間に割ってはいった男は、総髪をなびかせると苦渋に満ちた表情で二人をはね飛ばした。




　　　 ▼６




　平野部の街への〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉の群れの襲来。

　それは住民や為い政せい者しやにとって悪夢のひとつだろう。

　一般的に考えて、街などの生活拠点に対する襲撃が予見された場合、生活空間や生産拠点に対する被害を考えるのであれば、出来る限り街から離れた場所で応戦すべきである。

　撃退に成功したとしても、街や周辺に被害を受けてしまえば、直接的人的被害がなくとも、間接的な被害で生活の維持能力にダメージを受ける可能性が高いからである。中世的な食糧生産生活を送っているこのセルデシア世界において、生産拠点への被害は致命傷になりうるのだ。城壁というのは外敵から生活空間を守るための中世的知恵である。

　しかし、そうはいかない場合もある。

　相手の〈鋼尾翼竜〉は中堅クラスとはいえ飛竜、つまりドラゴンの一種なのだ。炎のブレスや前足によるかきむしり攻撃、魔法攻撃能力がないとはいえ、特化したその空中機動力は、本家のドラゴンにさえ勝るとも劣らない。

　レベル分布はかなり広範で、最低レベル四〇から九〇レベルに近い個体まで存在し、それは生息地域による。〈レッドストーン山地〉周辺に生息するものはその中でも比較的くみしやすい〈鋼尾翼竜〉であるはずだった。

「個体レベル確認、四二、四六、四三……五〇！」

　ミノリが望遠鏡を片目にあてたまま報告する。

　このレベルであれば、トウヤたちでも十分に打倒が可能であるというのが、アキバから〈レッドストーン山地〉へと向かってきた理由なのだ。

　しかしそれは一体から数体を相手にした場合の話であった。あるいは、たとえば自分たちは浅い洞窟に立てこもり、攻めてくる〈鋼尾翼竜〉を順序良く倒すのであれば、十体以上でさえ撃退することは十分に可能だとトウヤは考えている。

　しかし、空中を自由に飛び回る数十体の〈鋼尾翼竜〉へ抗しうる戦力はない。

「ミノリ、セララ姉ちゃん！　まずは街はずれに向かう！」

「はいっ！」

　しかし、この街の立地はいかにもまずかった。

　周囲は田園が広がる見晴らしの良い空間で、その中サフィールの街という守るべき対象がある。〈鋼尾翼竜〉は高速飛行を持ち味とするモンスターであり、その〈鋼尾翼竜〉とこの戦場の組み合わせは最悪に近い。

　チョウシの町のように亜人の集団に襲われるのとはまた違った、しかし、同じかそれを超えるくらいの始末の悪さがあった。亜人集団は、その数により防衛作戦を難しくする。亜人の軍はこちらの防衛部隊の数をこえる波状侵攻部隊を繰り出してくることによって、浸透してくる。

　一方〈鋼尾翼竜〉はそこまでの数はいないが、絶望するほどの空中機動能力を持っている。長射程攻撃を持たない防衛部隊は壁として役に立たないし、防衛部隊が崩れ、町の住民が逃げ出すことになった場合、追撃を受けて凄惨な事態になるだろう。

　飛行に長けた〈鋼尾翼竜〉にとって、逃げ惑う〈大地人〉の背中に鋼鉄の尾を振り下ろし、そのやわらかい肉を食べるのは、気の利いたレクリエーションであろう。

　この状況下では突出しての機動防御は難しい。敵のほうが機動力で勝っているからだ。もちろん、今のトウヤたちには機動力だけではなくあらゆる意味で戦力が不足している。トウヤたちがたとえレベル九〇であったところで、わずか五人、ひとつのパーティーでは街を守りきることは出来ない。




　空のかなたとはいえ、飛竜の群れが黒い霞かすみのように現れて、それが街に向かってくる。サフィールの街に起きた騒ぎは決して小さくはなかったが、パニックにまでは達しなかった。

　おびえた表情の〈大地人〉は出来る限りしっかりした建物に逃げ込んでいるようだった。高い音を立てて窓を閉める家々の間を、トウヤたち三人は走っていく。

　大地人たちが思ったよりは冷静に避難を進める理由がわかったのは、街はずれが見えるころだった。

　どこから集まったのか十人以上の〈オデュッセイア騎士団〉が出陣する場ところにでくわしたのだ。そろいのマントをつけた彼らは、熱病に浮かされたような表情で次々と川沿いの道を駆け出してゆく。その先にあるのは開墾された田園であり、明らかに〈鋼尾翼竜〉を迎え撃つつもりだ。

「どけ！」

　短い言葉ひとつで、トウヤたちの横をまた一群れの〈オデュッセイア騎士団〉が駆けていった。六人組の彼らは、後衛ふたりがあの奇妙な〈移動神殿〉をかつぎ、剣を抜き放ち血走った眼で戦場へとひた走る。

「トウヤ、前に出ないで」

「うん」

「わたしたち、あの乱戦に入っても役に立てない。ここで防御を担当しよう」

「わかった」

　ミノリの指示で、トウヤたちは大通りを一本はずれた貯水池のほうへと進路を向けた。周辺を監視するにせよ、合流するにせよ都合がよい地点だ。

「ミノリちゃん、五十鈴ちゃんは？」

「さっきルンデルハウスさんと連絡つきました。ふたりで装備をまとめてこちらへ移動中です」

「う、うん」

「まだ時間はありそうだ。焦んなくていいぜ」

　トウヤは視界の先に映る交戦を見つめながら、仲間たちに告げた。

　豆人形のように小さくしか見えないがそれは異様な戦いだった。

〈オデュッセイア騎士団〉は突撃し、狂ったように剣をふるい、〈鋼尾翼竜〉に抱き付くように巨大な雷の柱を召喚しては戦っていた。そして当然のように傷つき、血まみれになっていく。

　それは、言い様によっては数十人の騎士団による決死の突撃であり、街を守るための我が身を顧みぬ奮戦であった。

　しかし突撃の号令もなく血だまりの中にひた走っていく姿は、異様な迫力と、身の毛のよだつようなおぞましさをトウヤに感じさせた。

「トウヤ。トウヤ……」

　ミノリの震える声があった。

　トウヤの相棒は、直継からもらった望遠鏡で戦場の様子を観察している。その筒先へと目を凝らして、トウヤはミノリが何を見ているのか理解した。

〈オデュッセイア騎士団〉のレベルはほぼ九〇である。

〈鋼尾翼竜〉と比較すれば倍にも達するだろう。しかし〈鋼尾翼竜〉の数は〈オデュッセイア騎士団〉の数倍だ。〈オデュッセイア騎士団〉の〈守護戦士ガーデイアン〉や〈武士サムライ〉は周囲のバランスも考えずに、〈アンカーハウル〉などを使って〈鋼尾翼竜〉を引き寄せ続けている。そうでもしないと、飛竜たちが街へ向かってしまうかもしれないのだ。

　しかし無制限に敵を招きよせれば、モンスターより高いレベルを持っていたとしても持ちこたえることは難しい。現に彼らは倒れている。




　そして彼らは光になって散り、

　さして離れてもいない〈北風の移動神殿〉で蘇生するのだ。




　トウヤは我知らず、刀の柄にかけた汗まみれの手を何度も握りしめていた。ミノリの声が震えているのも当然だ。

　その虹色の光には見覚えがあった。モンスターが倒れたときに発生する光はすでに見慣れていたし、思い出したくないとはいえルンデルハウスを失って大神殿で取り返したことも、トウヤやミノリたちの経験にはある。

　眼前の光景は、それと同じか、少なくとも同種の光景であるはずだった。

　しかしそれは、悪夢的な手触りを持っていた。

　蘇生した〈オデュッセイア騎士団〉は何事もなかったように立ち上がると、嬉々として剣を携え、戦場へと戻っていく。その背中に、トウヤはあるはずもない狂笑を聞いたような気さえした。

　大神殿による蘇生というのはたやすいものではない。

　シロエの講義によれば、それ相応の経験値を失う行為である。蘇生した直後はＨＰだって十分ではない。いま蘇生して駆け出した〈暗殺者アサシン〉だってそうだ。体力が低下したままに駆け出して、地上すれすれにかすめようとした〈鋼尾翼竜〉にとびついた。その翼に大剣を叩きつけ、きりもみ状に落下していく。

　彼らは己の命を何とも思っていないのだろうか。

　勇敢な突撃という言葉が脳裏に浮かんだが、笑えない冗談のようにしかトウヤには思えなかった。

「……うん」

　震える声のミノリを、トウヤは励まそうとしたが、その返答は喉に絡んだようで、いつもの声にはならなかった。

　するどい電光がトウヤたちの網膜を焼いた。

〈妖術師ソーサラー〉の広範囲攻撃呪文〈ライトニング・ネビュラ〉だ。渦巻くような電撃が半径十メートル余りを巻き込んで電撃によるダメージを与える。ルンデルハウスが最近覚えたばかりの強力な攻撃魔法である。

　何度か試した結果、前衛がヘイトを維持するのが難しく、トウヤたちのパーティーでは「もう少し練習をして連携に組み込むまで実戦では控えよう」という結論になった魔法呪文だ。

　その〈ライトニング・ネビュラ〉が炸裂し、数体の〈鋼尾翼竜〉とほぼ同じ数の〈オデュッセイア騎士団〉を巻き込んだ。凄惨な光景に似つかわしくないような音を立てて虹色の泡がはじける。

　一呼吸二呼吸ほどの間をおいて、同じ色の輝きを放つ〈移動神殿〉が騎士を復活させた。低周波のような振動音を立てる〈移動神殿マジツク・アイテム〉はまるで呪われてでもいるかのようにトウヤの目には映った。




「なかなか面白いことを考えるもんだね」

「え……？」

「あれは、蘇生装置なんだね。大神殿同様、再生場所のガイドビーコンなわけだ。記憶には存在しないけれど、ずいぶん有用なアイテムだね。……だれかが発明でもしたのかな」

「ロエ２姉ちゃん」

　トウヤは隣に立つ女性を見上げた。

　白いコートマントをなびかせたロエ２の表情には余裕があって、それは頼りがいがあると言っても良いものなのだが、いまはどことなく異質にも見えた。

「顔色が悪いぞ、トウヤ少年」

「あれは、悪いもんだろ！　おかしいよ、あんなのっ！」

　トウヤは拳を振った。

　この気持ちをロエ２に伝えようとしたのだ。

「いや、おかしくはないだろう。この世界の法則に則のつとったシロモノだ。そうでなければ動作しない。あれがああして存在する以上、何らかの原理と機構を以て存在しているのだ。否定してもいいけれど、あれはなくなったりしないよ？」

「そうじゃなくてっ……」

　トウヤの言葉は届かないようだった。

　いや、おそらく伝わってはいる。

　会話として成立しているからだ。

　しかしそれは意味が伝わっているということであって、トウヤの焦燥や恐怖が共有されているということではなかった。

「それに見たところ、彼らは〈共感子エンパシオム〉の提供に前向きなようだ」

「え？」

「あれだけ死んでくれると採集効率が高い。〈採集者ジーニアス〉は助かっていると思うよ。いや……そもそも彼らの仕込みなのか？　それはそれで監査の必要があるけれど」

「なに言ってるんだよ！　死んじゃってるんだ、何とかしなきゃ！」

　焦るトウヤの手が押さえられた。

　振り返れば、後ろに立ったミノリが唇を嚙みしめて、トウヤを、いや、ロエ２を見つめていた。

　ミノリの瞳はらんらんと光り、彼女が何事かを真剣に考えていることがトウヤにはわかった。考えるということと決意するということはミノリの中では分かたれていない。トウヤの相棒はその点未分化なのだ。トウヤはその表情を見て一気に頭が冷えた。

　そんな目をしたミノリは、強い。トウヤが言うのもおかしな話だが、自分と双子だとは思えないほどに激しくて、まっすぐで、強くなる。

　でもその反面とても脆くもあるのだ。だからトウヤはミノリの手を握りしめた。




「その点が争点になっているのはわかるんだが、トウヤ、ミノリ。──彼らはそれを望んでいるように、わたしには見えるよ？」

　ロエ２は涼しげな瞳を戦場に向けたまま、歌うように続けた。

「彼らは死を望んでいるんだ。麻酔のような一時の走馬灯を。その代価として〈共感子〉を提供している」

「ロエ２さん……」

「わたしにはよくわからないけれどね。そもそも私には、君らがなんでこんな非効率的な社会を構築しているのかがわからないし。でもそれをいえば可知世界は常に不可知世界よりはるかに狭い。理解可能領域が針の先ほどなのだから、わからないことそのものに不思議はないわけだけど」

　彼方で続く激しい戦いを背景として、汗で湿った手のひらは、ミノリの動揺をトウヤに伝えてきた。いつの間にか前に進み出てセララを後ろに庇うようにロエ２と視線をあわせたミノリは、短くない逡巡ののち、はっきりとした質問をした。




「ロエ２さんは誰なのですか？　どこから来て、どこへ行くのですか？」

　気を飲まれたような一瞬の静寂にロエ２は瞳を丸くした。

　そして軽くコートを払うと、まるで初対面であるかのように胸を張り、トウヤたちと正対したのだ。




　　　 ▼７




　ロエ２との会話を遮るように、突如熱塊が出現した。

〈オデュッセイア騎士団〉の攻撃呪文〈火刑バーンドステイク〉だ。高温が空気の層を隔ててさえも圧力となって押し寄せ、その犠牲者たる〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉を空から叩き落とした。熱気に交じる石つぶてと塵芥にトウヤは左腕で目をかばう。横を確認すればミノリやロエ２、セララはほのかな障壁呪文の輝きに守られていた。トウヤはそれだけで満足して、鋭く右腕を一閃させる。

　武器を持たずに発動させた〈飯い綱づな斬ぎり〉は旋風となってトウヤの前方を切り裂いた。クリアになった視界には、一斉に退却してくる〈オデュッセイア騎士団〉と〈鋼尾翼竜〉の群れが映る。

「なにやってんだよ!?」

　叫びに近い言葉が思わず口に出る。

　街の被害を抑えるためには前進しての戦闘が必要なはずだ。〈オデュッセイア騎士団〉はそれがわかっているから街はずれから距離をとって戦っていたのではなかったか？　さっきまで戦局は互角のはずだった。〈オデュッセイア騎士団〉の不気味な自爆攻撃はあったものの、それを差し引いてさえ、九〇レベルの〈冒険者〉と、数だけは多い五〇レベル前後の〈鋼尾翼竜〉はかみ合っていた。消耗戦の様相を呈していたし、だからこそトウヤたちも手に汗は握りつつも、街を背にその戦いを見つめていたのだ。

　しかし、そんな均衡はミノリとロエ２の会話に気を取られた一瞬の間に脆くも崩れ去ったようだ。

　航空機ともヘリコプターとも違う、生物特有のうねるような風切り音を立てて〈鋼尾翼竜〉が低く滑空してきた。抜き打ちざまに〈兜割り〉で迎え撃ったトウヤだが、その硬い外皮に刃が滑るのを感じる。

〈オデュッセイア騎士団〉にとってははるかに格下かもしれないが、トウヤにとっては同格の、しかもパーティーランクモンスターだ。一撃で倒せる相手ではない。かといってヘイトを集めるには乱戦状態でありすぎた。

「逃げろお!!」

　トウヤが喉も張り裂けよと叫びをあげるその先で、廃ビルの基底部に鋼の飛竜は巨大な投げ斧のように突き刺さった。ビルそのものが衝撃に震え、まるで古木のように傾く。

　あの建築物の中に〈大地人〉が隠れていたのならば、犠牲者が出たに違いない。現に恐怖に目を見開いた〈大地人〉たちが周辺の建物からはじかれたように出てきた。このあたりはもはや安全ではないと察したのだ。崩れつつあるあのビルに誰かが隠れていたのかどうかはわからないが、この地区にはまだ〈大地人〉が残っているのだ。

「トウヤちゃん、あれですっ」

　セララの指さす先には黒い影があった。〈闇精霊の従僕〉だ。いま、この戦闘のさなかになぜ彼らがここにいるのかトウヤにはまるでわらなかったが、重要なのはそこではなかった。〈闇精霊の従僕〉数体が抱え上げ、地面にたたきつけているそれは〈北風ボレアスの移動神殿〉だということだ。

　彼らが〈オデュッセイア騎士団〉の戦線を崩壊させたのは明らかだった。しかしその一方で、〈闇精霊の従僕〉は〈鋼尾翼竜〉へも襲い掛かっている。知性を感じさせる動きであるくせに、その行動は戦場に混沌を塗り拡げる意志に満ちていた。

「っ！　出るっ」

「あ、トウヤちゃん？　あ、わわっ。わたしも出ますっ！　ウルフちゃんっ！」

　駆けだしたトウヤは一気に加速する。

〈一騎駆け〉は〈武士トウヤ〉の移動速度を短時間ながら大幅に上昇させる特技だ。普段であれば後衛の補助呪文を考えて加減して使う特技である。〈電光石火〉と組み合わせれば仲間をはるか後方に置き去りにすることすら可能なのだ。しかしトウヤはその躊ちゆう躇ちよもかなぐり捨てて〈闇精霊の従僕〉へと突き進んだ。

　視界が狭くなるような集中のなか、風切り音を置き去りに〈浮舟渡り〉。攻撃技を教えてくれないソウジロウはしつこいくらいに歩法だけを仕込んでくれた。その歩法で身体を沈め、直継仕込みの心構えを思い出す。敵の配置を見きって、その中心部に己の置き所を占領するのだ。

　わずかな隙間に身体をねじ込む。地面を舐めるよう疾走はしり、一気に刀を解き放った。つむじ風のように〈旋風斬り〉をふるい、〈闇精霊の従僕〉を弾き飛ばす。

「トウヤちゃんっ」

　悲鳴のような声でトウヤを追いかけてきたセララは、息切れしながらも〈脈動回復ハートビート〉をトウヤにかけた。擦り傷が薄れていく中で、トウヤは燃えるような瞳で〈闇精霊の従僕〉を睨みつける。

　足下の〈移動神殿〉はもはや使用出来ないだろう。

　低いうなりのような音とともに、時に弾けるように電光をほとばしらせている。破壊された部分から魔力マナが漏れ出しているのがはっきりとわかった。

　トウヤが見ただけでも〈オデュッセイア騎士団〉は〈移動神殿〉を三つか四つ守っていたはずだ。だから、このひとつが壊れたからと言ってすぐさま全滅するということはないだろうし、恐らくは予備もあるだろう。

　しかし、そうだとしてもこの〈移動神殿〉が騎士団の急所であることは疑いようがない。〈闇精霊の従僕〉はトウヤの視線をうかがうように、じりじりと後ずさる。その動きは奇妙に人間臭く、不気味だった。トウヤはそこに悪意を見た。戦場を乱して混沌こんとんを拡大させてやろうという、陰湿な意志だ。

　しかしその〈闇精霊の従僕〉も横合いから殴りつけるような巨大な一撃で粉砕された。二メートルを超える工具めいた印象の打撃武器モールはろくに狙いもつけないまま、集団を粉砕したのだ。その持ち主の〈冒険者〉は鎧の隙間からタールのような赤い血をこぼし、ゆらゆらと揺れていた。

　騎士鎧をつけたその〈冒険者〉は〈オデュッセイア騎士団〉の中でも主要な位置を占めているのだろう。眼前で見た九〇レベル級の破壊にトウヤは生唾を飲み込んだ。わかってはいたが、それはでたらめな威力を持っている。円形に陥没した大地は、人間というよりも建築機械のもつような衝撃を表していた。

　トウヤが畏怖と警戒を込めて見つめる騎士は、しかしトウヤのことを無視するどころか気づいてさえいないようだった。ゆらりと不確かな足下で身体を大通りに向けると、大だい音おん声じようを張り上げる。




「これより戦場を市街地に移す!!」

　恐ろしい声に背後でセララが息をのむのがわかった。

「〈闇精霊の従僕〉が出た！　すべて殺しつくせ！〈鋼尾翼竜〉は地上行動をさせればただの的だ。ビルに誘い込んで殺せ！　すべてだ、一匹も逃すな、殺せ、殺せ、そして死ね！」

　声にならない応答が騎士団にひろがる。

　その傲慢にとうとうトウヤの何かがはじけた。

　ボクスルトの峠を越えてからため込んできたぐらぐらと煮え立つ感情が堰せきを切ったようにあふれだして、トウヤ自身にも押しとどめられないような勢いで逆巻いたのだ。

「トウヤちゃん!?」

　騎士鎧を殴りつけた拳がびりびりと痺れた。

　構わずにもう一度殴りつけた。

　金属製の重装甲かつ冑ちゆうは、予想通りダンプカーでも殴りつけたようだった。相手は気が付いているかどうかも怪しい。

「おい！」

　しかしトウヤは拳を叩きつけながら怒鳴りつけてやった。見上げるような相手の偉容の前で自分の手足が割り箸のように細いことを自覚しながらも、トウヤは止まらなかった。

「おいっ！」

　感情的になってひび割れた声が自分でも制御出来なかった。重ねるように叩きつける拳が割れて血を流し、それが〈脈動回復〉の踊るような輝きで癒される。

「おいっ!!」

　三度目の叫びで、〈冒険者〉はやっと気が付いたようにわずかに身じろぎをした。兜ヘルムに包まれた視線はわからなかったが、トウヤはそれを感じた。

「どうしてだ。なんでそんなことするんだよ!?　なんで……みんなを、なんでそんななんだよ！〈闇精霊の従僕〉も、〈鋼尾翼竜〉も、〈オデュッセイア騎士団〉もっ!!」

　あまりにも強い感情が胸の中にはじけて言葉にならなかった。

　その苦しさに、トウヤは武器を持たぬ左手で、自らの胸のあたりをぎゅっと握った。それは車いすの上で何度も何度も繰り返した仕草だ。しかし、地面を見つめていたかつてとは違う。トウヤはその痛みを一瞥さえしないで、顔を上げて騎士をにらみつけた。

「なんでそんなに勝手するんだよ！　ここには、みんなが住んでいるのに」

「俺たちは住んでない」

　にべもない返事だった。

　その言葉に頭がおかしくなりそうなほどの怒りを覚えた。

「そうじゃない。なんで、そんな……もっとほかに、あるだろっ？　もっと他に戦い方が、もっとちゃんとした戦い方がっ」

「子供が口出しをするな」

「なんで、そんな、自殺するようなことをするんだよっ。兄ちゃんたちならもっとちゃんと……っ」

　結局は、そういうことだった。

　トウヤが感じていたのは理不尽だ。

　この人たちはもっと他の戦い方が出来るはずなのだ。他のやり方が。

〈オデュッセイア騎士団〉は九〇レベルで大人だ。大人であるのなら、もっとましなことが出来るはずではないか？　子供でしかないトウヤが歯嚙みするしかない地獄の中だって、彼らなら何かが出来るはずなのだ。

　家族に迷惑をかけないようにおとなしくしているしかなかった。心配をかけないようにおどけた態度を身に付けた。いつでも、いつだって。〈ハーメルン〉に捕えられたのだってあたりまえだ。大人に迷惑をかけないように言うことに従っていたのだから、自分から騙されに行ったようなものなのだ。それもこれもトウヤが子供だから悪いのだ。子供で、弱いから、願いが指の間をすり抜けてゆく。いや、願いを持つことすらも許されない。

　ずっと押さえつけてきた理不尽に対する怒りが吹き上がった。トウヤは子供である自分を長い間呪ってきた。大人であれば、自分の人生を決められるのに。

　子供扱いはごめんだった。それを許すわけにはいかない。

　ダリエラの白い指先を痛みと共に思い出した。

　トウヤの額から前髪を搔きあげる柔らかい感触を。

　この騎士団の男に叩きつけた拳は過去から続くそれなのだ。トウヤは確かに子供だ。だが、トウヤを「子供」と呼んだこの〈冒険者〉は、ならばそれ以外を見せてくれるべきではないか。ちゃんとした大人であるのならば、トウヤには出せない答えを見せるべきだった。

　そうでなければ、トウヤの胸は潰れてしまう。

「お前には、関係ない」

「そうじゃなくてっ！」

　胸の中の憤りに任せて叩きつけた拳を鋼鉄の籠手こてで受け止めた男は、それをぎりぎりと締め付けた。一歩も引かないトウヤに、男は少し前傾姿勢になり呪じゆ詛そのような声で語りかけてくる。
















「自殺じゃない。この世界では死なないんだ。だから自殺なんてものは存在しない。俺たちは、帰りたいんだよ。──家に帰るんだ。死ぬと、家族が見えるんだ。知っているか？　死ぬと元の世界が少しだけ見える。あっちの世界の夢を見られる。きっとあそこは繫がっているんだ」

　それは夜中の管理病棟から吹き付けるような声だった。

　長期入院患者ばかりがあつめられた、めったに見舞客の来ない病棟の、深夜の薄青い明かりを思わせるような、どこにも行き場のない声だった。

　憤怒に燃えていたトウヤは、その声に冷水を浴びせられたかのような恐怖を覚えた。

「俺はさ、夏になったら結婚する予定だったんだ。結婚したらこんなゲームやめる予定だったんだよ。マンションの展示会だって行ったんだ。嫁が出来るんだよ。こんな子供騙しを続けるわけにはいかない。あっちに帰るんだよ」

　男はトウヤの顔を覗き込むように兜の角度を合わせてきた。

　しかし、トウヤは男の視線が自分を見つめているようでいて、何も見ていないことを感じた。眼前の騎士は、もう、この世界を見ていない。

「次の家賃更新の時期に合わせて引っ越すんだよ。面倒くさい女でさ、実家を出たくて毎日文句を言ってるからさ。早いところ一緒になってこっちに引き取ってやらないと。メンタル弱いから俺が面倒見てやらなきゃダメなんだよ。あっちにさ、わかるだろ。お前だってこんな茶番は嫌だろ？」

　帰りたくないと言えば噓になる。

　我慢をしていないわけじゃない。

　でも、トウヤは知っていた。「言ってはいけない言葉」というのはあるのだ。トウヤは子供かもしれないが男だ。男が飲み込まなければならない言葉はある。かつてのそれは「サッカーがしたい」だった。トウヤは飲み込むことに慣れていた。みんなが笑ってくれるほうが、ずっと良い。

　なんでそれがこの男にはわからないのか？

　激情がこぼれ出してトウヤは泣いていた。

「世界はいつだって本物なんだ。大切に生きてる人がたくさんいるじゃんかっ」

　トウヤは吠えた。

　それしか言えない自分に絶望しながら吐き出した。

「ふざけたことを言うな。こんな世界が本物であるはずがない。死んでも死なないなんて、そんなリアルがあるもんか。死んだら死ななきゃダメだろおっ。死んだら静かにならなきゃ、そんなのゲームだろ。お前たちみたいなのが死なないから、〈冒険者〉とか煽おだてられていつまでも生きてるから、みんなが死なないから、俺たちはこの世界から出られないんだよっ」

「そんなことない。兄ちゃんたちがどう思ってるかわからないけど、この世界は──」




　言いたいことがあった。

　騎士の青年は間違っている。

　死ぬとか死なないとか、それがそんなに大事なことかよ、と叫びたかった。

　だいたい兄ちゃんは、元の世界で死んだことがあるのかよ、と尋ねたかった。死んだことなんてあるわけがない。死んでいたら〈エルダー・テイル〉なんてやっていないはずだ。死ぬのがリアルで、死なないからゲームだなんて、だれが決めたんだと怒鳴りたかった。

　トウヤは冗談みたいに撥ね飛ばされて、アスファルトがまるで大根おろしみたいに自分を削っていったことを覚えている。足の骨の白さを自分の目で確認し、それどころか挟みこまれた腰が奇妙な角度になっているのも見た。

　トウヤは死を見たことがある。それはお終いということだ。救命治療室の隣のベッドで、トウヤを交通事故に巻き込んだ運転手は命を落とした。トウヤは長くて苦しいリハビリの末に、車いすで暮らせる程度には回復したが、運転手は事故の夜を越すことが出来なかった。

　トウヤの入院した大学病院は半ば冥界のような場所だった。

　痛みどめで朦朧もうろうとした視界の中で、深夜の病棟は墓場の底のようにひっそりとしていた。毎日のように誰かがいなくなり、ものも言えない患者が運ばれてきた。職業的な優しさを持つ看護婦たちは皆一様に口数が少なかった。トウヤの主治医は沈痛な表情が張り付いたように固まった人物だった。トウヤの知る限り病院は異世界の入り口で、そこに住む人間は死者と生者の中間のような存在だった。

　だからトウヤには死がわかる。

　トウヤはしばらくの間、生者ではなかったからだ。

　だから言いたかった。そんな解決方法は間違っている。

　そんなに死のある元の世界に戻りたいのならば、死を真面目に考えているのならば、なおさら自殺みたいなことはするべきではない。〈大地人〉のみんなが死ぬかもしれないような戦闘なんて、出来るはずもない。そう叫びたかった。




　しかしトウヤはそんな気持ちを一言も口にすることが出来なかった。

　兜から覗いた青年の瞳は濁っていて、見覚えがあった。二度と歩けないと言われたトウヤと同じ色をしていた。それは生者の瞳ではなかったのだ。

「文句があるなら、運営に報告しろよ。俺が悪けりゃＢＡＮされる。そうでないなら、お前も死ね」

　突き飛ばされたトウヤは瓦が礫れきの中から世界を見上げた。

　周囲の闘いは刻一刻と激しさを増し、死の世界が広がりつつあった。




　　　 ▼８




　その死の世界は同時期樹海でも展開されていた。

「カズ彦っち」

「久しいな、班長」

　着き込こみ襦じゆ袢ばんに襠まち高だか袴ばかま、陣じん羽ば織おりをまとった浪士風の青年、カズ彦はにゃん太の記憶よりもずっと大人びて見えた。しかめられた眉の間のしわは、カズ彦の苦悩をはっきりと映している。

　むかしから責任感はある青年だった。

〈茶会テイーパーテイー〉の攻撃指揮を務めていたのがこのカズ彦なのだ。

「そこをどくにゃ、カズ彦っち！　正さねばならないことがあるにゃ」

「いいや退くわけにはいかねえ」

　カズ彦は一歩を踏み出したにゃん太の足下に鋭い斬撃でもって亀裂を入れる。

　にゃん太は止まらなかった。かつては共に過ごしたカズ彦の変わり果てた姿に、その眼を炯けい炯けいと光らせて詰め寄った。カズ彦はそのにゃん太を同じほど強い瞳で睨み返した。

「こんなことにかかわっているのにゃ？」

「渡世の義理さ」

　吐き捨てるようにいったカズ彦は、にゃん太の知っているかつての同志でありながら、別の男でもあった。断固たる意志を覗かせる瞳は、同時に暗く淀んだ色をしていた。それは割り切れない思いのままに突き進み、いくつもの傷を抱えてしまった男の姿だった。

　にゃん太はシロエからカズ彦の現状のおおよそは聞いていた。

〈Plant hwyaden〉において内側からの健全化を担っているのだとシロエは言っていた。しかし、カズ彦の瞳は、とてもではないが「健全化」などと呼べるような色をしていなかった。強い憤りと悲しみを飲み込んで、泡ひとつ浮かばない底なし沼のような、それでいて鋼にも似た硬質な意志を放っていた。

「だるいんだよ〈冒険者あんたら〉は。いつだって優しい限りだ。〈赤き夜〉作戦はすでにして成っている!!　だから〈冒険者あんたら〉はこの世界の主役になれないのさ──。さあ眠りなよっ！　どうせ死なないんだろ!?」

　しかしそんなにゃん太とカズ彦の邂逅かいこうはミズファにとってはただ時間の浪費であるだけであったようだ。カズ彦にとどめられていながら、身体ごと巻き込むような剣戟を仕掛けてくる。
















　ミズファの曲刀をはじきながら、にゃん太はカズ彦から引きはがされる。

　かつての仲間の真意を問いただしたいこの時に、この女将軍はどこまでもまとわりついてきた。

「あんただったら〈死霊が原ハデスズ・プレイス〉も〈九大監獄ヘイロース・プリズン〉も駆け抜けられるんだろうねえ」

「駆け抜けてきたにゃ」

　懐かしい〈放蕩者の茶会テイーパーテイー〉の日々でそれは過ぎた夏の午後のような記憶だった。記憶の中のそれはただただ輝かしくきらめいている。だが、にゃん太たちにとっての冒険の日々も、ミズファにとっては違うものなのだ。赤に彩られた美しい唇を、屈辱と瞋しん恚いに歪めて彼女は笑う。

「ああ、そうだろうとも、あんたの剣、長靴、手袋にいたるまで。したたるほどの魔法の力を感じるよ！　五体に満ちる魂魄こんぱくの力と共にね！　あたし等は、そういうのないからねえ」

　その笑みの意味をにゃん太は理解出来なかった。

　にゃん太もまた、アキバの街の住民であり、〈大地人〉のもつ強したたかな悪意に対しては、子どものように無垢だったのだ。それを次の瞬間、思い知らされることになる。

　きらめくような剣舞だった。

　ミズファという〈大地人〉離れした戦士と、ふたつの細剣ツインレイピアをあやつる〈冒険者〉のなかでも最速の誉れ高い〈盗剣士スワツシユバツクラー〉であるにゃん太。

　その攻防はどちらにも浅い傷を刻みつつ、しかし致命的な破たんを見せぬままに三合、四合と続いた。見方によればそれは一対の息の合った番であるかのようですらあった。

　しかしその終端は唐突に訪れる。

「〈冒険者あんたたち〉は強いね。ああ、強い。強い。でもだめさ。──あんたらの優しさはあんたらを殺す。助けたいその気持ちが〈大地人〉を殺すのさ！　さあ、どうするんだい!?」

　ミズファはにゃん太の剣の先に、白い喉をさらけ出したのだ。

　にゃん太の剣は止まらない。高速の攻防はにゃん太からそんな余裕を奪っていた。ミズファの瞳には愉悦が浮かんでいた。殺せるわけはないし、仮に自らが死ぬことがあっても、その死をもって敵にやん太を殺すことが出来る。肉体ではなく、にゃん太の精神を道づれに死ぬことが出来る、という邪悪で奇妙な信頼があった。

　それを理解した瞬間にゃん太の背中を怖気が駆け上った。

　この世界には死が充満している。

　死を呼吸して生きる生物がいる。その恐怖ににゃん太は囚われた。

　ミズファの喉をにゃん太が貫くその寸前に、その剣を摑んだのは数多のレイドを駆け抜けた盟友、カズ彦だった。

「ミズファ。もう終わりだ」

　なれなれしく前に出るミズファを、カズ彦は広げた左手で制した。

　視線だけをにゃん太に向けたまま口を引き結んで、何かを訴えかけている。

「何をふざけたことをっ！　カズ彦、あんたはただのお目付け役だ！　十席のおきてを忘れたのかい？」

「濡ぬれ羽はからの命令さ。たったいま〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉への最上級命令が下った。撤退だ。作戦は中断する」

「カズ彦っち……」

　にゃん太のかつての仲間の声は冷たい泥のようだった。

　声色こわいろだけでも〈Plant hwyaden〉という組織を、にゃん太は許したくない。

　しかしその〈Plant hwyaden〉を指導している一人がカズ彦でありインティクスであり、つまりはにゃん太の昔の仲間なのだ。

　何があったのか。

　たった今触れた目の前の〈大地人〉軍人の中の闇への嫌悪感と、失いかけているかつての仲間への心配が拮抗きつこうした。

　にゃん太は忸じく怩じたる思いと苛立ちをかみしめる。

「〈Plant hwyaden〉は何を考えてるにゃ、カズ彦っちは何を──」

「ご託はいいんだよッ」

　一歩踏み出しかけたミズファ、そしてにゃん太に向かいカズ彦は抜き打ちざまに一刀を放った。白々と冴えるその刀の衝撃は大地を割るほどに深く、おそらく〈エクスターミネイション〉と呼ばれる暗殺者の一撃ではあるのだろうが、その威力はにゃん太から見ても逸脱していた。

〈冒険者〉の域をはみ出ていたのだ。

「これがまだましだろうよ」

「……」

　声を出すことが出来ないにゃん太に、カズ彦は重く響く納刀の音を残すと、広い背中を向けた。それはかつて仲間だった〈放蕩者の茶会〉にもおとずれた、この世界を覆う暗雲のようににゃん太には感じられた。

「班長が〈大地人〉を殺さずに済む。それに」

「それに……」

　カズ彦は小さく笑った。それは戦場にあっては胸を突くような普通の笑顔だった。かつての友の笑顔は、往時そのままの苦笑するようなそれだった。

　にゃん太は刀よりその笑顔に足を止められた。

　手渡された答えのない謎かけのような笑みを受け止めて、にゃん太はいつまでもその森の中に立ち尽くしていた。彫像のようなその姿は、あたりから人の気配がなくなっても動くことはなかった。

　日が暮れても、あたりが闇に沈んでも、にゃん太は抜身の剣を納めもせずに身動き一つできなかった。やがて上った月も、彼を動かすことは出来なかった。





































　　　 ▼１




「ミス・五十鈴いすず、ミス・五十鈴」

　パーティー念話では連絡しておいたから起きているのは確認済みだが、だからといって女性レデイの居室に踏み込むわけにもいかず、ルンデルハウスは女子部屋のドアへ呼びかけた。

　街の付近に〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉が現れたとの報を受けたのだ。

　トウヤやミノリ、セララはすでに街の防衛の一助となるべく、貯水池のほうへと向かっているという。駆けつけようとしたルンデルハウスは、五十鈴との合流を指示されたのだ。モンスターが街なかに侵攻したわけではないとはいえ、この状況下では何が起きるかわからない。いったん五十鈴と合流したうえで、ふたりでトウヤたちのグループにさらに合流するのが正しい判断だろう。そんな指揮を誤るような少女ではない。ルンデルハウスは、ミノリのことをそう評価していた。

　数瞬をおき、もう一度ノックをしようと拳を上げた先で、安そうな木製のドアは開き、部屋の中を見せた。

　瘦身の少女五十鈴は装備を身に着けてこくりと頷いたが、ルンデルハウスは言葉を失う。

　五十鈴の顔はひどかった。

　瞼まぶたは腫れぼったかったし、鼻はこすりすぎたのか赤かった。

　夜の裏庭で彼女のそばを離れたとき、彼女は真珠のような涙をこぼしていた。そのあとも泣いたのだろう。優しい五十鈴は自分を責めるかもしれないとルンデルハウスは思ったし、そばについていてやるべきだと考えもした。しかしそれはおそらく僭越せんえつなのだと思いなおし、そっとそばを離れたのだ。それから、まだ十五時間ほどしか過ぎてはいない。ルンデルハウスも部屋の中で夜明けを待ってまんじりともせずに過ごしたのだ。

　だからそんな五十鈴の泣きはらした顔は予想していなかったわけではない。なのにルンデルハウスは胸が詰まったように言葉を失ってしまった。とてもひどいことをしたような気分がした。五十鈴を泣かせたのはルンデルハウスだし、その涙をぬぐうべきときにそばを離れたのもルンデルハウスなのである。

　間違った決断だとは思っていなかったけれど、それで痛みがなくなるはずもなかった。ましてや、五十鈴の悲嘆は自分に数倍するのだから。

「ルディ」

「お、おう。ミス・五十鈴」

「バカみたいな顔してないの」

「バカとは何だ。バカとは！」

「んっ」

　五十鈴は口をへの字にしたまま、ルディの肩を押して回れ右をさせると、そのままぐいぐいと宿屋の廊下を進んだ。

「ほら、行くよ。ミノリたち、待ってるよ！」

「それはわかったから。自分で歩く」

「ちゃんとしなさい、ルディ」

　ちゃんとしていないのはキミではないか。

　ひどい顔をしているぞ。

　ほら、これで顔をふきたまえ。

　それらの言葉をルンデルハウスは飲み込んだ。

　そんなことを言ったら〈フロストスピア〉よりも強力な五十鈴の拳骨を食らうというのは理由のうちのほんのちょっぴりにすぎない。そんなセリフを言って五十鈴の涙をぬぐう自分を想像して、不思議と胸が痛んだからだ。

　足早に宿から出たふたりはすばやく左右を確認すると、連絡の通り、街の北西部へと急いだ。通りに人影はない。街の人々は、家に隠れているようだった。その証拠に、細く開けられた鎧よろい戸どや、ドアの隙間から、こちらの様子をうかがう人影がある。

　ルンデルハウスにはその気持ちがよくわかった。

　ナインテイルを出る前の自分と同じだからだ。災難に立ち向かう力が自分にないとはわかっていても、覗き見ることをやめられないのだ。家にこもって耳目をふさいでいるのは、それはそれでいやな想像ばかりが膨れ上がり耐え難いせいだ。

　五十鈴はルンデルハウスに声もかけずに、小走りに移動を始めた。

　不機嫌そうな態度にルンデルハウスはほっとした。

　五十鈴が昨夜の消沈から立ち直ったのがわかったからだ。それに、見かけほど怒ってもいないのだと、ルンデルハウスにはなぜか伝わった。〈冒険者〉特有の魔法的な伝心能力だろうか。ルンデルハウスは時に五十鈴の気持ちがありのままにわかることがある。

　いまの五十鈴は怒っているように見えるが、その実あまり怒っていない。困っているか、慌てているか、ふてくされているか、照れくさいのか、大体そんな気持ちだろう。経験上、こういう時の五十鈴に「鼻が赤い」とか「顔を洗ってくるとよい」といった実利的アドバイスをすると、拳骨を食らうことはわかっている。

　ここが注意すべきポイントである。

　驚くべきことに、五十鈴は怒っていないときでも拳骨を落とすのだ！

　むしろ怒っていないときのほうが手が早いほどである。

　気持ちが多少わかるようになったとはいえ、だからといって回避能力が上がるわけでもない（〈妖術師サモナー〉の防御能力は〈吟遊詩人バード〉以下なのだ）。そもそもその気持ちだってたいていのときはさっぱりである。それは〈冒険者〉か否かにかかわらず、性別の違いによるものと諦めているルンデルハウスだった。

　ともあれ、小走りの五十鈴を追いかけてルンデルハウスは街を駆けた。

　ちりちりと灼けるような泡立つような緊張感が漂っている。

　それは戦の空気だった。

「ルディ」

「なんだい、ミス・五十鈴」

「なんだか、ぞわぞわするね」

　それは同意すべき意見だ。

　ミノリからの連絡によれば、敵は〈鋼尾翼竜〉である。強力で数は多いものの、街はずれでは〈オデュッセイア騎士団〉の突撃が行なわれ、現在その結果はまだ出ていないとのことであった。どちらが勝利するのかはまだわからないが、どちらにせよ、その結論が出るのにはいましばらくの時間がかかるはずである。

　いや、結論がどう出るにせよ、街の中心部に近いこの地区にその影響が出てくるのはまだ先のはずだ。この泡立つような緊張は大げさであるかのように思える。

　ルンデルハウスは遠くで響く剣戟けんげきを探るために集中した。

　ルンデルハウスのすぐ隣では、五十鈴が生真面目な表情で耳を澄ませている。貝殻のように可愛らしいその耳は、ルンデルハウスよりもずっと高性能で戦場の様子を探ることが出来るのだ。

「どうだい？」

「平気っぽい。少なくとも近くにはいない」

「そうか」

「いこ！　ルディ」

「あ。ミス・五十鈴」

　ルンデルハウスはつい反射的に呼び止めてしまった。

　怪け訝げんそうに振り返った五十鈴にかける言葉を探すが、うまくいかなかった。果たして何を言えばいいのかと五十鈴の顔をじっと見つめながら考えてみるのだが、とっさのことなのでうまくいかない。見つめれば見つめるほど、五十鈴が少しずつ不機嫌になっていく気がするばかりだ。

「あのー？」

「うむ。ミス・五十鈴」

　ルンデルハウスは胸を張った。ここはひとりの男子として、戦場の空気に動揺する少女の不安を拭い去らなければならないだろう。

「突然のモンスター来襲に不安を覚えるのはわかる、ミス・五十鈴。しかし、このルンデルハウス＝コード、〈冒険者〉がいる限り大丈夫だ！　サフィールの街も、ミス・五十鈴も、ミス・ミノリやミス・セララも、きっとボクの〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉が守ってみせるさ！　そもそも僕たちは百戦錬磨のパーティーだ！　こんな苦難なんてスイートな試練にすぎない。だから安心してくれ、ミス・五十鈴!!」

　殴られてしまった。

　ふざけてなどいないのに。

　しかしその一撃でルンデルハウスの心にあるもやもやは完全に吹き飛んだ。

　視界がクリアになり、今まで曇っていたものまでくっきり鮮やかに見えるようになった。おそらく五十鈴が抱えていた不安を拭い去ることに成功したのだろう。そして同時に、ルンデルハウスが抱えていた陰鬱な気持ちもなくなった。何を抱えていたのか、何に躊躇していたのかはよくわからないが、心が軽くなったことが事実のすべてである。

　ルンデルハウスは我知らず、その心の軽やかさこそが〈冒険者〉の資質だと思っていた。チョウシの町で手に入れた宝がそれだからだ。

　あのころルンデルハウスは〈冒険者〉にはその強さの秘密があると思っていた。〈大地人〉に比べて何倍もの戦闘能力を持つ〈冒険者〉は、〈冒険者〉だけの何か秘密の呪法や道具があり、その戦闘能力を育てているのだと考えていたのだ。五十鈴たちには言えないけれど、夏季合宿に参加を決意したころのルンデルハウスは、その秘法を〈冒険者〉から盗み出すつもりでさえあった。

　しかしそれは誤解だった。

〈冒険者〉にそんな秘密は存在しない。

　彼らが強いのはそういう生き物であるからであって、それは秘密や修練であるというよりは、むしろ呪いに属するものであるようだった。彼らは故郷に帰れないという悲劇と引き替えに、現在の戦闘能力を手に入れたのだ。それは祝福とはいえずやはり呪いだろうとルンデルハウスは思う。

　一方で、〈冒険者〉は気高き人々でもあった。

　ルンデルハウスにしてくれたように、彼らは苦難に喘あえぐ民を見捨てることがない。それがルンデルハウスがあこがれた〈冒険者〉の姿なのだ。

　あのチョウシの町の決戦において、〈魔狂狼〉にしがみつき、その口腔に籠手こてを突き入れたルンデルハウスの心は軽やかだった。

　恐怖も後悔もなく、ただただ仲間と使命だけがあった。

　救ってくれたシロエその人も、ルンデルハウスはすでに〈冒険者〉だったのだと言ってくれた。あのときルンデルハウスの心はすでにして〈冒険者〉だった。

　魂が〈冒険者〉だったから、シロエがやってきてくれたのだと、ルンデルハウスは思っている。

　あのときと同じように心が軽くなったのだ。

　五十鈴がルンデルハウスの額に当てた拳は少しも痛くなかった。

　こつんと当てられたそれはルンデルハウスがいまだに修得せぬ〈冒険者〉の伝心方法であるようだ。鼓動のたびに生まれる熱い塊が胸の内を駆け回り、全身に活気をもたらすのがはっきりとわかった。

「ミス・五十鈴！」

「もう、なに？」

　口をとがらせて振り返る五十鈴に、ルンデルハウスは杖を一振りした。不可視のマナが風の諸力を実体化して、輝く青の力りき場ばを結成する。その力場はふたりを地上から十センチほど浮き上がらせた

「わわっ。な、なにこれ!?」

「〈雲雀の靴フライ〉の呪文だ。ボクの力量では空を駆けるとはいかないが、悪路を無視して移動速度を上げてくれる」

「おっと。えっとこれは……。足が速いってことかな？」

　つま先で透明な足場を確かめるようにステップした五十鈴はにっこり笑った。まだまぶたに腫れぼったさは残っていたが、それは雨上がりの虹のような笑顔だった。

　これならば、街のはずれだって、戦場だって、どこまでだって行けるだろう。駆け出したふたりはさっきまでに数倍する速度と滑らかさで進んでいく。

　ルンデルハウスは魔術の選択に深い満足を覚えた。

　莫大ばくだいな研鑽けんさんと膨大な才能を必要とする呪文だ。今のルンデルハウスでは、残念ながらその可能性のすべてを発揮させることはかなわない。自分と五十鈴を少しだけ浮遊させて戦場へ届けるのが精いっぱいだ。しかしその報酬が五十鈴の笑顔であるのならば、悪くない。

「いいね、ルディ」

「もちろんだとも。ミス・五十鈴。ぼくは天才〈妖術師ソーサラー〉だからな！」

「調子に乗らないの！」

　軽口をたたきながらも滑るように進むふたりに金属的な響きを立てて雄お叫たけびが降り注いだ。〈鋼尾翼竜〉だ。まだ街を抜ける前だというのに、矢を受けて傷ついた〈鋼尾翼竜〉が廃ビルの壁面を削るように落下してくる。その雄叫びで、ルンデルハウスははっきりとわかった。

　今まで感じてきた泡立つような緊張感は、街の人々のものなのだ。ルンデルハウスのものではない。逃げ出す先のない住民たちの焦慮や恐怖がふたりにまとわりついていたのだ。それを視線としてルンデルハウスは感じていた。




　しかしだからと言ってそれはもはやなんの足枷あしかせにもならなかった。

　一足先に宙を駆けた少女がいた。

　その茶色のしっぽのようなおさげに負けないように、ルンデルハウスも思いっきり跳躍した。手元で実体化させた火炎球から魔法のエネルギーを圧縮して一気に射出する。〈フレア・アロー〉は五十鈴の槍先と一緒に、手負いの〈鋼尾翼竜〉を貫いた。

　ルンデルハウスと五十鈴は、恐れげもなくサフィール防衛へと参戦していった。




　　　 ▼２




「わたしも出ますっ！　ウルフちゃんっ！」

　前線で吹き飛ばされたトウヤを心配して駆け出したセララのほうを一瞥もせず、ミノリはロロエエ２ツーを見上げていた。トウヤとセララには本来であれば自分の援護が必要かもしれない。しかしミノリはこの場に立ち止まることを選んだ。

　ロエ２との会話は重要で、おそらく今をおいて他に機会がないということを直感したからだ。




　にわかに視界が精度を増して、ミノリの耳元に予感がざわざわとささやきを続けた。それはチョウシの町で〈緑小鬼ゴブリン〉の防衛に駆け出したときと同じおののきだった。あるいは〈生産者ギルド連絡会〉でシロエの援護をすると決めたときの感覚だった。

　いま何かがミノリの上に訪れて選択肢を提示した。ミノリは息をつめて心の中で大きな跳躍を選ぶ。間違えているかもしれないし後悔するかもしれない。しかし、選ばなければらない。目を見開いてだ。自分がなにも出来ないと思うその思い込みこそが、自分を縛る鎖なのだ。ミノリはそれをかつて〈ハーメルン〉で学んだ。高い授業料だったと思う。だから決して忘れない。

　トウヤが戦場へ向かって駆け出したのだ。同じ戦場ではないかもしれないが、ミノリが戦場に立たないということはあり得ない。

　そしてミノリが最も重要だと直感した相手が今ミノリを興味深げに見つめている。

「いいのかい？　ミノリはあっちに向かわなくて」

　ミノリは唾液を飲み込んで、こくりと頷いた。

「そうか。その質問は、二回目だね」

　再び頷くミノリをロエ２が見つめた。

　丸い眼鏡の奥の瞳は理知的で、その光彩に自分が映るのをミノリは知った。ロエ２がシロエに似ていると思ったのはその瞳のせいかもしれなかった。瞳の色と眉の形が、シロエによく似ていた。そしてその思慮深い表情が、瞳の形以上にミノリの先生を思い出させた。

「……」

「……」

　ふたりは言葉もなく見つめ合った。

　緊張感をはらんだそれであっても、ミノリはもう少しも怯おびえていなかった。

　それがとても不思議でミノリはその理由を考えていた。まだ出会って数日の見ず知らずの〈冒険者〉だ。気さくな口調の女性だから親しみやすくはあるが、先ほどの発言を考えれば、好意的にとらえても正体不明と評するほかない。

　そんな女性に対してもっと恐れたり危機感を覚えたりしてもいいはずなのに、ミノリは緊張こそすれ、そういう気分にはなれなかった。そんな自分の心を、ミノリは興味深く記憶した。

　ロエ２は不意に視線を上げると、戦場のほうを見やった。

　その視線の先をミノリも追いかけて、醜悪な戦いを目撃することとなった。崩れた戦線はもはや秩序だった戦いを不可能にしていた。どこにあるのかはわからないが〈移動神殿〉で復活したのであろう〈オデュッセイア騎士団〉のメンバーが、〈闇精霊の従僕〉や〈鋼尾翼竜〉の区別もつけずに突っ込んでいく。

　本来であればレベル差により圧倒的に優位なはずの〈オデュッセイア騎士団〉は蘇生直後の能力低下により本来の実力を発揮出来ていないようだった。そして発揮しようとも考えてはいないのだ。戦士職によるヘイト管理も、回復職による状態管理も関係なしに、やみくもに攻撃を加えては、討ち果たし、討ち果たされていく。

　そこにあるのは混沌とした消耗戦であり、狂気の戦場だった。

　平和な地球世界はもとより、この異世界ですら見たことのないほどの混乱がミノリたちの眼前には広がっていた。

「ひどいね」

　頷いたあとにそれがロエ２の言葉だったとミノリは気づいた。

「全くひどいありさまだ。行ったことはないけれど、地獄というのはこういう場所なのかもしれないね。ここには得るものがひとつもない。これに関わるのはひどくリスキーだしメリットに欠けると思う。なんで彼らがこんなことをしているのか、わたしにはさっぱりわからない。別段わかりたいわけでもないけれど。それをするためのコストが回収出来る気もしない」

　ロエ２は女性にしては低い声で独語した。

　内容が完全にわかるわけではなかったが、その口調はどこかシロエに似ているようにミノリには思われた。

　ロエ２とミノリはその戦場をしばらく眺めていた。

　地面に引きずりおろされ、狂乱したかのようにのたうつ〈鋼尾翼竜〉が打ち取られ、討ち果たした〈オデュッセイア騎士団〉の背中に黒い炎のような闇精霊の魔法が撃ち込まれ、混迷はその度を深めていった。




『そうじゃない。なんで、そんな……もっと他に、あるだろっ？　もっと他に戦い方が、もっとちゃんとした戦い方がっ』

　トウヤの悲痛な叫びが聞こえた。抗あらがうような叫びだった。

　その声はパーティーチャットを経由してミノリやロエ２のもとに届いたのだ。その叫び声は怒りに満ちていたが、ミノリはトウヤの悲しみこそを感じた。子供だからって何も出来ないしさせてもらえなかった自分がいた。違う、と教えてあげたい。出来ることはあるよ、と言いたい。その相手は自分でもある。自分には出来ることがある。些細でとるに足りないことかもしれないけれど、もうその小ささに絶望しない。

　ミノリはそれを証明するためにロエ２を見つめ続けた。

　近頃だんだんと距離が出来て、以前の重ね合わせたスプーンのようだったトウヤの気持ちや考えがわからないことが増えてきた。しかしそれでも双子なのだ。今のトウヤの憤りはわかる。トウヤの言葉にならない慟哭どうこくは、自分たちの無力への嘆きだ。子供でしかない自分たちへの真っ白い怒りだ。双子であるミノリにはそれがわかる。

　世界はあまりにも強大だった。あまりにも理不尽だったし、圧倒的で、ミノリやトウヤの気持ちなどお構いなしだった。すべての物事は大質量の工場機械のようだった。それらがベルトコンベアーのようにミノリたちを運んで、望むと望まないとにかかわらず、未来へと連れていくのだ。その未来とは小さくかしこまるしかない未来であった。ミノリたちにとって世界はそうだった。

　学校でも、家でも、街を歩いていても、ミノリたちが自分たちの自由に出来ることはあまりにも少なかった。

　たとえばスニーカーの色を選ぶことは出来た。ノートの柄を選ぶことも。たまに夕食のメニューをリクエストすることも出来た。でも肝心のことは何一つ自由には出来なかった。転校したことも。誕生日に両親と一緒にいたかったことも。トウヤの足を元通りにすることも。

　聞き分けの良い子供を演じていたトウヤが人一倍自分の無力を憎んでいたことをミノリは知っている。無力だからこそ、少しでも背伸びをしようとしていたのだ。無力だからこそ、自分たちの力を夢見て〈ハーメルン〉の罠にかかりもした。

　そんなトウヤの慟哭がわかるからこそ、ミノリはこぼれる涙をぬぐいもせずに、ロエ２を見つめた。




「トウヤが泣き叫んでいる。セララは〈大地人〉すべてに手当たり次第に〈ハートビート・ヒーリング〉をかけている。五十鈴とルンデルハウスも街の人々を守りながらこちらへと向かっている。──しかしそれでも、これはどうにもならない」

　ロエ２は芝居がかったしぐさで右手を振って戦場のすべてを指し示す。ミノリはその言葉に頷いた。それはただの事実だ。どんなに胸が軋きしもうと、事実なのだ。

　ロエ２はそれを確認するとミノリに逆に問いかけた。

「こんな場所で質問するんだ。ミノリの答えを聞かせてほしいな」

「答え……？」

「そんな質問をするのだから、ミノリは答えを持っているんだろう？　ミノリは何者なんだ？　そしてわたしは、誰だい？　どこから来て、どこへ行く？」

　ロエ２の問いが世界を止めた。

　戦場の怒号が意識の中で一気に遠くなりホワイトノイズめいた背景音に変わる。

　ミノリは問いの意味を考えた。

　ロエ２の正体なんて、ミノリにはまるでわからなかった。〈エルダー・テイル〉屈指のプレイヤーであるシロエなら知り合いであるかもしれない。あるいは卓越した推理力で、ロエ２にまつわる謎を解いてくれるかもしれない。でも、ミノリには無理だ。何か秘密があるとは思うのだが、それが何なのか、ミノリにはさっぱりわからなかった。ロエ２にはなんだかとても遠くから来たような雰囲気を感じる。その程度のことしか言えない。

　それでもミノリはロエ２を見つめながら、その瞳の中に答えを探そうとした。

　おうむ返しのような問いかけそのものではなく、その意図するところを考えた。ロエ２の理知的な微笑みの意味を考えた。彼女の望みを考えた。

　そして、その問いかけの中でミノリは自分自身に出会った。

　ロエ２の問いはロエ２に対するミノリの洞察を尋ねているのではないのだ。ロエ２が誰なのか？　真実は何なのか？　それすらも今この瞬間、重要度が下げられた。

　ミノリは自分の落ち着きの正体を知った。ミノリは、ロエ２のことが好きなのだ。最初から親しみを感じていた。その話を聞きたいと思ったし、考えが知りたいと思った。だから恐れなかった。

　ロエ２に近づきたいと思った。それは不思議な感情の動きだった。




『そんなことない。兄ちゃんたちがどう思ってるかわからないけど、この世界は──』

『そんなこと、あるもんか。俺たちはいつだって──』

　パーティーチャット越しに聞こえたふたりの叫びとともに音楽が降ってきた。

　空から落ちる〈鋼尾翼竜〉がスローモーションになる世界の中で、懐かしい旋律が聞こえてきた。千切れてしまいそうな思いを、必死であつめて、つづるような、それは五十鈴の歌声だった。

　彼女の正体のすべてがわかったから親しくなりたいと思ったわけではない。

　親しくなりたいと思った後に正体を知りたいと思ったのだ。

　この世界が公平ですべてが正しく慈愛に満ちているから生まれたかったわけではない。

　知らない何かに出会うために旅に出たのだ。

　ミノリが出会った自分自身は、つまり、自分の望みだ。ロエ２は、ミノリに望みの形を聞いてくれたのだ。もしかしたら「聞いてくれた」というこの推測さえ、ミノリの願望にすぎないのかもしれない。でも、そう考えただけでミノリは優しい光を感じた。

　もはや謎解きの時間は終わった。

　ミノリはただまっすぐ願いを口にすればいいのだ。

　だからミノリは、この場で口にすべき唯一の回答をロエ２に告げた。

「わたしはシロエさんの弟子です。ロエ２さんはわたしたちのお姉ちゃんです。遠くから来て、遠くへ行っちゃいますけど、今はここで、ここに、一緒にいます」

　ロエ２がびっくりしたように眼を見開いた。

　それはやはり、ミノリの大好きな人によく似ていた。




　　　 ▼３




「〈エレガントアクト〉！」

　近接攻撃技で〈闇精霊の従僕〉を弾き飛ばした五十鈴は、身体をケープのように包む繊細な波動で反撃を察知すると、回転するようにそれを躱かわした。

　その回避行動で開いた射線には一条の火線が引かれ、すでに手傷を負っていた〈闇精霊の従僕〉は一瞬の停滞の後、虹色のシャボンとなって消え失せた。

「なんなんだ、こいつらは一体」

「わかんない。でも急に出てきたね」

　五十鈴とルンデルハウスのふたりはミノリたちの待つ街はずれへと向かっていた。とはいえ、まだ戦闘は遠いというミノリの言葉に甘えて、街なかの避難などに手を貸していたためにすっかりと出遅れてしまったのだ。そうこうしているうちに、街の北側はなぜか乱戦状態に突入しているようだった。

　いまのところは敵の数も大物も少ないためにふたりでもなんとかなっている。

　個別撃破に徹すれば〈吟遊詩人バード〉と〈妖術師ソーサラー〉の組み合わせは攻撃力もあり悪くはなかった。

　五十鈴の顔を見て上機嫌になったルンデルハウスがいつにもまして気合いを入れているという事情もある。五十鈴としては涙で腫れたみっともない顔を見られたのが不本意で仕方ないが、そういう恥は頭から追い出すことにした。考えることが多すぎるし、今は戦闘中なのだ。

　実を言えば、苛立ち紛れにルンデルハウスに当たってはみたが、五十鈴はちっとも覚悟が決まっていなかった。吹っ切れたし、気持ちが軽くなったことは確かだったが、五十鈴が一晩苦しんだ問いかけは、そう軽いものではない。五十鈴にしてみれば生まれて初めての「本当の問題」だ。答えを出せと言ったって、出るものではない。

　だからこそ放置も出来ない。本当に、真剣に悩んだ。いくつもの願いが心の中に去来して、五十鈴はぐちゃぐちゃにかき回されている。本当は、五十鈴にだって、一歩踏み出したい気持ちは、あるのだ。

　それを自分に対して認めるのが怖い。

　いまこうして戦っている現在でも、それについて意識を向けると叫び出したいような気分になる。

　五十鈴は要するに普通の女子高生なのだ。

　どこにだっているわき役だ。

　大それたことをすれば、笑いものになるのはわかっている。細いばかりでパイプみたいな手足も、頑固者なこの髪も、スキンケアをしてても消えてなくならないそばかすも、身の程をわきまえろと五十鈴に忠告しているようだった。

「もうっ、困るっ」

「どうしたんだ？　ミス・五十鈴」

　つい愚痴のようなつぶやきを吐き出してしまったせいで、先行していたルンデルハウスが振り返った。

「ううん、なんでもない。わわっ！」

「む？」

「危ないよ、ルディ。こっちこっち！」

　五十鈴はルンデルハウスの腕を引っ張って脇の廃ビルへと連れてゆく。気が付けばルンデルハウスのＭＰが三割ほどになっていたのだ。左右を用心深く見回しながら緑に覆われた遺跡に入り込んだふたりは、柱だけになって壁を失った二階の瓦礫に背中をくっつけて座った。

「この辺、敵は大丈夫かな」

「このビル周辺には〈闇精霊〉の気配はなかった。しばらくならば平気だろう」

　顎先を指でつまんだルンデルハウスが思案顔で答えた。

〈エルダー・テイル〉における十二のメイン職業のうち〈妖術師ソーサラー〉は最大の火力を持っている。しかしそれと引き替えるかのように、ＭＰ消費は激しく燃費がいいとは言い難い。ヘイト上昇というデメリットを無視したとしても、攻撃力を求めれば求めるほど湯水のようにＭＰを使ってしまうため、戦闘の合間にこうして小休憩を挟むことはどうしたって必要になるのだ。

　五十鈴の援護歌があるから、五分もあればルンデルハウスのＭＰは回復するだろう。もっともたかが数分とはいえ、この種の休憩はなかなか難しい。もしモンスターに見つかってしまえば休憩は中断で連戦になるだろう。そうなればＭＰが底をついて全滅することもあり得る。

　数分の休憩とはいえ周辺の安全を確認して、出来れば物陰に入ることが望ましい。

　連携訓練でさんざんやったおかげで、その辺はすっかり手馴れているふたりだった。

「ミス・五十鈴、問題はないか？　息は切れていないか？」

「ん。大丈夫。ルディこそ」

　ルンデルハウスは見栄を張るが、魔法攻撃職である彼よりも、武器攻撃職である五十鈴のほうがスタミナ面でも有利だ。ルンデルハウスもそれはわかっているから、尋ねながらも意識的に呼吸を整えている。こう見えて彼は負けず嫌いなのだ。基礎訓練の上に個人鍛錬までしているのを、五十鈴は知っている。

　遠くで爆発音や破裂音が響いた。大規模魔法特有の響きだ。

　ふたりはそれに耳を澄ませた。戦場の音だった。

　どうやら完全に乱戦になってしまったようだった。海側はともかく、街の北側はそこかしこで火柱が上がり、あるいは鋼はがねの響きが木こ霊だましている。〈闇精霊の従僕〉は人間サイズゆえに前線を突破することが可能だし、〈鋼尾翼竜〉はその飛行能力で戦場を蹂じゆう躙りんする。防衛には最初から無理があったとしか言えなかった。




　パーティーチャットを経由してトウヤの叫びが聞こえた。

『ここには、みんなが住んでいるんだ』

　トウヤの声に、ルンデルハウスが拳を握りしめたのがわかった。そう、このサフィールは〈大地人〉の街で、多くの〈大地人〉が住んでいる。

　ルンデルハウスは〈冒険者〉になったけれど〈大地人〉でなくなったわけではない。五十鈴にはそれがわかっていた。チョウシ防衛戦のときの五十鈴はそれを知っていたが、理解してはいなかった。

　あのとき五十鈴はルンデルハウスの命を守ろうとして、その心配ばかりをしていた。向こう見ずに飛び出そうとするルンデルハウスを思慮の足りない青年だと思いさえした。しかし、それは違ったのだ。ルンデルハウスは同胞である〈大地人〉を守ろうとしたのだ。命を落とすことを恐れない愚者ではなく、命をかけることをためらわない勇者として戦おうとしたのだ。

　そのあり方こそがルンデルハウスの目指した〈冒険者〉だったからだ。チョウシの町において、ルンデルハウスは、シロエとの契約を結ぶ前から〈冒険者〉だった。

『散開しろ！　ビルを盾にしろ！』

『なんで、騎士様たちはわたしたちの守り神じゃないの』

『うるさい！』

　表通りの叫びはあまりにも凄惨だった。〈オデュッセイア騎士団〉はとうとう街を守るというポーズすらもかなぐり捨てたようだった。これだけの乱戦になれば、後ろを守る余裕がないのはわかる。

　守れ、とは言えなかった。〈オデュッセイア騎士団〉は対価をもらって守護任務を遂行しているわけではないのだ。たまたまこの街に、そしてあちこちに滞在しているだけ。五十鈴は知らないが、彼らには彼らの目的があるのだろう。勝手にあがめて勝手に期待して、敵が来たから守れとは言えない。たとえ〈冒険者〉が不死であってもだ。

　しかし、五十鈴の隣ではルンデルハウスが拳を震わせていた。じりじりと回復していくＭＰ残量を睨みつけながら、唇をかみしめていた。

　──自殺じゃない。この世界では誰ひとり死なないんだ。だから自殺なんてものは存在しない。俺たちは、帰りたいんだよ。

　五十鈴は念話越しのその叫びを聞いた。

　それは胸を突くようなひとりの男の叫びだった。ただ元の世界に戻りたいと、それだけを願う望郷の告白だった。五十鈴はそれを叶えてあげたいと思った。しかし同時になんてひどいことを言うんだろうとも思った。この世界には、死んでいく人だいちじんだって確かにいるのだ。

　五十鈴の耳にはライブの夜の潮騒しおさいがまだ聞こえている。

　つたない歌に振ってくれたあの手は、〈大地人〉のものではなかったか？

　歓声を上げた彼らのきらめく瞳は、五十鈴に何を告げようとしていたのだろうか。




「ミス・五十鈴」

「ルディ？」

　食いしばった口から漏れた言葉は強く、何かをこらえるようだったが、「それでも、僕らは」という一言だけで途切れた。

　それでも僕たちは、生きているということを言いたかったのか、それとも、それでも僕たちはここにいる、ということを言いたかったのか、五十鈴はわからなかった。たぶん、ルンデルハウス自身にもわからなかったに違いない。

　戦場の彼方を睨むように見開かれた瞳は隠しきれない涙をためていた。

　死闘の中にあっても胸を張り、天に召されようとするあの瞬間にさえ小さく笑っていたルンデルハウスが、歯を食いしばって涙をこらえていた。その涙は己のために流す涙ではなかった。〈大地人〉が、理不尽に耐えるための涙なのだ。災厄のような化け物に襲われ、〈冒険者〉の一団を頼り、すげなく見捨てられ傷ついていく同胞。それだけではない。〈オデュッセイア騎士団〉は〈大地人〉を同じ人間だとみなしてすらいない。

　ルンデルハウスの握りしめた拳はそんな扱いに対する怒りなのだ。〈大地人〉は脆もろい。しかしだからと言って〈冒険者〉がいいように扱ってよいはずがない。しかしルンデルハウスには、その苦情を申し立てるべき相手すらいないのだ。それは彼が〈冒険者〉となった現在でも何一つ変わることがないのだ。ルンデルハウスはあと何回、この思いを味わうのだろうか？　その数はおそらく数えきれない。

　それでもルンデルハウスは胸を張りたいのだ。雄々しく生きたいというのは、戦場での力とは関係がない。それは生きざまに属する問題なのだ。そしてそれは〈大地人〉すべての願いでもあるのだと、五十鈴は思った。

（そだよね）

（わたし……ラッキーだったんだね。地球に生まれて、パパの娘で、ラッキーだった）

（悲しいときも、つらいときも、たくさん歌があったから）

　五十鈴は目をぎゅっとつぶって、自分に問いかけた。

　昨晩一晩荒れ狂い、押さえつけていた想いがとうとうあふれ出してしまった。

　五十鈴は救われてきた。

　常に救われてきた。

　悲しいときには悲しい曲が。

　楽しいときには楽しい曲が。

　勇ましい気分のときには勇ましい曲が。

　五十鈴の周りにはあふれていた。

（ここ、ひどすぎだよね）

（神様に文句つけなきゃ、絶対だめだよ、こんなひどいことないよ。歌がないなんて。四十二しかないなんて。そんなの耐えられない）

　そんな場所があるなんて想像したこともなかったのだ。

　生まれたときから当たり前にあったから、あまりにも身近だったから、その恵みに気が付くことも出来なかった。

（泣きたいときに歌えないなんて、そんなのないよ）

（怒ってるときに歌がないなんて、悲しすぎるよ）

（神様に言いつけるための歌がないなんて、ずるだよ）

　朝焼けも、青空の昼も、茜あかね色いろの夕暮れも、星の夜も。五十鈴の歩くすべての場所に、五十鈴の過ごすすべての瞬間ときに、あふれるほどの音楽があった。

　そこには無数の綺き羅ら星ぼしのような音があふれていた。

（〈大地人みんな〉には──ないんだね）

　五十鈴は持っていた槍を投げ捨てた。金属音を立てて転がっていくそれには目もくれず、背負っていた〈精霊遊戯のリュートフライング・ドルフイン〉を構えた。視界を奪う涙を思いっきり袖でこすり上げ、乱暴に弦をかき鳴らした。

　五十鈴の愛器は威嚇するような響きをたてた。

　きっと五十鈴と同じ気持ちなのだ。

　不愉快だ。こんなのってない。間違っている！　フライング・ドルフィンもそう叫んだ。

　思いが裏切られるのも、理不尽に申し立てが出来ないのも、笑顔でいられないのも、音楽がないのも、間違っている。〈大地人〉は格好良く生きるべきだ。弱いとか、強いとか、関係ない。歌はそのためにあったのだ。〈大地人〉だって、大きな声で歌をうたいながら、〈冒険者〉に言い返したってよい。間違ってる世界に抗議したってよいのだ。

　五十鈴はただの女子高生だが、間違っているものは間違っている。五十鈴が偽物だろうが何だろうが、もう、関係ない。




「ミス・五十鈴……？」

「ルディ、行くからね」

「へ？」

　胸の中が燃えていた。絶対に許さないと思った。

　ほんの僅かばかりの曲を作っただけでこの世界を放り出した神様にケンカを売りに行くのだ。その決意は五十鈴が今までした中で最大のものだった。五十鈴が大好きで、大事にしてきたものをバカにされたのだ。神様か五十鈴がへろへろになって倒れるまで、いいや、神様が泣いて謝るまで、絶対にやめない。五十鈴は誓った。

　ルンデルハウスが拳を握って言葉を失う必要なんて、何ひとつない。

「ケンカに」

「ケンカに？」

　びっくりしたようにおうむ返しに答えるルンデルハウスを無視するように、五十鈴は廃ビルの崩れ落ちたフロアから、大通りを見下ろした。もはや階段を使ってやることさえも苛立たしかった。

　最初のストロークは指ならしの和音だ。

「ミス・五十鈴!?」

　弦を滑り落ちるグリッサンドのように、五十鈴は埃っぽい空中へと飛び出した。

　ルンデルハウスも、トウヤも、ミノリも、セララも。

　五十鈴自身も。

　うつむかなければならない理由なんて、ひとつもありはしない。
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「くっくっくっくっ。あは。あっはっはっはっは……」

　驚いた表情のロエ２は身体を折るようにしてひとしきり笑ったあと、ミノリの頭部をふわりと撫でた。

「この戦場で、それが答えかい？」

「この戦場で、これが答えです」

　丸眼鏡の奥の目が柔らかく細められた。

「すべては変わらないとしても？」

「一部を変えられるってことですから」

　諦めさせるための問いかけではない。ロエ２が自分を励ましてくれているのだと、ミノリは受け止めた。

「トウヤがうずくまってるこのときに？」

「ちょっと休憩してるだけ。すぐに立ち上がります」

　だからミノリはためらいなく答えることが出来た。確定しない不幸の予想は、青鋼の刃を鍛えるための槌なのだ。ミノリが望んで手に入れようとする強さを得るための、金床かなとこの響きだった。

「たぶんミノリの言葉は届かないよ」

「でも、いま、一緒にいます」

　ダメかもしれない。もしかしたら失敗するかもしれない。

　しかしそれは、今挑戦することが出来るという事実の前にはすでに二の次だった。

　何か大事な選択がなされた。それはロエ２が選択肢を示し、ミノリが選ぶというものではなかった。ミノリが己の中から彫り上げた答えの、ロエ２は介添えをしてくれたのだ。チョウシを守ると決めたときのように、天秤祭の後衛を務めると決めたときのように、その決定はミノリの奥深くから湧わき出いでてミノリを染め上げた。

　変化の予感にミノリの胸は震えた。その予感は曖昧な思い込みではなく、偽りなくミノリを変えて、世界を変えた。以前に経験したように足下から急速に塗り替えられる視界の中で、ミノリはロエ２を見つめた。

　ミノリはロエ２に手を差し出した。差し出すことをロエ２に許されたのだ。

　ロエ２の厚意はミノリの深いところへと仕舞われた。

　この経験がミノリの中でシロエの言葉とまじり合い、新しい大樹の根となる。それがミノリにははっきりとわかった。

「お願いの言葉、聞いたぞ」

「はい」

「うん。いいね、ミノリ。いいよ。わたしは、君たちのお姉ちゃんだものな」

「はい！」

「召喚サモンっッ！」

　夕日の中に逆光になったロエ２は腕を無造作に振り、強力な魔法陣が出現した。

　駆けつけた〈蒼褪めた馬ペイルホース〉にまたがるロエ２は、ミノリに手を伸ばし、そのひんやりした感触をあじわいながらミノリはそれをつかんだ。

　たくましいサラブレッドの躍動を感じながらびっくりしてしがみつくミノリに、ロエ２は朗らかな声をかけた。

「たしかに。わたしは見過ごしていたようだ。わたしたちには先を行くものとしての義務がある。きみたちが差し伸べた手を振り払ったりするのはとても格好悪いことだね。ああ、格好悪い。兄君の語彙ごいにこの言葉があってよかった──私たちは格好良く生きるべきなのだな」

　力強い蹄ひづめの音を立てて〈蒼褪めた馬〉は宙を駆けた。

　馬車をひいていたときには一度も見せなかったその真の能力にミノリはあっけにとられて口を開くことも出来なくなってしまう。

「お姉さんは妹分を見捨てない。その盟約ルールを内面化しよう。おそらくわたしがはじめて君たちのそばに立つ〈航界種〉だ。こんなことになるとは思ってなかったけれど、なかなか気分は晴れやかだな」

　ミノリはその言葉のすべてを心に焼き付けた。

　残念ながら意味は少しもわからない。

　しかし一言一句が、何か重要な秘密のピースなのだ。

　誰に言われるともなく、それをシロエのもとへ届ける役目をミノリは自分に課した。いまミノリは生まれ変わった特別な世界にいて、この世界において出会いは重要な秘儀の一部であり、それは特別な意味を持っている。トウヤの悲痛は今でも痛いほど感じているが、それらを吹き飛ばす嵐の予感にミノリの心は躍った。

「要素集合エレメントクラスタはその規模が大きくなるほどに安定するけれど決定論的にふるまうことになる。国も、惑星も、橋河ミルキーブリツジもそうだ。そうして小さな欠片かけらを取りこぼしてゆく」

　倒れてくる鉄柱を〈蒼褪めた馬〉は迂回もせずに撥ね飛ばした。

「すべての人が幸せを望むのはあたりまえのことだ。──しかしやはりそれは悲しみの起点でもあるのだ。セルデシアの歴史においては、かつて隣人の手を振り払ったアルヴのように。そのアルヴを滅ぼした人間のように。個人の痛苦は真実ではあるけれど、行き違いの誤ご謬びゅうが合成され、個人の手には負えないサイズになったとき、それは世界を焼き尽くす。悲嘆と憤怒と絶望は、世界に落とされた毒なのだ」

　ロエ２の言葉は柔らかかったが英知の神韻たる響きを持っていた。取り返しのつかない滅びの伝説を語る伝承者のような、それはそんな響きを持っていた。

「わからないよね」

　ミノリはロエ２の背中で頷いた。

　わかったふりをしたくない。

「君たちの言葉は不便なものだね。こんな制限だらけのプロトコルが思考機関インフアレンス・エンジンの上限まで制限している。君たちはまともにクラウドさえ構成出来ないし、やることなすことロスだらけだ。安定的に集合を拡大するためのメソッドすら持っていない。こんな理不尽な孤独の中で石器時代みたいに暮らしているのか？　ひどいありさまだ。これじゃ、あんまりだ」

　責めるような声ではなかった。同情でもない。ただ理解と共感があった。

　ミノリは風にたなびくマントをぎゅっと握りしめた。

「でも〈共感子エンパシオム〉は伝わる。資源不足にあえぐこっちにはわからないほどに。きみたちの流儀なんだろう？　これが」




　巨大な爆炎が上がった。

　それはおそらく〈不死鳥フエニツクス〉の自爆攻撃だ。渦巻く炎のさなかにミノリたちを乗せた〈蒼褪めた馬〉は一直線に突っ込んでいった。そこに来て、ミノリにはやっと周囲の様子が見えてきた。争いがあった。あらゆるところにそれはあった。

　ロエ２は召喚馬を操り巧みな走破で〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉や〈闇精霊の従僕〉を撃破していった。九〇レベルの〈冒険者〉の実力を見せながら。

　ミノリは〈禊みそぎの障壁〉を投げかけた。

〈大地人〉にも〈オデュッセイア騎士団〉にも。

　目まぐるしく変わる景色と戦場に忙殺されながらも、ミノリは不思議な結論に辿り着いた。

　いまミノリが放つのは無数の障壁呪文だ。それらはＨＰ減少を食い止めるバリアであり、〈神祇官カンナギ〉におけるヒールワークの基本である。戦闘を構築する主要な呪文系統のひとつだ。

　ミノリはそれを争いの手段ではない何かにしたかった。

　炎から逃げ出す〈大地人〉にとってそれは渇いた時の水であり救命の可能性であってほしかった。物狂いのように剣をふるう〈オデュッセイア騎士団〉にとってはその身の尊さを思い出す小さなきっかけであってほしかった。

　それらはつまり、すべて命を守り、この場を終わらせたいという、ミノリの希望エゴなのだ。願わくばそのエゴが祈りとなるように、ミノリは再使用規制時間リキヤスト・タイムの限りに、〈禊の障壁〉を張り続けた。

　戦場の混乱は果てしがないようだった。

　何度かセララとトウヤの姿を見た。ふたりもまた戦っていた。

　目もくらむような乱戦の中でミノリは何か不思議なものを摑みかけた。それはシロエから話を聞きずっと追いかけてきた〈全力管制戦闘フルコントロールエンカウント〉であったが、一部ではそれを拡張した何かだった。何度も感謝を述べて逃げてゆく〈大地人〉の親子や、力尽きたように跪ひざまずく騎士たちは、ミノリの友人ではなかったが、今この場所を共有する仲間ではあった。

　シロエが何度かやって見せてくれたように予断も曇りもない精神世界の中で、ミノリは彼らの声にならない声を聞いたような気がした。

　それは悲哀が充ちるこの空間への嫌悪とよりよい選択を願う希求の声だ。

　ミノリの拙つたない言葉で表現するならば、嘆願の祈りとでもいうしかないものだった。

「弟妹諸君！」

　ロエ２が声を張り上げた。

　高らかに掲げた〈思慮する木菟みみずくの杖〉に白い光が集い、小さな笑みを浮かべた表情は悪戯いたずらそうに宣言をした。

「お姉さんは弟妹を見捨てない！　この世界で私が最初に作った友達が、この悲しみしか生まない場所に怒っている。かつてわかり合えず、見捨てられた亡国の姫がわたしの中で叫んでいる」

　ガレキの中に突出し、騎士と剣を重ねるトウヤがふと見上げた。

　無数の〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉を氷の棺に閉じ込めるルンデルハウスも振り返った。

　ウルフの視線につられたセララが当惑したように顔を上げた。

　涙もぬぐわずに歌い続ける五十鈴が街を包み込むように広がった白い翼を見た。

　それはすべてを覆い尽くす雪のような白だった。

「汝契約を破られしもの、我と共に歩め。〈ソードプリンセス：アル・クィンジェ〉！」

　ロエ２の召喚呪文はあたりを照らす閃光を伴って発動した。

　彼女の従者召喚〈プリンセス・レイス〉はその真の姿を現したのだ。それはおそらく竪琴たてごとを持った女性であり〈ソードプリンセス〉として知られる〈戦技召喚〉だとミノリは思ったが、シロエの授業で知っているはずの呪文とは何もかもが異なっていた。

　顔を覆うベールのような封印布に隠されて精霊の表情はわからなかったが、悲しさを含んだ穏やかさをミノリに感じさせた。神々こうごうしい光を放つ竪琴の美女は、ロエ２をトレースするようなしぐさで腕を上げ、五十鈴の歌にハープの響きを重ねる。

　伝説の六傾姫ルークインジエの奏でる竪琴の音色の中で、ロエ２の表情は確かに誇らしげだった。
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　ただひたすらに弦をかき鳴らした。

　喉も嗄かれよと叫んだ。

　偽物だろうが本物だろうが構わない。五十鈴は知っている限りの歌をうたうのだ。

　走って、走って、通りを駆け抜けて、五十鈴は今、八分音符になって茜色の夕日の中で弾けた。アーチ状の四連符に、和音白玉のストローク。五十鈴の足音はスネアで、心臓はバスドラムだった。

〈バルド・スタイル〉で強化された持久力に任せて五十鈴はうたった。

　奏でるレパートリーは七色の調べとなって空間を満たした。

（〈囚われた獅子のダージュ〉!!）

　うねるような音階の奔流に〈闇精霊の従僕〉の一団が、油切れの機械人形のように動きをとめた。五十鈴は一瞥さえしない。空白となったソロパートには、五十鈴の相方が滑り込んでくるのがわかっているからだ。

「〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉ッ！」

　荒っぽいリフはメロディアスというよりはドラムソロのようだった。間奏を挟んでＣメロに移るときには、〈闇精霊の従僕〉はすでに虹色へと変じている。

　地下室から覗いている野ウサギの兄妹のような〈大地人〉と目が合った。

　固く身を寄せ合ったふたりは、泣きそうな顔をしていた。

　こんな戦闘に街が巻き込まれ、逃げ出せる場所もないのだ。情けない形で半分開いた口は、怒りよりも絶望よりも、茫然としているように見えた。〈オデュッセイア騎士団〉のひとりが通りで倒れて、ふたりの前で虹色になった。

　あの兄妹の前でいま世界は崩れ落ちたのだろう。救ってくれる希望は潰ついえ去さった。

　五十鈴はそんな光景にメロディーを叩きつけた。

（何も出来ないけど、うたうよ）

　声を張り上げた。

　無理な声量を振り絞り、喉がひりついた。それでも加減しようとは思わなかった。

（わたし、ちゃんと見てるよ）

　そんな気持ちを込めてフレーズを作り出した。

　五十鈴に出来ることは本当に何もないのだ。リュートを奏でて、叫ぶことだけ。

〈闇精霊の従僕〉の魔法を回避しながら、五十鈴は二人に頷きかけた。兄妹はウサギのように駆けていった。胸をなでおろしながら、そんな二人の背中に歌をうたう。

　歌なんてちっぽけなものだ。五十鈴ひとりががむしゃらに暴れたところで、さっきの兄妹を救える保証なんてどこにもない。この町全体で言えば、数多くの犠牲が出てしまっているのが現実だ。五十鈴が歌っても、それはもう変わらない。ジョン・レノンは好きだけど、音楽で世界平和は無茶だと思う。

　五十鈴を救ってくれた音楽は、偉大な演奏家の名曲たちは、たぶんそんなに大きなことは出来ないのだ。

　その認識ははてしなく苦く、平和な世界で揶揄やゆしていたのとはまったく別の重みで五十鈴を傷つけた。五十鈴はもちろん、五十鈴の父のギターだって、清きよ志し郎ろうの歌だって世界を救うことは出来ない。

　そんなことは当たり前のことだ。

　普通の女子高生の五十鈴だって知っている。

　だが五十鈴は彼らが拳を振り上げる意味を考えたこともなかった。ただのファッションだとさえ感じていた。

　しかしいまなら少しだけわかる気もするのだ。

　それはやせ我慢の強がりだ。拳を振り上げないとくじけてしまうから振り上げるのだ。俺はここにいるぞと叫ぶためにかき鳴らすのだ。ちゃんと見ているぞと報せるために歌うのだ。お前たちのことを知っている、お前たちの気持ちを知っている。ちゃんと届いているというあえかなやり取りが歌なのだ。

　負けるからなんだというのだ。

　救われないからなんだというのだ。

　それでくじけるようなら歌なんて最初からいらないではないか。

　もう一度立ち向かうために歌は必要なのだ。

　五十鈴はずっと音楽に抱きしめられて生きてきた。

　誰にもわかってもらえないときでも、音楽は自分をわかってくれているように思えた。一人ぼっちで孤独な夜、ミュージックｐｏｄから聞こえてきたバラードは、まるで自分のことをうたっているように思えた。楽しいとき、古いロックナンバーは五十鈴をどこまでも続く海岸線の高速道路のドライブへと連れ出してくれた。

　数多あまたの曲に包まれながらも、五十鈴は歌い手のことをよくわかっていなかった。

　いまならわかる。きっと彼らも、五十鈴に伝えようとしてくれたのだ。お前の気持ちはわかるぞ。俺も同じ気持ちでうたってる。くじけるな、がんばれ！　と叫んでくれたのだ。だって、どうせそれくらいしか出来ない。五十鈴の歌は無力だが、五十鈴の槍だって同じくらい無力なのだ。きっとこの世界は救われたりはしない。

　しかし五十鈴は止まらなかった。

　神様にケンカを売るために駆け出したのだから。

　ルンデルハウスの魔法に包まれて、翼ある靴で街を駆けた。

　五十鈴の助けを待っている仲間の元へと駆けつけるのだ。理不尽に拳を突き立てて跳ね返されたトウヤのもとへ。ルンデルハウスの放った氷河のような魔法に飛び乗り、ふたりは駆けた。




　いまでも自分に特別な才能があるなんて言えない。

　力任せの歌声は透明さが足りないし、メロディーを追いかけるだけの指先はもつれたりもする。それは誰でもない本人がよくわかっている。だから、プロになるなんて言えない。音楽で食べていくなんて考えるだけで怖くて足が竦すくみそうになる。

　でも、五十鈴はきっとこの瞬間を一生忘れない。

　蛮勇を振り絞ってうたい始めたこの夕暮れを忘れない。

　音楽の人アーテイストになるなんて言えないけれど、一生音楽を好きでいるということは約束出来る。それが五十鈴の精いっぱいで、本当はそれで十分なのだ。

　天が怒号を発するような破裂音を立てて電光が走った。積層魔法陣を腕の一振りで消してルンデルハウスは五十鈴の横へと追いついた。五十鈴の密かな決意なんてきっと知らない青年の横顔が五十鈴の心を温めた。

　ルンデルハウスは最初から言っていた。〈冒険者〉になりたい、〈冒険者〉のようにありたい、と。それは職業ではなく、生き様の話だ。ルンデルハウスはたとえ〈冒険者〉がどんなに割に合わない職業でもちっとも構わないだろう。理不尽と戦うためにその生き方を選んだ金色の青年は、五十鈴がやっと辿り着いた答えを最初から知っていたのだ。

（ううん。ルディがわたしを引き寄せてくれた）

　父の薄く笑うような、どこか自分自身を鼓舞するような言葉を思い出す。

　いま考えればあのセリフは五十鈴に向けられただけのものではなかった。苦さと後悔を秘めて、それでも一生音楽で生きていくと決心したひとりの音楽家が自分自身に約束した言葉だったのだ。

（パパの言うとおりだったよ。わたし、才能なかった。才能があるかないか考えてるなんて、ぜんぜんロックじゃなかったよ）

　小さく笑いがこみ上げてきた。




「五十鈴ちゃーん!!」

　メンバーが増えた。真っ白い狼を連れて走り寄ってきたセララに頷いて、リュートヘッドを振り回した。あちこちから戦いの音が聞こえた。疲れたような剣戟や、帰る道を見失ったかのような攻撃魔法の詠唱が。しかしそれでも街は残照に染まり美しかった。

「ミス・セララっ」

「ありがとうっ」

　不器用に二、三度つまずいて、それでもルンデルハウスの飛行呪文で踵かかとをうかせたセララは真剣な顔でけんけんをすると、照れ隠しにちょっと笑った。五十鈴の中に温かいものがどんどん膨らんでいく。

「大丈夫です！　ここから西の建物は、全部検索しました！　ウルフちゃんのお鼻で。〈大地人〉の人はみんな避難してもらいましたからっ」

　立て続けに演奏を続けている五十鈴は快哉かいさいを叫びたかったが、その気持ちを歌に乗せた。




　突然天に光が充ちた。

　初めて見るような魔法の輝きに三人はそちらを見つめ、すぐにわかった。

　高らかな叫びがパーティー念話チヤツトから聞こえてきたからだ。三人ははじかれたように駆けだした。あの輝きの下にロエ２とミノリが、そしておそらくトウヤがいる。

　五十鈴はトウヤの痛みがわかる。「こんな世界が本物であるはずがない」という悲痛な叫びをトウヤは聞いてしまったのだ。そして五十鈴たちもまた、その叫びをパーティー念話で共有した。叫んだほうすらも傷ついている張り裂けそうなほどの悲しい声だった。

　その悲しみが、五十鈴の敵なのだ。

　それを倒すことこそが、神様へのケンカだった。

　勝ち目はないかもしれないけれど、戦わずには済まさない。あの輝きの下には仲間トウヤがいる。

『兄ちゃん、さがれよ！』

『だまれっ。邪魔をするな、これは〈オデュッセイア騎士団〉の闘いなのだ』

『下がらないよ！〈木霊返し〉っ。絶対に、兄ちゃんを投げ出してなんか、やるもんか！』

『お前みたいな子供に、何がわかる！』

　近づいてくるトウヤの叫びが聞こえた。

　五十鈴はその声にほっとして、ルンデルハウスと頷き合った。

「もう大丈夫だ」

「うん！」

「トウヤちゃんは、負けてません！」

「うんっ」

　きっと傷だらけだろう。〈オデュッセイア騎士団〉を説得出来てもいないだろう。

　でもトウヤはガレキの中でうずくまったままではいなかったのだ！　立ち上がり、再び食らいつき、〈オデュッセイア騎士団〉の隣で戦っている。

　それだけでセララの言うとおり、全然負けてない。直ぐにでも助けにいこう。それで全然上等だと五十鈴は思った。

「トウヤ！　僕が行くまで、ミスるんじゃないぞ！　この〈冒険者〉ルンデルハウス＝コードが加勢してやるからな!!」

　ルンデルハウスの雄叫びに小さな微笑みさえこぼれる。

　トウヤの声を聴いたとたんに、元気百倍ではないか。強気のルンデルハウスに早変わりだ。五十鈴を心配してくれる大人びたルンデルハウスも可愛いけれど、今のルンデルハウスはすごく男の子だ。リードを放せばきっと地平線まで駆けてゆくにちがいない。

　わたしも同じだと五十鈴は思った。

　ルンデルハウスみたいにまっしぐらに駆けてゆきたい。

　もう少し、あと少しで辿り着く。

「いい加減にしないと、お前ごと〈オンスロート〉の餌食にするぞっ」

「やればいいじゃないか！　でも俺は退かないからなっ」

　角を曲がりそこはすでに朱に染まる河だった。炎上し砕け落ちた橋には何頭もの飛竜がシルエットとなって突き刺さっている。逆光の中で戦うのは力をつけてより禍々まがまがしくなった〈闇精霊の従僕〉の一団と、オデュッセイアの騎士、そしてトウヤだった。

「ここが、俺たちの死に場所なんだ。黄泉よみへの道を、遮るなっ!!」

　五十鈴の肺腑が燃えた。

　ふざけるなという叫びが両足にこもって翼になった。

　目尻に涙が一杯にたまり視界がぼやけたが、それは悲しさのためではなかった。




　あふれるほどの歓声の中でリュートを奏でたこの世界は、

　大好きな仲間と一緒に長い旅をしてきたこの世界は、

　ルンデルハウスと出会ったこの世界は

　黄泉への道などではない。




　だからいまこそ五十鈴は四十三番目の歌をうたうのだ。

（なんだか、格好悪いとこある歌なんだけど）

　それでもそれは五十鈴が初めて作った曲だ。

　ちゃんとわかるよと伝えるために、あなたを応援するよという気持ちを込めて。誰が認めなくても、五十鈴だけはこの世界を祝福する。神様が作らなかった四十三番目を、そしてもっと多くの歌の種をこの世界にばらまくのだ。

　戦闘になだれ込む仲間たちの先頭にミノリが見えた。一足先にトウヤの元へたどり着き、守っていたのだ。その脇には白いケープマントを翻ひるがえすロエ２がいる。大きな鳥のようなロエ２は、肩越しに振り返って頷いた。ルンデルハウスも、セララも、ミノリも五十鈴と視線を交わした。

「君のことは僕が守る」

「ルディになんか、守られてあげないよ」

　短いやりとりだけで五十鈴の胸は勇気で満タンになった。エネルギーメーターは百パーセント。なお高らかにつま弾いたイントロは今日最高の音を立てた。真っ赤に染まる空は五十鈴を急せかしているようにも、永遠を祝福するようにも感じられた。

　最初の一言を、五十鈴は祈るような気持ちで押し出した。

　水面を跳ねるようなリュートの煌きらめきが踊るたびに、七色の音符が世界を励ました。いま、五十鈴が応援するのは、戦場にいるすべての〈冒険者〉、そして〈大地人〉。



















　海風のアスファルト　坂道を越えたら

　次の街が見える　今夜もきっとライブはきらきら

　はち切れそうな小さなカバン　たくさんの魔法

　あなたが手を振るから　さあ始めるよ




　忘れないきらきら　虹色を振りまき

　わたしの野望が　音符にかわるの

　忘れないきらきら　この歌は約束

　臆病だったリュート　今日はちがうわ




　勇壮な戦いの歌を結局五十鈴は作れなかった。

〈大地人〉全員の悲哀を救う歌も、作れなかった。

　どんなに泣きながら探し回っても、五十鈴の中に転がっている大事なものは、普通の女子高生が抱える、個人的なものでしかなかった。

　だから五十鈴は始まりの歌を作った。

　まだ何者でもない五十鈴が、それでも胸を張ってうたい始める歌を作った。

　どこの世界のどんな人でも、何かを望んで始めるのならば、絶対一緒になって大声で応援してやろうと、不出来な最初のこの曲を作った。

　たぶんなにも救えない五十鈴の新しい歌は、世界に魔法をかけた。

　波紋のように広がる詩うたは世界セルデシアに承認を受けて産声うぶごえを上げた。魔法が生まれたのだ。卵ほどの大きさの小石が浮かび上がり、あらゆる場所でリスのように踊り出すそれらは即席の防御となって、戦場のすべての攻撃に体当たりをして、魔法をそらそうと努めた。

　本当にちっぽけな詩だった。所詮は小さな石が踊るにすぎない歌だ。

　戦況の僅かな足しになるかどうかも怪しかったが、五十鈴は詩を諦めなかった。

　限られているからこそあがくのだ。

　もどかしいからこそ胸を熱く焦がすのだ。

　いま誰にも届かないかもしれないという絶望は、いつか誰かに届くかもしれないという祝福そのものだ。そんな理屈を必要とする自分は弱虫かもしれないと五十鈴は思ったけれど、でも希望ひとつで世界の果てまでだって歩いて行ける。それがリトルロックだ。

　いま五十鈴は音楽四十三なのだ。世界は五十鈴のものだった。

　茜色に染まる空に明るいレモンイエローの音符をぶちまけた。

　誰にでもこの旋律が届けばいい。星屑のように砕け散りふりそそげ。無力に憤る〈大地人〉にも、故郷を求めて子供のように泣いている〈オデュッセイア騎士団〉にも。

　命尽きる時、宙そらへと浮かぶあのシャボンの光の七色は、そういえば音階の七色と同じなのだ。五十鈴はその相似に小さな驚きを味わった。

　日が沈むころ、七色の輝きは途切れ、あとは月へ向かって登っていくだけだった。




　　　 ▼６




　たおやかな姿の女性が、まるで小春日和の残照の中を行くように、平然と街並みをよぎっていった。

　時折立ち止まってはなにかを考え、空を見上げて、また歩みを始める。

　焦げたような臭いの黒煙が僅かに空気に混じり、周囲は喧噪けんそうに包まれている。魔法の炎は通常煙をたてないため、これはなにかに引火したということなのだろう。サフィールは戦闘状態にあるのだ。

　枯れ穂色の長い髪を持つ美女を獲物と見定めたのだろうか、一体の〈鋼尾翼竜〉が旋回から急降下に移った。うねるような尾の動きは〈鋼尾翼竜〉に獰猛どうもうな機動性を与え、その鋼の爪先は〈大地人〉の軟らかい肉を容易く刺し貫くだろう。

　ダリエラはそちらを見上げようともせずに左手を上げると、吐息のような声で呪文をつぶやいた。〈アストラル・ヒュプノ〉。それだけで不可視の網に絡め取られたように〈鋼尾翼竜〉はその精神と肉体を静止させる。

　錐もみ状に落下して土煙と瓦礫に沈む翼竜を背景に、白い女性は漆黒の羽ばたきに包まれるようにその姿をブレさせる。膨大な魔力を秘めた幻尾がまるで大気を愛撫するように艶なめめかしく揺れて、狐の耳を持つ漆黒の美女が現れた。

　対象を深い眠りに落としその精神を凍り付かせる〈付与術師エンチヤンター〉の呪文〈アストラル・ヒュプノ〉。攻撃力のない、どちらかといえば防御的な呪文であるにもかかわらず、それが起こした被害は甚大だった。

〈鋼尾翼竜〉はもとより、その落下に巻き込まれた〈オデュッセイア騎士団〉の〈森呪遣いドルイド〉さえも大規模ダメージで絶命している。




　濡ぬれ羽はは興味なさそうにそちらを一瞥しため息をつくと、さきほどまでと同じように歩みはじめた。

　ビルの間を抜け、茂った緑の木陰の下を通り、夕焼けの戦場を歩く。

　不思議なことに〈闇精霊の従僕〉も〈鋼尾翼竜〉、それどころか〈大地人〉や〈オデュッセイア騎士団〉も濡羽を認識することが出来ないようだった。

　濡羽は戯れに、あるいは自分に突進してくる火の粉を払うように、小さな呪文で彼らを止めた。止めるというそれだけのことで、濡羽は戦場に破壊と絶命を巻き散らした。

〈付与術師〉のなかでも行動阻害呪文に特化した構築ビルドは〈凍てつかせるものフリーザー〉と呼ばれる。極ごつ寒かんの雪嵐を以て周囲の敵すべてを凍り付かせるようなその能力から名付けられた別称だ。

　濡羽はその言葉を体現したかのような歩みを見せていた。時には足を止め、時には何かを呟き、街を抜けてゆく。




　濡羽は憂いでわずかに表情を曇らせた。

〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉の窮屈な任務を抜け出して西ヤマトを少し歩くだけのつもりが、偶然の出会いをしてしまった。

　悪意や害意があったわけではない。ただシロエのギルドのメンバーだと思ってちょっかいを出してしまったのだ。そして傷を受けた。

　上から目線で小馬鹿にしていたことを濡羽は認めざるを得ない。シロエは特別だが、その仲間まで特別なわけはあるまいと思っていたのだ。いつも通りに愛想笑いをして、相手を思いやるようなちょっとした態度と仕草を見せれば、容易く溶け込めると思っていた。

　事実、ミノリやセララ、五十鈴といった娘たちにはなにも気づかれなかった。おそらくルンデルハウスという元〈大地人〉にもだ。

　油断していたとは思わない。

　多少距離をつめようとしてしまったのは確かだが、それはシロエと同じ景色を見てみたいという誘惑に負けたせいだ。

　トウヤという少年が、〈大地人〉の伝記作家ダリエラに何を見たのかはわからない。正体が露見したとは思わないが、トウヤという少年が特別な能力でダリエラの何かを見抜いたのは確かだ。

　濡羽ダリエラは、あの年端もいかぬ少年に憐れまれたのだ。

　髪を撫でる指先を、不機嫌そうな視線で拒まれた

　──そういうところは嫌いだ。

　そんなささいなくだらないとも言える一言が、トゲとなって濡羽に食い込んだ。その痛みは無視出来ないほどに大きなものではなかったが、忘れてしまうには鋭く新しかった。

　トウヤという少年を、ミナミに勧誘してしまったらどうだろうと悪戯心が湧いたのは事実だ。シロエに構ってほしかっただけだった。つまり、シロエの代わりにしようと思ったのだ。

　しかしあの少年はシロエの〈記録の地平線ギルド〉にいるだけのただの背景ではなかった。幼いとはいえ、濡羽に立てる爪を持っていたのだ。戦場の空気を見てみてもそうだ。怪我を抑えて逃げてゆく〈大地人〉の瞳は輝いていないか？　心なしか空気にリュートの音色が混じってはいないか？

　シロエはやはり特別なのだ。シロエの残り香を残すあの少年少女たちが、この哀れな街の空気を最悪の一歩手前で押しとどめている。

　かの人の瞳を借りてみれば、この薄汚れた掃き溜めのような世界も、別の色に見えるかもしれない。濡羽はそれを想像して苦しげに微笑んだ。シロエの教えがあの少年の刃なのだろう。小さな痛みもシロエへと繫がる絆なのだと思えば、どこか甘美に感じられる。

　そして同時に羨望を感じた。シロエにはあの少年がいる。ギルドの後輩たちがいる。シロエには自分の痕跡を伝える相手がいるのだ。濡羽にはいない。それは濡羽の中にどす黒い嫉妬のようなものを搔き立てた。ほんのわずかに天秤が傾けば、濡羽はあのトウヤという少年を、死すら生ぬるい閉鎖神殿に監禁してしまったやもしれない。しかしそうはならなかった。朝靄あさもやの中で見たあの素直な少年の清せい澄ちようさは、濡羽の中に不快ではない共感を残したのだ。

　嫉妬を生み出すのは羨望だが、濡羽はその羨望を穏やかに受け止められた。その向かう先が濡羽の求めるただ一人へ重なるからかもしれない。

　どうせ、濡羽などはいないような存在である。

〈アストラル・ヒュプノ〉の魔力でもとの姿が現れてしまったが、再使用規制時間リキヤスト・タイムが充ちればまたダリエラの姿と名前を取り戻す。そのダリエラさえ偽りの姿だ。濡羽ですらそうなのだから。

　本物の自分などどこにもいはしない。

　幽霊のような自分の滑稽さに小さく微笑んだ。

　人を求め、求められたくて選んだ姿をうっとうしく思い、その姿から逃げ出し、美しくも妖しい姿を得つつもその姿からまた逃げ出し、話しかけられるのも鬱陶うつとうしくて鋼鉄車両から姿を消した濡羽は、いままたその姿を変えてしまっている。

　我ながら支離滅裂で、その悲惨さと滑稽さは、目を覆わんばかりだ。

　なにを手に入れても砂のようにこぼれ落ちる呪いが濡羽にはかかっているようだった。余りにもすべてをかなぐり捨ててしまった濡羽には、もう、何を手に入れればいいのかもわからない。棄ててしまった何かが価値あるものだったとしても、もう濡羽は後悔さえも棄ててしまっている。

　そんな無む明みようを唯一照らすのがシロエだ。濡羽の中のシロエはいつも横顔で、どこか遠くを見ていた。初めて出会った大規模戦闘レイドのときの印象が強いせいだろう。言葉を交わすことが出来たいまでさえ、思い起こすシロエは遠くを見ているような表情ばかりを浮かべる。

　その思い出を抱きしめるように濡羽は胸の前で白く小さな手を握り合わせた。




「濡羽様っ」

　駆け付けて跪かんばかりに頭こうべを垂れた騎士を濡羽は一瞥した。

　ロレイル＝ドーン。普段は気障きざったらしく切りそろえた金色の髪は乱れ、聖騎士の鎧すら薄汚れている。姿を消し去った濡羽を求めて犬のように山野を駆け回っていたのだろう。浅ましいその姿に侮蔑を感じ、濡羽は黙った。

　濡羽を閉じ込めようとする名ばかりの近衛騎士団などにかける言葉はない。

　しかしロレイルは、その無言を別の意味に捉えたようだった。

「濡羽様、ここは多少危険です。濡羽様の静止魔法であれば大事ないかと思いますが、避難していただけませんでしょうか？」

「この街を取り巻く状況は？　ミズファは何をしているの？」

　濡羽は尋ねた。

　この町の状況は異常だ。〈闇精霊の従僕〉がこれだけ現れるということはミズファが〈赤き夜〉の兵力をこの町へ投下しているということだろう。〈鋼尾翼竜〉の出現も無関係とは思えない。

「この街はミズファ様の指示で戦場となっているようです」

「そう」

　濡羽は歩いた。

　地面を見つめ、小さくシロエの名をつぶやいて。

　取り立てて感想はなかった。

　どうでもいいと思ったからミズファの計画を承認したのだ。

　求められたから閲兵えつぺいも行なった。

　ミズファの思い描く夢はわかる。人は誰しも自分の世界を求めるものだ。自分自身の王国で人は王となる。ミズファの夢見る王国はミズファのふるう剣の下で身を横たえる犠牲のヒツジだ。むせるような血の香りで、ミズファは征服の事実を確認したいのだ。

　その夢は濡羽のそれに近いものだ。濡羽も自分の王国の中で幸せに包まれて暮らしたい。人はすべてそうなのだ。自分自身の王国を望むだけ。

　だが、この街には、あの不機嫌そうな表情の少年がいる。

　濡羽を「笑ってなくても変な顔じゃないよ」などと手ひどく侮辱した少年だ。

　その少年の滞在する街を、叩き潰してよいのか？　と自問をすれば答えはおのずと出るだろう。

　濡羽はヤマトの主であり、ここは濡羽の庭である。

　ミズファが望む王国かもしれないが、いまは濡羽の王国である。ミズファが自分の王国のために敵を血だまりに横たえたいのならば、濡羽が自分の王国のためにミズファの野望に横やりを入れてダメな理由はないだろう。

　激戦区を抜けるころ、奴隷のようにあとをついてくるロレイル＝ドーンに濡羽は指示を出した。

「出来うるかぎり多くの〈鋼尾翼竜〉と〈闇精霊の従僕〉を屠ほふりなさい」

「はっ。……しかし、よろしいのですか？」

「〈西の納な言ごん〉の命令です」

　その言葉は高圧電流のような効果をロレイルにもたらした。

　平伏したまま飛びすさるロレイルは二言目もなく、一気に街へと駆け出してゆく。

　ロレイルの甲かつ冑ちゆうを振り返って、濡羽は時間が来たのを知った。自分の影がもやもやと姿を変えていき、九つの尾は空気を撫でるように姿を変えてゆく。効果が停止していた〈情報偽装〉が再起動し新たな姿を形作っていく。

　濡羽の時間は終わり、ダリエラが帰ってくるのだ。

　その曖昧な境界線で濡羽は微笑んだ。いつもの投げやりなそれではなく、自分がちゃんと微笑を浮かべていることに驚きをおぼえながら、濡羽は久しぶりにギルドマスターとしての命令権を行使する決意をする。

「シロ様。──わたしもあの子たちに少しだけ助力をしましょう。短い日々でしたが、旅の仲間として遇してくれましたからね。シロ様は気づくでしょうか。邪魔だと思うでしょうか。あるいはよくやったと……？〈闇精霊の従僕〉は退かせましょう。これはただの気まぐれ、贈り物ではありません。ですから、はやく……濡羽は、シロ様の声が、聞きたいです」

　影から九つの尾が長く伸び、鴉からすと羽毛のエフェクトとして飛び去ったあと、そこにいるのは穏やかな風貌のひとりの〈大地人〉物書きだった。

　彼女は戦場に降りしきる白い燐光の中で、小さなハミングを始めた。

　それもまた〈大地人〉の知らない、地球の流行歌だった。




　　　 ▼７




　ルンデルハウスたちがその街を離れたのは戦闘の翌日のことだった。

　話し合ってこれ以上の旅を断念したのだ。さまざまな出来事があり、それらをギルドに報告しなければならないということで意見は一致したし、〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉を倒したことで〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉の素材を得るという、当初の目的を果たすことが出来たからだ。

　目的を考えればルンデルハウスたちの旅は成功したと言えるだろう。

　しかし、苦いものは残った。

　町の北側は戦場となってしまい廃墟ビルや橋の倒壊を含めてサフィールの街の被害は大きい。〈大地人〉の犠牲者も数十人規模で発生してしまった。

　ルンデルハウスからみれば痛ましいことではあるが、珍しいことではない。そもそもこの過酷なセルデシア世界において、〈大地人〉の生とははじめから試練の連続である。ルンデルハウスの故郷も、いまは灰の下で眠っている。

〈大地人〉は自分たちの被害をことさら隠しもしなかったし、騒ぎ立てもしなかった。ルンデルハウスが心配していたのはその点で、責任感の強いトウヤとミノリの兄妹や純真なセララ、そして優しい五十鈴が〈大地人〉の死にふれて己を責めないかと危惧していたのだ。

　だが、不思議と街の雰囲気は暗くはならなかった。

〈大地人〉は支え合うのになれていたしこの街にはまだ多くの希望があった。中心部は無傷のまま残ったし、街の基幹産業である漁業と街道交易はダメージを受けていない。サフィールの街は痛手を受けたが、立ち上がることが出来ると街の人々に断言された。




　一行は戦闘の翌朝、ロエ２とダリエラが別れを告げたあと旅立った。

　急ではあったが、モンスターが現れたのだ、判断を後回しにするよりは目的地に急ぐべきなのは当然で、ルンデルハウスたち一行は朝靄の中、旅立つ二人を見送った。ロエ２はすっかり馴染んでいたので、セララなどは抱きついて涙ぐんでいたほどだ。

　不思議な女性だった。

　彼女の使う召喚魔法は、ルンデルハウスが見たことのないようなものも多く含まれている。ルンデルハウスは〈大地人〉としては非常に優れた魔術師であり、宮廷魔術師や大魔道士に匹敵する戦闘能力や知識を蓄えている。しかし〈冒険者〉としてはまだ中級にさしかかった程度であり、アキバの街に起居しているとは言え、すべての魔術を知ち悉しつしているとは言い難い。

　しかしそれでも、ロエ２の操る死霊魔術は珍しく、鮮烈な印象を残した。死霊魔術の使い手はアキバにもいるが、彼女ほどの使い手は初めてだ。膨大な魔力と判断力、卓越した戦闘センス。彼女が召喚した剣の姫ソードプリンセスは、剣の精霊というよりは、死せる姫のように典雅だった。

　ロエ２はミノリに手紙を渡し頼み事をしたようだった。

　その時点でルンデルハウスはあっさりと考えることを放棄する。ミノリはルンデルハウスの知る限りほとんど最優秀の指揮官だし、親友トウヤの双子の姉でもある。ミノリが必要だと判断すればルンデルハウスにも協力の要請があるだろうし、もしタイミングを逃してしまい危地が訪れたとしても助けに行けばいい。もっともミノリの表情を見る限り、それは驚くような知らせではあるけれど、けっして悪いニュースだとは思えなかった。

　別れの言葉は「また」だった。短いがそれは再会の約束だ。

　ルンデルハウスたちも「絶対に」と約束をした。




　どちらかといえばもう一人の旅人のほうが、ルンデルハウスから見ればある理由で気になった。〈大地人〉の物書き、ダリエラだ。この美しくもたおやかな淑女はイコマまで向かうのだという。いくら旅慣れているとは言え、女性ひとりでは難しい旅になるのではないかと心配したのだが、サナルまでいけば護衛のあてがあるらしい。

　ロエ２とは違い仲間であるというほどに馴染まなかったこの女性は、別れに際してロエ２がセララやミノリ、五十鈴たちに囲まれているあいだ、静かに微笑みながらそれを眺めていた。それは、貴族の家の末端に生まれたルンデルハウスから見ればなじみ深い、親切さと親愛を示すように装う用心深い笑み──つまり貴族の笑みだった。それを否定的にとらえる感覚はルンデルハウスにはない。むしろそれは見慣れたものでもあるのだが、アキバに染まったいまとなっては多少よそよそしい印象を受けるものでもあった。

　いずれにせよ二人の女性は別れを告げて旅立っていった。彼女たちは西へ、ルンデルハウスたちは東のアキバへと向かうことになる。

　ダリエラはあの柔らかい笑顔で「どこかでまた会えることを願っています」と別れを告げ、ルンデルハウスたちも返事をすることが出来たが、トウヤだけはどこか痛みを抱えたような表情のままだった。

　二人を見送ったそのあと、復興を急ぐ街の中心部に向かってゆっくりと歩きながら、ルンデルハウスはトウヤに問いかけた。

「あのまま行かせてしまって良かったのかい？」

「なにが？」

「ミス・ダリエラのことさ」

「ああ」

　トウヤは空を見上げ、ルンデルハウスもつられて顔を上げた。

　あんな戦いがあった翌朝だというのに、空は晴れ渡り、青が透き通っていた。

　三月の潮風に吹かれて無言で歩くふたりの耳に、先行する三人の少女たちの他愛ない会話が聞こえる。もうすでに耳に慣れた、仲間たちの声だ。親友トウヤの隣を歩き、仲間たちの声を聞くこの瞬間、ルンデルハウスは自分の居場所を感じた。年若い仲間たちを守る義務がルンデルハウスにはある。

「いいんだよ」

「そうか」

　友人の声は柔らかかった。

　好きだったんだろう？

　と、ルンデルハウスは聞かなかった。何が始まって、何が終わったのか、ルンデルハウスにはわからなかった。どちらにせよ友人は手を振ってもう見送ってしまったのだし、ルンデルハウスが子細を尋ねるのは失礼に当たるだろう。

　恋愛ごとというのはルンデルハウスには難しい。

　そもそも貴族出身であるルンデルハウスにとって、恋は遠い問題だ。係累の結びつきは恋とは違うのだろうな、という漠とした思いがある。

　トウヤは年上の異性に呼びかけるとき、いつでも「姉」という呼称を用いる。

　男性ならば「兄」だ。トウヤをなじった〈オデュッセイア騎士団〉の〈冒険者〉にさえ、トウヤは「兄ちゃん」と呼びかけるのを躊躇わなかった。

　そんなトウヤがダリエラのことは一度も「姉ちゃん」とは呼ばなかった。だから、つまり、そういうことなのだろうとルンデルハウスは思う。ルンデルハウスはまだその胸の痛みを知らないが、トウヤの横顔は、旅に出たときよりもずっと大人びて見えた。

　その友人をルンデルハウスは一抹のまぶしさを伴う思いで見つめた。

「あのさー。ダリエラさんさあ」

　トウヤは空を見上げて、独り言のように続けた。

「爪、ぎざぎざなんだよ。苦しすぎて、嚙んだみたいに」

　ルンデルハウスは気がつかなかった。

　たぶん、五十鈴やミノリ、セララもそうだろう。

　その傷口にトウヤは気がついた。ルンデルハウスは気がついたときのトウヤの気持ちを想像し、爪を嚙んだ〈大地人〉淑女の気持ちを想像した。そこにはルンデルハウスの知らない苦しみがあり、トウヤはその痛みに触れたのだと思った。

　何かアドバイスじみたことでも言おうかと考えたがやめておいた。

　踏み込めるほど自分は賢者ではないし男女の機微に明るいなどという自負はさらにない。それに、ルンデルハウスの親友トウヤは武士もののふである。トウヤがよいと決めたならば、それはよいことなのだろう。

「ふふん。トウヤ。悩み事があるなら、このルンデルハウス＝コードに相談でもするんだね」

「いやルディ兄ぃには相談しないし」

「なんとお！」

　トウヤはひとりでちゃんと納得したらしかった。いつもの素直な笑顔だったので、ルンデルハウスもいつものように明るく応えることが出来たのだ。




　旅の準備を整えて宿を出るころには、もう、午後になっていた。

　旅立ちを急いだのはルンデルハウスの意見で、仲間には言わなかったが、〈大地人〉の苛立ちや中傷が仲間に向けられないとも限らなかったからだ。

　ルンデルハウスたちは必死に戦ったが、〈オデュッセイア騎士団〉が街を盾にしたのは事実である。

　ルンデルハウスはいま、〈大地人〉であり〈冒険者〉でもある。

　だから両方の気持ちがわかってしまう。〈オデュッセイア騎士団〉に〈大地人〉を守るような義務はない。それは彼らの信念ではなかったし任務でもなかったのだ。彼らは彼らのやりたいようにやる自由があったし、別に〈大地人〉をその手にかけたわけでもない。〈オデュッセイア騎士団〉がいたことで救われた〈大地人〉は、おそらく相当数に上るだろう。少なくとも戦闘初期の段階において、この街の被害のほとんどは彼らが食い止めてくれたのだ。

　しかし、心はそういう風に納得しないものだということもルンデルハウスは知っている。自分が理不尽な災害に遭い、その場に助けることが可能な実力を持った人間がいたとき、期待してしまうのは無理からぬ心理だ。〈冒険者〉があれだけいたのになぜわたしの家族を助けてくれなかったの？　その嘆きは、ルンデルハウスにはよくわかる。悲嘆のあまり、恨み言を叫んでしまう〈大地人〉はきっといるだろう。

　それをぶつけられたトウヤやミノリは胸を痛めるだろうし、セララや五十鈴も傷つくだろう。そしてそんなことを言ってしまった〈大地人〉も結局は傷つくのだ。誰が悪いわけでもないが、時間しか癒せない傷があることをルンデルハウスは知っている。人には、優しくなれない瞬間というものがあり、それは誰が悪いというわけもない。

　だから、いまはこの街を離れたほうが良いのだ。

　馬車は置いていくことになってしまうが、いまなら徒歩の旅でだって十分帰還できるだろう。その自信はルンデルハウスたち全員が持っている。

　現実的な問題として、街は復興しなければならない。ルンデルハウスたちにかまっている余力もないだろうし、宿屋は西からの援助を受け入れるそうだ。場所を空けたほうが良いというルンデルハウスの説得は素直に聞き入れられた。

「もう、おしまいかあ」

「最後に大変でしたね。この街、大丈夫かなあ」

「心配することはない。ここは赤土の街道の要所だ。すぐにでも復興するさ」

「でも、わたしたち」

　ルンデルハウスは五十鈴の肩に手を置いた。

　五十鈴の表情が曇っているのは、犠牲者のことを思ってだろう。その気持ちはわかるが、ヘーゼルナッツのような髪の歌い手が、そんな風に沈んでいると、ルンデルハウスはとても落ち着かないような気分になるのだ。理不尽なことだが、ルンデルハウスは彼女の笑顔に責任を感じる。

　それというのもあの大神殿での暴力的な宣言が影響しているようなのだ。半ば強制であるとはいえ、ルンデルハウスは彼女の庇護下に入ったらしい。納得したわけではないが、それでも約束は約束だ。彼女の側にいて、その笑顔を守るのは義務である。

　だから、ルンデルハウスは彼女に何か声をかけようとした。

　しかし風に乗るささやきのような声でそれをやめた。それどころか耳を澄ませさえした。




　遠くからあの歌が聞こえる。

　耳の良い五十鈴はもちろん気がついて目を丸くしていた。

　あの戦いの中で五十鈴が歌った、五十鈴だけの、それはあの歌だった。

　空から鷲獅子グリフオンが舞い降りて、セララが駆け出した。ミノリとトウヤが一拍遅れてそれに続く。明るい喜びの声が仲間たちの暗い陰を洗い流した。

　しかし、五十鈴とルンデルハウスは街から響く小さな子供の歌声にいつまでも耳を傾けていた。今回のツアーの終着点は、この街だった。無力なルンデルハウスたちの限界が旅路の果てに現れたのだ。

　しかしあの歌はきっとさらに西へと向かうだろう。五十鈴の歌は無力でも無意味でもないのだ。そのことを伝えようとしたが、五十鈴の瞳は流れ落ちてしまうほど涙で一杯だった。涙もろい相棒のために、ルンデルハウスはハンカチを差し出した。

　今朝、サフィールの街に響くのは世界と五十鈴の、ささやかな再誕歌バースデイソングなのだ。

















































































































































　「あとがき」




　ご無沙汰していますの方はご無沙汰しています。はじめましての方ははじめまして。橙とう乃のままれです。

　今回は大体当初の予定通りにいった感じ？　の九月発売です。年内にもう一冊出したいものです。アニメ『ログ・ホライズン』第一シーズンの放映は好評のうちに終了し、皆さんの応援のメッセージが潮しお騒さいのように響く中、この八巻相当分が連載されました。

　アニメ見ていただけましたか？　格好いい（？）シロエ、可愛いアカツキ、頼りがいのある直なお継つぐに、ダンディな班長！　登場人物の一人一人にたっぷり愛情をもって描いてくださったスタッフに感謝しています。特にミノリ、トウヤ、五い十す鈴ず、ルンデルハウス、セララの年少組はかわいかったですね。

　今回は『ログ・ホライズン８　雲雀ひばりたちの羽ばたき』をお買いあげ下さってありがとうございます。本編で活躍しているのは五人の年少組に加えて、ミナミからは怪しげな彼女、そして新登場のロエ２。様々な登場人物が参加したロードムービーです。ログホラ８が年少組の話だというのはかなり以前から決まっていたのですが、このお話がこのような経緯をたどり、結末を迎えたのはアニメスタッフの皆さんの愛情のおかげです。




　そんな事はさておき、二期ヒロイン。なんと否定されていこうと「きしゃお」推していくつもりのＦ田さんの話です。

　実は最近Ｆ田さんがぐってりしてるんですよ。いつでも明るくて元気の良いＦ田さんがぐってり。仕事がおおすぎなんですね。まあ、アニメ化作品ふたつもみっつも抱えてるんだから仕方ないのです。幾ら敏腕でも影分身するわけにはいきません。アニメの脚本会議ってだいたい毎週あるしアフレコも週一なので、全部に参加するとアニメ仕事で週に四回参加だし、それに作家さんや絵描きさんやデザイナさんや編集会議や営業会議があるので死にます。死んでしまいます。エディターザニアデスワーク。

　そんな我らが集まれば話題はひとつ。

「バカンスしたい」

「バカンスしたい」

「温泉いきたい」

「沖縄いきたい」

「海いいっすよ」（※ハラ先生参戦）

「いいすか」

「みんなバカっすよ。半裸っすよ」

「おやすみしたいねえ」

　三人ともハンバーガーヒルな感じなので、会えばお茶を飲んで半日だべっています（その間に仕事をしろという言葉に全力で耳をふさぎつつ）。

　そういえばこのあいだＦ田さんと「最近時間が流れるのが早い上に記憶が保持できない」「たしかにたしかに」みたいな話をしていたので、「ところでＦ田さん、この半年、なにしてました？」と聞いたら「アメリカ行った！（※お仕事でイベントです）」とのお答え。

「アメリカ以外には？」

「……アメリカ行った！」

「それ以外に何か仕事しました？」

「きしゃお……？　きしゃお！」（ジャンプする）

　ごまかされた。

　読者の少年少女諸氏は賢明ですので大人に対して期待を抱いていないと思いますがその予想通り大人なんてこんなもんです。一方で、この程度いい加減でも生きていけるらしいです。全力疾走人生は容易にブラック認定を受けますので、小休憩大事ですよ。それが人間性を保つ秘訣です。ちなみに橙乃はこの半年の記憶がほとんどありません。きしゃお。




　そんな近況の報告をしつつお届けした『ログホラ８』です。

　橙乃はもういい加減に結構な年なので学生時代ははるか遠くになりにけりですが、それでも都心から外れたのどかな地域で学生時代を過ごしました。あんまりよい学生ではなかったのですが、それでも放課後の部室で友人と愚にもつかない駄だ法ぼ螺ら話ばなしを何時間も続けた記憶は残っています。

　６巻は女性の、７巻は男性の友情の話。そしてこの８巻は少年少女の友情の話です。リアルタイムの人には「あーそうそう、こんな感じ。ばかでー」って思ってほしいですし、その時期を過ぎた読者の方には目を細めて懐かしく思い出してほしいです。

　思うに若者であるというのは自分が無力であることを悔しく思い、自分が将来何かになれるのかと不安を抱き、その苦痛と不安に叩きつぶされたり、あるいはなんにも考えないノリと勢いだけで乗り越えてゆける季節だと思います。

（かといって大人になれば「何者かになれる」わけではなく、「何者かになるなんて結局いつまでたってもゴールなんてないんですなー。つまりは目の前のことをこなしていくしかないんだよなあ」と諦めたというか納得した状態が大人というだけですね）

　夢を持つのが難しい時代だと思います。ヘタに目標を掲げて達成できなかったら恥ずかしいし他人に何を言われるかわからない。どでかい夢を持っただけで「そんなことできると思っているのか？　そういうのは才能を持ってる一部の人が目指すものだよ」と言われがちな時代でもあります。しかしまあ、世間は厳しい場所でもあるんですが、その一方で割といい加減な場所でもあります。橙乃が生きていけるのがその証拠。無責任に夢を称揚するわけにはいかないけれど、今、一歩を踏み出そうとする人をけなすってのも違うよなあ、と思いつつこの「雲雀たちの羽ばたき」を書きました。

　大人が生暖かいのは大抵少年少女を認めてるときなんですよ。表だって褒めるわけにはいかないけど、俺もそういう無様をやってたし仕方ないし、がんばれってちらちら見ながらも無視するフリをしてるときです。ですから少年少女はおじさんおばさんにメシをたかるとイイと思います。それが正当な所得転移ってもんです。




　普段はやらないのですが、今回は謝辞を。

　ログホラ８の話──楽曲が定数である話は連載開始当初から予定されていたのですが、それをこういう形で構成できたのは、アニメのおかげです。年少組声優の皆さんの輝かしさと前向きさに感化された部分もあります。松井さんの五十鈴はきっと画面でも女の子らしい喜怒哀楽をほとばしらせてくれるでしょう。柿原さんルンデルハウスは温かく見守ってくれます。そうなれば、田村さんミノリや山下さんトウヤ、久野さんセララだって持ち前のパワーでお話を作ってくれるはず。そう信じられたので、この物語をずっと踏み込んで描くことが出来ました。

　もうひと方、音楽家高梨康治さんへも感謝をささげます。作中に登場する五十鈴の父のモデルにもさせていただきました。音楽に対する熱情と、ストイックさと、陽気さ。取材にかこつけてたくさんのお話をせがんでしまったのですが、音楽を趣味でも仕事もなく生きざまとされることの難しさと喜びを教えてくださいました。

　高梨さんのチームが作ってくれたアニメ「ログ・ホライズン」第１シーズンの楽曲は四十二曲でした。第２シーズンが始まるにあたり、さらなる楽曲をいただいています。ログ・ホライズンの世界に新しい音楽が生まれました。それは世界級魔法です。ログホラ読者の皆さんならそれが魔法だってこと、わかるはず！　ありがとうございます。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで公募させていただきました。@5_caseさん、@aiirorakkoさん、@az_valさん、@Dateryuさん、@dharma0430さん、@dok_0015さん、@gubei_muhoさん、@hidukikouさん、@hige_mgさん、@hpsukeさん、@iron007dd22さん、@kazamasa504さん、@kaze_syukiさん、@makiwasabiさん、@nyamato299さん、@root4253さん、@shisei_ssiさん、@ssyamonoさん、@teluteluteさん、@touya1818さん、@usui_takaoさん、@yutaskさんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。じつは海外からの投稿なんてのも橙乃の元には届いております。最近では台湾やフランスをはじめいろんな国でログホラを見てくれてる皆さんがいます。アニメは強いな！

　詳しい、そして最新のニュースは http://lhrpg.com/ へ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。アニメの情報も取り扱っております。四月に発売されたＴＲＰＧはたいへん盛り上がっています。

　最後になりましたが。プロデュースしていただいている桝田省治様（「俺屍２」発売中）、イラストのハラカズヒロ様（また遊びに行きます）、デザインして頂いた椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様っ！　今回もお世話になりました大迫様！　図書印刷様ありがとうございました！

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝夏が終わったら旅行に行くんだぞ〟橙乃ままれ
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